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●肌質を問わない美肌効果

天然バラがもつ殺菌・抗菌1生が生か

され、お肌が,青らかにうるおいます。

鎌 れロスッキリ

冷やしてコットンに含ませ、まぶた

の上に(,眼精疲労に効果的c

帥 副りlやアトピーに

抗アレルギー性をもつバラの力は、
ア トビーなどのかゆみにも効果的.

●香りでリラクゼーション

イ憂雅なバラの香りでス トレス解消め

全身にスプレーじアロマ効果を実

感.

嘔蜃認FI璽[別
ア国か ラ研所

販売者

オーサワジャパン株式会社
〒 3350021埼玉県戸田市新曽424

発売者

ブルカリアローズジャパン株式会社
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黒大豆採りL小袋タイブ 1
: (10g× 50袋入り)

: ¥11,550(本 体価格¥11,000)

●黒大豆採律L60堕入り
¥13,755(本 体f両格¥13,100)

｀
・｀
、ヽ

黒大豆寿元は黒大豆に含まれている栄養素 (タンパク質・脂肪等)
を活用したものではなく発芽黒大豆の「生命の源Jや「自然の力」
ともいうべき成分を独特の伝統的な技術で抽出したものです。

ジ ュ ゲ ン 株 式 会 社
〒220-0005横浜市西区南幸2-20 NSビル
丁EL.045-314‐ 6661
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〒367‐0311埼玉県児玉郡神泉村大字下阿久原955
TEL 0274¨52-7070  FAX 0274‐ 52-7071
http://、♂Ⅳw.yamaki― cccom

有 機 野 菜 セ ッ ト (年‖1予約定期配送品) 侑機」AS認定証)

句の有機野菜他6～7種類
4,200円×月2い|コース(3～4人分)  8,400円 01込み)
4,200111×月4卜 1コース(3～4人分) 16,800円 (税込み)
自然農法50年の実績を持つ須賀氏のもと、自家採取した種に
こだわり、「安全」で「栄養価の高いJ新鮮な野菜を、あなたのために

旬il出l作付けから始め3ヶ 月後から採りたての美味しさと健康を

食卓までお届け致します。
※天候及びri然災害などの影響で商品内容を変更することが御座います.又、限られた/1産量
のためご注文をお待ちいただく場合がありますがご『承ください。

有機豆腐類 (ご希り曲と数量をセットして鋤‖けいたします=)
IJ産有機 湧水け腐 (木淑1)300g 36811(3t込 み)
国産有機 湧水 1ヽ腐 (絹 )300g 36811(税込み)
IJ産有機 ふんわりやんわり 200g 3151り (税込み)
国産有機 生ゆば     70g 683円 (8:込み)
花豆腐 (胡麻 。南瓜) 各80g 3151り (税込み)
豆庵油揚げ      2枚 入り 21011(税込み)
飛龍頭          21‖入り 368円 (税込み)
※カタログll職

'メ
真は、イメージも含んでおります。付属品は付いておりませんのでご了承ください.

株式会社ヤ マ キ
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日本Ci協会

在宅のままで健康診断が受けられます

西洋医学とマクロビオティックによる在宅健康チェック&食事指導
日本CI協会会員限定

「食による健康と治病」を掲げる日本CI協 会では、倉1立

60周年を記念し、在宅でも手軽に血l液検査と食養指導が

受けられる「トータル・ケア・システム」を提案いたします。

当協会から届く血液検査サービス「デメカル・ヘルスサ

ポート生活習慣病セルフチェック」に従って血液採取、検

査 (検査センターでの山L液検査)を実施後、検査データを

当協会にご返送いただきます。それをもとにマクロビオティ

ック指導歴20年以上のベテランカウンセラーが、「マクロビ

オティック入門食品」等により受診者の体質に合った適切

な食養指導をいたします。

マクロビオティックの食事を3カ 月間実践後、再度血液

検査サービス「デメカル・ヘルスサポート生活習慣病セル

フチェック」で診断していただけば、マクロビオティックの効

果やその後の食事内容の補正点を確認することができま

す。自宅にいながらにして生活習慣病のセルフチェック、

食養指導が受けられる当システムをぜひご利用ください。

①栄養状態

⑤腎機能

②肝機能 ③脂質 ④糖
⑥痛風

1 同封の振込用紙に必要事項をご記入のうえ、お

近くの郵便局にてお支払ください。

2当協会より血液検査サービス「デメカル・ヘルス
サポート生活習慣病セルフチェック」「陰陽体質

チェック表」を送付します。

3.血液を自己採取後、検査センターにお送りくださ

い(検査方法のビデオが付いていますので、どな

たでも簡単に採取できます)(ヤマト運輸の着払

い送り状付き)。

4.血液検査データが到着後、ご記入いただいた

「陰陽体質チェック表」と一緒に当協会にお送

りください (返信用封筒付き)。

5.担当カウンセラーが血液検査データと「陰陽体質

チェック表」をもとに、食事指導表をお送りいたし

ます。

6.食事指導内容に従ってマクロビオティックの食事

を実践してください。

※3カ月後に血液の再検査を行い、その検査データにより、
食事指導内容の補正を受けられることをお勧めします。

109500円 (税込み)
※血液検査サービス+陰陽体質チェック表 (+食養指導)
※ 3カ月後の再検査も同額の費用がかか。′ます。

卜…夕Jレ・ケア0システムの流れ
(Totai Care System)

僣ま癬都袢警響癬癬榊を』憮癬蘇嘗警]蘇愉讐
「「干
``|

①出薔檬奮71錫表を

1購
°騰

③ 検査データを受診者
へ送付

SP糧異霧ζ黎暫首fよる



温めたり、お湯を注ぐだけ。手軽にはじめてみませんか?

マクロビオティック
マクロビオティックという言葉をこ存知ですか?近ころテレビや雑誌などマスコミにも頻繁に紹介され、

健康と治病、また美容への新しいアプローチとして注目を集めています。また、トム・クルーズや坂本

龍一など、世界で活躍する人々が、積極的に実践しているということでも話題になりました。

マクロビオティックでは、肉・魚、乳製品、砂糖を控え、全粒穀類を主食に、旬の野菜や

海藻、豆などを個人の体調・体質に合わせてバランスよく食べます。

マクロビオティックを実践するには、まず質の高い自然食品をそろえ、また、炊飯や

調理法などを習得する必要があるため、始めることが容易ではありません。

そこでオーサワジャバンでは、マクロビオティック普及の中心である日本Ci協会の創立

60周年協賛事業として、手軽に体験することができる『マクロビオティック入門食品』

の提供を始めました。

マクロビオテイック入門食品

―玄米こはんや玄米粥といつた主食をはじめ、お惣菜、味噌汁、

漬物、梅干、お茶など、1日 3食、7日間分の食品がセットになつ

ています。温めたり、お湯を注ぐだけの手軽さで、マクロビオ

ティックを体験することができます。

贈り物にもこ利用ください。

1:::i:il17日 間メニ ュー

品 名       セット入数

活性発芽玄米こはん    2

五日入り活性発芽玄米こはん 2

雑穀入り活性発芽玄米こはん 2

発芽玄米しそおにぎり    2

発芽玄米わかめおにぎり   2

発芽玄米小豆おにぎり

活性発芽玄米粥

活性発芽玄米あずき粥

オーサワのヘルシーカレー(甘口)

豆腐八ンバーグ (和風)

豆腐ハンバーグ (中華風)

豆腐ハンバーグ (洋風)

野菜煮物

五日豆

切干大根 (煮物)

オーサワの有機立科みそ汁

オーサワの赤だしみそ汁

特選一本漬けたくあん

有機紅玉梅干 (カップ)

特選胡麻塩 (黒 )

有機熟成三年番茶 (ティー1(ッグ)

4

4

1

1

1

1

2

2

2

6

6

1

1

1

1

マクロビオティック品質基準に基づき、砂糖、動物性原料、化学調味料・保存料など一切使用していません。

Ohsawa 万―リワジャノリ 本箱鵡3社 ■2卜°°21壕縣調市新曽424048-447‐ 8588/FAX 048-447‐ 8310
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マクロピオティックの普及に勢めて60年

囲ロロロ囲田国□□

マタ回ビオ殉 形 サ刀 メント
日本CI協会が提唱した「マクロビオティックサプリメント」をお勧めします。
マクロビオティックサプリメントの品質基準は下記の5項目です。マクロビオティックの実践

不足や生活習慣による体調不良、不健康な食事等の捕捉調整・改善にご利用ください。

5っの品質基準
1 動物性食品、乳製品等は使用しない。

2精 製糖、人工甘味料は使用しない。

3化 学的な合成物、抽出物、保存料等は使用しない。

4遺 伝子操作した食品は使用しない。

5 医師の推薦を受けている。

天然クエン酸パワー  驚異の果実
熟成発酵エキス 100%

100%ピュアノニエキス

● 140種以上もの栄養素を含む驚異の果実
●完熟のノニを熟成 発酵させたこだわり製法

●プロゼロニン、中鎖脂肪酸などの有効成分含有

● 1日 20mlを目安にそのままか他の果汁、水等

で割つて飲む

9oom! ¥7,140(税 込)

300ml ¥2,940(税 込)

The ti0th Annivcrsarl

睡帆
沖

担

N Iacrobiotic Sr-rppIcurent

すつきリボディライン

八―プティ・
スレンダーラバー

●有機」AS認定品

●リト泄や新陳代謝を促す八―ブをブレンド

●カフェインフリー

● 1袋をカップに入れ、お湯を注いで飲む

1日 2～3回が目安

黒 麹 膠 酢

●沖縄の地酒泡盛の素「膠 (もろみ)J

から作られた天然クエン酸健康飲料

●黒麹菌が生成する天然のクエン酸、

アミノ酸含有

●酸味がマイルドで飲みやすい

● 1日 30mlを目安に飲む

フ20m! ¥2,100(税込) t.Sexl6* Y924tu;at

オーサワジャバンでは、上記以外にも様々な「マクロビオティックサプリメント」を取りそろえています。詳しくは

専用カタログを下記宛にこ請求ください。なお、お買い求めは、巻末の「友の店」か、「リマの通販」をご利用ください。



浄水器、未来形。
水をきれいにするだけで、解決するのでしようか?

身体の70%以上をしめる『水』。毎日使う『水』。生昴維持に必須の『水』。

自然環境の著しい変化の中、今や水と健康との関係を無視することは不可能です。

現代の「水と健康」をめぐる問題に対し、ひとつの明確な答えとして、アクティブビォが誕生しました。

ハイレベルな浄水機能をベースに、待望の『抗酸化水生成機能』と、理想的な『中性pH値』を実現。

いままでの浄水器には期待できなかった、積極的に健康と美容に機能する理想的な『水』をつくります。

軋 飩
高相度で

安定した

節蠅 能

新無隔膜電解方式で、身体に

理想的な中性pH値を実現

悪玉活性酸素とたたかう

『活性水素]を生成

安全でおいしく、多機能な「水Jをつくりだします。

、いったん水に溶解すると3～ 9時間で分解してし幸
ビタミンCが 27時間たつても72%も保持。
はヽ、

活性酸素を消去

静 轟 翠 磐鎌峯暉「
を
鍮

:

謂 ト
雑菌の増殖スベースのない圧縮ブロックフィルタ

ニ

制菌専用の電極を装備。二重の対策で清潔さを保

|。

・
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蜃鰺鶉桑曇
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平L酸菌生成 エキス

LAC丁 IS
ラクティスは、16種の手L酸菌でつくった豆手L∃
―グルトのエキスです。無農薬有機栽培の大豆

を使い、動物由来成分不使用の発酵エキスです。

ラクティス|よ、生きた乳酸菌ではなく、乳酸菌

の分泌物と菌体物質からできています。

飲み切リタイプ

…10mlX 30本入り 8,925円 (税込 )

*ホームページでもラクティスに

ついて詳しくこ案内しています。

http:〃www.lactis.jp

「 お な か の 元 気 」応 援 しま す

私たちのおなかの中には、多くの細

菌が住み着いています。

●穀物や野菜が大好きな善玉菌。

●お肉や油が大好物の悪玉菌。

●善玉菌と悪玉菌の両方の味方をす

る日和見菌などです。

そんな細菌達は、毎日、私たちのお

なかの中で、運動会の綱引きのよう

に勢力争いをしています。

善玉菌が優勢だと、おなかがととの

い、身体がイキイキします。

逆に、悪玉菌が優勢だと、おなかの

調子が崩れてしまいます。

ラクティスは、善玉菌の味方となつ

て、おなかの元気を応援します。

「家族で飲 んでいます」
世界的な内視鏡外科医で、

ロングセラー「胃腸は語るJの著者
アルバートアインシュタイン

医科大学外科教授

新谷弘実 (しんやひろみ)先生

「30万人の腸内を診察した経験から
みると、善玉菌が優勢な『きれいな

腸Jの持ち主は、見た目も若々しく、

健康状態も良好です。健康のためには、

腸内環境をととのえるよう心がける

ことが肝要です。私は、家族や患者

さんにラクティスを勧めています」

嚇者 7T_リワジャバリ株式会社 F釜
=∬=騒
量W鸞 lf,830



学
校
給
食
を

「完
全
米
飯
給
食
」
に

滋
賀
県
に
出
張
し
た
際
、
地
元
の
新
聞

で
驚
く
べ
き
記
事
を
目
に
し
た
。

近
江
八
幡
市
の
教
育
委
員
会
が
実
施
し

た
小
学
５
年
生
の
血
液
検
査
の
結
果
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
一品

い
ｒ
ど
も
が
如
％
。
２０
％
の
子
ど
も
は
治

療
が
必
要
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
全
国
的
な

傾
向
だ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

愛
知
県
の
あ
る
市
で
は
、
糖
尿
病
抑
制

運
動
の

一
環
と
し
て
肥
満
合
宿
を
行
う
と

い
う
。
そ
の
対
象
者
は
小
学
３
年
、
４
年

生
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の

一
方
で
、
わ
が
国
の
食
糧
自
給
率

は
４０
％
、
米
の
減
反
は
ど
ん
ど
ん
拡
大
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
健
康

問
題
、
そ
し
て
農
業
、
食
糧
問
題
な
ど
、

惨
惟
た
る
話
し
か
耳
に
入

っ
て
こ
な
い
。

こ
れ
ら
は
別
々
に

‐
ｉｌｌ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
根
底
に
あ
る
‐――‐
題
は
同
じ
だ
。
食

生
活
が
乱
れ
、
病
気
が
増
え
、
農
業
、
食

糧
問
題
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
で
、
栄
養
士

と
し
て
た
だ
た
だ
医
療
機
関
で
忠
者
さ
ん

を
待

っ
て
い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
何
と

か
し
た

い
、

い
き

つ
い
た
の
が
学
校
給
食

だ
。
学
校
給
食
は
成
長
期
の
子
ど
も
が
１

０
０
０
万
人
も
食

べ
て
い
る
。
生
き
た
食

教
育
の
最
適
な
教
材
で
は
な

い
か
と
考
え

た
。だ

が
、
現
実
に
実
施
さ
て
い
る
学
校
給

食
を
見
る
と
、
教
育
や
健
康
と
は
ほ
ど
遠

い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

問
題
点
を
挙
げ
た
ら
き
り
が
な
い
が
、

最
大
の
疑
間
は
、
米
の
減
反
で
農
家
の
人

た
ち
が
苦
労
し
て
い
る
の
に
、
給
食
の
主

食
の
う
ち
約
４０
％
も
輸
入
小
麦
粉
が
食
ベ

さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
パ
ン

や
菓
子
パ
ン
、
ラ
ー
メ
ン
、
パ
ス
タ
、
焼

き
そ
ば
、　
ソ
フ
ト
麺
、
ピ
ザ
な
ど
だ
。

学
校
給
食
は
す
べ
て
ご
は
ん
に
す
べ
き

な
の
で
あ
る
。
ご
は
ん
に
す
れ
ば
食
品
添

加
物
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
、
ポ
ス
ト

ハ

ー
ベ
ス
ト
農
薬
の
心
配
も
少
な
く
な
る
。

献
立
も
肉
や
食
肉
加
Ｅ
品
、
乳
製
品
、
砂

糖
、
油
脂
類
な
ど
が
少
な
く
な
る
。
季
節

感
の
あ
る
野
菜
や
い
も
類
、
豆
類
、
魚
介

類
が
増
え
る
可
能
性
も
大
き
く
な
る
。

実
際
に
全
国
で
１
３
７
９
校

（平
成
１５

年
）
が

「完
全
米
飯
給
食
」
を
実
施
し
て

い
る
。
都
会
だ
ろ
う
が
、
農
村
だ
ろ
う
が

す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
な
の
で
あ
る
ｃ

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
７
年
前
に

「学
校

給
食
と
子
ど
も
の
健
康
を
考
え
る
会
」
を

発
足
し
運
動
を
始
め
た
。
若
い
母
親
が
中

心
に
な

っ
て
運
動
を
し
て
い
る
。
少
し
ず

つ
だ
が
、
確
実
に
完
全
米
飯
の
学
校
は
増

え
て
い
る
。

．
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
と
い
う
超

マ

ニ
ア
な
雑
誌
を
購
読
さ
れ
て
い
る
方
か
ら

す
れ
ば
、
玄
米
で
な
く
て
も
い
い
の
か
？

牛
乳
は
こ
の
ま
ま
で

い
い
の
か
？
　
い
ろ

い
ろ
な
疑
間
が
あ
る
と
思
う
。
私
だ

っ
て

同
じ
思
い
だ
。

た
だ
、
学
校
給
食
の
父
母
負
担
は
三
百

数
十
円
、
労
力
の
問
題
も
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
理
想
を
い
っ
て
い
る
だ
け

で
は
、
子
ど
も
の
健
康
問
題
も
農
業
問
題

も
ま
す
ま
す
深
刻
に
な

っ
て
し
ま
う
。

何
も
変
わ
ら
な
い
よ
り
は
、

一
歩
で
も

変
え
た
い
。
し
か
し
、
そ
の

一
歩
は
決
し

て
小
さ
く
な
い
と
思

っ
て
い
る
。
多
く
の

方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

②
蜀
隋

‥

三

（二

隋

蟷
鰺

フ
ー
ズ
＆
ヘ
ル
ス
研
究
所
代
表

幕
内
秀
夫

Prο /ピ ′ e
まくうちひでお

1953年 茨城県生まれ。東京農業大学栄養学科卒業。管理栄養士.専門学校の講師を務

めるが、栄養教育に疑間を持ち退職。以後、日本列島を歩いての縦断や横断などを重

ね、伝統食と民間食養法の研究を行う。現在、フーズ&ヘルス研究所代表。帯津三敬

病院、松柏堂 (し ようはくどう)医院などにおいて食事相談を担当。主な著書 !粗食

のすすめ iFじ ょう.ゞな子どもをつくる基本食Jな ど多数.

〔学校給食と子どもの健康を考える会〕

httpi〃 www8 ocn neip/～ f‐ and h/kyusyoku/

〔フーズ &ヘルス研究所〕

http:〃 www8 ocn neip/f and h/
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SNN○C 丁       E

ll月号●目次

工
齊

幕

内

秀

夫

学
校
給
倉

「由π
棄

飯
給
食
ｌ

●
渡
邊
美
樹

有
機
農
業

へ
の
こ
だ
わ
り

●
日
本
Ｃ
Ｉ
盪
ム
現
代
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク

著
作
で
た
ど
る
桜
沢
如

一
の
思
想
と
人
間
●
持
田
鋼

一
郎

『自
然
医
学
と
し
て
の
神
道
』

p10  p8    p6

ス一高
め
、
体
に
優
し
い
生
薬

ユ製
脚騨
襦
眈
鮮
蓉
警
警
兇

ユ騨
瓢

露
習
群
鰺
醐
怒
報
発
信
基
聾

特
集

未
病
の
た
め
の
食
養
マ
ニ
ュ
ア
ル

絣
即
鮮
胆
神
●
小
澤
博
樹
／
細
川
順
讃
／
小
林
裕
子

［医
学
的
見
解
］
細
胞
が
変
性
す
る
前
に
玄
米
菜
食
を

［食
事
療
法
］
シ
ン
プ
ル
な
食
事
で
血
液
浄
化
、
リ
ン
パ
循
環
を
よ
く
す
る

［食
養
レ
シ
ビ
］
難
聴
傾
向
に
気
づ
い
た
と
き
か
ら
の
食
事
法

［民
間
療
法
］
血
液
、
リ
ン
パ
液
を
浄
化
す
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
背
腹
運
動

ルイαε′οらjο′′9″′2005 11● 4



「マクロ」とは大 きな視点、「ビオ」は生命、「テ ィック」は術 。学 の意味。「Macrobk)● que」

(マ クロビオテ ィック)は 中国の場の哲学 か らすべての穀物を陰 と陽 に分 け、穀物 を中′じヽ

とした究極の食養法で、日本 CI協 会の創 設 者、桜沢女Π一 (1893-1966イ F)に よって提唱 さ

れ、‖[界 に普及 しています。マクロビオテ ィックの食養法 は、次の 4つ の原貝1に 基づいて

います。(D身上不二 (し んどふじ=]産品で季節に合わせたlJの素材を,||い る)。② 物全
体(い ち́ ;ミつぜんたい=食物の総合的な栄養を考え、野菜は皮をむかずに葉も茎もひげ根

も全体を,〕‖理する。穀物も精自せずメしごと調llす る)。 131陰陽調和(い んようちょうわ=食
物の陰陽バランスをサえ、体調に合わせて選択・調理する。砂糖や動物性食

『
:は原員1的に

用いなtヽ )。①機能合 (き のうごういつ=食物には健康 11必 要な機能 (玄米の食物繊tllが
lL満・便秘の予防にいいなど)があり、体質に合わせ食物の機能を選択する)。

NQ818
ル4αθttιゐ′勿%θ

旬
の
素
材
で
作
る
手
作
り
化
粧
品
●
小
幡
有
樹
子

米
ぬ
か
と
自
然
塩
の
入
浴
剤
／
玄
米
酢
と
玄
米
水
飴
の
入
浴
剤
／
日
本
酒
と
び
わ
茶
の
入
浴
剤

代
替
医
療
法
最
前
線
レ
ポ
ー
ト
●
上
部

一
馬

余
命
３
カ
月
で
も
治
癒
の
可
能
性
が
あ
る

簡
単
―
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ト
ル
ト
料
理
●
角
元
康
代

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
入
門
食
品

（２
）

私
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ラ
イ
フ
●
倉
田
有
理

入
門
食
材
で
食
育
と
デ
ト
ッ
ク
ス
料
理

官
足
法
●
行
本
昌
弘

肩
こ
り

醇
な
ワ
イ
ン
の
た
の
し
み
●
古
山
勝
康

ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
と
シ

ュ
ミ

ッ
ト
の
頃

型

店
長
の
今
月
の
お
す
す
め
商
品

璽

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
図
書
館

塑

新
商
品
情
報

型

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
こ
案
内

壼

全
国
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店

壁

編
集
室
便
り

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
ご
案
内

※
松
本
校
長
の

「常
備
菜
」
、
田
中
愛
子
先
生

売
上
げ
活
性
化
の
た
め
の
経
営
実
践
講
座
」

@ Nolrember ZOOS

● スタッフ

表紙 デザイン :ク リエ イテ ィブパル

本 文イラス ト :大羽 りゑ/平井哲蔵

燒
″

「我
が
愛
し
の
桜
沢
夫
妻
」
、
「自
然
食
品
店

は
体
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

5●ルイαεЮらわ′″ン`2005 H



安
全
で
安
心
な
日
本

゛

ヽ

■

■

ヾ

■

●

″

多

●

■

●

，

″

‘

■

，

■

●

〓

●

●

●

●

ヽ

，

，

゛

■

，

■

●

「地
球
上
で

一
番
た
く
さ
ん
の
あ
り
が
と
う
を
集
め
る
グ
ル
ー
プ
に
な
り
た
い
」
と

い
？

シヽ

ンヽ
ョ
ン
を
掲
げ
、
外
食
事
業
に
始
ま
っ
て
、
い
ま
や
農
業
、
環
境
、
介
護

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る
ワ
タ
ミ
的
は
、
有
機
農
業
に
こ
だ
わ
り
、

人
に
も
自
然

・
環
境
に
も
優
し
い
企
業
で
あ
る
。

，
，

Ｉ
Ｉ

¨
●

ヽ

●

●

，

●

●

■

，

●

ヽ

ミ

こ
で

つ
く
ら
れ
た
野
菜
を
グ

ル
ー
プ
店
舗

へ
供
給
し
て
い
ま
す
し
、　
一
部
の
ス
ー
パ

ー
、
デ
パ
ー
ト
で
は
ワ
タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
販
売
も

し
て
い
ま
す
。
通
販
も
始
め
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
の
事
業
を
始
め
た
か
と
い
い
ま

す
と
、
基
本
的
に
は
自
然
で
な
い
も
の
は

体
に
い
い
わ
け
が
な
い
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。
農
薬
を
散
布
す
る
農
家

の

方
々
の
手
は
荒
れ
、
日
は
充
血
し
、
虫
を

も
殺
し
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
が
付
着
し

て
い
る
野
菜
が
体
に
い
い
わ
け
が
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
無
農
薬

。
有
機
肥
料
で

つ
く
ら
れ
た
有
機
野
菜
を
お
客
さ
ま
に
提

供
し
た
い
の
で
す
。

先
ほ
ど

「売
上
げ

・
利
益
よ
り
も
た
く

さ
ん
の
あ
り
が
と
う
を
集
め
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
が
、
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
い

え
ば
、
農
薬
づ
け
の
野
菜
に
味
付
け
だ
け

を
整
え
た
料
理
を
提
供
し
て
お
カ
ネ
を
い

た
だ
く
の
は
ワ
タ
ミ
ら
し
く
な
い
わ
け
で

鬱

萎

社
」

ワ
タ
ミ
グ
ル
ー
プ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

「地
球
上
で

一
番
た
く
さ
ん
の
あ
り
が
と

う
を
集
め
る
会
社
に
な
り
た
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
人
が
生
ま
れ
て
き
た
目
的
と

い
う
の
は
、
お
カ
ネ
、
売
上
げ

・
利
益
、

地
位
、
名
誉
を
手
に
入
れ
る
も
の
で
は
な

い
は
ず
で
す
。　
一
生
懸
命
生
き
て
い
く
う

え
で
人
間
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
人
間
性
を
高
め
る
プ
ロ
セ

ス
を
通
し
て
、
「あ
り
が
と
う
」
を
集
め

る
行
為
が
最
も
人
間
ら
し
い
と
い
う
価
値

観
に
基
づ
い
て
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ

ま
し
た
。

こ
の
ミ

ッ
シ

ョ
ン
は
、
ト

ッ
プ

か
ら
、

第

一
線
の
店
舗
の
現
場
に
立

つ
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
に
至
る
ま
で
徹
底
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
の
事
業
領
域
と

い
う
の
は
、
自
分
た
ち
が
努
力
し
て

「あ

り
が
と
う
」
が
集
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
何

を
し
て
も
い
い
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
、
私
た
ち
は
居
酒
屋
で
も
な
け
れ
ば
介

護
施
設
屋
で
も
な

い
、
「あ
り
が
と
う
を

集
め
る
会
社
」
な
の
で
す
。

・雛
舜
確
鵠
麗
軒
鶴
供

私
た
ち
が
い
ま
取
り
組
ん
で

い
る
事
業

の

一
つ
に
、
有
機
野
菜
の
栽
培
が
あ
り
ま

す
。
安
全
で
安
心
な
お
い
し
い
野
菜
を
食

べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、

ワ
タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ

ヽ

ヽ

，

●

●

●

〓

■

‘

ヽ

ヽ

●

″

″

‘

―

■

●

″

，

■

　

・，
″

一
■
，
。

ワ
タ
ミ
で
は
い
ま
、
有
機
野
菜
だ
け
で

な
く
、
化
学
調
味
料
を

一
切
使
わ
な
い
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
秋

か
ら

「然
の
家
」
と
い
う
業
態
の
メ
ニ
ュ

ー
が
化
学
調
味
料
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
実

は
、
こ
の
開
発
に
は
３
年
半
か
か
り
ま
し

た
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
い

う
と
、
化
学
調
味
料
は
自
然
の
も
の
で
は

な
い
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。
体
に
悪
い

こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

体
に
い
い
こ
と
も
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
体
に
い
い
と
証
明
で
き

る
も
の
だ
け
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
わ
け
で
す
。

有
機
農
業
に
乗
り
出
そ
う
と
し
た
の
が

八
年
前
、
２
０
０
２
年
４
月
か
ら
本
格
的

に
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ワ
タ
ミ
フ
ァ

ー
ム
の
規
模
は
現
在
、
２
４
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
日
本
で
生
産
し
て
い
る
有
機
野
菜
の

６

・
７
％
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
今
後
の



有機にこだわるワタミフアーム。2010年 までに1000 haへ の規模にしたいという

展
開
と
し
て
は
２
０
１
０
年
ま
で
に
１
０

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
シ
ェ
ア
３０
％
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
３
割
の
シ
ェ
ア
を
確
保
す

る
こ
と
で
日
本
の
有
機
市
場
に
対
し
影
響

力
を
持
ち
、
日
本
の
農
業
を
育
成
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
有
機
農
家
も

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

ワ
タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
に
従
事
す
る
人
は
全

部
店
長
経
験
者
で
す
。
毎
年
、
か
な
り
の

応
募
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
や
り
た
い

人
、
農
業
に
使
命
感
を
持

っ
て
い
る
人
だ

け
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
農
業
が

好
き
で
好
き
で
し
ょ
う
が
な
い
人
し
か
務

ま
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
採
用
基
準
は

厳
し
い
で
す
。

ワ
タ
ミ
グ

ル
ー
プ
で
は
全
社
を
挙
げ
て

環
境
活
動

へ
の
意
識
づ
け
教
育
行

っ
て
い

ま
す
。
廃
棄
物
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達

成
し
た
店
舗
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ゴ
ミ
が

再
資
源
化
さ
れ
、
循
環
の
輪
が
構
築
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト

の
方
々
が
真
剣
に
ゴ
ミ
の
分
別
に
取
り
組

ん
だ
結
果
で
す
。
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
負
荷
低
減
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
は
、
地
球
が
こ
の
ま
ま
美
し

い
星
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
。
環
境
教
育
は
企
業
の
責
任
で
も

あ
り
ま
す
。

介
護
へ
の
参
入
で
す
が
、
私
た
ち
の
提

供
す
る
安
全
で
安
心
な
食
材
が
高
齢
者
の

方
々
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
、
つ
ま
り

「あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
、
介
護
事
業
を
始
め
た
わ
け
で
す
。

た
だ
、
私
た
ち
は
い
ま
ま
で
の
福
祉
の
延

長
線
で
こ
の
事
業
を
や
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
狙

っ

て
の
参
入
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
タ
ミ
が

介
護
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う

こ
と
か
を
世
に
問
い
た
い
の
で
す
。

五攣輩謹礎Ｗドワ‐ド

私
は
２
０
０
３
年
３
月
、
文
豪

。
夏
日

漱
石
の

『吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
も
登
場

す
る
東
京
の
郁
文
館
学
園
の
理
事
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
教
育
の
世
界
に
入
っ
た
理

由
は
、　
い
ま
の
日
本
に
は
、
目
的
を
持
た

ず
に
漫
然
と
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
あ
ま
り
に
多
い
と
い
う
事
実
を
知
っ
た

か
ら
で
す
。

本
校
で
は

「夢
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
教

育
を
行

っ
て
い
ま
す
。
中
学
卒
業
時
に
は

「夢
」
を
テ
ー
マ
に
卒
論
を
書
か
せ
、
高

校
で
は
そ
の
夢
教
育
を
徹
底
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
結
果
、
有
名
大
学

へ
進
学
し
た

り
、
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
専

門
学
校
へ
行

っ
た
り
、
就
職
し
て
も
い
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
改
革
に
は
３
年
か
か
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
学
校
改
革
に
は
先
生
の
意
識
改

革
が
必
要
で
す
が
、
理
事
長
就
任
３
年
目

の
今
年
、
ま
ず
、
先
生
た
ち
の
意
識
が
変

わ
り
ま
し
た
。
１
～
２
年
後
に
は

「夢
」

に
向
か
っ
て
自
ら
決
め
た
道
を
歩
む
子
ど

も
た
ち
が
巣
立

っ
て
い
き
ま
す
。
（談
）

PROFILE

わたなべ 。みき

1959年神奈川県生まれ。小学生の頃から起業家を志す。

明治大学商学部を卒業後、経理会社に半年間勤務。その後、

運送会社でドライバーとして 1年間働き、300万円の独立
資金をつくる。居酒屋「つぼ八」創業者・石井誠二氏と知
り合い、84年 有限会社渡美商事を設立 し、「つぼ八」FC

店を開業。86年株式会社ワタミを設立。92年から「豊か
で楽しいもう一つの家庭の食卓」をコンセプ トにする居食
屋「和民」を展開 し、グループ500店 舗展開。2008年

000店 舗。96年 10月 株式店頭公開。2000年 3月 東証 |

部上場。2003年 3月 から学校法人郁文館学国の理事長を

務める。2004年 10月 日本経団連理事就任。2005年 4月 ワ

タミフードサービスからワタミ株式会社へ社名変更。外食
のほかに、農業・環境・介護・教育の分野でも事業を展開。

う
を
集
め
た
い
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マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク

（英
文
　
〓
や

Ｒ
３
一〓

ｅ

と
は
、
長
寿
食
、
食
養
料

理
、
自
然
食
の
意
味
で
、
１
９
３
０
年
代

以
降
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
創
設
者
で
あ
る

桜
沢
如

一
が
提
――――
し
た
食
事
法
で
あ
る
。

こ
の

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
イ

ッ
ク
は
、
中
国

５
０
０
０
年

の
陰
陽

の
理
念
を
基
礎
と
し

た
伝
承
療
法
で
、
食
事
に
よ
る
健
康
維
持
、

体
質
改
善
、
治
病
な
ど
を
目
的
と
し
て
い

る
。
別
名

「食
養
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

食
養
は
伝
承
療
法
な
の
で
、
基
本
の
理

念
は
変
わ
ら
な
い
が
、
手
法
に
つ
い
て
は
、

指
導
者
間
で
若
千
の
相
違
が
あ
り
、
ま
た
、

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
。

こ
の
意
味
で
、
以
下
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協

会
と
し
て
、
「現
代
」
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク

（食
養
）
の
概
念
を
乱
明
し
た
も

の
で
あ
る
。

食
養
は
食
品
の
、
品
質
、
選
択
、
投
収
、

等
の
各
基
準
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
水
準
の
取
り
扱
い
は
非
常
に

厳
■
で
あ
る
。

そ
の
効
果
を
追
求
す
る
た
め
に
は
当
然

の
こ
と
、
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

・■

食

口
田
一
一
田
質
彗

狂

　

．．．．一一
．．・

食
養
で
使
用
さ
れ
る
食
材
は
、
下
記
の

品
質
基
準
を
必
要
と
す
る
。

ｍ
農
産
物
は
栽
培
の
過
程
で
、
肥
料
は
有

機
肥
料
に
限
定
し
、
除
中
、
殺
菌
、
殺
虫

等
、　
い
か
な
る
理
由
で
も
農
業
を
使
用
し

て
い
な
い
も
の
と
す
る
。

収
穫
後
の
保
存
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

②
加
Ｅ
食
品
は
製
造
の
過
程
で
、
抽
出
剤

や
添
加
物
、
化
学
調
味
料
等
を
使
用
し
て

い
な
い
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
天
然
に
が
り
等
の

一
部
の
人

然
添
加
物
は
許
容
さ
れ
る
。

製
造
は
圧
搾
法
等
の
古
式
製
法
等
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

Ｏ
Ｄ
Ｎ
Ａ
操
作

に
よ
る
遺
伝
子
組
み
換
え

に
よ
る
食
材
は
認
め
な
い
。

一■
食
一一つ
選
‐‐択一理
樺
　
・・

０
身
Ｌ
不
二
の
原
則

国
内
産
を
原
則
と
し
、
例
外
的
に
輸
入

品
を
認
め
る
。

ポ
ス
ト

・
ハ
ー
ベ
ス
ト
の
――――
題
に
は
十

分
な
注
意
を
必
要
と
す
る
。

②
陰
陽
の
原
ｌｌｌｌ

■
、
馬
、
豚
の
よ
う
な
動
物
性
食
品
は

陰
陽
の
点
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

０
機
能
性
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト

化
学
薬
品
や
添
加
物
の
な
い
天
然
食
材

の
み
が
許
容
さ
れ
て
い
る
。

３‐‐‐‐‐針

品
の―‐
‐
騰
駐
基
‐
準
一
　

・一●

一

０

一
物
全
体
の
原
則

野
菜
は
、
根
、
茎
、
葉
な
ど
の
全
体
を

摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

一
部
の

み

（た
と
え
ば
、
根
の
み
）
で
は
不
十
分

で
あ
る
。

こ
の
原
則
か
ら
、
精
製
さ
れ
た
自
米
を

避
け
て
、
玄
米
や
分
拙
米
等

（胚
芽
等
を

含
む
）
を
摂
る
べ
き
で
あ
り
、
精
製
糖
は

忌
避
さ
れ
る
が
、
黒
糖
、
粗
糖
等
は
認
め

ら
れ
て
い
る
。
魚
類
も
小
魚
が
推
奨
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。

②
水
、
茶
等
に
つ
い
て

体
質
や
病
状
に
応
じ
て
加
減
す
る
必
要

が
あ
る
。

高
齢
者
等
の
場
合
、
澗
渇
に
対
し
鈍
感

に
な
る
の
で
血
中
濃
度
が
濃
く
な
り
、
各

種
の
梗
本
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

常
に
十
分
な
水
分
の
補
填
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。

０
糖
分
の
制
限

糖
質
は
カ
ロ
リ
ー
に
転
化
し
や
す
い
の

で
１
日
の
投
収
量
を
制
限
す
る
必
要
が
あ

夕つ
。

０
塩
分
の
制
限

高
血
圧
、
心
臓
病
、
腎
臓
病
等
の
原
因

と
な
る
の
で
、
許
容
量
の
範
囲
内
に
と
ど

め
る
必
要
が
あ
る
。

４
‐年
浄
晋
籐
〓
関
す
る
原
則
一

田
食
事
は
１
日
ご
と
に
加
国
以
Ｌ
囃
嗜
す

ス
″
ヽ
」
し
ｃ
。

②
食
事
の
量
を
腹
八
分
日
程
度
に
と
ど
め

ム́

）

こ

‐
ン
Ｌ

。

０
１１１１
食
は
健
常
者
に
は
許
容
さ
れ
る
が
、

糖
分
に
注
意
す
る
こ
と
。

０
煙
中
は
禁
止
さ
れ
る
。

Ｄ
洒
類
は
健
常
者
に
限
り
、
少
量
が
許
容

さ
れ
て
い
る
。

０
定
期
的
な
検
診
を
受
け
、
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。

一

一・
一
　

　

　

一
一
一一
．
．
一
　

　

．

・
・
一・

一■
惨
拷
一　
一一　
　
　
　
　
．

０

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
に
は
、
前
記
の

と
お
り
各
種
の
厳
■
な
基
準
が
あ
る
が
、
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③検査データを
受診者へ送付

①自己採取した血液を送付

②「血液検査セット・生活習慣病セルフチェック」
「陰陽体質チェック表」送付

④血液検査データ、陰陽体質チェック表を
日本C:協会へ送付

⑤担当カウンセラーによる食養指導表を送付

①お申し込み・

ご入金の確認

日■■覇曲会

費用/10,500円 (税込み )
※血液検査サービス十陰陽体質チェック表 (+食養指導)
※ 3カ月後の再検査も同額の費用がかか。ノます。

ロ  ロ
ビ ビ

::]うよ[:i:: lЙl:

他
面
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
該
当
し
な
い
食

品
や
実
践
方
法
は
自
由
に
選
択
し
て
差
し

支
え
な
い
。

●

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
に
は
前
記
し
た

よ
う
な
各
種
の
基
準
が
あ
る
の
で
、
そ
の

実
践
は
容
易
で
は
な
い
。

こ
の
点
に
対
応
し
た
の
が

「
マ
ク

オ
テ
ィ
ッ
ク
入
門
食
品
」
や

「
マ
ク

オ
テ
ィ
ッ
ク
人
間
食
材
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
前
記
し
た
各
般
の
品
質
基
準
、

選
択
基
準
等
に
合
格
し
た
も
の
な
の
で
、

実
践
者
に
は
こ
の
利
用
を
奨
め
た
い
。

０
在
宅
で
検
診
を
受
け
る
に
は
日
本
Ｃ
Ｉ

協
会
の
ト
ー
タ
ル
・
ケ
ア

・
シ
ス
テ
ム
が

便
利
で
あ
る
。

F   I桑盛・ I書 [::3[]曇 暑育

ぴちぴ切非‐玄米   ?じ 髪手 毎`葬曹系三
I[FT更.lI曾 魏飩[1裳 .1.鐘

F:揉

:重』:]蹴
増警
:議写  i[:[|:i言 : :: 1,1卜1:曇

ニ

丁E L0942 64 5572  ●額      &警 ャ,11:T東京営業所 T E L03-3539-5671

を加えて軽くすすぎます。水力1減は自
脅 覇 だ 鳥 ι易黎 

為 t :

※青玄米のみでもおいしくお召し上がり :択 手 は 羅勤奪 る 億
いただけます。お好みにより青玄米の量              .

ベストアメ三カ株式会社 」響
本  社 福岡県久留米市笠籍町田川32-3長蓬墓「 1

9 oMacrobiotique 2005. ll
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『自
然
医
学
と
し
て
の
神
道
』

祝
詞
の
生
理
学

持
田
鋼

一
郎

●
歌
人

西
洋
的
思
考
と
日
本
的
思
考

桜
沢
の
知
的
関
心
は
広
く
、
と
く
に
人

間
の
生
命
現
象
に
関
し
て
は
分
野
を
問
わ

ず
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
接
近
を
試
み
て

い
る
が
、
自
分
は
素
人
で
あ

っ
て
専
門
家

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
い
っ

て
い
る
。
事
実
、
桜
沢
は
専
門
家
が
揚
げ

足
を
取
ろ
う
と
思
え
ば

い
く
ら
で
も
取
れ

る
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
し
、
現
在
と

い
う
時
点
か
ら
見
る
と
首
を
傾
げ
ざ
る
を

得
な
い
よ
う
な
こ
と
も
随
分
述
べ
て
い
る
。

昭
和
Ｈ
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
日

本
占
来
の
神
道
が
生
命
現
象
を
ど
う
と
ら

え
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
論
じ
て
い
る

が
、
本
人
自
ら
素
人
の
論
で
あ

っ
て
随
分

滑
稽
な
思
い
違
い
や
、
重
大
な
間
違
い
を

犯
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
い

る
。
ま
た
、
現
代
か
ら
す
る
と
神
が
か
り

に
見
え
る
言
説
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
否
定
の

よ
う
な

一
種
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な
言
説
も
見

受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
戦
後
に
な

っ
て
桜

沢
は
神
道
の
廃
止
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
言
し
て

い
る
。
そ
の
真
意
は
い
ま
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、
桜
沢
の
神
道
に
対
す
る
こ
の
急
展

開
に
も
謎
が
多
い
。
桜
沢
の
言
動
は
矛
盾

に
満
ち
て
見
え
る
こ
と
が
多
い
の
も
確
か

で
あ
る
。

し
か
し
、
注
意
し
て
読
む
と
、
桜
沢
の

真
理
や
真
実
に
対
す
る

一
貫
し
て
謙
虚
な

態
度
が
う
か
が
え
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
桜
沢
は
■
国
史
観
の
大
家
、

平
泉
澄
が
折
り
紙
を
付
け
た
ほ
ど
の
同
粋

主
義
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
本
書
の

第

一
章

「西
洋
科
学
と
神
道
」
の
中
で
は
、

「私
は
こ
の
二
つ
の
傾
向
―
Ｉ
Ｈ
本
第

一

主
義
と
西
洋
第

一
主
一義
―
―
の
分
立
対
峙

を
悲
し
む
も
の
で
す
。
日
本
人
で
あ
り
な

が
ら
西
洋
思
想
ば
か
り
を
宣
伝
す
る
勇
敢

さ
は
悲
惨
に
見
え
ま
す
し
、
日
本
人
で
あ

る
が
た
め
に
西
洋
の
優
越
を
認
取
す
る
こ

と
の
出
来
な

い
頑
岡
さ
も
残
念
で
す
。
」

と
述
べ
、
近
代
西
洋
医
学
の
分
析
的

・
部

分
的

・
客
観
的

。
抽
象
的
な
学
問
と
同
時

に
、
全
体
的

・
非
分
析
的

。
直
観
的
な
研

究
も
成
り
立

つ
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。
西
洋
的
思
考
と
日
本
的
思
考

を
並
存
さ
せ
る
こ
と
が
と
く
に
生
命
現
象

の
解
明
に
は
必
要
な
の
だ
と
説
い
て
い
る

の
で
あ
る
。

日
本
の
社
会
全
体
が
昭
和
の
大
戦
に
向

か
っ
て
雪
崩
を
打

っ
て
進
む
時
代
に
お
い

て
も
桜
沢
が
西
洋
を
ほ
ん
と
う
に
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
き
続
け
た
事
実

は
絶
え
ず
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
桜
沢
が
戦
争
に
一
貫
し
て
反
対

し
続
け
た
の
は
そ
の
思
考
の
根
底
に
こ
う

し
た
態
度
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

本
書
で
桜
沢
は
西
洋
医
学
が
見
失

っ
て

き
た
も
の
、
捨
て
去

っ
て
き
た
も
の
の
中

に
潜
む
価
値
を
神
道
、
と
く
に
そ
の
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
祝
詞
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら

力
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

日
本
の
歴
史
は
米
の
歴
史

第

一
章
で
は
西
洋
科
学
の
効
用
と
限
界

を
論
じ
、
西
洋
科
学
を
万
能
と
す
る
考
え

方
を
批
判
し
、
第
二
章
で
は

「祝
詞
」
の

解
読
を
通
じ
て
日
本
人
の
生
理
に
最
も
迪

し
た
食
生
活
の
あ
り
方
を
論
じ
る
。

ち
な
み
に
折
Ｈ
信
人
は

「祝
詞
」
に
つ

い
て

「天
皇
が
神
の
資
格
で
お
発
し
に
な

る
命
令
的
な
こ
と
ば
が
祝
詞
で
あ
る
。
信

仰
と
し
て
は
、
神
代
に
お
い
て
神
が
こ
ん

な
こ
と
ば
を
い
わ
れ
た
、
そ
の
神
の
こ
と

ば
を
天
皇
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
天
皇
が



神
と
同
じ
資
格
に
な
る
と
考
え
た
。
こ
れ

が
祝
詞
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

（「全

集
ノ
ー
ト
編
第
九
巻
し
。

桜
沢
は
新
年
祭
、
春
日
祭
、
広
瀬
大
忌

祭
、
新
田
風
神
祭
な
ど
、
日
本
古
代
の
祭

り
の
際
の
祝
詞
の
原
文
を
引
用
し
、
「祝

詞
」
の
大
部
分
が
食
物
に
深
く
関
係
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ

の
あ
た
り
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
読
む
の

に
難
儀
を
党
え
る
。

ル
ビ
も
振

っ
て
な
い

原
文
の
引
用
は
、
岩
波
の
古
典
文
学
大
系

本
な
ど
を
か
た
わ
ら
に
置
い
て
参
照
し
な

け
れ
ば
と
で
も
読
め
た
も
の
で
は
な
い
。

「祝
部
」
と
い
っ
た
ご
く
初
歩
的
な
こ
と

ば
す
ら
は
じ
め
て
祝
詞
に
接
す
る
人
は
読

め
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
第
二
章
の

「神
の
国
は
米
の

国
な
り
」
に
な
る
と
、
話
は
わ
か
り
や
す

く
な
る
。
桜
沢
の

「祝
ｉｉ‐ｉｌ
」
解
釈
が
わ
か

り
や
す
い
こ
と
ば
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
桜
沢
は
、
「
日
本
摩
史
は
農
業

史
で
あ
り
、
米
の
歴
史
で
あ
り
、
日
本
文

明
は
米
の
文
明
で
あ
り
ま
す
」
と
主
張
し

そ
の
代
表
と
し
て
人
■
が
い
か
に
米
と
深

い
か
か
わ
り
を
持

っ
て
い
た
か
を
、
大
嘗

祭
の
起
源
と
内
容
の
説
明
を
通
し
て
明
ら

か
に
す
る
。

第
四
章
は
日
本
の
国
民
基
本
食
を
米
と

す
る
こ
と
が
、
「身
上
不
二
」
の
原
則
か

ら
し
て
当
然
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
さ
ら

に
、
肉
食
を
避
け
、
穀
食
に
徹
す
る
べ
き

理
由
を
、
人
間
の
腸
の
長
さ
、
歯
の
形
態

に
よ

っ
て
説
明
す
る
ｃ

進
化
と
自
然
淘
汰

次
に
五
章
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
る
の

は
、
「神
な
が
ら
の
、
占
き

―――
し
き
食
物

を
取

っ
て
も
治
ら
な
い
よ
う
な
病
人
は
、

大
祓
ひ
や
ば
で
こ
の
世
界
か
ら

一
掃
し
て

し
ま
う
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
っ
た
表
現

で
あ
る
。
今
日
の
日
本
で
こ
の
よ
う
な
表

現
を
し
た
ら
た
ち
ま
ち
狂
人
の
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
桜
沢

の
文
章
に
は
と
き
ど
き
こ
う
し
た
エ
キ
セ

ン
ト
リ
ッ
ク
な
表
現
が
日
に
付
く
こ
と
が

あ
る
が
、　
こ
れ
が

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク

に
対
す
る
多
く
の
誤
解
を
生
む
原
因
に
な

っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

桜
沢
の
典
意
は
、
生
命
の
進
化
は
自
然

淘
汰
に
任
せ
る
べ
き
で
あ

っ
て
、
な
ま
じ

人
為
的
な
手
を
加
え
る
と
、
後
々
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
事
態
が
生
じ
る
と
い
う
認

識
に
あ
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
遺
伝
子
操

作
批
判
に
通
じ
る
考
え
と
い
っ
て
よ
い
だ

ス
７
フ
。

ち
な
み
に
柳
沢
柱
子
氏
は
、
「生
命
を

含
め
た
宇
宙
に
つ
い
て
、
私
た
ち
が
知

っ

て
い
る
こ
と
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
、

一
つ
の
遺
伝
子
を
操
作
す
る
こ

と
が
、
何
億
年
か
先
の
人
間
に
と

っ
て
、

ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
は
予
測
す
る

こ
と
さ
え
で
き
な
い
の
で
す
ｃ
」
と
名
著
、

「
い
の
ち
」
と
は
な
に
か
ヽ
の
中
で
述
ベ

て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
佃
体

レ
ベ
ル
の
細

胞
も
生
態
系
と
無
関
係
に
は
存
在
し
得
な

い
と
い
う
認
識
は
い
ま
や

一
般
的
に
な

っ

て
い
ク０
し
し
い
，た
ク０
。

こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
で
医
学
者
の
間

で
も
対
立
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
桜

沢
の
言
説
は
現
代
の
遺
伝
子
操
作
の
問
題

を
数
十
年
も
前
に
先
取
り
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
今
日
の
生
命
の
科
学
は
、
個
体
と

生
態
系
の
関
係
を
、
個
々
の
人
間
の
生
活

の
中
で
、
ど
う
位
置
づ
け
る
か
誓
学
的
な

意
味
に
お
い
て
深
く
問
わ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
い
い
。

人
間
の
歴
史
は
ム
ダ
な
積
み
重
ね
で
は

な
く
、
そ
こ
に
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
深

い
経
験
知
が
淋
ん
で
お
り
、
穀
菜
食
も
そ

の
例
外
で
は
な
く
、
「祝
詞
」
は
そ
の
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
桜
沢
の
考
え
方

は
、
単
な
る
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ

ム
と
し
て
片

付
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
付
録
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
る

「伊
勢
参
り
」
な
る
文
章
の

中
に
昭
和
４
年
、
み
づ
が
き
と
称
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
優
れ
た
品
種
の
稲
が
、
伊

勢
神
宮
の
最
も
神
聖
な
瑞
壇
門
内
に
自
生

し
て
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
に
驚
い

た
。
平
成
元
年
、
伊
勢
神
宮
の
神
田
に
風

水
害
や
虫
害
に
強
く
、
反
当
り
の
収
穫
量

も
抜
群
に
多
く
、
味
も
良
い
稲
が

一
本
白

生
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
、
イ
セ
ヒ
カ

リ
と
名
付
け
ら
れ
、
現
在
各
地
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
事
実
を
思
い
出
し
た
か
ら
で
あ

る
。
み
づ
が
き
と
イ
セ
ヒ
カ
リ
の
出
現
に
、

遺
伝
子
操
作
に
よ
る
稲
の
品
種
改
良
に
対

す
る
、
自
然
の
警
告
と
は
か
ら
い
が
読
み

取
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら
で
あ
る
。

人
自
然
の
法
則
は
人
智
を
超
え
る
と
考
え

る
こ
と
が
、
神
が
か
り
で
も
、
カ
ル
ト
的

思
考
で
も
な
い
こ
と
の

一
つ
の
証
左
が
こ

こ
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
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自
然
治
癒
力

・
免
疫
力
を
高
め
、
体
に
優
し
い
生
薬

ク
マ
笹
エ
キ
ス
の
歯
周
病
治
療

へ
の
応
用

鴨
井
久

一

日
本
歯
科
大
学
名
誉
教
授

国
立
保
健
医
療
科
学
院
客
員
研
究
員

か
し
、
虫
歯
と
違

っ
て
痛
み
の
少
な
い
の

が
特
徴
で
、
「歯
を
磨

い
た
と
き
に
歯
茎

か
ら
血
が
出
る
」
「
口
が
臭

い
」
「歯
茎
が

や
せ
て
歯
が
長
く
み
え
る
」
「歯
と
歯
の

間
に
食
物
が
は
さ
ま
り
や
す
い
」
な
ど
の

症
状
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
痛
み
が
な
い
の

で
放
置
し
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
歯
周
病
は
、
免
疫
機
能
と
も
関
連

し
、
体
の
生
体
防
御
機
能
の
高
い
人
は
、

歯
川
病
に
樅

っ
て
も
進
行
が
遅
い
と
い
う

面
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
生
活
環
境
の
因

子
も
加
わ

っ
て
、　
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
や

日
常
生
活
が
不
規
則
の
人
な
ど
生
活
習
慣

と
の
か
か
わ
り
も
深
く
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
は
、
糖
尿
病
と
似
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
深
く
静
か
に
潜
行
す
る

た
め
、
気
づ
く
の
が
遅
す
ぎ
る
か
ら
で
す
。

す
な
わ
ち
歯
間
病
は
、
局
所
の
感
染
症
で

あ
り
、
免
疫
機
能
低
下
、
環
境
因
子
の
悪

化
な
ど
３
要
素
が
相
互
に
作
用
し
て
進
行

し
て
い
き
ま
す
。

ク
マ
笹
エ
キ
ス
の
研
究
結
果

歯
川
病
の
予
防
の
１
つ
と
し
て
ク
マ
笹

エ
キ
ス
の
使
用
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

ク
マ
笹
エ
キ
ス

イ
ネ
科
で
葉
は
４
か
ら
７
個
で
狭
長
、

楕
円
形
で
下
面
は
無
毛
、
来
の
縁
が
自
色

に
く
ま
取
ら
れ
て
い
る
の
で

「
ク
マ
笹
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
占
来
、
生
薬
や
生

活
の
知
恵
と
し
て
防
腐
作
用
な
ど
に
用
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
薬
理
作

用
と
し
て
、
抗
炎
症
、
抗
潰
瘍
、
鎮
静
作

用
、
腸
瘍
抑
制
効
果

（ク
マ
笹
多
糖
分
画

分
）、
抗
毒
作
用
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

成
分
と
し
て
鋼
ク
ロ
ロ
フ
ィ
リ
ン
ナ
ト

リ
ウ
ム

（葉
緑
素
）、
リ
グ

ニ
ン
、
ベ
ン

ト
ー
ス
、
水
溶
性
多
糖
体

（ア
ラ
ビ
ノ
キ

シ
ラ
ン
な
ど
）、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｂ

（Ｂ
２ヽ

Ｂ
５ヽ

Ｂ
６ヽ

Ｂ
‐２）ヽ

Ｃ
ヽ
微
粒

元
素

（

、

Ｆｅ
、
Ｃａ
、
Ｎａ
、
晦
）
な
ど
を
含
有
し
、
某

緑
素
は
、
創
傷
後
の
肉
芽
形
成
、
殺
菌
作

用
、
脱
央
作
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
歯
科

領
域
で
は
、
歯
周
病
、
日
央
、
国
内
炎
な

ど
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

抽
出
法
と
し
て
、
八
甲
田
山
系
の
清
浄

な
笹
を
圧
搾
法
で
、
茎
と
来
の
樹
液

（１

０
０
％
）
か
ら
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
歯
科
大
学
歯
学
部
歯
周
病
講
座
で

行

っ
た
研
究
結
果
を
示
し
ま
す
。

糖

尿
病

と
似

て

い
る
歯

周
病

歯
周
病
は
、
成
人
の
８０
％
が
罹
患
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
虫
歯
と
と
も
に

歯
科
の
２
大
疾
患
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

虫
歯
は
比
較
的
若
年
層
に
多
く
、
加
齢
と

と
も
に
歯
周
病
が
優
位
に
増
加
し
て
い
き

ま
す
。

歯
周
病
の
原
因
は
，
‐‐
―
所
の
感
染
症
と
い

わ
れ
、
歯
周
病
原
菌
が
歯
の
周
囲
や
歯
茎

に
付
若
し
て
歯
業
に
炎
症
を
起
こ
し
、
歯

を
支
え
て
い
る
歯
根
膜
や
歯
榊
骨
を
侵
し

最
終
的
に
歯
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。
し

Macrobiotique 2005. I lo l2



Concentration

(%)

Time(min)

25   5    15

++ ++ 十 +

+十  十   十

１
殺
菌
効
果

口
腔
内
の
殺
菌
効
果
を
み
る
方
法
と
し

て
、
歯
周
病
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
さ
ん

か
ら
唾
液

（
つ
ば
）
を
採
取
し
、
ク
マ
笹

エ
キ
ス
を
用
い
る
と
ど
の
程
度
の
濃
度
と

時
間
で
殺
菌
す
る
か
を
調
べ
た
結
果
が
表

１
で
す
。
濃
度
１
０
０
％
で
は
、
短
時
間

で
殺
菌
効
果
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
乳
酸
生
成
の
抑
制
効
果

乳
酸
生
成
の
基
質
と
し
て
ス
ク
ロ
ー
ス

を
用
い
、
ク
マ
笹
の
溶
液
濃
度
を
０
～
１

０
０
％
と
変
化
さ
せ
、
乳
酸
の
定
量
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
濃
度
が
高
く
な

る
に
つ
れ
て
乳
酸
生
成
の
抑
制
が
大
き
く

み
ら
れ
ま
し
た

（図
１
）。
こ
の
２
つ
の

研
究
か
ら
、
ク
マ
笹
エ
キ
ス
は
、
日
中
の

殺
菌
や
乳
酸
生
成
を
抑
制
す
る
の
で
、
日

臭
を
防
止
し
虫
歯
菌
や
歯
周
病
菌
の
発
育

を
抑
制
す
る
効
果
は
、
濃
度
１
０
０
％
に

お
い
て
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い

ま
す
。

３
臨
床
評
価

日
本
歯
科
大
学
歯
学
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
１６
名
に
よ
り
、
次
の
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
実
験
開
始
よ
り
３
週
間
、
歯
を

磨
か
な
か
っ
た
実
験
群

（８
名
）
は
、
ク

マ
笹
原
液
を
５

ｍ‐
、
毎
食
後
１
分
間
合
嗽

（日
ゆ
す
ぎ
）
さ
せ
、
飲
み
込
ま
せ
ま
し

た
。
他
方

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
８
名
）
は
、

そ
の
ま
ま
３
週
間
磨
か
ず
に
経
過
を
み
ま

し
た
。

３
週
間
後
、
両
者
の
比
較
検
討
を
行
い

そ
の
結
果
、
歯
肉
溝
浸
出
液

（Ｇ
Ｃ
Ｆ
）

は
、
１
、
２
週
と
も
実
験
群

（ク
マ
笹
投

合
Ｅ
ｏ
ｏ
て
Ｏ
Ｅ
）
ｐ
ｏ
●
２
５
ｏ
コ

与
群
）
と
対
照
群
で
は
、
実
験
群
で
Ｇ
Ｃ

Ｆ
が
や
や
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
有
意
差

は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
３
週

日
で
は
明
ら
か
に
差
が
み
ら
れ
ま
し
た

Ｑ
∧
９
８
、
図
２
）。
Ｇ
Ｃ
Ｆ
と
は
、
歯

茎
に
炎
症
が
あ
る
と
歯
茎
と
歯
の
隙
間
か

ら
滲
出
し
て
く
る
液
量
で
炎
症
の
目
安
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
患
者
さ

ん
に
も
同
意
の
う
え
で
、
歯
ブ
ラ
シ
後
に

ク
マ
笹
溶
液
を
使
用
群
と
未
使
用
群
と
で

は
、
使
用
群
に
お
け
る
歯
茎
の
炎
症
を
抑

制
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
歯
周
病
は
、
全
身
疾
患
と
の
関
連
も

多
く
み
ら
れ
、
歯
を
よ
く
磨
く
方
は
誤
囃

性
肺
炎
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
研
究
が
み
ら
れ
ま
す
。

ち

な

み

に
、
食
後

５

～
１０
分
間
の
歯
磨
き
を
２

年
間
続
け
た
高
齢
者
は
、

肺
炎
の
発
生
率
が
４０
％
減

少
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
認
知
症
と

診
断
さ
れ
た
方
に
日
で
の

刺
激
、
よ
く
噛
む
こ
と
、

日
腔
周
囲
の
筋
肉
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
歯
磨
き
な
ど
を
行

う
と
脳
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

◆

　

　

　

　

　

　

　

　

◆

ク
マ
笹

エ
キ
ス
に
は
、
免
疫
機
能
を
高

め
る
リ
グ

ニ
ン
や
多
糖
体
の
ア
ラ
ビ
ノ
キ

シ
ラ
ン
は
免
疫
機
能
を
高
め
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｋ
細
胞
や
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
体
内

の
免
疫
力
を
高
め
、
自
己
免
疫
疾
患
と
い

わ
れ
て
い
る
ア
ト
ピ
ー
、
リ

ュ
ウ

マ
チ
な

ど
に
も
効
果
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

点
、
体
に
優
し
い
生
薬
を
用
い
る
こ
と
で
、

自
然
の
中
で
ヒ
ト
と
ク
マ
笹

エ
キ
ス
が
共

生
す
る
こ
と
が
、
人
間
本
来
の
生
き
方
の

方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

表 1 殺菌効果

- : No growth
+ : Moderate grown

++ : Marked grown

図 1 睡液ないの手し酸生成抑制効果

50

Concentration(%)z

図 2 歯肉溝浸出液量の変動 ※P<001
GCF(× 10pF)

3  0

VVeek
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ク
マ
笹
エ
キ
ス
の
驚
く
べ
き
パ
ワ
ー

栄
養
士

必

須

ア
ミ

ノ
酸

が
豊
富

ク
マ
笹
は
昔
か
ら
、
ち
ま
き
、
笹
団
子
、

笹
寿
司
な
ど
の
食
べ
物
を
包
ん
だ
り
、
下

敷
き
と
し
て
用
い
ら
れ
、
食
べ
物
が
腐
り

に
く
い
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

広
く
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ク
マ

笹
の
葉
や
茎
か
ら
抽
出
し
た
樹
液
に
は
、

・８
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
の
ほ
か
に
ミ
ネ
ラ
ル

類
、
葉
緑
素
、
ビ
タ
ミ
ン
類
、
多
糖
体
、

食
物
繊
維
、
竹
酢

（酢
酸
）
な
ど
を
豊
富

に
合
み
、
私
た
ち
に
と

っ
て
大
切
な
自
然

治
癒
力
や
免
疫
力
を
保

つ
の
に
有
効
に
働

き
ま
す
。

ク
マ
笹
は
漢
方
薬
と
し
て
も
有
名
で
、

民
間
薬
と
し
て
も
古
く
か
ら
、
血
止
め
、

打
撲
、
虫
刺
さ
れ
、
腹
痛
、
下
痢
、
風
邪
、

解
毒
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
自
然
の
恵
み
と
し
て
の
植
物
に
科
学

の
祝
点
か
ら
光
を
当
て
、
検
証
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
そ
の
成
分
の
パ
ワ
ー
が
い
か
に

優
れ
て
い
る
か
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

食
べ
物
を
栄
養
学
的
に
分
け
て
み
る
と
、

糖
質
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
カ
ロ
チ
ン
な
ど
に
な
り
ま
す
。

特
に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
お
よ
び
た

ん
ぱ
く
質
を
構
成
し
て
い
る
ア
ミ
ノ
酸
な

ど
は
現
代
の
基
礎
栄
養
と
い
わ
れ
、
こ
れ

を
い
か
に
摂
取
す
る
か
が
健
康
を
保

つ
う

え
で
カ
ギ
と
な
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質
は
あ
ら
ゆ
る
生
体
組
織
中

に
存
在
す
る
大
き
な
生
体
分
子
で
す
が
、

た
ん
ぱ
く
質
は
２０
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
か
ら

で
き
て
ぉ
り
、
２０
種
類
す
べ
て
が
た
ん
ぱ

く
質
を
形
づ
く
る
た
め
に
は
必
要
な
の
で

す
が
、
ヒ
ト
は
こ
の
う
ち
１１
種
類
し
か
体

内
で

つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
残
り
の
９

種
類
は
食
物
か
ら
摂
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
に

「必
須
ア
ミ
ノ
酸
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

偏
食
し
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
欠
け
た
食

牛
活
を
続
け
た
り
し
て
い
る
と
、
こ
の
必

須
ア
ミ
ノ
酸
を
十
分
に
摂
る
こ
と
が
で
き

ず
、
疲
れ
た
り
、
栄
養
不
良
と
な

っ
て
免

疫
力
が
低
下
し
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
健
康
食
品
や
サ
プ
リ

メ
ン
ト
は
、
本
来
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
手

軽
に
摂
り
や
す
く
し
て
不
足
し
が
ち
な
も

の
を
補
い
、
体
調
を
整
え
健
康
の
維
持
、

増
進
を
図
る
た
め
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ク
マ
笹

エ
キ
ス
に
は
９
種
類
の
必
須
ア

ミ
ノ
峻
が
全
部
入

っ
て
お
り
手
軽
に
摂
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、
牛
乳
、
大
豆
、
米
、

小
麦
粉
な
ど
と
比
較
し
て
も
非
常
に
バ
ラ

ン
ス
よ
く
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
般
に
自
然
界
に
存
在
す
る
水
は
、
水

分
子
が
１
個
ず
つ
単
独
で
存
在
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
手
を
つ
な
ぎ
合

っ
て
集
団
に
な

っ
て
お
り
こ
の
同
ま
り
合

っ
た
集
団
を
ク
ラ
ス
タ
ー

（葡
萄
の
房
の

意
味
）
と
呼
び
ま
す
。

そ
し
て
き
れ
い
な
水
の
ク
ラ
ス
タ
ー
は

小
さ
く
、
汚
れ
た
水
ほ
ど
肥
大
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
水
分
子
が

い
か
に
効
率
よ
く
分
子
運
動
で
き
て
、
そ

の
結
果
ど
れ
だ
け
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
つ
く

り
出
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ

っ

て
き
ま
す
。

ク
ラ
ス
タ
ー
の
大
き
い
水
は
小
さ
い
水

に
浸
透
性
、
流
動
性
、
溶
解
性
な
ど
の
点

で
エ
ネ

ル
ギ
ー
的
に
と
う
て
い
追
い
つ
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
単
独

で
走

っ
て
い
る
人
と
１０
人
も
２０
人
も
足
を

つ
な
い
で
走

っ
て
い
る
人
の
ス
ピ
ー
ド
を

比
較
す
る
の
に
似
て
い
ま
す
。

ク
マ
笹

エ
キ
ス
中
の
水
分
は
ク
ラ
ス
タ

ー
が
小
さ
い
た
め
細
胞
組
織

へ
の
浸
透
率

が
高
く
成
分
の
吸
収
も
よ
く
な

っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
効
果

ク
マ
笹
エ
キ
ス
に
は
前
に
挙
げ
た
成
分

の
ほ
か
に
、
殺
菌
、
消
毒
に
優
れ
た
効
果

を
も
た
ら
す
安
息
香
酸
が
入
っ
て
い
る
た

め
傷
の
治
り
が
早
く
、
ま
た
葉
緑
素

（ク

ロ
ロ
フ
ィ
ル
）
の
作
用
と
相
ま

っ
て
、
１１

内
炎
や
歯
周
病
、
日
臭
を
防
ぐ
効
果
が
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ミ
ノ
酸
の
生
理
的
効
果
は
生

体
維
持
の
た
め
に
、
点
滴
で
の
輸
液
に
用

い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
極
め
て
重
要

で
す
が
、
こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
で

「必

須
ア
ミ
ノ
酸
」
だ
け
に
限
定
し
て
挙
げ
て

柳
川
朝
美

ルイα
`″
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お
き
ま
す
。

１
．
リ
ジ
ン
…
…
成
長
促
進
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
促
進

２
．
ヒ
ス
チ
ジ
ン
…
…
幼
児
に
と
っ
て
の

必
須
ア
ミ
ノ
酸
、
亜
鉛
不
足
に
よ
る
皮
膚

角
化
不
全
の
予
防

３
．
フ
ェ
ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン
…
…
発
が
ん
抑

制
、
抗
う
つ
作
用

４
．
ロ
イ
シ
ン
…
…
肝
保
護

（二
日
酔
い

防
止
）、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進

５
。
イ
ソ
ロ
イ
シ
ン
…
…
筋
肉
の
疲
労
軽

減
、
虚
血
性
心
不
全
予
防

６
。
メ
チ
オ
ニ
ン
…
…
動
脈
硬
化
抑
制
、

抗
酸
化
作
用

７
．
バ
リ
ン
…
…
糖
尿
病
改
善
、
肝
保
護

８
．
ス
レ
オ
ニ
ン
…
…
脂
肪
肝
抑
制
、
筋

緊
張
昂
進
の
抑
制

９
．
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
…
…
セ
ロ
ト
ニ
ン

前
駆
体
と
し
て
の
諸
作
用
、
沈
静

。
誘
眠

導
入
作
用
を
持
つ
神
経
伝
達
物
質
セ
ロ
ト

ニ
ン
の
原
料

熊
の
餌
に
も
な
り
、
笹
の
葉
に
は
古
く

か
ら
秘
め
ら
れ
た
豊
富
で
強
力
な
パ
ワ
ー

が
た
っ
ぷ
り
で
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の

パ
ワ
ー
を
自
身
の
体
の
中
に
取
り
込
ん
で
、

病
気
に
か
か
っ
て
か
ら
薬
を
飲
ん
で
治
す

時
代
か
ら
脱
却
し
、
暮
ら
し
の
質
を
高
め

て
未
病

（病
気
を
未
然
に
予
防
す
る
生

活
）
の
生
活
習
慣
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

クマ讐 エキスのイ牢う方

4A AAハ

ク又管と家 1000動′乞土all`入れ、煮つあまウ。

クマ笹 |ょ .出ワヤit a生する茅昨蘇ギな
寺のをキスι′ましょう。

ンЪ(2ω
“
′)まゼマ監つあが、もテ麿|∞οmヱの

来t入名だ驚つめ.これを,回線 り通しまう。

③

クマ警駒θ3をフド〕億ぃし、′ンなくとt
i力月以上:よ、千盆千ιι、自だ義舞象させましょう。

④

轍 ″朧 鶴磯 瓢

③

)、サミなどで1ざまだり郷瀦ヽく1切りましょう
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が
ん

の
転

移

が
な

く

な

っ
た

　

　

鏡
け
尉
″
〕
酢
畔
ｒ
嗽
卸
則
研
事‐こ
―こ転
畔
局
磁

　

液
検
木員
を
受
け
ま
し
た
。
結
果
は
、
Ｃ
Ａ
１９

　

「ホ
ル
モ
ン
療
法
は
、
副
作
用
の
むヽ
配
が
あ

¨

１
９
が
基
準
値

３７
以
下

の
と
こ
ろ
１
３
８
と

　

　

り
長
期

の
服
用
は
危
険
で
欧
米

で
は
が
ん
の
　

”

井

野

民

子

さ
ん
　

横

浜
市

（
７９
歳
）
　

　

　

　

い
ま
す
。
先
生
も
驚

い
て
い
て
い
ら

つ
し

ゃ
　
　
　
い
わ
れ
、
胃
が
ん

。
す
い
臓
が
ん
の
疑

い
が

　

　

発
症
率
が
高

い
」
「更
年
期
障
害

は
、
ホ
ル
　

¨

毎
年
が
ん
検
診

は
受
け
て

い
た

の
で
す

　

　

る
よ
う
で
す
。
私
は
、
あ
と

一
歩
で
が
ん
は

　

　

あ
る
の
で
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う
指
示
さ
　
　
　
モ
ン
の
分
泌

の
里
書
［
か
ら
起
き
る
こ
と
な
の
　

¨

が
、
異
常
な
く
自
分
で
も
日
ご
ろ
触
診
を
し
　
　
　
消
え
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ご
来
店

の
お
客

　

　

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
薬

で
は
治
せ
な

い
」
「更
年
期
障
害
は
、　
　
¨

て
気
を

つ
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
左

の
乳
房
に
　
　
　
様
は
、
私
が
こ
ん
な
に
大
き
な
病
気
を
持

っ
　
　
　
　
１２
月
１
日
、
横
浜

の
、
ゆ
う
あ
い
ク
リ

ニ
　
　
　
い
ず
れ
ホ
ル
モ
ン
の
パ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
れ

　

¨

し
こ
り
を
感
じ
、
近
所
の
医
院
で
検
査
し
た
　
　
　
て
い
る
と
は
気
が

つ
き
ま
せ
ん
。
「
い
つ
も
　
　
　
ッ
ク
で
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
　
　
　
ば
必
ず
治
ま
る
も
の
だ
か
ら
、
ホ
ル
モ
ン
剤

　

¨

結
果
、
乳
が
ん

の
疑

い
が
あ

る
と

の
こ
と

　

　

明
る
く
て
元
気
で
す
ね
」
と
ほ
め
て
く
れ
ま

　

　

ピ

ロ
リ
菌
抗
体
が
陽
性

。
Ｃ
Ａ
１９
‐
９
が
わ

　

　

や
化
学
薬
品
に
頼
る
こ
と
な
く
体
に
負
担
を

　

¨

で
、
紹
介
状
を
持

っ
て
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
　
　
　
す
。

こ
れ
も
ク
マ
笹

エ
キ
ス
の
お
陰
か
な
、
　
　
　
ず
か
高
め
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
の
と
　
　
　
か
け
な
い
方
法
で
自
然
冶
癒
力
を
高
め
る
こ
　

¨

ン
タ
ー
に
い
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
が

ん

の
心
配

は
な

い
と

の
こ
と
で
し

　

　

と
が
望
ま
し
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

平
成
６
年
７
月
２０
日
入
院
。
種
々
の
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ま
で
無
感
心
で
い
た
更
年
期
障
害
に
　

¨

臓
暉
脚
ｒ
ぃ
「
６０２７
制
に
鰤
特
鰤
替
晰

い
に
爛
　
　
　
肝
鶴
機

能
収
が
南
甲
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
朝
輸
ど
い
効
⑭
ど
菌 口
利
輔
榔
″
稽
雛
友 ェ
許

　

　

却
け
』
『
縛
展
卸
離
れ
を
″ン
に
「
ク
″引
ｍ
動

　

¨

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
体
も
順
調
に
回

　

　

一月
田
重

子

さ
ん
　

千
葉
県

（
６０
歳
）
　

　

　

　

か
ら
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ロ
　

　

キ
ス
に
と
ど
り
つ
い
た
の
で
す
。
最
初
は
―
　

¨

復
、
毎

日
店

（酒
屋
）
で
働

い
て

い
ま

し
　
　
　
　
胃

の
調
子
が
非
常
に
よ
く
な
り
、
朝

の
食

　

　

月
の
検
査
以
降
、
早
速
、
八
甲
田
山
ク

マ
笹

　

　

日
１０
回
を
朝
夕
２
回
服
用
し
、
―
力
月
過
ぎ

　

¨

た
。
退
院
と
同
時
に
、

ア
ガ
リ
ス
ク
を
取
り

　

　

欲
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
は
強
皮
症
で
、
肝
　
　
　
エ
キ
ス
を
購
入
、
朝
タ
１０
滴
ず

つ
毎
日
続
け
　
　
　
た
こ
ろ
か
ら
朝
、
空
腹
時
１０
滴
を
―
回
服
用

　

¨

寄
せ
毎
日
服
用
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
機
能
が
衰
え
て
コ
レ
ス
テ
回
―
ル
が
高
か

っ
　
　
　
て
飲
ん
で
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
年

の
５
月

　

　

し
な
が
ら
様
子
を
み
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
、　
　
¨

手
術
を
し
て
か
ら
８
年
目
の
平
成
１４
年
＝
　
　
　
た
の
で
、
健
康
な
人
の
場
合
は
食
事
制
限
や
　
　
　
２３
日
に
、
御
茶
ノ
水
駿
河
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

　

　

緩
や
か
で
す
が
症
状
が
和
ら
い
で
き
た
の
で

　

・

月
、
急
に
腰
痛
を
感
じ
、
検
査

の
結
果
、
左

　

　

ク

ス
リ
で

コ
レ
ス
テ

ロ
ー

ル
を
下
げ
ま
す

　

　

の
再
検
査

の
結
果
、
Ｃ
Ａ
１９
‐
９
が

４３
と
な

　

　

す
。
と
同
時
に
電
機
毛
布
を
離
せ
な
か

っ
た

　

¨

腰
骨
に
転
移
と
先
生
に
告
げ
ら
れ
頭
の
中
が
　
　
　
が
、
私
の
場
合
は
よ
く
な
ら
な

い
、
と
医
師
　
　
　
り
ま
し
た
。
半
年
で
ピ

ロ
リ
菌
が
少
な
く
な

　

　

私
が
、
毛
布
が
な
く
て
も
朝
ま
で
熟
睡
で
き

　

¨

真

っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
抗
　
　
　
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
主
治
医
の
先
生
も
不
思
議
が

っ
て
い
ま
　
　
　
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
正
直
驚
き
ま
し

　

¨

が
ん
剤
を
飲
み
始
め
、
平
成
１５
年
２
月
よ
り

　

　

　

知
人
に
す
す
め
ら
れ
ク

マ
笹

エ
キ
ス
を
飲

　

　

す
。
ク
マ
笹

エ
キ
ス
を
飲
む
よ
う
に
な

っ
て
　
　
　
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

点
滴
―
本
、
６
月
か
ら
は
点
滴
２
本
と
吐
き
　
　
　
む
よ
う
に
な

っ
て
―
力
月
で
数
値
が
２０
近
く
　
　
　
か
ら
胃

の
調
子
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
ま
た
、
朝
晩

の
歯
磨
き
に
、
ク

マ
笹

エ
キ

　

¨

気
止
め
２
本
を
２８
日
ご
と
に
１
回
、
３
時
間

　

　

下
が

り
ま
し
た
が
、
理
由
が
わ
か
り
ま
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
を
歯
磨
き
粉
の
上
に
数
滴
落
と
し
磨

い
た

　

¨

め
動
は
饒
嘲
胸
臓
囃
“
」
鈍
倒
蹴
し
た
。
飲
　
　
　
』
ぽ
〕
罐
雛
竃
舛
一
餞

工 飲
載
利
州
枷
い
れ
肛

　

　

丁
奮
千
油
押
陪
け
室
日
、
日
〓
民

が
牡
吹

釜
日
　
　
　
震
に
し
だ
「
銀
朔
嘲
賊
腕
曜
０
臓
商
」
噴
い

　

¨

転
移

の
時
点
で
弟
に
す
す
め
ら
れ
、
ク

マ
　
　
　
い
ま
す
。
ま
た
２
カ
月
後
検
査
を
し
た
と
こ
　
　
　
柴

田
売

子

さ
ん
　
青
森
県
事
務
員

（
５２
歳
）
　

　

り
し
た
時
ク

マ
笹

エ
キ
ス
を
少
し
水
に
薄
め

　

¨

笹

エ
キ
ス
を
朝
夕

の
食
前
に
５
滴
ず

つ
水
で
　
　
　
ろ
、
数
値
は
２
２
０
で
良
好
だ
そ
う
で
、
今
　
　
　
　
１０
年
ほ
ど
前
か
ら
私
は
、
毎
年
９
月
ご
ろ
　
　
　
て
コ
ッ
ト
に
含
ま
せ
て
パ

ッ
テ
ン
グ
す
る
と

　

●

薄
め
て
小
さ
な
グ
ラ
ス
で
飲
む
よ
う
に
な
り

　

　

後
も
ク

マ
笹

エ
キ
ス
を
飲
み
続
け
て
い
き
た
　
　
　
か
ら
５
月
ま
で
は
電
機
毛
布
が
手
放
せ
な
い
　
　
　
熱
が
と
れ
て
炎
症
が
治
ま
り
、
効
果
が
あ
り

　

¨

ま
し
た
。
ア
ガ
リ
ス
ク
の
ほ
う
は
、　
一
時
休
　
　
　
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ど
冷
え
症
が
ひ
ど
く
、
ま
た
４７
歳

の
時
、
　
　

　

ま
し
た
。

い
ま
で
は
朝
グ
ラ
ス
ー
杯

の
エ
キ

　

¨

ん
で
い
ま
す
。
点
滴
を
始
め
て
か
ら
ぼ
つ
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
汗
、
の
ぼ
せ
、
イ
ラ
イ
ラ
、
情
緒
不
安
定
　
　
　
ス
水
で
―
日
が
ス
タ
ー
ト
し
、
夜
の
歯
磨
き
　
¨

句
妊
わ膊
い勤
知
峨
柳薦
れ置釘一毎
詢
　
胃
の
ビ
ロリ
菌
が
な
く
な
った
　

０
だ通蝿
雌
亜
鮒
種
』
碁
赫刹
　
魔桐
鋼ｏ
畔
利
ウ権囃
私ェ”爆
卿Ｆ
“瞬

¨

ま
し
た
。
半
年
に
―
度
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
検

　

　

澪̈
塚

テ

ル
子

さ
ん
　
東

京
都

（
７７
歳
）
　

　

　

と
、　
一
日
お
き
に
貼
る
薬
を
６
カ
月
ほ
ど
続

　

　

ナ
ー
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

査

（骨
シ
ン
チ
）
と
、
Ｃ
Ｔ
検
査
を
し
て
い
　
　
　
　
平
成
１６
年

同
月
―
日
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
血
　
　
　
け
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

●
●
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
０
０
０
０
０
０
０
●
●
●
●
０
０
０
０
０
０
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
●
●
●
●
●
●
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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同」
′ 11ヽ

老
廃
物
を
排
出
し
、

体
内
を
き
れ
い
に
保
つ

細
川
順
讃

医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

健
康
の
基
礎
は
血
液
浄
化

人
の
体
は
、
６０
兆
～
７０
兆
個
の
さ
ま
ざ

ま
な
細
胞
で
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
細
胞
が
絶
妙
な
連
係
プ
レ
ー
で
体

全
体
を
活
動
さ
せ
て
い
ま
す
。　
一
部
の
細

胞
が
わ
ず
か
に
衰
え
て
も
、
全
体
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
微
妙
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

も
、
体
全
体
の
機
能
が
狂
っ
て
し
ま
い
ま

す
。人
体
は
、
こ
の
世
で
最
も
複
雑
な
構
造

物
で
す
。
こ
れ
を
い
つ
ま
で
も
ベ
ス
ト
の

状
態
に
保

っ
て
お
く
た
め
に
は
、
細
胞
の

環
境
と
神
経
系
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ

ム
を
常
に
ベ
ス
ト
に
し
て
お
く
こ
と
が
最

も
重
要
で
す
。

細
胞
の
環
境
と
は
、
血
液
で
す
。
細
胞

は
、
そ
の
周
り
を
絶
え
間
な
く
循
環
し
て

い
る
血
液
に
よ
っ
て
、
栄
養
素
や
酸
素
を

受
け
取

っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
い
ま
す
。

細
胞
が
輩
出
す
る
老
廃
物
は
、
ま
た
血
液

に
よ

っ
て
体
外
に
運
び
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
細
胞
の
活
動
が
滞
り
な
く
行
わ
れ

て
い
れ
ば
、
身
体
は
ス
ム
ー
ズ
に
動
き
ま

す
。
そ
し
て
、
細
胞
全
体
の
秩
序
を
保

っ

て
い
る
の
が
脳
で
す
。
脳
の
中
枢
か
ら
神

経
系
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
身
体

器
官
の
す
べ
て
を
整
然
と
動
か
し
て
い
ま

す
。脳
細
胞
も
神
経
細
胞
も
、
他
の
体
細
胞

も
、
血
液
に
よ
っ
て
養
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
液
の
質
が
、
重
要
な
カ
ギ
で
す
。
良
質

な
血
液
の
条
件
は
、
血
液
細
胞
の
質
、
血

漿
成
分
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
老
廃
物
で

汚
れ
て
い
な
い
き
れ
い
な
血
液
で
す
。
き

れ
い
な
良
質
血
液
が
細
胞
を
養
っ
て
い
れ

ば
、
常
に
イ
キ
イ
キ
と
活
発
に
働
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

良
質
血
液
を
つ
く
る
最
大
の
条
件
は
、

食
生
活
で
す
。
現
代
人
の
食
生
活
の
乱
れ

は
、
限
度
を
超
え
て
い
ま
す
。
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
を
実
践
し
て
い
る
人
で
も
、

血
液
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
血
液
の
浄
化
は
、
健
康
の
基
礎

で
す
。
食
材
の
質
と
、
食
事
の
摂
り
方
を
、

さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

広
い
効
用
範
囲

現
代
人
の
生
活
は
、
悪
条
件
に
満
ち
て

い
ま
す
。
努
力
し
て
も
、
本
当
の
健
康
体

に
は
、
な
か
な
か
至
れ
な
い
人
が
多
い
の

が
現
実
で
す
。

そ
の
場
合
は
、
あ
る
程
度
は
補
助
手
段

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

健
康
法
、
手
当
法
、
補
助
食
品
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
な
か
で
も
、
体
内
の
老
廃
物
を

排
出
す
る
手
段
と
し
て
は
、

ハ
ト
麦
が
群

を
抜
い
て
い
ま
す
。　
ハ
ト
麦
は
、
体
内
に

滞
る
不
用
な
も
の
を
こ
と
ご
と
く
排
除
し

て
い
き
ま
す
。

体
内
に
溜
ま
る
不
用
物
は
、
余
剰
水
分
、

脂
肪
、
細
胞
の
分
解
産
物
、
炭
水
化
物

。

脂
肪

。
タ
ン
パ
ク
質
の
代
謝
産
物

（燃
え

カ
ス
）、
活
性
酸
素
、
変
異
細
胞
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
過
剰
無
機
物

な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
老
廃
物
は
、
血
管
壁
や
結

合
組
織

（細
胞
同
士
を
つ
な
ぐ
組
織
）
に

蓄
積
し
て
、
器
官
の
衰
え
や
炎
症
、
変
性
、

破
壊
を
起
こ
し
ま
す
。
蓄
積
し
た
場
所
に

よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
に
発
展
し
て
い

き
ま
す
。

ハ
ト
麦
は
、
こ
れ
ら
の
老
廃
物

全
母

素
）
を
効
率
よ
く
排
泄
し
て
、
炎
症
や
痛

み
を
取
り
、
む
く
み
や
膿
を
排
出
し
ま
す
。
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結
石
、
脂
肪
瘤
を
は
じ
め
、
イ
ボ
、
ウ
オ

ノ
メ
、
ポ
リ
ー
プ
、
筋
腫
な
ど
腫
瘍
細
胞

も
排
出
し
ま
す
。
冒
、
腸
、
肝
臓
、
腎
臓
、

膵
臓
、
牌
臓
の
機
能
も
高
め
ま
す
。
血
管
、

リ
ン
パ
管
、
心
臓
な
ど
循
環
器
の
機
能
を

高
め
ま
す
。
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
整
え
て
、

ア
レ
ル
ギ
ー
や
リ
ウ

マ
チ
を
改
善
し
ま
す
。

糖
尿
病
、
関
節
炎
、
神
経
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
を
改
善
し
ま
す
。
ま
た
、
筋
肉
や
関
節

を
軟
ら
か
く
し
、

コ
リ
、
こ
わ
ば
り
、
痛

み
等
を
取
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
血
液
を
さ
れ
い
に
し
て
、

各
器
官
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
皮

膚
の
細
胞
も
代
謝
が
上
が

っ
て
、
あ
れ
肌
、

シ
ミ
、
ソ
バ
カ
ス
、　
ニ
キ
ビ
な
ど
も
解
消

さ
れ
、
肌
が
き
れ
い
に
な

っ
て
き
ま
す
。

母
乳
を
与
え
て
い
る
人
は
、
分
泌
が
旺
盛

に
な
り
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

促
進
さ
れ
る
の
で
、
更
年
期
障
害
や
骨
粗

し
ょ
う
症
の
予
防
に
も
有
効
で
す
。

有
効
成

分
を
効
率

よ

く
吸
収

ハ
ト
交
は
、
こ
の
よ
う
に
、
効
用
の
範

囲
が
極
め
て
広
い
食
品
で
す
。
栄
養
価
も

高
く
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
、
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。

有
効
成
分
は
、　
コ
イ
ク
セ
ノ
ラ
イ
ド
、　
コ

イ
ク
ネ
ー
ル
、
グ
ル
マ
ニ
ウ
ム
な
ど
が
合

ま
に
ま
す
。

ハ
ト
女
は
、
通
常
は
胚
乳
の
み
が
使
わ

れ
ま
す
が
、
有
効
成
分
の
大
半
は
殻
、
薄

皮
、
渋
皮
の
部
分
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

胚
乳
と
そ
の
他
の
部
分
と
の
成
分
合
有
量

の
差
は
、
数
十
倍
で
す
。

そ
の
豊
富
な
有
効
成
分
の
す
べ
て
を
効

率
よ
く
吸
収
で
き
る
形
に
し
た
も
の
が

「焙
煎
全
粒

ハ
ト
女
粉
木
」
で
す
。

ハ
ト

麦
を
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
系
の
釜
に
入
れ
低
温

で
ゆ
っ
く
り
焙
煎
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

含
ま
れ
る
成
分
が
活
性
化
し
ま
す
。
食
品

に
自
然
に
含
ま
れ
て
い
る
成
分
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
子
同
士
が
互
い
に
結
合
し
て
存

在
し
て
い
ま
す
。
人
が
そ
れ
を
食
べ
る
と

唾
液
、
腎
液
、
腸
液
、
膵
液
な
ど
の
消
化

液
の
作
用
を
受
け
て
、
結
合
が
外
れ
個
々

の
成
分
が
単
体
に
分
か
れ
ま
す
。

こ
の
状
態
で
腸
壁
か
ら
吸
収
さ
れ
た
と

き
、
体
内
で
成
分
が
活
用
さ
れ
ま
す
。　
ハ

ト
交
を
煎

っ
て
煎
じ
た

ハ
ト
交
茶
で
は
、

成
分
の
１０
分
の
１
以
下
の
抽
出
率
で
、
大

半
は
カ
ス
と
し
て
捨
て
て
し
ま
い
ま
す
。

ハ
ト
麦
を
そ
の
ま
ま
粉
末
に
し
て
飲
ん
で

も
、
吸
収
利
用
率
は
、
や
は
り
わ
ず
か
で

す
。
エ
キ
ス
を
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
で
時
間

を
か
け
て
抽
出
し
て
も
、
成
分
を
充
分
取

り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
方
法

で
は
、
抽
出
段
階
で
成
分
が
変
性
を
起
こ

し
、
効
果
が
半
減
し
ま
す
。
し
か
も
、　
コ

ス
ト
が
大
幅
に
上
が
り
ま
す
。

最
も
安
全
に
、
低

コ
ス
ト
で
、

ハ
ト
支

以
外
に
余
計
な
も
の
を

一
切
加
え
ず
、
吸

収
利
用
率
を
最
大
に
す
る
と

「焙
煎
全
粒

ハ
ト
麦
粉
末
」
の
形
に
な
り
ま
す
。

古
来
、
世
界
各
地
で
多
用

ハ
ト
交
を
食
用
や
薬
用
に
使

っ
て
き
た

歴
史
は
大
変
長
く
、
お
よ
そ
１
５
０
０
年

前
、
中
国

・
後
漢
時
代

の

『神
農
本
草

経
』
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
『神
農
本

草
経
』
は
、
中
国
最
古
の
薬
卓
書
で
す
。

こ
の
書
に
は
、
３
６
５
種
類
の
薬
■
が
詳

し
く
解
税
さ
れ
て
お
り
、

ハ
ト
麦
の
記
載

も
あ
り
ま
す
。

薬
革
を
上
薬
、
中
薬
、
下
薬
の
３
種
類

に
分
け
、

ハ
ト
女
は
上
共
に
分
類
さ
れ
て

い
ま
す
。
上
葉
は
、
長
期
間
に
わ
た

っ
て

毎
日
食
べ
続
け
て
も
よ
い
も
の
で
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
食
品
で
す
。
中
薬
は
、
病
気

の
と
き
だ
け
に

一
時
的
に
使
う
も
の
で
、

普
段
は
摂

っ
て
は
い
け
な
い
も
の
、
下
薬

は
、
経
験
の
あ
る
者
が
注
意
し
て
使
用
し

な
い
と
、
危
険
を
伴
う
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
後
、
蓄
さ
れ
た
薬
卓
書

『本
■
綱

目
』
（約
５
０
０
年
前
）
に
も
、
詳
し
く

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
江
戸

時
代
の
儒
学
者

・
貝
原
益
軒
が
著
し
た

『大
和
本
草
』
（１
７
０
８
年
）
に
解
説
さ

れ
て
い
ま
す
。

食
用
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
、　
マ
レ
ー
シ

ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、
中
国
な

ど
ア
ジ
ア
令
域
で
古
米
食
べ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
日
本
で
は
、
一早
保
年
間

（１
７
１

６
～
１
７
３
６
）
に
伝
わ

っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
、
広
く
世
界
の
国
で

食
用

・
業
用
に
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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浄
身
粉
は
―
日
に
ど
れ
く
ら
い
、

い
つ
こ
ろ
摂
る
の
が
最
も
効
果

的
で
す
か
？

健
康
保
持
の
た
め
な
ら
―
日
３

ｇ
、
身
体
上
の
問
題
を
解
消
し

た
い
場
合
は
―
日
５
～
‐Ｏ
ｇ
が

目
安
で
す
。
頃
合
い
で
す
が
、
い
つ
摂

っ

て
も
効
果
は
同
じ
。　
一
応
食
品
で
す
か
ら
、

食
事
と

一
緒
に
摂

っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

目
安

¨
小
さ
じ
山
盛
り
約
３
ｇ
、
大
さ
じ

山
盛
り
約
５
ｇ

八
卜
麦
は
陰
性
だ
と
聞
き
ま
し

た
が
、
冷
え
性
の
人
が
摂

っ
て

も
大
丈
夫
で
す
か
？

八
卜
麦
は
中
庸
で
す
か
ら
、
冷

え
性
の
方
が
摂

っ
て
も
大
丈
夫

で
す
。
形
状
、
育
ち
方
、
食
べ

続
け
た
と
き
の
体
調
な
ど
、
ど
こ
か
ら
み

て
も
陰
性
だ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

一
般
八
卜
麦
が
肌
に
よ
い
と
聞

き
、
ず
っ
と
摂
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
こ
が
違
う
の
で
し
よ
う
か
？

一
般
八
卜
麦
と
は
、
殻
と
表
皮

を
取
り
除
い
た
胚
乳
の
部
分
の

み
で
す
。
八
卜
麦
の
有
効
成
分

は
大
部
分
が
硬
い
殻
と
表
皮
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
浄
身
粉
は
、
殻
と
表
皮
と
胚
乳

の
全
体
を
含
ん
で
い
ま
す

（米
に
例
え
る

と
、
玄
米
を
含
ん
だ
も
み
の
状
態
で
す
）。

し
た
が
っ
て
浄
身
粉
と

一
般
八
卜
麦
で
は
、

成
分
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

イ
ボ
で
悩
ん
で
い
ま
す
が
、
ど

れ
ぐ
ら
い
摂
れ
ば
効
果
的
な
の

で
し
よ
う
か
？

イ
ボ
の
大
き
さ
と
数
に
も
よ
り

ま
す
が
、
通
常
―
日
に
５
～
‐０

ｇ
も
摂
れ
ば
よ
い
で
し
よ
う
。

さ
ら
に
就
寝
中
の
湿
布
を
併
用
す
る
と
早

く
消
え
ま
す
。
湿
布
の
や
り
方
は
、
浄
身

粉
と
ミ
ネ
ラ
ル
７３
と
八
チ
ミ
ツ
を
、
体
積

比
‐０

¨
―

一
５
～
８
の
ぐ
ら
い
の
比
率
で

混
ぜ
、
イ
ボ
の
上
に
貼

っ
て
寝
て
く
だ
さ

い
。

イ
ボ
で
悩
ん
で
い
ま
す
が
、
ど

れ
ぐ
ら
い
摂
れ
ば
効
果
的
な
の

で
し
よ
う
か
？

八
卜
麦
は
野
生
の
強
い
生
命
力

を
持

っ
て
い
ま
す
。
肥
料
も
農

薬
も
必
要
と
せ
ず
、
自
然
に
育

ち
ま
す
。
し
た
が

っ
て
最
も
安
全
な
食
材

で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
な
お
、
社
団
法

人
愛
知
県
薬
剤
師
会
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

に
て
残
留
農
薬
検
査
を
依
頼
し
た
結
果
、

検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

八
卜
麦
は
、
い
わ
ゆ
る
鑑

い
″

と
聞
き
ま
す
が
、
あ
ま
り
胃
が

丈
夫
で
な
い
場
合
で
も
、
摂
り

丈
夫
で
し
よ
う
か
？

大
丈
夫
で
す
。
そ
も
そ
も
八
ト

麦
が

〃強
い
″
と
い
う
話
自
体
、

根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ミ
で
悩
ん
で
い
ま
す
が
、
効

果
的
な
使
い
方
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

―
日
に
５
～
‐Ｏ
ｇ
ぐ
ら
い
摂
る

と
よ
い
で
し
よ
う
。
入
浴
の
と

き
に
顔
パ
ツ
ク
に
す
る
と
、
よ

り
効
果
的
で
す
。

【パ
ッ
ク
の
や
り
方
】
◎
浄
身
粉
と
ミ
ネ

ラ
ル
７３
と
八
チ
ミ
ツ
を
、
体
積
比
間

¨

―

¨
１０
ぐ
ら
い
の
割
合
で
混
ぜ
合
わ
せ
ま

す
。
◎
入
浴
時
、
ま
ず
顔
に
パ
ツ
ク
し
ま
す
。

５
～
田
分
ぐ
ら
い
た
っ
た
ら
擦
ら
ず
に
洗

い
落
と
し
ま
す
。

※
肌
が
敏
感
な
方
が
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
腕
に
１５

分
ぐ
ら
い
パ
ツ
ク
し
て
、
―
～
２
日
ほ
ど

様
子
を
み
ま
す
。

焙
煎
し
て
あ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
焙
煎
す
る
と
何
が
ど
の
よ

う
に
よ
い
の
で
し
よ
う
か
？

特
殊
遠
赤
外
線
で
焙
煎
す
る
こ

と
で
、
有
効
成
分
の
活
性
化
が

大
幅
に
高
ま
り
ま
す
。
自
然
界

に
あ
る
栄
養
素
は
、
通
常
多
く
が
複
数
結

合
し
て
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
体
内
で
利
用
す
る
に

は
睡
液
、
胃
液
、
腸
液
な
ど
の
消
化
液
で

活
性
化
し
ま
す
が
、
完
全
に
は
不
可
能
で

す
。
ま
た
焙
煎
も
方
法
に
よ
っ
て
大
き
な

差
が
出
ま
す
。
浄
身
粉
は
最
も
活
性
化
が

高
ま
る
特
殊
遠
赤
外
線
焙
煎
を
採
用
。
こ

れ
は
太
陽
光
線
の
中
で
人
間
に
優
し
い
温

熱
作
用
の
強
い
、
日
に
見
え
な
い
光
と
し

て
の
性
質
を
持
ち
ま
す
。
動
植
物
な
ど
生

命
力
の
あ
る
有
機
体
に
放
射
さ
れ
る
と
共

鳴

・
吸
収
が
起
こ
り
、
光
は
熱
と
な
っ
て

原
子
と
分
子
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
で
奥

深
く
ま
で
浸
透
し
ま
す
。
よ

っ
て
八
卜
麦

の
有
効
成
分
を
大
幅
に
活
性
化
す
る
の
で

す
。

蟄 ∞
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浄身粉

.ぃ験者の片.

身
体
の
調
子
は
絶
好
調
―

児
玉
信
子
さ
ん
　
東
京
都
中
野
区

娘
に
す
す
め
ら
れ
て
、
普
段
い
た
だ
い
て
い
る
お
茶
に

混
ぜ
て
飲
ん
で
み
た
の
が
浄
身
粉
と
の
出
会
い
で
し
た
。

私
は
歳
の
せ
い
か
む
く
み
が
出
や
す
く
、
お
小
水
の
出
も

悪
く
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
娘
に
話
す
と
、

す
ぐ
に
探
し
出
し
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

「身
体
の
毒
出
し
の
た
め
に
飲
ん
で
み
て
」
と
い
わ
れ
、

半
信
半
疑
で
し
た
が
飲
み
続
け
て
い
る
と
、
明
ら
か
に
身

体
の
調
子
が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
ず
、
朝
夕
の
む
く
み
が
出
な
く
な
っ
た
こ
と
。
そ
し

て
食
事
の
後
、
胃
も
た
れ
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。

い
ま
で
は
お
友
達
に
も
す
す
め
て
い
る
ほ
ど
、
あ
り
が

た
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

肌
荒
れ

ｏ
便
秘
が
解
消

世
羅
千
重
子
さ
ん
　
東
京
都
葛
飾
区

（３８
歳
）

肌
荒
れ
と
便
秘
に
悩
ま
さ
れ
、
中
央
線
沿
線
に
あ
る
自

然
食
品
店
で
す
す
め
ら
れ
た
の
が

「浄
身
粉
」
で
し
た
。

番
茶
に
ス
プ
ー
ン
ー
杯
の
浄
身
粉
を
溶
い
て
飲
ん
で
み
る

と
、
香
ば
し
く
懐
か
し
い
よ
う
な
味
。

ま
ず
２
日
目
に
す
ぐ
お
通
じ
が
あ
り
、
そ
の
後
飲
み
続

け
て
い
る
と
、
友
人
か
ら

「肌
の
ト
ー
ン
が
明
る
く
な
っ

た
み
た
い
」
と
う
れ
し
い
言
葉
。
私
自
身
肌
荒
れ
は
よ
く

な
っ
た
と
自
党
し
て
い
ま
し
た
が
、
肌
色
ま
で
変
わ
っ
て

い
た
と
は
う
れ
し
い
驚
き
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
浄
身
粉
を
愛
飲
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

お
通
じ
ス
ッ
キ
リ

匿
名
　
東
京
都
目
黒
区

（３２
歳
）

浄
身
粉
を
初
め
て
口
に
し
た
と
き
は
、
後
味
が
少
し
気

に
な
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
懐
か
し
い
よ
う
な
香
り
が
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
お
す
す
め
い
た
だ
い
た
よ
う
に
白
玉

粉
と
混
ぜ
て
お
団
子
に
し
た
り
、
玄
米
餅
に
き
な
粉
と

一

緒
に
か
け
た
り
、
い
ろ
い
ろ
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

以
前
は
便
秘
気
味
で
、
少
し
食
べ
過
ぎ
た
か
な
、
と
い

う
日
や
、
ち
ょ
っ
と
お
通
じ
が
心
配
と
い
う
と
き
は
、
お

番
茶
に
小
さ
じ
３
杯
ぐ
ら
い
を
混
ぜ
て
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

す
る
と
翌
朝
は
ス
ッ
キ
リ
解
消
さ
れ
る
の
で
、
手
軽
で
驚

い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
ニ
キ
ビ
の
よ
う
な
も
の
が
出
て
肌
荒
れ

で
困
っ
て
い
る
と
い
う
友
人
が
遊
び
に
き
た
の
で
す
。
ち

よ
つ
と
も
つ
た
い
な
い
け
れ
ど
、
浄
身
粉
で
パ
ッ
ク
を
す

る
と
よ
い
と
、
サ
ン
プ
ル
で
い
た
だ
い
て
い
た
ミ
ネ
ラ
ル

７３
と
、　
ハ
チ
ミ
ツ
を
お
水
で
溶
い
た
も
の
を
つ
く
り
、
パ

ッ
ク
し
て
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
洗
面
所
か
ら
戻
っ
て
き
た
友

人
は

「す
ご
い
、
肌
が
プ
ル
プ
ル
し
て
る
？
」
と
大
喜
び

で
し
た
。

翌
日
、
あ
の
粉
は
ど
こ
で
買
え
る
の
？
　
と
電
話
が
。

そ
の
効
果
を
実
感
し
た
浄
身
粉
フ
ァ
ン
が
ま
た

一
人
増
え

た
よ
う
で
す
。

お
肌
が
キ
レ
イ
に

大
沼
成
子

さ
ん
　
東
京
都
杉
並
区

（ナ
チ
■
フ
ル

フ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
プ
店
員
）

私
は
若
い
こ
ろ
か
ら
ス
キ
ン
ケ
ア
に
無
頓
着
な
ほ
う
で
、

夏
で
も
日
や
け
も
気
に
し
な
い
で
き
ま
し
た
。
肌
は
比
較

的
に
丈
夫
な
ほ
う
で
す
が
、
さ
す
が
に
お
手
入
れ
を
怠
っ

て
い
た
せ
い
か
、
歳
の
せ
い
で
シ
ミ
が
出
始
め
、
頬
か
ら

耳
に
か
け
て
、
そ
ば
か
す
状
の
ぶ
つ
ぶ
つ
シ
ミ
が
増
え
て

き
た
よ
う
で
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

浄
身
粉
は
お
店
で
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

（ど
こ
ま
で
も
無
頓
着

で
し
た
…
…
）。

あ
る
と
き
、
お
客
さ
ま
で
首
か
ら
胸
に
か
け
て
、
細
か

い
イ
ボ
が
お
あ
り
で
悩
ま
さ
れ
て
い
た
お
客
さ
ま
に
お
す

す
め
し
た
と
こ
ろ
、
２
カ
月
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
ど
ん
ど

ん
気
に
な
ら
な
い
程
度
に
ま
で
キ
レ
イ
に
な
ら
れ
た
の
を

み
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
も
食
べ
始
め
た
の
で
す
が
、
玄
米
プ
ラ
ス
浄

心
粉
の
効
果
た
る
や
、
本
当
に
快
適
な
ト
イ
レ
タ
イ
ム
で
、

そ
れ
が

一
番
驚
き
ま
し
た
。

お
店
の
ス
タ
ツ
フ
の
女
の
子
で
、
初
め
て
会
っ
た
こ
ろ

は
顔
の
パ
ー
ツ
の
―
つ
と
し
て

「ソ
バ
カ
ス
美
人
」
と
い

う
印
象
だ
っ
た
子
が
い
ま
す
。
彼
女
の
場
合
は
若
い
せ
い

も
あ
る
の
で
す
が
、
浄
身
粉
を
食
べ
始
め
て
本
当
に
肌
が

キ
レ
イ
に
な
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
ソ
バ
カ
ス
が
意
識
さ

れ
な
い
ほ
ど
に
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
き
っ
と
い
ま
か

ら
知
り
合
う
人
は
、
彼
女
を

「
ソ
バ
カ
ス
美
人
」
と
は
思

わ
な
い
は
ず
で
す
。

浄
身
粉
は
ハ
ト
麦
を
焙
煎
し
て
微
粉
末
に
し
て
い
る
の

で
、
香
ば
し
く
て
、
き
な
粉
み
た
い
に
使
っ
て
み
る
の
が

お
す
す
め
で
す
。
甘
い
も
の
を
避
け
て
い
る
方
で
も
、
メ

ー
プ
ル
シ
ュ
ガ
ー
や
、
黒
砂
糖
を
ほ
ん
の
少
し
ま
ぶ
し
て

お
き
、
焼
い
て
お
も
ち
に
ま
ぶ
し
て
食
べ
て
も
お
い
し
い

で
す
。
考
え
て
み
た
ら
、　
ハ
ト
麦
は
薬
で
は
な
く
て
食
品
で
す

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
お
料
理
に
工
夫
し
て
使
っ
て
い
け
ば
、

上
質
な
タ
ン
パ
ク
質
、
摂
り
に
く
い
鉄
分
な
ど
、
美
味
し

く
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
利
用

し
な
い
手
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
何
と
な
く
気
に
な
っ
て
い
た
頬
の
あ
た
り
の
つ

ぶ
つ
ぶ
の
シ
ミ
が
気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
若
く
は
な
い
お
肌
の
シ
ミ
は
治
り
に
く
い
と
聞
き

ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
続
け
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

キ
レ
イ
に
な
っ
た
ら
ま
た
ご
報
告
し
ま
す
。
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不用物を1排除しても1体肉をされも`に

g颯忘蛎鰭蒻渉
1殻と表皮と胚乳の全体を含んでぃる全粒ハト麦を特殊遠赤外線で
焙煎することにより 成分か活性化される為です :

し

ん

■
・全
・れ
ハ
ト
麦
焙
煎
粉
未

身体 トラブルの多くは、不用物が体内

に哲積することが原は|です。余分な物

質を排除して、体内をキレイに保つこ

とは、健康維持の重要な条件。そこで

オススメするのがこの浄身粉です。

1袋 (150g)1,890円 (税込 )
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「人生をスマートに遊ぼう !」
桜沢如一先生の言葉

断食、断心して

ませんか

大森英桜、牧内泰道先生直接指導……TVで度々放映、35年の歴史と経験ある断食道場

温泉、海、山、緑に囲まれた大自然の中、広大な施設とキレイな設備、ベテランスタッフ

の親身な手
ハ11で
、体も心もキレイに掃除し、楽しいスマートな心身になりませんか

生姜シップ+パスター+ま こも酵素風呂+「宿便とり」set+シ ミとり美顔手当+美肌

スマート痩身法+自分で自分の人生を変える充電修正法=ど んどん楽しくなつてきます
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'00・
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大
学
病
院
で
が
ん
患
者

の

８０
％
が
殺

さ
れ
て
い
た

消
費
者

・
環
境
問
題
評
論
家

船
瀬
俊
介

「報
告
論
文
」
を
破
り
棄
て
た
学
長
／

『抗
が
ん
剤
拒
否
を
！
』

医
師
の
声
／
ゲ
ル
ソ
ン
療
法
で
生
存
率
０
％
か
ら
生
還

ふ
な
せ
し
ゅ
ん
す
け

１
９
５
０
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
６９
年
、
九
州
大
学
理
学
部
に
入
学
。
７０
年
に
同
大
学
を
中
退
し
て
７‐
年
、
早
稲
田
大
学
第

一
文
学
部
に
入
学
。
７５
年
、
同
学
部
社
会
学
科
卒
業
。

日
本
消
費
者
連
盟
に
出
版

・
編
集
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。
８６
年
８
月
の
独
立
後
は
消
費
者

・
環
境
問
題
を
中
心
に
評
論

・
執
筆

・
講
演
活
動
を
続
け
る
。
地
球
環
境
問
題
、
シ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
な
ど
健
康
問
題
、
さ
ら
に
文
明
論
的
視
点
か
ら
鋭
い
建
築
批
評
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
運
動
の
立
場
か
ら
（株
）
屋
上
緑
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
主
な
著
書

一

一あ
ぶ
な
い
電
磁
波
一
會
〓

書
房
）
」早
く
肉
を
や
め
な
い
か
？
　
狂
牛
病
と
台
所
革
命
』
會
一五
館
）
冗あ
な
た
も
で
き
る
自
然
住
宅
』
（築
地
書
館
）
な
ど
多
数
。
ほ
か
に
訳
書
と

し
て

一ま
だ
、
肉
を
食
べ
て
い
る
の
で
す
か
一
（
ハ
ワ
ー
ド

・
Ｆ

・
ラ
イ
マ
ン
　
グ
レ
ン
・
マ
ー
ザ
ー
著
　
一二
父
社
）
、
連
盟
名
で

一あ
ぶ
な
い
化
粧
品
一
含
二
一
書
一易
）
な
ど
。

ヽ●が
ん
患
者
８０
％
を

″殺
し
て
″
い
た
大
学
病
院

「…
…
こ
れ
は
、
そ
の
医
師
か
ら
直
接
聞

い
た
話
で
す
」

前
衆
議
院
議
員
の
山
田
放
雅
氏

（５６

歳
）
は
衝
撃
的
事
実
を
打
ち
明
け
て
く
れ

…
た
。
彼
は
、
か
つ
て
民
主
党
か
ら
立
候
補

し
当
選
。
国
会
で
辣
腕
と
弁
舌
を
振
る
っ

た
正
義
漢
で
あ
る
。

あ
る
大
学
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
、
そ

の
医
師
は
、
入
院
が
ん
患
者
が
あ
ま
り
に

多
く
死
ん
で
い
く
の
に
疑
‐―――
を
抱
き
、
１

年
間
に
亡
く
な

っ
た
が
ん
患
者
の
カ
ル
テ

を
徹
底
的
に
精
査
。
そ
こ
で
、
驚
く
べ
き

与
実
に
突
き
当
た

っ
た
。
な
ん
と
、
が
ん

忠
者
で
あ
り
な
が
ら

″
死
因
″
は
、
が
ん

で
は
な
い
忠
者
が
大
半
だ

っ
た
か
ら
だ
。

「
た
と
え
ば
、
肝
機
能
障
害
と
か
感
染
症

な
ど
、
明
ら
か
に
抗
が
ん
剤
な
ど
の
副
作

用
で
ゾ

ロ
ゾ

ロ
死
ん
で
い
た
ん
で
す
」
と

山
田
氏
。
そ
の
医
師
は
、
こ
れ
ら
が
ん
以

外
の
死
因
の
患
者
数
を
集
計
し
て
愕
然
と

す
る
。
な
ん
と
、
そ
の
病
院
で
１
年
間
に

亡
く
な

っ
た
が
ん
患
者
の
細
％
が
が
ん
以

外
の
死
因
で
死
亡
し
て
い
た
―
　
つ
ま
り

猛
毒
の
抗
が
ん
剤
で

″毒
殺
″
さ
れ
た
り

有
害
放
射
線
で

″
被
曝
死
″
し
た
り
、
手



術
の
後
遺
症
な
ど
で

″
殺
さ
れ
て
″
い
た

の
だ
。

学
長
は
日
前
で

「報
告
論
文
」
を
破
り
棄
て
た
！

彼
は
、
こ
の
冷
厳
な
現
実
を

「報
告
論

文
」
に
ま
と
め
、
学
長
に
提
出
し
た
そ
う

で
あ
る
。

「す
る
と
、
学
長
は
ど
う
し
た
と
思
い
ま

す
？
　
そ
の
医
師
の
面
前
で
、
そ
の
論
文

を
破
り
棄
て
た
の
で
す
」

わ
が
耳
を
疑
う
と
は
、
こ
の
こ
と
だ
。

そ
の
場
の
光
景
が
、
映
画
の

一
場
面
の
よ

う
に
日
に
浮
か
ぶ
。

「
こ
ん
な
、
本
当
の
こ
と
を
患
者
が
知

っ

た
ら
、
ど
ん
な
騒
ぎ
に
な
る
か
、
君
は
わ

か
ら
ん
の
か
―
」

喚
い
て
、
ビ
ツ
ビ
ツ
引
き
裂
い
た
論
文

を
床
に
叩
き
つ
け
る
学
長
。
顔
面
蒼
自
で

震
え
な
が
ら
そ
の
様
子
を
た
だ
呆
然
と
凝

視
す
る
医
師
。

私
は
、
思
わ
ず
山
田
氏
に
尋
ね
た
。

「そ
の
大
学
病
院
は
ど
こ
で
す
か
？
　
東

大
で
す
か
？
　
一示
大
で
す
か
？
　
慶
応
？

頭
文
字
だ
け
で
も
」
と
食
い
下
が

っ
た
が
、

そ
れ
以
上
は
勘
弁
し
て
ほ
し
い
と
彼
は
制

止
し
た
。

「だ
け
ど
、
僕
が
そ
の
医
師
か
ら
直
接
聞

い
て
確
認
し
た
話
で
す
。
信
用
し
て
く
だ

さ

い
」
そ
の
医
師
の
悔
し
さ
と
絶
望
が
、
こ
ち

ら
に
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
論
文
を
破
り
棄

て
た
学
長
の
姿
が
悪
魔
に
み
え
た
に
違
い

な
い
。
国
会
議
員
の
山
田
氏
に
独
自
し
た

の
も
、
良
心
の
呵
責
に
堪
え
兼
ね
て
の

″内
部
告
発
″
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。

「国
会
は
無
力
で
す
。
白
民
党
も
ダ
メ
だ

が
民
主
党
も
ダ
メ
で
す
」

彼
は
国
政
に
見
切
り
を
つ
け
て
、　
い
ま

は
、
が
ん
の
代
替
療
法
普
及
に
人
生
を
か

け
て
い
る
。

医
学
博
士
も

『抗
が
ん
剤
拒
否
の
ス
ス
メ
』

『抗
が
ん
剤
拒
否
の
ス
ス
メ
』
（ア
ス
コ

ム
社
）
―
―
全
国
紙
に
載

っ
た
本
の
広
告

が
日
に
飛
び
込
ん
だ
。

「末
期
の
大
腸
が
ん

。
肝
臓
が
ん
、
５
年

生
存
率
０
％
か
ら
の
生
還
″
」
と
兄
出
し
。

著
者
は
星
野
仁
彦
医
師

（福
島
学
院
大
学

教
授

。
医
学
博
十
）。
食
事
療
法
の
グ

ル

ソ
ン
療
法
で
、
が
ん
を
完
全
克
服
さ
れ
た

医
師
と
し
て
有
名
。

そ
の
星
野
先
生
が
、　
つ
い
に

「抗
が
ん

剤
拒
否
」
宣
言
を
発
し
た
の
だ
。
私
に
と

っ
て
は
、
同
志

・
援
軍
を
得
た
思
い
が
し

た
。
新
聞
広
告
に
は
こ
う
あ
る
。

「が
ん
に
か
か
っ
た
医
師
は
、
強
い
副
作

用
で
苦
し
む
で
あ
ろ
う
抗
が
ん
剤
を
拒
否

し
、
生
き
抜
く
た
め
に
、
ま

っ
た
く
違
う

治
療
法
を
選
択
し
た
」
勢
曇
冗
新
聞
』

９
／
２８
）

医
学
博
十
で
も
あ
る
現
役
医
師
が
、
抗

が
ん
剤
を
真

っ
向
か
ら
否
定
し
た
。
そ
の

意
味
は
重
い
。
早
速
、
購
入
し
た
。

「
５
年
生
存
率
０
％
。
―
―
こ
の
数
字
は
、

病
院
の
い
か
な
る
治
療
を
受
け
て
も
、
５

年
後
に
は
、
生
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
モ
ノ
ロ
ー
グ

で
本
書
は
始
ま
る
。

星
野
医
師
が

「生
存
率
０
％
」
を
突
き

付
け
ら
れ
た
の
は
１５
年
前
、
大
腸
が
ん
の

攣繭
静一．　
　
狂
野
仁
彦

換
銹
力
　
　
　
　

■̈
■
ζ
滋
，

握
鷲

踊

肝
臓

へ
の
転
移
が
発
見
さ
れ
た
と
き
で
あ

′つ
。コ

５
年
以
内
に
、
私
は
死
ぬ
』
―
―
そ

れ
は
、
容
易
に
は
受
け
入
れ
が
た
い
現
実

で
し
た
」

生
き
延
び
る
た
め
に
、
彼
が
決
断
し
た

こ
と
。
「そ
れ
は
、
抗
が
ん
剤
を
拒
否
す

る
こ
と
で
し
た
」。

担
当
の
外
科
医
は

「当
た
り
前
の
よ
う

に
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
す
す
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
抗
が
ん
剤
が
、
急
性
白
血
病
や

悪
性
リ
ン
パ
腫
、
小
児
が
ん
な
ど
の

一
部

の
が
ん
に
し
か
効
果
を
期
待
で
き
な
い
こ

と
は
医
師
の
世
界
で
は
、
む
し
ろ
常
識
と

さ
れ
て
い
ま
す
」
（星
野
医
師
）

こ
の
独
自
に
も
、
ふ
つ
う
の
が
ん
忠
者

は
衝
撃
だ
ろ
う
。

抗
が
ん
剤
の
細
胞
、

生
命
を
殺
す

″毒
作
用
″

さ
ら
に
雄
野
医
師
は
綴
る
。

「抗
が
ん
剤
は

『が
ん
を
治
癒
さ
せ
る
」

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
強
い
副
作
用
と

い
う
犠
牲
を
払

っ
て

『
一
時
的
に
が
ん
を

小
さ
く
す
る
』
も
の
。
が
ん
の
治
療
に
抗

が
ん
剤
が
よ
く
使
わ
れ
る
の
は
、
そ
れ
以

外
の
有
効
な
治
療
法
が
、
み
つ
か
っ
て
い

な
い
、
と
い
う
理
由
に
よ
る
の
で
す
」
と

一言
い
切
っ
て
い
る
。

「特
に
、
大
腸
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、
胃
が

参喬
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ん
、
肺
が
ん
な
ど
の
国
形
が
ん
に
は
、
あ

ま
り
効
果
が
期
待
で
き
な

い
」
翌
日
通

の

方
法
で
、
治
療
を
し
て
い
て
も
、
５
年
生

存
率
０
％
と

い
う
数
字
は
く

つ
が
え
り
そ

う
に
も
な

い
」

さ
ら
に

「免
疫
力
が
落
ち
る
。
白
血
球

が
減
る
。
吐
き
気
や
下
痢
が
起
こ
る
。
そ

ん
な
強
い
副
作
用
に
苦
し
み
な
が
ら
、
効

果
を
疑
う
抗
が
ん
剤
治
療
を
し
て
い
て
も
、

ら
ち
が
あ
か
な
い
」
。

よ

っ
て
抗
が
ん
剤
を
拒
否
し
た
。
正
論

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
ま
え
の

選
択
肢
が
、
許
さ
れ
な
い
の
が
、
ほ
と
ん

ど
の
が
ん
患
者
な
の
だ
。
そ
し
て
、
冒
頭

の
某
大
学
病
院
の
よ
う
に
８０
％
が
、
が
ん

で
は
な
く
、
抗
が
ん
剤
な
ど
で

″寺
殺
″

さ
れ
る
。

私
は
、
抗
が
ん
剤
に
つ
い
て
は
、
副
作

用
と
呼
ぶ
の
に
は
反
対
だ
。
そ
れ
は
、
は

っ
き
り

″毒
作
用
″
と
書
く
べ
き
な
の
だ
。

慶
応
大
学
、
医
学
部
の
近
藤
誠
医
師
は
、

こ
う
証
言
し
て
い
る
。

「他
の
医
薬
品
は
、
副
作
用
が
あ

っ
た
と

し
て
も
、
少
な
く
と
も
生
命
を
救
う
た
め

に
投
与
し
て
い
る
。
し
か
し
、
抗
が
ん
剤

は
ま
る
で
違
う
。
細
胞
を
殺
す
た
め
に
投

与
す
る
。

つ
ま
り
、
″
細
胞
毒
″
な
の
で

す
」そ
の
と
お
り
。
各
種
抗
が
ん
剤
の

「医

薬
品
添
付
文
書
」
を
子
細
に
点
検
し
て
み

る
と
、
冒
頭
に
、
は

っ
き
り
正
直
に

「細

胞
毒
で
あ
る
」
と
明
記
し
て
い
る
。
し
か

し

「毒
薬
で
あ
る
」
と
特
記
し
て
い
る

″
ク
ス
リ
″
も
、
珍
し
い
と

い
う
よ
り
恐

ろ
し
い
。

抗
が
ん
剤
は

む

こ
く
苦
し

い
敗
戦
処
理

星
野
医
師
は
、
「抗
が
ん
剤
拒
否
の
す

す
め
」
を
、

」ヽう
説
く
。

「担
当
医
が
す
す
め
る
治
療
法
を
、
拒
絶

し
、
自
分
が
信
じ
る
療
法
を
選
択
す
る
の

は
、
通
常
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、　
一
番
、
大
切
な

こ
と
は

『自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
心
構
え
で
す
。
た
だ
医
師
の
い
わ
れ

る
ま
ま
に
、
納
得
の
い
か
な
い
治
療
を
受

け
る
こ
と
は
決
し
て
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
せ

ん
」さ
ら
に
星
野
医
師
は

「抗
が
ん
剤
は
敗

戦
処
理
」
と
言
い
切
る
。

抗
が
ん
剤
や
放
射
線
、
手
術
な
ど
の
通

常
療
法
は

「…
…
進
行
が
ん
や
末
期
が
ん

に
お
い
て
は
、
敗
戦
処
理
と
い
っ
て
も
い

い
。
そ
の
場
を
収
拾
す
る
方
法
と
し
て
は

有
効
だ
ろ
う
が
、
敗
戦
処
理
は
ど
こ
ま
で

い
っ
て
も
敗
戦
処
理
。
行
き
着
く
先
は
敗

北
で
あ
る
」。

彼
は
抗
が
ん
剤
の
７
つ
の
問
題
点
を
列

挙
す
る
。

①
固
形

・
転
移

。
再
発
が
ん
に
無
効
…
…

子
宮
が
ん
、
食
道
が
ん
、
す
い
臓
が
ん
、

膀
脱
が
ん
な
ど
固
形
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
に

効
か
な
い
。
転
移
が
ん
、
再
発
が
ん
に
も
、

効
果
は
な
い
。

○
ペ
テ
ン
の

″四
週
間
″
判
定
…
…
た
っ

た

″
４
週
間
″
で
、　
一
時
的
に
縮
小
し
た

だ
け
で

「有
効
」
と
判
定
す
る
基
準
に
も

問
題
が
あ
る
。
「な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
短

い
期
間
で
判
定
す
る
か
と
い
え
ば
、
２

～
３
カ
月
以
ｌｌ
経
過
を
み
る
と
、　
い
っ
た

ん
縮
ん
だ
が
ん
細
胞
が
、
再
び
増
殖
し
て

く
る
ソ
バ
ウ
ン
ド
現
象
が
生
じ
て
判
定
上

不
都
合
に
な
る
か
ら
だ
」
（星
野
医
師
）。

こ
れ
も
、　
一
般
患
者
に
は
、
絶
句
も
の
だ

ムγ
フ
。

③
反
抗
が
ん
剤
遺
伝
子
Ａ
Ｄ
Ｇ
…
…
抗
が

ん
剤
は
、
初
め
の
１
ク
ー
ル
に
は
、
が
ん

が
縮
小
し
た
よ
う
に
み
え
て
も
、
次
の
２

ク
ー
ル
、
３
ク
ー
ル
ロ
に
は
あ
ま
り
効
か

な
く
な
る
。
が
ん
細
胞
が
自
分
の
遺
伝
子

を
変
化
さ
せ
て
、
抗
が
ん
剤
が
効
か
な
い

細
胞
に
変
わ

っ
て
し
ま
う
か
ら
。
ア
メ
リ

カ
国
立
が
ん
研
究
所

（Ｎ
Ｃ
Ｉ
）
で
確
認

さ
れ
た
Ａ
Ｄ
Ｇ

（反
抗
が
ん
剤
遺
伝
子

¨

ア
ン
チ

。
ド
ラ
ッ
グ

・
ジ
ー
ン
）
現
象
だ
。

「
こ
の
Ａ
Ｄ
Ｇ
の
作
用
で
抗
が
ん
剤
の
有

効
期
間
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
有
効

判
定
期
間
を

″
４
週
間
″
に
限
定
し
て
い

る
」
（星
野
医
師
）

夕l業明治15年
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④
強
い
毒
作
用
で
Ｑ
口
Ｌ
低
下
…
…
抗
が

ん
剤
の
強
い
副
作
用

（毒
作
用
）
は
Ｑ
０

Ｌ

（生
命
の
質
）
を
下
げ
る
。
脱
毛
、
自

血
球
や
血
小
板
の
減
少
、
貧
血
、
不
整
脈
、

肝
機
能
障
害
、
嘔
吐
、
食
欲
不
振
、
俗
怠

感
、
心
筋
障
害
、
腎
機
能
障
害
…
さ
ら
に

不
安
、
焦
燥
感
、
無
気
力
、
気
分
の
落
ち

込
み
な
ど
ウ
ツ
状
態
を
起
こ
し
た
り
、
痴

果
状
態
を
起
こ
し
た
り
し
て
、
生
き
よ
う

と
す
る
前
向
き
で
積
極
的
な
姿
勢
、
病
気

と
戦
う
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

を
失

っ
て
し
ま
う

（体
に

″毒
″
を
注
入

す
る
の
だ
か
ら
当
然
だ
）。

⑤
免
疫
力
の
低
下
…
…
抗
が
ん
剤
は
、
リ

ン
パ
球

（ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
、　
マ

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
細
胞
な
ど
）
の
活
性
を
下

げ
る
。
そ
の
た
め
細
菌
感
染
症
へ
の
抵
抗

力
が
弱
く
な
る
。
「大
学
病
院
や
が
ん
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
が
ん
患
者

の
直
接
の
死
因
は
、
が
ん
そ
の
も
の
よ
り

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
な
ど
に
よ
る
肺
炎
の
ほ
う
が
圧

倒
的
に
多
い
の
は
有
名
な
話
」
（星
野
医

師
）。
こ
れ
で
、
冒
頭

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
登

場
し
た
大
学
病
院
で
、
が
ん
以
外
で
死
ぬ

が
ん
患
者
が
８
割
と
い
う
謎
も
解
け
る
。

◎
抗
が
ん
剤
は
猛
発
が
ん
物
質
…
…

「
さ

ら
に
驚
愕
す
べ
き
事
実
と
し
て
、
１
９
８

８
年
、
Ｎ
Ｃ
Ｉ
は

『が
ん
の
病
因
学
』
と

い
う
数
千
ペ
ー
ジ
の
報
告
書
の
中
で

『抗

が
ん
剤
は
が
ん
に
無
力
な
だ
け
で
な
く
、

強
い
発
が
ん
性
が
あ
る
た
め
、
他
の
臓
器

な
ど
に
新
た
な
２
次
が
ん
を
発
生
さ
せ
る

増
が
ん
剤
で
あ
る
』
と
発
表
し
た
。
こ
れ

は
日
本
の
が
ん
学
会
に
も
大
き
な
衝
撃
を

与
え
た
が
、
が
ん
学
会
と
厚
労
省
は
、
国

民
を
パ
ニ
ッ
ク
さ
せ
な
い
た
め
に
嵌
日
令

鶯
お
鴬
鷲
廓
膊
お
メ
ロ
お
だ
」
（星
野
医

師
　
＊
傍
線
筆
者
）。

⑦
ほ
と
ん
ど
の
医
師
が
素
人
…
…
抗
が
ん

剤
の
使
用
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
医
師
が

実
は
素
人
。
抗
が
ん
剤
の
専
門
医
は
少
な

い

（素
人
が
、
適
当
に

″毒
″
を
患
者
に

盛

っ
て
い
る
―
バ
タ
バ
タ
死
ぬ
の
も
当
然

だ
）。

『抗
ガ

ン
剤

で
殺
さ
れ

る
！
』

へ
の

エ
ー
ル

以
上
、
７
つ
も
の
大
き
な
問
題
点
が
あ

り
、
不
利
益

（副
作
用
）
が
多
い
わ
り
に

は
、
利
益

（効
果
）
が
少
な
い
抗
が
ん
剤

が

「な
ぜ
、
か
く
も
広
く
、　
一
般
に
使
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

星
野
医
師
の
文
章
は
、
こ
う
続
く
。

「…
…

『抗
ガ
ン
剤
で
殺
さ
れ
る
！
』
の

著
者
、
船
瀬
俊
介
氏
の
毒
舌
的
表
現
を
借

り
れ
ば
…
…
」
と
私
の
著
書
か
ら
次
の
よ

う
に
引
用
さ
れ
て
い
た
。

「大
学
医
学
部
教
授
の
ボ
ス
支
配
」
「過

去
の
経
験

（誤

っ
た
偏
見
も
合
め
て
）

ヘ

の
執
着
」
「医
師
同
士
の
相
互
批
判
の
欠

如
」
「経
済
的
利
益

（金
儲
け
と

「製
薬

会
社
や
機
械
メ
ー
カ
ー
と
の
癒
着
」
「研

究
業
績
至
上
主
義
Ｌ

患
者

さ
ん
の
人

格

。
人
権
の
軽
視

・
無
視
」
…
…
。

突
然
、
拙
者
が
登
場
し
た
こ
と
に
驚
い

た
。
こ
れ
は
星
野
医
師
か
ら
の
エ
ー
ル
で

あ
ろ
う
。
「毒
舌
的
表
現
」
に
は
微
苦
笑

し
て
し
ま

っ
た
。

さ
ら
に
彼
は
判
断
基
準
と
し
て
近
藤
誠

医
師
の
言
葉
を
引
く
。

「医
療
で
何
で
も
、
す
べ
て
人
に
判
断
を

頼

っ
た
瞬
間
に
、
自
分
の
立
場
が
非
常
に

脆
弱
に
な

っ
て
し
ま
う
」

「が
ん
治
療
の
分
野
は
、
危
険
が
満
ち
て

い
る
。
治
療
法
自
体
が
危
険
だ
と
い
う
こ

と
も
あ
る
し
、
あ
る
い
は
、
実
験
台
に
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
…
」
（星
野
医
師
）。

医
師
の
発
言
だ
け
に
、
こ
れ
は
怖
い
。

「実
験
台
」
と
は
、
あ
の
７
３
１
部
隊
の

よ
う
な
生
体
実
験
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

モ
ッ
タ
イ
ナ
～
イ
ー
電
磁
波
を
力
γ
す
る
な
ん
Б
¨

Ｏ
電
磁
波
を
有
効
波
害
口
次
元
エ
ネ
ル
ギ
↓

　
　
Ｏ
す
べ
て
の
電
化
製
品
が
健
康
器
具
に
早
変
わ
り

に
転
換
し
、
生
体
電
気

体
内
を
流
れ
る
電
気
）の
　
　
押
入
れ
に
し
ま
い
こ
ん
で
い
た
健
康
器
具
が

波
動
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ー
　
有
効
利
用
で
き
萩
す
。

鰺 ご購入者の声

【テレビ】 子供がゲームをしてい
ても気にならなくなつた

【パソコン】 目
が疲れないよ

In●電回
晶憾嘉巽属まf済

耳や

【冷蔵庫】 鮮度が長持ちするの

【炊饉器】
ま晃織

=激

なるし

【ドライヤー】つやつや、サラサラの
髪になるのだ

働測 勇鰭3ぼ賢与轟
【電気カーペツト】
【ファンヒーター】

長時間使用しても体が
楽です。

お問い合わせ。資料請求は

今 すぐ こちらまで

自 然 食 品 の 店  ヒ ′ モ ト
〒910‐0032 福丼県福丼市堀の富1-803

TEL0776(21)3811
FAX0776(27)6888

nttpプ lwww earhiOosulip′ⅢnomOtヴ

メルアドレス:hinomoto@sky hOkuttku neJp
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「５
年
生
存
率
０
％
」

か
ら
１５
年
―

担
当
医
は
、
址
野
医
師
に

「
５
年
生
存

率
０
％
」
と
告
げ
た
。
そ
れ
か
ら
‐５
年
、

星
野
医
師
は
元
気

一
杯
で
仕
事
を
こ
な
し

て
い
る
。
相
談
に
尋
ね
て
く
る
が
ん
忠
者

へ
も
、
自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
積
極
的
に

指
導
し
て
い
る
。
５
年
以
内
に
彼
は
死
ん

で
い
た
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ

は
、
ど
う
し
た
こ
と
か
？

つ
ま
り
、
①
抗
が
ん
剤
、
②
放
射
線
、

③
手
術
―
―
の
通
常
療
法
な
ら
ば
、
星
野

医
師
の
よ
う
な
症
状
で
は
、
――――
違
い
な
く

５
年
以
内
に
死
ん
で
い
た

（殺
さ
れ
て
い

た
）。
こ
れ
ら
の
統
計
に
使
わ
れ
た
症
例

の
数
々
は
、
実
は
が
ん
で
死
ん
で
い
る
の

で
は
な
く
、
が
ん
治
療
で

″殺
さ
れ
た
″

悲
劇
の
症
例
群
な
の
だ
。

し
か
し
、
彼
は
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
を

拒
否
し
た
お
陰
で
、
免
疫
力

（生
命
力
）

を
殺
が
れ
る
こ
と
な
く
生
き
延
び
る
こ
と

が
で
き
た
。
む
ろ
ん
、
体
質
を
根
本
か
ら

変
え
た
グ
ル
ソ
ン
栄
養
療
法
の
効
果
も
大

き

い
。
彼
は
訪
れ
て
く
る
忠
者
さ
ん
に

「自
分
で
自
分
の
主
治
医
に
な
り
な
さ
い
」

と
す
す
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
心
の
メ
ン

タ
ル
・
ケ
ア
も
が
ん
を
克
服
す
る
う
え
で

重
要
だ
。

星
野
医
師
は
、
奥
様
の
献
身
的
な
サ
ポ

ー
ト
に
よ

っ
て
救
わ
れ
た
。
奥
様
と
も
ど

も
、
グ
ル
ソ
ン
自
然
食
に
よ
る
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
と
な

っ
た
の
だ
。
こ
の
１
冊
は
、
ま

さ
に
心
に
染
み
入
る
愛
妻
物
語
で
も
あ
る
。

が
ん
食
事
療
法
も

「健
康
保
険
」
に
入
れ
よ

が
ん
治
療
の
第

一
歩
は
、
ま
ず
が
ん
に

な

っ
て
し
ま

っ
た
が
ん
体
質
の
改
善
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
食
事
療
法
は
、
絶
対
不

可
欠
と
い
え
る
。

「
み
ん
な
薬
や
医
者
に
頼
ら
な
い
と
生
き

て
い
け
な
い
と
、
勘
違
い
を
し
て
い
る
」。

こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「が
ん
患
者
学
研
究
所
」

の
川
竹
文
夫
さ
ん
の
指
摘
。

「が
ん
は
食
事
療
法
で
治
り
ま
す
」
と
訴

え
る
の
は
健
康
情
報
の
普
及
を
め
ざ
す
市

民
グ

ル
ー
プ

『ジ

ェ
ン
ナ
』
の
寺
田
多
計

至
さ
ん
。
「あ
な
た
の
大
切
な
皆
様
が
、

殺
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
が
ん
食
事
療
法
の

啓
豪
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
る
。

さ
ら
に
―
―

「厚
生
労
働
省

（〒
１
０
０

１
０
０
１
３

千
代
田
区
霞

ヶ
関
１
‐
２
１

ツ
し

の

「が

ん

対

策

推

進

本

部
』
に

沢
混
合
診
療
で
も
い
い
か
ら
）
が
ん
食
事

療
法
も
選
択
で
き
る
健
康
保
険
制
度
を
お

願
い
し
ま
す
」
―
―
と

ハ
ガ
キ
を
送
り
ま

し
ょ
う
と
ア
ピ
ー
ル
。

※
連
絡
先

一
〒
２
０
３
１
０
０
２
３

東
久

貿
米
市
南
沢
１
‐
２
０
１
６

寺
剛
多
計
至

（電
話

一
〇
４
２
４
１
７
４
１
０
０
１
２
）

市
民
の
声

で

が
ん
治
療
を
変

え
よ
う
！

寺
田
さ
ん
は
嘆
く
。

「
三
子
山
親
方
が
日
腔
底
が
ん
で
５５
歳
の

若
さ
で
死
去
し
ま
し
た
。
が
ん
食
事
療
法

ぜ
あ
れ
ば
、
元
気
に
回
復
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
惜
し
い
人
を
亡
く
し
ま
し

た
。
二
子
山
親
方
は
が
ん
で
な
く
、
病
院

の
が
ん
治
療
で
殺
さ
れ
た
の
で
す
」

そ
し
て
、
自
ら
の
近
縁
の
悲
劇
も
語
る
。

妹
も
病
院
の
が
ん
治
療
で
殺
さ
れ
、
知
人

２
人
も
殺
さ
れ
た
。
大
学
の
同
級
生
は
、

お
ば
３
人
も
殺
さ
れ
、
も
う
１
人
は
姉
を

殺
さ
れ
た
。
そ
う
い
え
ば
拙
著

「抗
ガ
ン

剤
で
殺
さ
れ
る
―
』
の
読
者
か
ら
も

「私

の
■
の
母
も
が
ん
で
人
院
し
て
、
抗
が
ん

剤
で
簡
単
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
本
当
の

こ
と
を
知
ら
せ
る
、
こ
の
よ
う
な
本
を
私

は
待

っ
て
い
た
」
と
悲
し
み
と
怒
り
の
便

り
が
，ｒｌ‐―
い
た
。
ま
さ
に
死
屍
累
々
。

ま
た
、
寺
田
さ
ん
は
、
除
■
剤
パ
ラ
コ

ー
ト
が
植
物
内
部
に
活
性
酸
素
を
大
量
発

生
さ
せ
て
植
物
を
枯
ら
す
の
と
同
様
に
、

が
ん
治
療
も

「活
性
酸
素
を
患
者
体
内
に

発
生
さ
せ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

「が
ん
治
療
の
長
時
――――
の
手
術
、
毒
薬

・

劇
薬
の
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
治
療
は
、
い

ず
れ
も
が
ん
患
者
の
体
内
に
強
力
な
活
性

酸
素
を
発
生
さ
せ
、
生
命
力
を
枯
ら
し
て

い
ま
す
。
が
ん
忠
者
に
地
獄
の
苦
し
み
を

与
え
て
い
ま
す
。
医
療
ミ
ス
、
死
亡
事
故
、

後
遺
症
、
合
併
症
、
再
発
、
転
移
、
医
療

不
信
な
ど
…
…
」

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
訴
え
る
。

「病
院
の
医
師
た
ち
は
約
６０
年
間
も
、
間

違

っ
て
い
る
が
ん
治
瞭
を
続
け
て
お
り
、

い
ま
さ
ら

『
い
ま
ま
で
の
が
ん
治
療
は
ま

ち
が
い
で
し
た
」
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
こ
の
間
違

っ
て
い
る
が
ん
治
療

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
市
民
が

団
結
し
て
大
き
な
声
を
あ
げ
る
と
き
だ
け

で
す
。
…
…
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
今

後
も
た
く
さ
ん
の
犠
牲
者
が
出
ま
す
」

「
あ
り
が
と
う
」
通
信
Ｎ。
１
７
４
）

こ
れ
か
ら
も
告
発
と
怒
り
の
声
は
噴
出

す
る
だ
ろ
う
。
も
は
や
が
ん
治
療
に
名
を

借
り
た
大
量
殺
数
の
人
罪
は
、
隠
し
お
お

せ
る
も
の
で
は
な
い
。

′ヽイαε″οιノο″ク
``′
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れっ!?弥●玄米″
健康食として定番になった玄米.ri米と比べ、ビタミン、ミネラル、

]ぶ趾[得肘窃警マザ摯
‐

菫↓ξ∫;lサIl:1lζ lキ塩I‖シI:疑 :壷電にし

ミ

代謝機能を促進したり、神経翻胞の働き力ヽすを促す物質

さらに脳
|ィ

=11^警
11ゼ薫準1滅勝繁i蟷督frヽ

イライラ1彎ドやれ 辟 )l憮綴騨盪≧道な._
11蠍I鷺繁I簿響撃:Tll
食べようとしてまれヽな筑麟聯驚易頭咆覇警ぷ
V:<\L$Ulcortl
1飲もヽ玄米轟:妻菜ギ撃霧鮎晶げ走海鍔ヽ 1翼讐腎

関口韓

飲む玄米食

「玄米ギャバ濃縮粉末」

1日 1包で発芽玄米3杯分

こんな時、こんな方におすすめです。

玄米は食べたいけどちよつと苦手という万に

■夜、なかなか寝つけない方に あ酒を飲ぬ機会が多い0寺に
毎朝スツキリロ覚めたい方に 物忘れが多<なつてきた方に
何とな<イライラする万に ■夕・イエツトを考えている方に

勉強に集中したい受験生に  深夜残業や長距離運転のBきに

/′,″

`'工
κ」奮″響濠弩包て襲歯1綾鶴察 驚い  ヽ

4ヮ935胃 :[@膨炒 聖主冬:制

ズーリワジャパリ株式会ネ土 TttL O蝙 8綱447‐8588
〒335‐0021埼玉県戸田市新曽424 

『
AX 048‐ 447蒻8310
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「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
で
、
健
康
づ
く
り

と
食
産
業
を
活
性
化
さ
せ
て
日
本

一
元
気

な
ま
ち
に
し
た
い
」

富
士
宮
市
は
、
富
士
山
を
ご
神
体
と
し

て
平
安
時
代
に
造
営
さ
れ
た
富
士
山
本
宮

浅
間
大
社
の
問
前
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま

し
た
。
気
候
は
温
暖
で
、
富
士
山
の
雪
解

け
水
を
源
と
す
る
豊
富
な
湧
き
水
や
、
緑

あ
ふ
れ
る
朝
霧
高
原
な
ど
、
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
田
貫
湖
や

自
糸
の
滝
な
ど
観
光
資
源
も
多
く
、
広
大

な
朝
霧
高
原
で
の
酪
農
や
、
湧
き
水
を
利

用
し
た
虹
鱈
の
養
殖
、
わ
さ
び
の
栽
培
な

ど
が
盛
ん
で
す
。
特
色
あ
る
食
べ
物
、
良

い
食
べ
物
が
あ
り
ま
す
。
畜
産
、
イ
チ
ゴ
、

お
茶
な
ど
や
食
品
メ
ー
カ
ー
も
立
地
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
全
国
的
に
有
名
に
な
っ

た
富
士
宮
や
き
そ
ば
で
す
。

の
中

に
素
晴
ら
し

い
食

（フ
ー
ド
）
の

数
々
。
富
士
宮
は
食
の
集
積
地
、
そ
れ
を

ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
な
ぞ
ら

え
て
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
名
づ
け
ま
し
た
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技

術
を
世
界
に
情
報
発
信
し
た
よ
う
に
、
フ

ー
ド
バ
レ
ー
で
富
士
宮
の
食
文
化
、
食
産

業
を
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
の
基
本

コ
ン
セ
プ

ト
は
、
押
山
十
山
と
豊
か
な
水
に
育
ま
れ

た
食
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
さ
て
、

そ
こ
で
食
と
い
え
ば
大
地
か
ら
、　
つ
ま
り

農
業
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
農
業
は
、
環
境

そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
環
境
が
健
康
を

つ
く
り
ま
す
。
そ
の
健
康
は
食
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
食
↓
農
業
↓
環
境
↓
健
康
↓
食
、

こ
の
循
環
が
生
き
る
こ
と
の
源
で
す
。

し
か
し
、
そ
の

一
番
大
事
な
食
が
い
ま

危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
の
危
機
は

大
き
く
２
つ
、
食
糧
不
足
と
安
全
性
で
す
。

今
、
世
界
の
食
糧
貿
易
の
１０
％
を
日
本

一

国
で
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本
自
身

士
山
か
ら
麓
に
広
が
る
歴
史
と
文
化

小室直義富士宮市長と日本

CI協会との出会いは 7年前
の平成 10年 4月 にさかのぼ

ります。桜沢里真会長の百歳

の祝賀会に参加された海外の

お客様 20数名を霊峰・富士
山周遊にこ案内したマクロビ

オテイック国際親善バスツア

ーにおいて、リマ・クツキン

グスクール富士宮校 (松永早

穂理代表)で開催された交歓
会の際に英語でこ挨拶をされ

たのが市長に立候補される前

の小室直義氏でした。

現在、富士宮校では、富士

宮市の要請により、フー ドバ

レー構想の一環としてマクロ

ビオティック料理教室を開催

しています。

また、3月 には富士宮市主

催による大森―慧先生の講演

会が開かれ、7月 には久司道

夫先生の講演会も開かれまし

た。

日本 CI協会も富士宮市の
「日本一元気なまちづくり」

を応援しています。

る
食
の
安
全

・
安
心

の
食
糧
自
給
率
は
４０
％
で
す
。
食
糧
を
持

た
な
い
民
族
は
衰
退
し
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
安
全
性
、
残
留
農
薬
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
問
題
、
そ

し
て
な
に
よ
り
も
偽
証
表
示
の
問
題
、
ま

さ
に
不
信
感
が
危
機
感
を
よ
り
強
く
し
ま

す
。
す
な
わ
ち
、　
い
ま
社
会
が
求
め
て
い

る
の
は
、
食
の
安
全

。
安
心
で
す
。

諫儡魃鶉ブランドの確立

確
か
に
い
ま
ま
ざ
は
、
生
産
者
、
加
Ｅ

者
、
消
費
者
そ
れ
ぞ
れ
に
食
の
安
全
に
対

す
る
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

っ
た
こ
と
は

事
実
で
す
。
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
の
目
指

す
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
に
、
こ
の
三
者
の
相 類稀な自然環境と涌水に育まれた白糸の水かけ菜
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互
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

（危
機
管
理
）
の
構
築
が
あ
り

ま
す
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
と
は
な

ん
な
の
か
、
「地
食
健
身
」
と

い
う
言
葉

で
説
明
し
ま
す
。

「地
食
健
身
」
は
小
室
直
義
富
士
宮
市
長

が
つ
く

っ
た
言
葉
で
、
そ
の
土
地
で
採
れ

た
も
の
を
食
べ
て
、
心
も
体
も
健
や
か
に

な
る
こ
と
で
、　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の

「身
土
不
二
」
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
、
民

・
産

。
学

・
官
の

連
携
協
力
に
よ
る
、
専
門
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
ん
だ
食
育
大
学
講
座
を
開
講
し
、

食
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
養
成
す
る
な
ど
、

食
に
よ
る
生
活
習
慣
の
健
全
化
、
家
庭
教

育

（食
育
）
、
人
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
を
目
指
し

ま
す
。

そ
の

一
例
と
し
、
文
部
科
学
省
の
社
会

連
携
研
究
推
進
事
業
と
し
て
東
京
農
業
大

学
と
の
協
働
に
よ
り
、
学
校
給
食
残
澄
と

下
水
汚
泥
を
同
時
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
、
さ

ら
に
水
素

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
得
て
地
域
の
エ

ネ

ル
ギ
ー
循
環
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
地
球

温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
「
バ
イ
オ

マ
ス

資
源
の
多
段
階
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
シ
ス
テ
ム

の
研
究
開
発
」
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
農
業

・
酪
農
者
な
ど
は
、

豊
か
な
水
の
利
用
と
、
無
農
薬
栽
培
な
ど

こ
だ
わ
り
の
生
産
方
法
に
よ
り
安
全

。
安

心

・
高
品
質
な
地
場
農
畜
産
物
を
生
産
す

る
よ
う
研
究

・
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

消
費
者
は
期
待
し
ま
す
。
響
口
士
宮
で

採
れ
た
食
材
な
ら
、
求
め
る
品
質
と
安
全

を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
。

生
産
者
は
約
束
し
ま
す
。
「消
費
者
の
期

待
を
裏
切
ら
な
い
品
質
と
安
全
を
常
に
提

供
し
続
け
て
い
き
ま
す
」。
こ
の
消
費
者

の
期
待
と
生
産
者
の
約
束
、
お
互
い
の
強

い
信
頼
を
表
現
す
る
の
が
地
食
健
身
で
す
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
が
安
全

。
安
心
に
な
り

ブ
ラ
ン
ド
と
な

っ
て
い
き
ま
す
。
も
う
他

に
は
任
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
が
納

得
で
き
る
も
の
、
即
ち
郷
土
の
誇
り
と
い

う
意
識
に
つ
な
が
り
ま
す
。

生
産
者
は
自
分
の
つ
く

っ
た
も
の
が
、

ど
こ
で
誰
に
食
さ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
ら

な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
消
費
者
も

生
産
者
の
顔
が
見
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
す
な
わ
ち
、
生
産
、
加
１１
、
流
通
、

消
費
の
恵
み
を
共
有
で
き
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
図
り
安
全
で
安
心
な
富
Ｌ
宮

健
康
食
材
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、

富
士
宮
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

懸懸鼈饗一九気なまちヘ

フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
の
日
指
す
と
こ
ろ

、マユい
、

①
食
の
情
報
発
信
に
よ
る
富
士
宮
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立

②
食
と
環
境
の
調
和
に
よ
る
安
全
安
心
な

食
生
活

③
地
食
健
身
、
食
育
に
よ
る
健
康
づ
く
り

④
食
の
豊
富
な
資
源
を
生
か
し
た
産
業
振

皿
（

⑤
食
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
経
済
の

活
性
化

で
あ
り
、
こ
の
構
想
が
市
民
の
命
と
健
康

そ
し
て
産
業
に
寄
与
し
、
日
本

一
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

民
族
は
文
化
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い

ま
す
。
そ
の
文
化
は
食
が
基
本
。
そ
し
て

日
本
の
精
神
文
化
の
源
は
富
士
山
で
す
。

そ
の
富
士
山
麓
に
住
ま
う
私
た
ち
は
、
宮

士
山
の
恵
み
に
感
謝
し
、
そ
し
て
誇
り
を

大
切
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
あ

養

富士山とふじのみやのお茶

31● Macroιわ′″″`2005 H



る
か
ら
こ
そ
、
食
を
テ
ー

マ
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
た

い
の
で
す
。

フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
に
よ
っ
て
、
い
の

ち

（寿
命
）
を
人
事
に
す
る
健
康
都
市
、

併
せ
て
産
業
振
興
、　
つ
ま
り
食
に
よ
っ
て

日
本
中
い
や
世
界
の
人
々
と
交
流
が
で
き

る
よ
う
な
産
業
文
化
都
市
の
具
現
化
を
図

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン

ド
は
富
士
山
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
調
和
型

都
市
富
士
宮
づ
く
り
で
す
。

折
し
も
、
静
岡
県
東
部
に
は
世
界
レ
ベ

ル
の
高
度
医
療
に
よ
り
、
富
士
山
麓
に
健

康
の
一
大
拠
点
を
つ
く
る
フ
ァ
ル
マ
ー
バ

レ
ー
構
想
が
動
き
始
め
て
お
り
、
「医
食

同
源
」
の
言
葉
ど
お
り
、
食
に
よ
る
市
民

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
食
に
よ
る

「日
本

一
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

まっすぐ大地の恵みと

食卓をむすびます。

Bc Org=『
&Na

.   Life Stvle plus Organic&Natural Essence

たとえば、春のさわやかな風のように

たとえば、青々 と生し`茂る事原のように   |‐ .

たとえば、心に染みる燃えるような紅葉のように

たんよな 種子赫 ■|‐

朝霧高原道の駅 生産者の顔がみえる安全・安′いな食材の提供 地食健身
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日本CI協会発行のマクロピオティック関連書籍ご案内 (ご注文用紙〕
◎お申込み は電話またはFAXで (FAXでお申込の方は購入部数、こ住所、氏名、お電話/FAX番号をこ記入の上この用紙にてご注文くださしつ

]〉
い

400円

無料

日1ドC脇離象 フリーダイヤル0120‐306‐ 193/FAX 0120‐ 306‐293

ご住所 :〒

マクロビオティック
ガイドブック 日本Ci協会編 A5判・ 104頁

マクロビオテ ィックの入門書。本書―冊 でマクロビ
オティックの全体像 を知 ることができます。

630円 240円

魔法のメガネ 桜沢如―著 B6半」・238頁
“魔法のメガネ"と は 〈陰〉イン 〈陽〉ヤンの羅針盤 .
本書は劇の形式でや さしく書かれた、大人 と子供ヘ

の贈 り物です。

1,260円 290円

ゼン・マクロビオティック 桜沢如―著
村上譲顕訳

B6判・264頁 究極
の体質改善法 に七号食 J。 その理論 と実践方法、

具体的効果、病名別食養 法などをわか りやす く解説 ,
1.575円 290円

健康の七大条件 桜沢如―著 B6半」・ 128頁
精神が健康

迷える健康

及ぼす影響 を見事に凝縮 させた本書は

放浪者 にとってのバイブル .
1,050円 290円

食養人生読本 桜沢如―著 B6判・ 276頁
恋愛、結婚、家庭、妊娠、育児、幼年、少年、青年、
活動時代、老年。人生のそれぞれの時期 に対応 した

食養 を説 く。
1,365円 290円

永遠の少年 桜沢如―著 B6半」・ 136頁
PUの 目(陰 と陽の思想 に裏打ちされた眼)でた どって
みた本書はマクロビオティックのす ぐれた入門書。

892円 210円

新食養療法 桜沢如―著 B6半」。266頁

正 しい食生活の指導原理 を示す、食養家庭 にな くて
はならない本。戦前、実業之日本社から刊行 され、
たちまち数十版重ね、今 も増刷 されているロングセ
ラーの増補版 .

2,100円 290円

無双原理・易 桜沢如―著 B6判・ 248頁
東洋の「易経」を現代語 に翻訳。現代科学の分光学、
原子核転換 をも説明す る無双原理―実用弁証 法 とし
て、易を現代 に生かす偉業。

|,575円 290円

宇宙の秩序 桜沢如―著 B6判・ 116頁
あらゆる生命は、物体 としては自然の元素か らでき
ています。元素は素粒子から、素粒子は波動か ら。
では、そのモ トは一  ?

1050円 210円

東洋医学の哲学 桜沢如―著 A5判・ 260頁

現代人類の危機 を打開 し、万人の平和 と自由 と正義
を得るには、まず、「東洋医学」とその根底 にある「無
双原理Jを字宙の秩序 として採用することが急務、
と述べる。

2,100円 290円

自然の中の原子転換
ルイ ケルヴラン著
桜沢如―訳

A5判・ 112頁

生物は、 自ら必要なエネルギーを無から生み出す生

命力を持つ。フランスの物理学者ケルヴラン教授は、
低温、低圧、低 エネルギーでの原子転換 とい う事実
を発見 した。

3.675円 340円

道の原理
武道が伝える日本精神の源流

桜沢如―著
安原久雄訳

B6半」・ 184頁

世界の指導原理 としての「道 (タ オ)」 をわか りやす
く説いたマクロビオティックの入門書。 日本人の深
層に眠る精神 をよび さまし、夢と希望 と使命の拠 り
所を教示。

1.470円 290円

正食医学講義録第一・二集 大森英桜著 B5半」・ 138頁
大森正食医学の概要な らびに病名別手当て法 を一般
向けに分か りやす く解説。いざという時の手 引きと
して大変便利です。

2.039円 340円

マクロビオティック料理 桜沢里真著 B5判・206頁
食養料理法の決定版 ! 玄米食養家庭料理 800種。食
養料理の原則か ら、七号食、玄米の正 しい炊 き方、
主食のいろいろ、おやつ、飲み物 まで解説。

2.625円 340円

リマ・クッキング 桜沢里真著
4ヽ変形・188房
(4色 64頁 )

リマ・ クッキングスクールの初代校長桜沢里真のオ
リジナル豪華 カラー レシビ集。四季の和・洋・ 中華
料理、基本食メニューの 12カ 月など掲載。

7,875円 450円

「食」で癒すガン 日本CI協会編 B6判・ 280頁
桜沢如―が提唱 したマクロビオティックに基づ く食
養療法のエ ッセ ンス 1 食 と医の基本が解説 され、
家庭でできる食箋料理や手当の実際が明か された。

1575円 290円

まんがマクロビオティック
クッキングブック 小出海ヨ子著 B5半」。96頁

初めてマクロビオテ ィック料理 を学ばれる方のため
の実践手引書。 リマ・ クッキングスクール を体験 し
た著者が一般の解説書 では表現 しに くい点を漫画で

表 した良書。

1,019円 210円

食物の陰陽表 日本CI協会編 縦26om X横 50 3cm
台所に一枚はっておくと知らず知らずのうちに陰陽
が身に付く一覧表。料理をする前にこの表を参考に
しよう。

210円 210円
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月刊『マクロビオティック』広告掲載要項

平素は日本Cl協会をお引き立てくださいまして誠に有難うこざいます。

昭和20年に桜沢如―によつて創設された日本CI協会は、「食」の重要さを訴え、本年で60周年を迎えます。

月刊誌も本年 3月号で810号を数えました。

これもひとえに関係各位のこ協力のたまものと感謝申し上げます。

本誌の読者層は会社経営者、医師、教師、自然食品店経営者、自然食実践者など多岐にわたっています。

ぜひ、広告をこ掲載くださいますよう、こ案内申し上げます。

Mη′蝙′χ珊掲載頁 1   色/スペース    |タテ×ヨコ (IIm)1 料金 (本体価格)| レイアウト・製版料
表4 1  カラー/全ページ   1 228× 153(mm)1  500,000円   1   50,000円

表 2・ 3 1  カラー/全ペー ジ 228× 153(mm) 400,00口円   1    50,000円

″  |  カラー/1/2ページ  1 109× 153(mm)1  220,000円   1   30,000円

本文中 |  カラー/全ページ   1228× ]53(mm)1  300,000円   1   50,000円

〃  |  カラー/1/2ページ  1 116× 153(mm)1  180,000円   1   30,000円

モノクロ/全ページ 228× 153(mm)1   150,0□ 0円   1    20,00□ 円

″  | モノクロ/1/2ページ  1109× 153(mm)1  80,800円   1   10,D80円

″  | モノクロ/タテ1/3ページ 1220× 48(mm)1   60,000円   1    7,000円

く読者層〉女性63%、 男性37%

〈年齢層〉10代02%、 20代64%、 30代 233%、 40代276%、 50代 221%、 60代204%

(地域〉北海道33%、 東北85%、 関東481%、 信越4.8%、 北陸18%、 東海103%、 近畿75%、

中国43、 四国2696、 九州81%、 沖縄07%
〈職業〉会社経営者、医師、教師、自然食店経営者、自然食実践者等、多岐にわたります。

H轟膝常
'晟
.、 __

f議鰊 へυ
'こ

だが
' 
菫違姜●_●

クマ筵エキス酔
用毬

鏑繭食柱′Nl・糞粉ホ臨 糀

"無
G本
“

のためυ)食擁,=_71レ

難聴
=ツ
fr警撤 管亀。x唸

カシしにならなヽ
'ヽ
|:  ‐●●

●誌名/マクロビオティック    ‐
●誌型/B5           1
●頁数/約 100頁         |
●発行形態/月 刊 (毎月前月末発売)|

●発行部数/20000部        |
●定価/630円 (本体600円 )   |
●編集発行/日 本CI協会      |
〒1510065             1
東京都渋谷区大山町115       1
電話 :0334697631         1
FAX i03-3469-7635             1

E― mal:h tanto l@ci― kyOka ip    l

0原稿による入稿の場合は、レイアウト・製版料を初回に申し受けます。

0完全版下での入稿の場合は、レイアウト・製版料は必要ありません。

O締切は、完全版下またはデータ渡しの場合は発売日(毎月25日 )の 1カ 月前、当協会に版下作成を依頼される場合は発売日の 2ヵ月前

が原稿締切となります。

O価格はすべて本体価格です。

O料金は掲載誌発行後にこ請求申し上げます。

06カ 月以上連続して掲載の場合は10%割引き致します。
O完全版下で入稿後の訂正は実費を頂戴致します。

O誠に勝手ながら本誌の広告基準に適合しないものは、掲載をお断りする場合もございますのでこ了承ください。

月刊『マクロビオテイック』広告掲載申込書   FAX 0120-306… 293   年  月  日

広告主名 掲載希望号     年   月号よリ     カ月

こ住所 掲載頁

色/スペース
電話番号/FAX:

こ担当者名
入稿方法
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安全 と安心 をお求めいただくなら、

選びぬかれた充実の品揃え…リマヘどうぞ

`:嵐
お 警萎鰺璽田 Lヨ

オーサワジャバン全商品取扱い

リマ・コーボレーションでは一般的な自然食品の品質基準に加え、マクロビオティックの

考え方による独自の基準を設け、“安全で効用があり、おいしい食品"を選別しています。

■ 品質基準

● 農薬不使用。有機栽培 (優先)● 食品添カロ物不使用 ● 遺伝子組換作物不使用
● 国内産優先 ● 砂糖不使用 ● 動物性原料不使用 ●伝統製法優先

日 機能重視

リマでは品質基準と同様に食品の機能を重視しています。

リマ・コーボレーションでは、食品を目的により三つに区分しています。

お客さまそれぞれの目的に応じ、選択してください。

0自然食品 θ食養補助食品
リマの食品選択基準による       日常の食事では摂りにくい栄養成分を補足し、    生活をより豊かにする
日常摂取すべき安全な食品です。    健康の維持・増進に役立つ食品です。        ための食品です。

リマ東北沢店

小田急線 (各駅停車)     ■
〆

東北沢駅 (北口)下車  「
‐̈…………・

徒歩2分       :

一 下北沢

膵
顧 義 T卜 ご 藝 ζ ttl類 蟻

鷲 TT

●農薬を使つていない野菜・くだもののほか、バン・豆腐類

なども豊富に取り揃えております。

●お近くにお住まいの方は是非お立ち寄り下さい。

リマの通販カタログ|よ無料でお届けします。

こ請求はホームページや無料ダイヤルから。

全国どこでもお届けいたします。

通常の商品にカロえ、産地直送 リマのカムカムクラブ

商品もこざいます。

くわしくは次ページをこ参照ください。

リマの通販
0120-328-515

0120-328-505
オンラインショツプ(24時間受付 )

http:〃www.lima.co.jp

リマ東織沢店
TEL:03‐3465‐5021
FAX:03‐3465‐5022

営業時間 :

10:00～ 19:00
定休日なし



Ohsawa
あとは野菜を準備するだけ !今日からはじめるマクロビオティックライフ

マクロビオテイック入門食材を使つたお料理レシピ0

摯謝|

三色きんぴら

材 料 QD

ごぼう     50g
人 参  ̈  20g
蓮 根 …     30g

ごま,由 ・  ノJヽさじ2
水     適宜
醤 ,由   大さじ1～ 2

作り方

iごぼう、人参は厚さ2mm程度の

斜め薄切りにしてから千切り

にする。

■蓮根は薄いいちょう切
'ノ

にする。

吊鍋を温め油をひき、中火でごば

うをしっかりと炒めたら、鍋の端

に寄せ、あいたところに人参

を入れ、上にごぼうをかぶせて

炒めあわせる。

轟火がとおったら、弱火にし、ご

ぼうと人参を鍋の端に寄せ、

蓮根を入れ、ごぼうと人参をか

ぶせて、さらに炒めあわせる。

も水を材料がひたる位にまわし

いれ、ふたをして中火で煮る。

ひと煮立ちしたら火を弱め、柔

らかくなるまで煮る。

6材料が柔らかくなったら醤油
をまわしいれ、ふたをして、煮汁

がなくなるまで煮る。

円０８

卸

・

・　

　

　

　

　

　

　

　

ｍ‐ ４００５

マクロビオティックオ斗理に欠かせない調味料。
長期熟成した天然醸造法ならではの上品な
風味とまろやかな味。煮物に最適です。

玉締め圧搾法、和紙漉し法の伝統製法で

作られた一番搾
'り

で丸 ほどよい炒り加減で、

広い用途にお使いいただけます。

オーサワこま油

3円

肺

330g 9o



Ohsarna

マクRヅ彗ティッざ屹脚Ⅷ盪黎黎使つたわ料理やな0弯

ひえ入り発芽玄米粥

藤 im (2人 分 )

発芽玄米 -140g
ひ え …   12g
梅Tし      2個

塩  …       1 4g

発芽玄米とひえはよく洗い、ざる

にあげて水を切る。鍋に発芽玄

米とひえを入れ、6倍の水、塩を

加えて沸騰させる。

沸騰したら弱火にして30～40分

炊き、木べらで底からすくって天

地返しをしてむらす。

器に盛り、梅干しを添える。

製造過程でボイルせず、水分
を通常のお米と同様16%前後
に調整。生命力溢れる生きた
お米です。玄米本来の甘みや

旨味が生きていますc

活性発芽玄米

2kg 2,625円

,炎 泊でふんわりとしたやさ

しい風味。雑穀の中でも

繁殖力が強い。お米に1～

2害J混ぜる。

ひ  え

■入P5食材セットこは
含まれておりません.

200g 630円

有機栽培の梅を天日干しに

して作ったこだわりの梅干 .
マイルドな酸味でお子様に

も人気です.

有機紅玉梅干

200g 829円

国内産自然海塩の焼塩です。
さらっとしていて使いやすく、

ほのかな甘味と独特の旨みが

あります。天ぷらのつけ塩や、

ふ|り塩などに最適です。

オーサワの自然海塩 石垣

(やきしお )

120g 360円

ち
弯
・

．
．一
一一
・

m額 は 醐よ株 の陰 国鉢 喘 会友の□ 調 よ 円マ鋪 胴 円マ剌 駅 □ をこ利用ください。



Ohsawa

マクロビオティック入門食材を使つたお料理レシビ0

小松菜と
ふのりのみそ汁

材 料 0⊃

小松菜 ¨

ふのり…

こがね魅

みそ¨

ごま,由

だし汁 …・

疎
２ｇ錮
３０９分
が

三陸産のふの
'り

を手摘みし、伝統

製法の天日乾燥で仕上げました。

柔らかく色鮮や力ゝ 豊かな磯の香り

をお楽しみください。味噌汁、酢の

物、和え物、天ぷらなどにどうぞ。

XttP3食材セットによ
含まれておりません。

20g 399円

豊かなコクとなめらかな食感が

特長で丸膨張剤・重曹等の添

加物は一切使用していません。
吸い物、味噌汁k和え物、煮物な

どにお使いください。

X入門食材セットによ
含まれておりません。

30g 231円

国内産有機栽培原料と天然

塩を使用し、1年以上長期熟

成した生味噌で丸米味噌5:

麦味口曽5であわせました。深い

旨味が魅力です。

有機立科あわせみそ

作り方

1小松菜は食べやすい長さに

切っておく。ふのりは洗って

おく。

露鍋を温め油をひき、小松菜を

炒め、だし汁を加えて煮る。

小松菜に火がとおったらみそ

を溶き入れ、ふのりとこがね魅

もカロえて火を止める。

三陸産の昆布を天日乾燥で

仕上げました。根に近い部分

を使用していますのでコクの

あるだしがとれます。

カット出し昆布

“
顆

動予

珈国
470g 680円 75g



Ohsawa

マクロビオティック入門食材を使つたお料理レシピ0

ひえコロッケ

材 料 (2夏∋

ひ え        80g
塩                 02g

セイタン…       249
玉ねぎ…       809
人 参…        20g
ごま,由 …         29
地粉                40g

パン粉         30g
揚げ油 (ごまと菜種半 )々

中濃ソース

作り方

‐
Eひえはよく洗って水を切り、ひえ

の2倍量の熱湯に塩をいれた中

に入れ、中火で10～ 15分ほど

煮てから天地返しをして火から

おろす。

|セイタンはみじん切
'り

にしておく。

11玉ねぎ、人参もみじん切りにして

油で炒め、塩味をつけ2を加える。

11と 3を合わせ、俵形にまとめ、
地粉、次に地粉の水溶きをつけ、

バン粉をつけて中温の油で揚げ

る。ソースをそえる。

・‘岬一・搬̈
∫・

,炎 ,自でふんわりとしたやさしい

風味が特長です。ひえは雑穀

の中でも特に生命力に富んで

います。お米に1～ 2害]混ぜて

お使いください。

ひ え

ヽ入門食材セットこは

含まれておりません。

200g 630円

100%/」 麦ヽタンパク。ボリューム

のある食感が特長で丸 醤油漬け

でコクのある味に仕上っていま丸
お肉の代用として炒め物、煮物、

揚げ物にご利用ください。

セイタン

来入門食材セットによ
含まれておりません。

180g 409円

国産ノ」ヽ麦100%の無添加天
然酵母バンを贅沢に使用。
カラッと揚がり、歯ざわり抜

群でt霧吹きすると、生バン
粉のようにソフトにな|ります。

地粉バン粉

|●■‐

褥
Fttil押「
.1:1'議 ..|

ヽ入門食材セットによ

含まれておりません。

150g 294円

国内産業種の一番搾
'り

でフレン
シュな香りが好評で魂揚げ,由に

はごま油と半 で々お使い下さい。

揚げ物がカラッと仕上
'ノ

ます。

オーサワなたね油

国

330g 460円

肺 顔 鰊 醐 よ 林 の 陰 国鉢 喘 飯 の劇 調 よ 円 マ罐 例 円 マ剌 駅 劇 をこ利用ください。

摯
申
識
枇



Ohsawa
マクロビオティック

商品紹介
徹底した安全基準による厳選材料を使い、マクロビオティック品質基準に基

づいた伝統製法による食材です。いずれも高い評価をいただいているもの

だけを選びました。もちろん砂糖、動物性原料、化学調味料、保存料などは

一切使用していません。

活性発芽玄米

製造過程でボイルせす 水分を通常の

お米と同様16%前後に調整。生命力
溢れる生きたお米です。玄米本来の

甘みや旨味が生きています。

オーサワの自然海塩 石垣(やきしお)

国内産自然海塩の焼塩です。さらっと

していて使いやすく、ほのかな甘味と

独特の旨みがありま魂 天ぶらのつけ

塩や、ふり塩などに最適です。

120g 360円

原材料 :海水 (沖縄 石垣島産)

オーサワの活性発芽玄米餅

有機活性発芽餅玄米を100%使用。
伝統製法による杵掲き餅です。強い

粘りとコクと甘味は掲きたての風味

そのままです。

6イ固 525円

原材料 :有機発芽もち玄米 (山形産 )

茜醤油

マクロビオティック料理に欠かせない

調味料。長期熟成した天然醸造法な

らではの上品な風味とまろやかな味。

煮物に最適です。

日

原材料 :丸大豆 (長野 東北産)

500m1 480円

小麦(長野群馬産)、天塩

特選胡麻塩 (黒 )

希少な国内産黒胡麻と、自然海塩海

の精を使用。豊かな風味の逸品で

す。こはんにふりかけてお召し上が

りください。

50g 504円

黒胡麻 (長崎産)海の精

()1ls`lwtl

マクロビオテイック

入門食材

有機立科あわせみそ

国内産有機栽培原料と天然塩を使用

し、1年以上長期熟成した生味噌でユ

米味噌5、 麦味噌5であわせました。

深い旨味が魅力です。

原材料 :有機米 大麦

470g 680円

丸大豆 (東北産)天塩

有機紅玉梅干

有機栽培の梅を天日干しにしてつくつ

たこだわりの梅干。マイルドな酸味で

お子様にも人気です。

200g 829円

原材料 1有機梅除 良産)有機紫蘇(和歌出産)海の精原材料



体 の中からきれいに、そして爽快になるために…

オーサ ワこま油

玉締め圧搾法、和紙漉し法の伝統製

法で作られた一番搾りです。ほどよ

い炒り加減で、広い用途にお使いい

ただけます。

330g 9o3円

原材料 :自胡麻 (中国産)

焼 の り (天日乾燥 )

色、つや、風味の三拍子。伝統製法、

天日乾燥ならではの豊かな風味を

お楽しみください。

1中占(10お0 630円

原材料 :のり(三陸産)

オーサワなたね油

国内産菜種の一番搾りでフレッシュな

香りが好評です。揚げ油にはこま油と

半々でお使い下さい。揚げ物がカラッ

と仕上ります。

330g 460円

原材料 :菜種 (青森 山形 福島産)

国内産どんこ

国内産原木栽培のどんこしいたけ。

豊かな香りとたつ8:りの旨み、独特

の歯応えをお楽しみください。

50g 630円

どんこしいたけ (国内産)

熟成三年番茶 (ティーバッグ)

マクロビオティック生活に欠かせない

三年番茶。からだにおだやかで、赤ちゃ

んからお年寄りまで安心してお飲みい

ただけま魂ティーバッグタイプなので

手軽で便利です。

18g× 20包  420円

原材料 :有機茶 (京都産)

カット出し昆布

三陸産の昆布を天日乾燥で仕上げ

ました。根に近い部分を使用してい

ますのでコクのあるだしがとれます。

75g 504円

原材料 :昆布 (三陸産)

目
皐

鰤

原材料

※入門食材セット商品の入数は各 1個です。

いそがしい方におすすめ ! 温めたり、お湯を注ぐだけで手軽にマクロビオティック。

¨ マクロビオティック

もご利用ください。

|1目1罷|ぉ 買い求めは、巻末の「全国日本CI協会友の店」または、「リマの通販」「リマ東北沢店」をこ利用ください。

一辣
甲フ日間メニュー

―



リマのカムカムクラブ

I」枷革ヨ特選品頒布会

選りすぐりの人気商品をお届けします。
年5回発行のカムカムクラブ特選品のご案内チラシにて季節ごとに選りすぐった商品をご案内します。

有機野菜や、ノンシュガー・ノンバターのお菓子、寝具、肌着、高性能掃除機、オーガニックドッグフード

など、なにがあるかは毎回のお楽しみ。         __

どなた様でも
ご注文いただけます。

一ピ
一

食品については、砂糖、動物性原料、遺伝子組換え原料は一切使用してお
'り

ません

C両葦巨西詢暖警島安心!おいしい!カムカムクラブが選んだ生産者指定の玄米

カ ム カ ム ク ラ ブ 米 許 農薬を使わない農法を続けている信頼のできる生産

者が作つたお米をお選びください。カムカムクラブでは10年以上もの長期間にわたり農薬、化学月巴料、除草剤

を使つていない貴重な生産者と、契約を結んでいますので安心です。「おかすが要らないほど美味しい」と多く

の皆様より毎年高い評価をいただいております。安全でおいしいカムカムクラブ米をぜひこ賞味ください。

J』][』:[ζ』il]讃話5年以上
嶋買さんのアキタコマチ

味のバランスがよく、
飽きのこない美味しさ。

し,← 天日乾燥

宮城県登米郡産
農薬不使用期間25年以上

石丼 稔さん

石丼さんのひとめばれ

活性酸素が少なく、新米のような風味・

おいしさを保ちます◇

便利な年間予約

■1回限りのご予約でも

毎月のご予約でもOK!

■ご指定月にご希望の

数量を、ご自宅まで

お届けします。

■平成18年 10月まで

お届けする商品の

ご案内です。

■平成17年 9月中旬より

受付を開始いたしま魂

莉|]:]::i訊製上
カロ藤さんのコシヒカリ

甘味とコクがあり、モチモチとした食感。

属薫i二 万ittb-328-5151.‖中

★ 新商品

佐藤さんグループのササニシキ

あつさりとした味わいが
和食によく合います。

|■●
=手
■■

1串
=‖
■ 0120-328-5051.硼問‖‖



こんrJ異いでお悩みの方へ。

=オ
 カ

昌 人畜無害の100%純植物性消臭液。

ニオイノンノ

消します:賞
◆

100倍～250倍に、水で簿めて使うので経層的で島

●水で100倍～250倍に
薄めて霧吹きなどで悪臭に散布
すれば、すぐに消臭しま魂
●連続する悪臭には、カロ湿器等の

水の中へ100倍～250倍に薄まる
様に投入すると悪臭が消え続けます。
●洗濯時の衣類の臭いは、水で
100倍～250倍に薄めた液に
5分間つけると消臭します。

サンカレ無料進呈!
ハガキかFAXか Eメールで、
住所・氏名・電話番号・職業・

生年月日、ニオイノンノサン
プル希望と明記の上、下記
住所の株式会社フローラ
「マクロビオティックJ係まで
お申し込み下さいⅢお申し
込みから15日 以内

`こ

届か
ない時は、ご連絡ください

●1 00ooス0  2,300円
●500oo,0 10,000円
●1リットル入り 18,000円

(消費税込み・送料無料)

ハッピーバイオlo3
(10日入り)プレゼント:

…

 "

1,000倍  ●1 00oc入 り 2,300円
液に漬け o500cc入り 10,000円

彙謂
引 リット
犠 暑1,!:垢‖1

一

HB‥101  1

綺 鰺

…フロ
ロラ・11ス・102

天然の植物エキスで全身森林浴
しつとリスベスヘ、潤いのある
お肌を保ちます

お湯2000に対して
本品15～ 20mOを 入れて、
よくかき混せてください.

護 :1‐

‐

:
0500記入り 3,000円
020入り 10,000円

C肖費税込み送料無14)

′ヽッピロ11イオ103
貴方の健康と美容に1

|:::;ii:::lilil:::1:

醐
0100g入り 2,000円
0200g入り 3,700円

1肖費税込み遼|,無料I

タ ス カ リッ タ
ロ

杉エキス 桧エキス松エキ
ス オオバコエキス オリコ

糖 ビタミンCと緑茶Iキス

を配合した栄養機能食品

1慇l鴇柵,茶

‐
―

J議 `

| 
…

01袋OgXma,3,800円
1肖費税込み送科無料|

…ニ ャ ン ケ ン ボ ン
杉 桧■公オオバコから
出来たベレント状の
ベント食品

ベ ントのエサにませて
与えて下さい

鶴 晰 1幌

●500g入 り 1,800円
●lkg入り  3,300円
●2kg入り  6,000円

(消費税込み選tl無料)

…ニオワングフル
■肉 卵専しの品質と
収量が向上 .
■糞尿の臭いか消え、
ウシ ハエか減少 .
■動物の健康維持に

1組焚写1lrT萩可

●20Kg入 り
7,500円

(消費税込み送料無ll)

平日の午後4時までのこ注文は初 日に発送します。

送
料
無
料
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t

未
・病
の
た
め
の
食
養
〓
Ｉ
ア
ル
一一□

玄細
米胞
菜が
変
を性
す
る
甫む
l〔:l

難
聴
を
主
訴
と
す
る
病
気
に
は
、
突
発

性
難
聴
、
伝
音
性
難
聴
、
お
よ
び
メ
ニ
エ

ー
ル
病
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
突
発

性
難
聴
に
つ
い
て
記
す
。

原
因
不
明
の
突
発
性
難
聴

突
発
性
難
聴
と
は
、
文
字
ど
お
り
、
あ

る
日
突
然
に
起
こ
る
原
因
不
明
の
聴
力
障

害
の
こ
と
を
い
う
。
難
聴
、
耳
鳴
、
め
ま

い
が
そ
の
主
な
症
状
で
あ
る
。

難
聴
は
、
左
か
右
ど
ち
ら
か
一
側
性
に

突
然
起
こ
る
。
前
駆
症
状
が
な
く
突
然
の

難
聴
を
来
す
た
め
、
成
人
で
あ
れ
ば
、
そ

の
と
き
自
分
が
何
を
し
て
い
た
か
明
確
に

思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
聴
力
障
害
の

程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
聴
力
の
改

善

。
悪
化
の
繰
り
返
し
は
な
い
。

耳
鳴
は
、
難
聴
に
な
る
と
同
時
か
、
あ

る
い
は
そ
の
前
後
に
発
症
す
る
。

め
ま
い
は
、
軽
い
ふ
ら
つ
き
感
か
ら
激

ユ建難

[唇
耳恵

″α
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し
い
回
転
性
の
め
ま
い
ま
で
、
そ
の
程
度

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
激
し
い
め
ま
い
を

起
こ
し
た
場
合
は
、
嘔
心

（は
き
け
Ｙ

嘔
吐
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ

の
症
状
は
数
日
以
内
に
消
失
す
る
。

現
代
医
学
で
は
、
薬
物
療
法
が
主
体
に

な
り
、
血
流
改
善
剤
、
細
胞
代
謝
賦
活
剤
、

コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
ｌＯ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
複
合

剤
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
な
ど
が
、
経
目
的
ま

た
は
経
静
脈
的
に
投
与
さ
れ
て
い
る
。

発
症
後
約
１
カ
月
で
症
状
は
固
定
し
て

し
ま
う
の
で
、
現
代
医
学
的
治
療
を
用
い

る
場
合
は
２
カ
月
ま
で
が
限
度
で
あ
り
、

そ
れ
以
上
は
改
善
の
見
込
み
は
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。
薬
物
療
法
に
の
み
依
存
し
、

食
生
活
や
生
活
慣
習
を
改
善
し
な
い
限
り
、

聴
力
障
害
の
程
度
は
さ
ら
に
進
行
し
て
い

突
発
性
難
聴
は
、
感
音
性
難
聴
で
あ
る
。

感
音
性
難
聴
と
は
、
内
耳
や
末
梢
神
経
、

上
位
中
枢
神
経
に
障
害
を
来
た
し
た
も
の

で
あ
り
、
突
発
性
難
聴
の
ほ
か
に
も
メ
ニ

エ
ー
ル
病
、
老
人
性
難
聴
、
騒
音
性
難
聴
、

ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
難
聴
な
ど
が
あ
る
。

伝
青
性
難
聴
と
は
、
外
耳
と
中
耳
に
障

害
が
あ
る
も
の
で
、
中
耳
炎
、
耳
管
狭
窄
、

耳
垢
寒
栓
症

（耳
あ
か
が
詰
ま

っ
た
状

態
）、
ア
デ
ノ
イ
ド
、
耳
小
骨
硬
化
症
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

病
気
が
陰
性
か
陽
性
か
を
見
極
め
よ

伝
音
性
難
聴
に
し
ろ
、
感
音
性
難
聴
に

し
ろ
、
そ
の
病
気
が
陰
性
で
あ
る
か
陽
性

で
あ
る
か
を
見
極
め
、
対
処
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
難
聴
を
来
す
主
な

原
因
は
、
陰
性
な
食
物
の
摂
取
過
多
に
よ

る
も
の
が
多
い
。

牛
乳
や
乳
製
品
、
果
物
や
砂
糖
、
ジ

ュ

ー
ス
、　
コ
ー
ラ
、　
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
抗

生
物
質
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
の
摂
取
過
多
、

ま
た
水
分
摂
取
過
剰
に
よ
っ
て
も
起
こ
る
。

陰
性
な
食
物
の
過
剰
摂
取
を
避
け
よ

指
を
耳
の
大
に
入
れ
て
、
湿
っ
て
い
る

と
感
じ
れ
ば
陰
性
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
陰
性
な
食
物
を
摂
取
し
て
、

体
質
が
陰
性
化
す
れ
ば
鼓
膜
も
緩
み
、
音

が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
。
鼓
膜
が
い
つ
も

き
つ
く
し
ま

っ
て
い
る
状
態
で
あ
れ
ば
、

難
聴
を
起
こ
す
こ
と
は
な
い
。

音
の
振
動
を
伝
え
る
耳
小
骨

（き
ぬ
た

骨
、
槌
骨
、
あ
ぶ
み
骨
）
が
、
乳
製
品
や

砂
糖
、
動
物
性
脂
肪
の
摂
取
に
よ

っ
て
、

そ
れ
ら
の
粘
調
性
の
高
い
代
謝
産
物
が
付

着
し
た
り
、
そ
れ
ら
に
よ
り
変
性
し
た
り

し
て
く
る
と
、
音
の
伝
達
機
能
が
障
害
さ

れ
る
。

内
耳
の
蝸
牛
管
や
三
半
規
管
内
は
、
通

常
、
リ
ン
パ
液
で
満
た
さ
れ
て
い
る
が
、

陰
性
な
食
物
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、

リ
ン
パ
液
の
量
や
質

（濃
度
や
粘
調
度
）

が
変
化
す
る
た
め
に
、
音
の
伝
達
機
能
が

障
害
さ
れ
る
。
聴
神
経
も
、
脂
肪
や
粘
調

度
の
高
い
物
質
が
付
着
し
て
い
れ
ば
、
音

の
振
動
を
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。こ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
難
聴

を
生
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
前
述
し
た
陰

性
な
食
物
や
水
分
の
過
剰
摂
取
を
や
め
、

中
庸
あ
る
い
は
陽
性
な
玄
米
菜
食
を
行

っ

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
難
聴
を
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、　
一
つ
ひ
と
つ
の
細
胞
が
完
全

に
変
性
し
て
し
ま
う
以
前
に
、
玄
米
来
食

を
実
践
す
べ
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
完
治

す
る
可
能
性
も
高
い
。

● PROFILE
こきわ・ひろき
1949年、愛知県碧南市生まれ。
食養家桜沢如―氏の提唱した玄米菜食による食養

生に共感し、日常診療に応用している。

著書に『食養生』(総合ユニコム社)、『医者ができる

こと、してはいけないことノハナビラタケの可能

性J『健康になる家、癒す家』(Ξ五館)な ど多数。
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難聴を改善する食事療法
細川順讃

●医療コンサルタン ト

● PROFILE
ほそかわ 。かずひろ
1948年生まれ。東西医学、心身医学、食事療法 (食養)、 伝承医療等を、統合 した総合的治療法・健

康法を、30年 間、現場で研究。食養と、心身コントロール (自 己整斉法)をベースに、根源的な統
合健康法の普及・指導を行っている。

著書に、F自然健康法J『気と食 。驚異のパランスパワー11食養生大全J(共著)な どがある。

シ
ン
プ
ル
な
食
事
で
血
液
浄
焦

リ
ン
パ
循
環
を
よ
く
す
る

感
覚
機
能

の
中

で
も
重
要
一４
聴
現

聴
党
は
、
感
党
器
官
の
中
で
も
特
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
心
身
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。
人
の
声
、

音
楽
、
自
然
界
の
音
、
環
境
青
な
ど
を
聞

く
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
の
刺
激
が

脳
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
聴
党
、
視
党
、
嗅

党
、
味
覚
、
触
党
の
す
べ
て
の
記
憶
が
動

員
さ
れ
、
そ
の
他
す
べ
て
の
関
連
イ
メ
ー

ジ
が
記
憶
の
中
か
ら
引
き
出
さ
れ
ま
す
。

脳
は
、
記
憶
情
報
の
比
較
、
対
比
、
放

棄
に
よ
っ
て
統
合
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
、

複
雑
な
意
識
の
活
動
が
起
こ
り
ま
す
。
安

心
、
喜
び
、
感
動
、
鼓
舞
、
不
安
、
失
意

な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
動
を
起
こ
し

ま
す
。

ま
た
、
体
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
、

自
律
神
経
、
ホ
ル
モ
ン
分
泌
、
血
液
循
環
、

免
疫
シ
ス
テ
ム
、
細
胞
の
代
謝
な
ど
を
左

右
し
ま
す
。
快
適
な
状
態
を
つ
く
り
だ
す

快
楽
源
と
し
て
も
、
状
況
判
断
の
情
報
源

と
し
て
も
、
聴
党
は
極
め
て
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
大
事
な
聴
覚
が
衰
え
る
難
聴
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ケ‐
ト
ス
が
あ
り
ま
す
。
外
耳
、

中
耳
な
ど
音
を
伝
え
る
と
こ
ろ
の
障
害
、

ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
や
カ
ナ
マ
イ
シ
ン

な
ど
薬
物
の
副
作
用
、
内
耳
の
炎
症
、
聴

神
経
の
腫
瘍
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病
、
９０
ホ
ン

以
上
の
大
音
量
の
環
境
な
ど
多
く
の
原
因

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
天
性
、
外
傷
性
、

老
人
性
な
ど
の
難
聴
も
あ
り
ま
す
。

老
人
性
難
聴

の
原
因

こ
こ
で
は
、
老
人
性
難
聴
に
絞
っ
て
述

べ
て
い
き
ま
す
。
人
は
、
年
を
重
ね
る
に

従

っ
て
体
が
変
化
し
、
萎
縮
、
硬
化
、
変

性
な
ど
に
よ
っ
て
、
全
身
的
に
機
能
が
衰

え
て
き
ま
す
。
耳
の
内
部
で
も
同
様
に
変

性
が
起
こ
り
、
音
を
感
じ
に
く
く
な

っ
て

き
ま
す
。

耳
は
、
音
を
伝
え
る
外
耳

。
中
耳
の
部

分
と
、
振
動
を
電
気
信
号
に
変
え
る
内
耳

か
ら
大
脳
に
至
る
ま
で
の
経
路
か
ら
成
り

立

っ
て
い
ま
す
。
老
人
性
難
聴
は
、
主
に

内
耳
以
降
の
振
動
を
感
じ
て
認
識
す
る
部

分
の
機
能
が
衰
え
て
、
聞
き
取
り
に
く
く

な
る
も
の
で
す
。

外
か
ら
外
耳
を
通
し
て
入

っ
て
き
た
音

は
、
鼓
膜
を
振
動
さ
せ
ま
す
。
鼓
膜
の
振

動
は
、
耳
小
骨
と
い
う
小
さ
な
骨
を
伝
わ

マ
で
内
耳

へ
入
り
ま
す

―‐
―
内
耳
に
あ
る
蝸

が
機
能
低
下
し
て
き
ま
す
。

も
う
１
つ
の
現
象
は
、
蝸
牛
の
中
に
充

た
さ
れ
て
い
る
リ
ン
パ
液
の
変
性
で
す
。

蝸
牛
の
人
り
日
ま
で
伝
え
ら
れ
た
振
動
は
、

リ
ン
パ
液
の
振
動
と
な

っ
て
感
党
細
胞
に

ま
で
伝
え
ら
れ
ま
す
。
約
２
万
５
０
０
０

個
の
細
胞
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
無
数
の
毛
状

突
起
が
び

っ
し
り
と
並
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
毛
を
介
し
て
伝
わ

っ
た
振
動
は
、

感
党
細
胞
か
ら
神
経
細
胞
に
伝
え
ら
れ
電

気
信
号
に
変
わ

っ
て
、
脳
内
の
聴
党
皮
質

に
到
達
し
て
青
と
し
て
認
識
さ
れ
ま
す
。

感
覚
細
胞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
振
動
に

の
み
に
反
応
し
ま
す
。
健
康
な
人
は
、
１６

～
２
万
ヘ
ル
ツ
ま
で
の
音
を
聞
き
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
蝸
牛
内
の
リ
ン
パ
液
が
汚

染
さ
れ
て
粘
度
が
増
し
て
く
る
と
、
振
動

が
ス
ム
ー
ズ
に
伝
達
さ
れ
ず
高
音
域
が
感

じ
ら
れ
な
く
な

っ
て
き
ま
す
。
事
態
が
進

行
し
て
い
く
と
、
や
が
て
低
青
域
ま
で
感

じ
ら
れ
な
く
な
り
、
聞
こ
え
る
範
囲
が
狭

く
な

っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
感
度
も
鈍
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く
な
り
、
音
全
体
が
聞
き
取
り
に
く
く
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
は
、
全

身
を
流
れ
る
リ
ン
パ
液
が
汚
濁
し
て
い
る

た
め
で
す
。
リ
ン
パ
管
は
、
リ
ン
パ
球
や

脂
肪
を
運
搬
す
る
と
と
も
に
、
全
身
の
組

織
で
排
出
さ
れ
た
老
廃
物
を
回
収
し
て
排

泄
す
る
役
割
も
担

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
排
泄
が
円
滑
に
行
わ
れ
な
い
と
、

リ
ン
パ
液
は
、
次
第
に
老
廃
物
で
汚
濁
し

て
粘
棚
性
を
増
し
て
き
ま
す
。
こ
う
な
る

と
、
リ
ン
パ
の
流
れ
が
滞
り
が
ち
に
な
り
、

至
る
と
こ
ろ
の
組
織
中
に
リ
ン
パ
液
や
老

廃
物
が
停
滞
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
と
き
、
砂
糖
、
果

物
、
脂
質
、
大
豆
製
品
な
ど
陰
性
食
品
を

多
く
摂
る
と
、
老
廃
物
は
頭
部
に
集
中
す

る
傾
向
が
現
れ
ま
す
。
そ
こ
へ
、
腎
臓
に

負
荷
を
か
け
る
要
素
が
加
わ
る
と
、
そ
の

反
射
が
耳
に
反
応
し
、
耳
の
組
織
の
循
環

不
良
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
て
、

蝸
牛
や
半
規
管
の
中
の
リ
ン
パ
循
環
が
滞

り
が
ち
に
な
り
、
難
聴
、
耳
鳴
、
め
ま
い

な
ど
が
発
生
し
ま
す
。

シ
ン
プ
ル
な
食
事
を

高
齢
に
な
る
と
、
血
液
の
循
環
も
悪
く

な
り
が
ち
で
す
。
そ
の
影
響
が
、
感
覚
細

胞
、
聴
神
経
、
聴
覚
野
の
脳
細
胞
に
ま
で

及
ん
で
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
機
能
低
下
が
起

こ
り
、
聴
覚
機
能
が
衰
え
て
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
聴
党
組
織
全
体
の
機
能
低
下

が
、
難
聴
と
い
う
結
果
を
招
き
ま
す
。

リ
ン
パ
循
環
不
良
の
要
因
と
な
る
も
の

は
、
砂
糖
、
脂
質
の
過
剰
、
過
食
、
運
動

不
足
な
ど
で
す
。
そ
こ
へ
、
憂
い
の
感
情

が
加
わ
る
と
、
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

腎
臓
機
能
低
下
の
要
因
と
な
る
も
の
は
、

陰
性
食
品
や
魚
介
類
、
肉
類
な
ど
で
す
。

冷
房
な
ど
で
下
半
身
を
冷
や
す
と
、
さ
ら

に
助
長
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
え
、
不
安
感

情
が
あ
る
と
、
ま
す
ま
す
腎
臓
は
血
行
不

良
に
陥
り
ま
す
。

加
齢
に
よ
っ
て
全
身
が
衰
え
が
ち
の
と

こ
ろ
へ
、
以
上
の
よ
う
な
悪
条
件
が
重
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
難
聴
が
進
行
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
食
事
の
改
善
を
行

っ
て
血
液
浄
化
を

図
り
、
同
時
に
リ
ン
パ
循
環
と
腎
臓
機
能

を
高
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

具
体
的
な
食
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

。
シ
ン
プ
ル
な
食
事
に
す
る

。
主
食
…
…
玄
米
に
、
塩
、
黒
ご
ま
、
か

ぼ
ち
ゃ
種
、
松
の
実
、
ギ
ン
ナ
ン
、
実
そ

ば
、　
ハ
ト
麦
を
、
少
量
ず
つ
加
え
て
炊
く
。

主
食

¨
副
食

ＨＨ
６

¨
４

・
朝
食
…
…
葛
５
～
１０
ｇ
、
ま
た
は
、　
ハ

ト
麦
粥

。
塩
分
を
十
分
摂
る
…
…
自
然
塩

（焼

塩
）、
梅
千
、
味
噌
、
醤
油

・
水
分
は
控
え
目
に
摂
る
…
…
梅
醤
タ
ン

ポ
ポ
茶
、
梅
醤
番
茶
、　
ハ
ト
麦
茶
、　
ヨ
モ

ギ
茶
、
そ
ば
茶
、
生
水

。
小
食
に
す
る

。
夜
遅
く
、
食
事
を
摂
ら
な
い

。
食
欲
の
な
い
と
き
は
、
食
事
を
摂
ら
な

。
不
快
な
気
分
の
と
き
は
、
食
事
を
摂
ら

な
い
。
疲
労
の
強
い
と
き
は
、
食
事
を
摂
ら
な

。
間
食
を
摂
ら
な
い

避
け
る
食
物

油
脂
、
動
物
食
品

（肉
、
魚
介
、
牛
乳
、

卵
）、
砂
糖
、
加
工
食
品
、
清
涼
飲
料
、

果
物
、
強
陰
性
食
品
、
ア
ル
コ
ー
ル

積
極
的
に
摂
る
食
物

少
量
ず
つ
頻
繁
に
摂
る

リ
ン
パ
循
環
を
促
進
す
る
食
物
…
…
ゴ
マ
、

キ
ク
イ
モ
、
ね
ぎ
根
、　
ハ
ト
麦
、
か
ば
ち

ゃ
、
粟
、
キ
ク
ラ
ゲ
、
セ
ソ
、
そ
ば
、
ほ

う
れ
ん
草
、
大
根
、
春
菊
、
自
菜
、
か
ぼ

ち
ゃ
種
、
蓮
の
実

血
流
を
促
進
す
る
食
物
…
…
葛
、
タ
ン
ポ

ポ
、
豆
味
喰

（赤
）、
醤
油
、
玉
ね
ぎ
、

に
ら
、
ワ
ケ
ギ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、　
ニ
ン
ニ

ク

（醤
油
漬
）、
黒
ゴ

マ
、
松
の
実
、
ヒ

マ
ワ
リ
種
、
梅
醤
タ
ン
ポ
ポ
茶
、
梅
醤
番

茶

腎
臓
機
能
を
高
め
る
食
物
…
…
自
然
薯
、

黒
ゴ
マ
、
黒
豆
、
蓮
根
、
蓮
の
実
、　
ニ
ン

ジ
ン
、
に
ら
、
ク
ル
ミ
、
か
ば
ち
ゃ
、
大

根
、
こ
ぼ
う
、
小
松
菜
、　
ハ
ト
麦
、
さ
つ

ま
い
も
、
メ
カ
ブ
、　
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、

ギ
ン
ナ
ン
、
切
千
大
根
、
ヤ
ン
ノ
ー

自
律
神
経
を
安
定
化
す
る
食
物
…
…
ナ
ツ

メ
、
麻
の
実
、
発
芽
玄
米
、　
ユ
ソ
根
、
金

針
菜
、
合
歓
花
、
ゴ
マ
、
蓮
根
、
シ
ソ
、

ほ
う
れ
ん
草
、
に
ら
、
ね
ぎ
、
玉
ね
ぎ
、

ワ
ケ
ギ
、
ア
サ
ツ
キ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
蓮

の
実
、
海
藻

身土不二、一物全体、陰陽調和、自然調和を取り入れたマクロ

オティックの入門食材セット

39● Mαε″0らわ′ノタ
“
′2005 H



難聴を改善する食養レシピ
小林裕子

●リマ・クッキングスクール師範科講師
マクロビオティックインターナショナルティーチャー

● PRO日LE
こばやし。ひろこ
昭和薬科大学・ カンザス大学・リマクッキングスクール師範科・久司学院キャリア トレーニングレベルⅣ卒業。現在永久コースのレベ′

'Vに在籍。世界の現役先生方と共に研鑽中。レベルⅣ修了者はアジア地域において現在唯一人である。愛称ローラ。明るく楽し―いマク●

重奮晨菫重

`琴

,:[鼻ユ;;チ槽言抒長許雲重首芸覆潜糧讐馨瞥を[争勢i百子二T辱う層ξ寵理

`i:櫓

鴬≦暑

`瑾

争曇ifi
改善に関心を持つ。自宅をはじめ国内各地に料理教室を持つ。「たべてやせるマクロピオティック』 1マ クロビオテイック 30分 deフ ル
コースJ(ビ ジネス社 )『 子育ては女を変えるJ Fセ ルフメディケーションl i食養大全J(共著 )、 『マクロピオティック 食べて元気になる
レシピJ(永岡書店 )、 日本 Ci協会発行 :月 刊マクロピオティック』誌をはじめ、その他諸雑誌執筆中。

れ
が
微
妙
に
連
携
し
て
い
る
の
で
、
あ
る

・器
官
や
臓
腑
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
と
、

そ
の
影
響
を
受
け
る

‐
も
つ
で
す
ず
．

一ご
は
ん
（元
来
、
私‐‐‐■
サ
の
匁
祖
は
玄

米
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
た
よ
う
で
す
）
を
、

』
か
れ
組
い
は
ず
【
な
い
御
逆 一
嘲
し 一
疎
一

今
日
は

「
お
か
ず
食
い
」
の
時
代
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
副
食
が
中

′じ、
で
、
ど

は
ん
は
少
々
の
日
直
し
的
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
大
音
響
の

中
で
仕
事
を
し
て
き
た
場
合
、
職
業
病
で

難
聴
に
な
り
や
す
い
よ
う
で
す
。

自
然
治
癒
力
の
弱
い
若
者

「
ア
レ
、
き
ょ
う
、
メ
シ
粒
食

っ
て
な
い

よ
」
と
い
う
若
者
も
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

「
き
ょ
う
は
、
ケ
ー
キ
と

コ
ー
ヒ
ー
と
ア

イ

ス
、
缶
ジ

ュ
ー
ス
だ
け
よ
」
と

い
う
２０

代
の
Ｏ
Ｌ
た
ち
の
言
葉
を
聞

い
た
と
き
に

は
、
卒
倒
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
両
耳

に
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
付
け
て
い
る
か
、
イ

ヤ
ホ
ン
を
耳
の
穴
に
突

っ
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
食
生
活
の
偏
り
と
耳
の
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
の
生
活
法

（ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）

は
、
若
者
の
難
聴
の
原
因
の
１
つ
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
彼
ら
が
つ
く
り
産

み
育
て
る
で
あ
ろ
う
乳
幼
児
は
、
免
疫
力

や
体
力
の
な
い
、
さ
ら
に
自
然
治
癒
力
の

弱
い
体
質
に
な
り
、
風
邪
を
引
き
や
す
く
、

日
本
食
を
や
め
た
悪
影
響

　

一‐

耳
の
聴
こ
え
の
悪
い
現
代
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
内
臓
と
器
官
の
か
か
わ
り
で
い

う
と
、
腎
臓
と
耳
に
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
日
本
の
人
々
は
、
先
進
国
と

い
わ
れ
る
欧
米
の
人
々
に
比
較
す
る
と
、

腎
臓
が
代
々
弱
い

（や
や
偏

っ
た
食
習
慣

が
脈
々
と
長
い
問
続
い
て
い
た
結
果
、
遺

伝
子
に
な
っ
て
い
る
家
系
が
あ
り
ま
す
）。

だ
か
ら
、
「
エ
ー
ッ
」
「ア
ー
ッ
」
と
耳

に
手
を
か
ざ
し
て

「聴
こ
え
な
い
」
と
い

う
合
図
を
さ
れ
て
い
る
中
高
年
の
方
の
姿

を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

ま
た
、
戦
後
、
伝
統
的
な
日
本
食
の
習

慣
が
薄
れ
て
き
ま
し
た
。　
一
般
家
庭
の
朝

食
を
例
に
挙
げ
る
と
、
牛
乳
を
は
じ
め
と

す
る
乳
製
品
や
精
白
さ
れ
た
安
価
な
輸
入

小
麦
粉
か
ら
多
く
生
産
さ
れ
る
白
い
パ
ン

類
、
卵

・
肉
類
や
そ
の
加
工
品
、
「美
と

健
康
に
よ
い
か
ら
」
と
果
物
ジ

ュ
ー
ス
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
加
え
ら
れ
た
野
菜
類
の

フ
レ
ツ
シ
ユ
ジ

ユ
ー
ス
な
ど
、
さ
ら
に
喉

越

（の
ど
ご
）
し
を
よ
く
す
る
た
め
に
バ

タ
ー
や
マ
ー
ガ
リ
ン
。
ジ
ャ
ム
類
、
飲
み

慟叫れ「紅
‐‐‐‐茶いヽ
一‐‐ヒ
と

い
かフ

戦
前
ま
で
は
、
ど
は
ん
に
漬
物
や
味
嗜

汁
が
中
心
で
、
煮
物
や
お
浸
し
が
副
食
で

し
た
。　
ハ
レ

（祝
祭
）
の
日
に
、
地
鶏
を

つ
ぶ
し
て
汁
物
や
煮
物
に
混
ぜ
た
り
、
病

気
に
な

っ
た
と
き
に
特
別
に
卵
を
飲
ん
だ

り
食
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

い
ま
の

一
般
食
の
よ
う
に
、
魚
か
肉
類

か
の
ど
ち
ら
か
が
必
ず
食
卓
に
の
ぼ
る
と

い
う
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
私
た
ち
の
消
化
器
官
や
各

臓
腑
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
、
ソ
レ
向
き

に
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
過
剰
摂
取
と
な

っ

て
血
中
に
浮
か
ぶ
か
、
消
化

。
吸
収
さ
え

で
き
ず
に
生
ゴ
ミ
と
し
て
腎
腸
を
め
ぐ
り
、

毒
素
や
活
性
酸
素
を
発
生
さ
せ
つ
つ
再
び

肝
臓
で
解
毒
、
腎
臓
で
尿
と
し
て
排
泄
さ

せ
る
よ
う
に
濾
過
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
生
ゴ
ミ
や
血
中
の
老

廃
物

（脂
肪
の
形
に
な

っ
て
い
る
も
の
が

多
い
）
が
腎
臓
の
日
詰
ま
り
を
起
こ
し
て
、

機
能
低
下
や
痛
み
を
生
じ
さ
せ
る
わ
け
で

キソ
。一

方
で
、
体
内
の
仕
組
み
は
、
そ
れ
ぞ

んイαι

“
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感
染
も
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

し
か
も
親
と
よ
く
似
た
体
質
を
持
つ
の

で
、
発
熱

。
中
耳
炎
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
頻

繁
に
繰
り
返
す
わ
け
で
す
。
そ
の
結
果
、

幼
児
か
ら
青
春
期
に
か
け
て
耳
が
聞
こ
え

に
く
い
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
遺

伝
的
に
耳
鼻
科
系
疾
患
を
起
こ
し
や
す
い

人
は
、
耳
と
鼻
全
体
の
構
造
が
そ
う
な
り

や
す
い
親
の
ほ
う
に
類
似
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
幼
い
こ
ろ
は
家
庭
内
で
同

じ
食
事
を
摂
る
こ
と
。
「よ
か
れ
」
と
思

っ
て
水
代
わ
り
に
飲
ま
せ
た
牛
乳
が
、

「喜
ぶ
か
ら
」
と
与
え
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
や

ケ
ー
キ
や
プ
リ
ン
や
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー

ツ
が
、
仇
と
な
っ
て
原
因
を
つ
く
り
ま
す
。

風
邪
が
ひ
ど
く
な
ら
な
い
よ
う
に
と
か

中
耳
炎
の
際
に
投
与
さ
れ
た
医
薬
品
や
抗

生
物
質
が
体
質
を
ま
す
ま
す
弱
化
さ
せ
る

こ
と
も
、
あ
ま
り

一
般
的
に
は
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
乳
幼
児
時
期
に
中
耳
炎
の
切

開
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
確
か
に
聴
力

が
鈍
る
よ
う
で
す
。

ベ
タ
ベ
タ
粘
液
を

つ
く
る
な

ミ
ル
ク
製
品
や
過
剰
な
油
脂
類
、
単
糖

類

。
二
糖
類
で
あ
る
果
物
や
果
汁
の
摂
り

す
ぎ
、
蜂
蜜

・
砂
糖

・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

小
麦
粉
を
焼
い
て
仕
上
げ
た
食
品
す
べ
て

大
人
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
加
え
て
ア
ル
コ

ー
ル
類
、
塩
辛
い
も
の
の
摂
り
過
ぎ
な
ど

が
、
ベ
タ
ベ
タ
し
た
粘
液
を
つ
く
り
固
め

て
、
溜
め
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

「水

っ
ぽ
い
鼻
汁
」
「黄
色

っ
ぱ
い
鼻
汁
」

は
、
こ
れ
ら
の
食
品
の

「摂
り
過
ぎ
サ
イ

ン
」
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
食
生
活
に
配
慮

し
ま
し
よ
う
。

中
年
を
過
ぎ
る
と
、
こ
の
傾
向
は

「聴

力
損
失
」
と
し
て

「老
人
性
難
聴
」
と
カ

ル
テ
に
記
入
さ
れ
ま
す
。

原
因
は
既
述
し
ま
し
た
。
特
に
現
代
入

は
マ
ョ
ネ
ー
ズ
が
大
好
き
な
の
で
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
大
人
に
な
る
ま
で
、
こ
う
し
た

食
習
慣
を
続
け
て
い
る
と
、
大
変
な
こ
と

に
な
り
か
ぬ
ま
せ
ん
。

肥
満
に
つ
な
が
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
マ
ョ
不
―
ズ
は
生
野
菜
や
冷
た
い
副

食
に
多
く

（熱
い
料
理
に
も
頻
繁
に
使
わ

れ
ま
す
が
）
添
え
ら
れ
る
の
で
、
同
時
に

腎
臓
や
血
液
循
環
に

″
さ
わ
り
″
が
出
て

き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
難
聴
の
発
症
を

促
進
す
る
結
果
に
な
り
ま
す
。

鼓
膜
破
裂
に
よ
る
難
聴
は
、
当
初
の
医

療
処
置
は
必
要
で
す
が
、
同
時
に
中
庸
な

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
食
を
実
践
す
る
こ

と
で
治
療
は
断
然
早
く
な
り
、
そ
の
後
の

経
過
も
よ
く
な
り
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
の
立
て
方

難
聴
の
傾
向
が
あ
る
と
気
づ
い
た
時
点

か
ら
、
ぜ
ひ
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
食
事

美しく暮らす
そう げん

′4エコ文化村
食 と芸術の文化村が花咲きます。

匠技・雅楽・クラッシック。

技を世界につなげます。

エコ文化村で一緒に暮 しませんか?

居住者を募集しております。

・
窮
_: _ ‐

 ■   .

設計 建築 石井修

体の中から美し<
特別断食。粉食 &半断食

編こ戯ゑ″

五穀による半断食
※半断食は通いで行ないます。

そ う ιナん

ハ

電
ナチュラルフーズ s・ C)・ C・ E・ N

:  新築祝・こ婚礼・こ出産・記念祭  :
| などのお祝いに雅楽奏上・舞楽を |
1     承ります。     |
|                  |

o琳)「考・ガ侃F
八王子本部

会 津 支 部

長 野 支 部

八王子 市 小 門 町 20-2
TEL 0426-25-0096
FAX 0426-27-0923

会津若松 市 天 神 町 14-11
TEL/FAX 0242-29-8116

長野市屋 島 1769
TEL 026-222-7345
FAX 026-222-7816

1
|

4l o Macrobiotiuue 7005. | |



法
を
実
践
さ
れ
る
こ
と
を
、
お
す
す
め
し

ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
細
川
順
讃
先
生

の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

い
ま
ま
で
の
食
生
活
が
陰
性
に
傾
い
て

い
た
か

（体
を
冷
や
し
た
り
、
細
胞
組
織

を
緩
ま
せ
て
い
た
り
し
た
）
、
あ
る
い
は

陽
性
に
傾
い
て
い
た
か

（体
細
胞

・
組
織

を
締
め
過
ぎ
て
い
た
）
を
振
り
返
り
、
今

後
は
極
端
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
中
庸
を

図
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
出
産
を
控
え
て
い
る
妊
婦
さ

ん
も
含
め
て
、
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

陰
性
過
多
は
、
■
に
、

▽
冷
た
い
も
の

（デ
ザ
ー
ト

・
飲
み
物

・

生
野
菜
）
▽
牛
乳

・
ヨ
ー
グ

ル
ト

・
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム

・
バ
タ
ー

・
ヨ
ー
グ
ル
ト
▽

精
白
小
麦
粉
お
よ
び
そ
の
加
Ｅ
食
品
▽
砂

糖
お
よ
び
砂
糖
を
使

っ
た
食
べ
物

▽
果

物

・
果
汁
▽
油
脂
や
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー

ツ

・
ナ
ッ
ツ
類

・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

・
場
げ

た
も
の
▽
香
辛
料
▽
ア
ル
コ
ー
ル
や
コ
ー

ヒ
ー
や
お
茶
類
▽
薬
物

（市
販
の
ビ
タ
ミ

ン
剤

・
ド
リ

ン
ク
剤

・
農
薬

。
化
学
肥

料
）
の
摂
り
す
ぎ
で
す

（１
度
に
大
量
で
な
く

て
も
、
中
く
ら
い
を
毎
日
摂

っ
て
い
れ
ば

摂
り
過
ぎ
で
す
し
、
１
人
ひ
と
り
の
許
容

量
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
）。

こ
う
い
う
傾
向
を
持

つ
人
々
は
、
た
い

て
い
陰
性
体
調
に
傾
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。

一
方
、
陽
性
過
多
は
、
主
に
、

△
肉
類

。
鳥
類

・
魚
類
、
そ
れ
ら
の
卵
や

加
工
食
品
△
硬
め
の
チ
ー
ズ

（熱
々
の
と

き
は
柔
ら
か
く
て
も
、
室
温
で
同
く
な
る

も
の
を
含
む
）
△
塩
辛
い
も
の
△
堅
く
焼

い
た
塩
普
油
せ
ん
べ
い
類
△
ク
ラ
ッ
カ
ー

や
ク
ッ
キ
ー
△
硬
め
の
パ
ン
△
味
の
濃
い

料
理
の
摂
り
過
ぎ
で
す
。
こ
う
い
う
食
べ
物
の

多
か
っ
た
人
々
は
、
陽
性
体
調
に
傾
い
て

い
る
で
し
ょ
う
。

両
方
と
も
食
べ
合
わ
せ
て
い
た
と
い
う

陰
陽
両
極
端
な
飲
食
物
を
過
剰
摂
収
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
秋
は
夏

の
不
養
生
の
ツ
ケ
が
回
っ
て
く
る
季
節
。

冷
た
い
も
の
、
凍

っ
た
も
の
を
と
り
わ
け

多
く
食
べ
て
し
ま

っ
た
場
合
、
体
調
不
良

の
引
き
金
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

殊
勝
な
心
境
に
な
っ
て
改
善
さ
れ
る
ま

で
、
体
調
が
中
庸
に
戻
る
よ
う
メ
ニ
ュ
ー

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

食
材
の
選
び
方

化
学
物
質
を
含
ま
な
い
食
材
に
限
り
ま

す
。
穀
類
お
よ
び
そ
の
加
工
品
は
、
国
産

が
最
適
で
す
。
生
野
菜
類
は
、
そ
の
土
地

（少
な
く
と
も
国
産
）
で
と
れ
た
句
の
も

の
で
、
自
然
農
法
あ
る
い
は
露
地

・
有
機

栽
培
さ
れ
た
も
の
が
最
適
で
す
。

農
薬
や
化
学
肥
料

・
殺
菌
剤
な
ど
が
施

さ
れ
て
い
る
食
品
や
添
加
物
の
人

っ
た
食

品
を
使
い
続
け
て
い
る
と
、
改
善
は
見
込

め
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
４
カ
月
は
、
無

農
薬

。
無
化
学
肥
料

。
無
添
加
物
に
厳
し

く
こ
だ
わ
り
ま
し
ょ
う
。

調
整
の
仕
方

傾
い
た
体
調
を
中
庸
に
戻
す
調
理
法
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

調
理
器
具
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
で
き

る
限
り
、
よ
い
条
件
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

ど
の
よ
う
な
症
状
の
場
合
で
も
、
お
す
す

め
で
き
る
鍋
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
土
鍋

（黒

と
―――
が
あ
り
ま
す
。
遠
赤
外
線
が
出
て
、

仕
上
が
っ
た
料
理
は
、　
つ
く
っ
た
腕
は
同

じ
で
も
、
全
く
違
う
優
し
い
ま
ろ
や
か
な

味
に
な
り
ま
す
。
金
属
イ
オ
ン
が
料
理
に

混
入
す
る
心
配
も
不
要
で
す
）。

テ
フ
ロ
ン
加
Ｅ
や
ホ
ー
ロ
ー
鍋
、
ア
ル

ミ
鍋
、
安
価
な
普
通
の
上
鍋
も
避
け
ま
す
。

２
番
目
の
お
す
す
め
鍋
は
、
厚
底
の
ス
テ

ン
レ
ス
製
の
も
の
で
す
。

や
や
陽
性
寄
り
に
す
る
場
合
は
、
切
り

方
は
よ
り
細
か
く
刻
ん
だ
り
、
よ
り
薄
く
、

よ
り
細
く
切
っ
た
り
し
て
、
熱
が
十
分
に

通
る
よ
う
に
し
て
陽
性
化
を
促
し
ま
す
。

コ
ト
コ
ト
時
間
を
か
け
て
煮
込
む
の
も
、

陽
性
化
を
進
め
ま
す
。

味
を
濃
く
す
る
ば
か
り
が
陽
性
化
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
反
動
に
よ
っ
て
、
甘
い
も

の
を
欲
し
く
な
り
ま
す
。
味
囀
汁
を
少
々

濃
く
し
た
い
場
合
は
、
だ
し
昆
布
を
多
め

に
し
て
ミ
ネ
ラ
ル
を
増
や
す
と
か
、
豆
味

噌
を
少
々
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

や
や
陰
性
寄
り
に
す
る
場
合
は
、
全
く

こ
の
反
対
に
し
ま
す
。

い
た
だ
き
方

よ
く
噛
む
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
静
か
な

Ｂ
Ｇ
Ｍ

（バ
ッ
ク

・
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク
）
を
聴
き
と
れ
る
程
度
の
音
量

に
し
て
、
感
謝
し
な
が
ら
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
人
の
話
を
心
か
ら
よ
く
聴
く
こ

と
で
す
。
「聞
く
」
と

「聴
く
」
の
違

い

を
心
に
置
き
な
が
ら
。

□
梅
干
し
ボ
イ
ル
ド

・
白
菜
ロ
ー
ル

●
材
料

（
４
人
前
）

白
菜
…
…
大
葉
２
枚

（１
２
０
ｇ
～
）

梅
干
し
…
…
中
１
個

（１０
ｇ
程
度
）

水
…
…
１
カ
ッ
プ

刻
み
ね
ぎ

（細
か
く
み
じ
ん
切
り
）
…
…

大
さ
じ
％

葛
粉
…
…
小
さ
じ
１

（大
さ
じ
１
の
水
で

浸
し
て
お
く
、
好
み
で
醤
油
数
滴
）

●
作
り
方

●
自
菜
は
、
芯
と
周
囲
の
ヒ
ラ
ヒ
ラ
葉
を

切
り
離
す
。
芯
は
そ
ぎ
切
り
、
葉
は

一
口

サ
イ
ズ
に
ち
ぎ
る
。

②
鍋
に
水
を
入
れ
、
梅
千
し
の
種
と
細
か

く
叩
い
た
果
肉
を
入
れ
て
煮
立
て
、
●
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の
芯
を
入
れ
、
沸
騰
し
た
ら
フ
タ
を
し
て

２
分
し
た
ら
小
さ
め
の
金
ザ

ル
に
取
り
上

げ
、
す
ぐ
葉
を
入
れ
フ
タ
を
し
て
１
分
し

た
ら
火
を
と
め
る
。
葉
を
同
じ
金
ザ

ル
で

取
り
上
げ
る
。
白
菜
は
絞
り
す
ぎ
な
い
よ

う
、
そ
の
ま
ま
熱
を
と
る
。

Ｏ
刻
み
ね
ぎ
と
②
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
器

に
盛
り
付
け
る
。

Ｏ
②

の
ゆ
で
汁
に
水
を
溶
き
、
葛
粉
を

加
え
、
透
き
通
る
ま
で
、
ゆ
っ
く
り
と
混

ぜ
、
フ
ツ
フ
ツ
い
い
だ
し
た
ら
、
そ
の
ま

ま
１
分
練

っ
て
、
半
分
量
を
小
さ
め
の
ソ

ー
ス
器
に
移
す
。
も
う
片
方
の
鍋
に
残

っ

た
も
の
に
醤
油
を
数
滴
落
と
し
て
風
味
付

け
を
し
、
別
の
ソ
ー

ス
器
に
移
し
て
、

０
に
添
え
る
。
好
み
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ソ
ー
ス
を
か
け
る
。

□
昆
布
と
切
り
干
し
大
根
の
煮
物

●
材
料

（
４
人
分
）

切
り
干
し
大
根
…
…
２０
ｇ

醤
油
…
…
大
さ
じ
２
～

に
ん
じ
ん
…
…
２５
ｇ

（あ
れ
ば
青
緑
の
彩

り
に
い
ん
げ
ん
２
本
を
さ

っ
と
同
ゆ
で
）

●
作
り
方

●
鍋
に
水
と
千
し
椎
茸
を
入
れ
、
だ
し
昆

布
を
濡
ら
し
て
出
し
、
キ
ッ
チ
ン
ば
さ
み

で

「
５

ｃｍ
長
さ

。
２
～
３

ｍｍ
幅
」
の
千
切

り
に
し
、
鍋
に
入
れ
る
。
干
し
椎
茸
を
取

り
出
し
、
石
づ
き
を
除
き
、
十
文
字
に
切

り
、
さ
ら
に
薄
く
ス
ラ
イ
ス

（は
さ
み
）

し
て
鍋
に
戻
し
て
お
く
。

②
切
り
千
し
大
根
を
さ
っ
と
洗

っ
て
水
切

り
。
に
ん
じ
ん
は
千
切
り
に
し
て
お
く
。

０
０
の
鍋
に
②
を
広
げ
、
表
面
を
平
ら

に
し
て
、
沸
騰
し
た
ら
フ
タ
を
し
て
具
材

す
べ
て
が
柔
ら
か
く
な
る
ま
で

コ
ト
コ
ト

弱
火
で
煮
る
。

●
普
油
を
回
し
入
れ
て
、
に
ん
じ
ん
を
上

に
広
げ
、
鍋
返
し
、
あ
る
い
は
静
か
に
上

下
を
返
し
て
フ
タ
を
し
て
１
分
、
を
２
回

ほ
ど
繰
り
返
し
た
ら
火
を
と
め
る
。
１０
分

間
蒸
ら
し
て
か
ら
器
に
盛
り
付
け
る
。

Ｏ
あ
れ
ば
、
国
ゆ
で
し
た
い
ん
げ
ん
を
斜

め
に
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
た
も
の
を
中
央
に

ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
。

□
蓮
の
実

。
あ
ず
き

。
蓮
根
の
煮
物

●
材
料

（
４
人
分
）

蓮
の
実
…
…
％
カ
ッ
プ

（１
晩
浸
水
）

あ
ず
き
…
…
％
カ
ッ
プ

（洗

っ
て
水
を
切

っ
て
お
く
）

蓮
根
…
…
％
カ
ッ
プ

（薄

い
、
い
ち
ょ
う

切
り
）

だ
し
昆
布
…
…
５

ｃｍ
角

（水
に
濡
ら
し
て

５

ｍｍ
角
に
は
さ
み
で
切

っ
て
お
く
）

塩
…
…
小
さ
じ
％
～

普
油
…
…
小
さ
じ
１
～

水
…
…
適
量

（最
初
は
鍋
の
中
の
具
材
の

表
面
上
２

ｃｍ
程
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
）

あ
さ
つ
き

。
パ
セ
ツ
…
…
大
さ
じ
１
ず

つ

（薬
味
と
し
て
ミ
ッ
ク
ス
し
て
お
く
）

●
作
り
方

●
鍋
に
千
切
り
し
た
昆
布
を
入
れ
、
そ
の

上
に
蓮
の
実

。
蓮
根

・
あ
ず
き
と
重
ね
広

げ
る
。
水
を
具
材
の
表
面
か
ら
２

ｃｍ
程
度

加
え
て
点
火
し
、
中
火
で
フ
タ
な
し
で
具

材
が
躍
る
程
度
の
入
力
。

②
煮
＃
一
つ
た
ら
フ
タ
を
し
、
弱
火
に
し
て

約
１
時
間
程
度

コ
ト
コ
ト
煮
る
が
、
表
面

か
ら
水
分
が
み
え
な
く
な

っ
た
ら
、
差
し

水

（表
面
か
ら
１
～
２

ｃｍ
）
を
し
て
柔
ら

か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

Ｏ
●
が
柔
ら
か
く
な

っ
た
ら
、
塩
味
中
心

（濃
す
ぎ
な

い
よ
う
に
）
に
し
て
、
香
り

付
け
に
持
油
を
数
滴
か
ら
小
さ
じ
１
。
回

し
て
鍋
返
し
を
し
て
味
を
調
和
さ
せ
る
。

０
器
に
盛
り
付
け
１１
か
ら
薬
味
を
散
ら
す
。

■温野菜が最高の仕上がりに。「温

野菜生活Jのための魔法の蒸気鍋 3

■鍋本体と穴なしトレーのすき間から

生じる「循環乾燥蒸気」が食材の持

つ栄養風味を損なわずに調理c■「蒸

すJ「温めるJ「ゆでるJ「煮るJに加え

て「解凍」が可能。脱電子レンジ派の

方にも対応.■鍋本体は特許「あ、きこ

ぼれない!山本なべJ。 シコシヨ・ツルツ

ルの極上麺がゆで上がる。■超対流

性能と高い熱効率によリコトコト煮込

むお1理にも最適.■高級ステンレス使

用+多層構造 (1層 +底 3層サl:着構造 )`

全熱源対応 .失しく高耐久性。■こ

びりつきにくく、洗いやすい独自形 J犬

&鏡山i仕上げ()

スチーム調理の革命

「循環乾燥蒸気」

山本スチームバン

NYS-2712,600円 (税込・送料別 )

[サ イ ズ]本体段下内径27cm
[満水容量 ]550

お求めは全国の自然食品店で。
または、下記までお問合せ下さい。

かんたろう含資会社
〒154-0002東 京都世田谷区下馬 4‐ 4-8-203

TEL.03‐ 3412‐ 5126 FAX.03‐ 3412‐5184

山本スチームパン公式サイト

http:/′www.onyasaiseikatsu.com/

直販サイト

http:ノ/onyasaiseikatsu.ocnk.net/
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裁傷嬌浄あずb・増態のな物 1駒職trllTIさ隷のな物

申t      
。②_鸞 、も|~鶴
らヶ颯x2～3o‐〕

色飲裁警塾考亀
鷲ヽタルヽと口lfズにぢモろ
,こ 1ま 篭ゞ
｀
切りヽこ寄う

″もヽ

素i轟   1  
糸田
1:意」冤
り  tηり千し

,外

昆

葛TttJ]卜
・ 卜煮.ろ l③  J   /壌 魏猛

甥 た  | 
▼  げb

〕幕と、ttも _5s贅ドウ3③鷺畿 塩、壺ボ柔らかく
ヂ  義ひ鷲ξ摯‐④

①った ③

竃[嚇::nt)駐
じ合あせ

(3)          、
ギ分は様〕も、
季実,t半分は

電襲由ど属ゃ朱4↓けし、 ゃが
'十摯|ゆ界に乗みけ。そ券みデザちぅか9

ノ`、スもか1サろ.
(D ttt議リフリ.養味錯も守

(3)ヽに督ッBゅぜインゲ
｀
シめ

ス,イス電卜ヽソげシク
ロ
する

鷲様にぶЧルド・自象口→レ

伯 方 塩 業 株 式 会 社

〒790-0813 愛媛県松山市萱町4丁 目4-9
T[L(089)922-2560(代 )FAX(089)922-9669

/簑

粗 塩
あらゆる料理・調味に、どん

な用途にも中広くご使用い

ただけます。食品加 li、バン、

麺類などにもどうぞ。

焼 塩
人好評の「伯方の塩 (粗塩)J

を「焼塩」にしたものです。

小粒でサラッとして使いや

すく卓上川にぴったりです。

フ ル ール・ド・セ ル

塩が結晶するとき最初に浮

き Lがる大粒のお塩です。
カリッとしたllJごたえとお

だやかな塩味が特徴です。
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ｌ

ＭｏＮ

発芽玄米こはん       ‐
田梅干しボイルド・白莱ロール

□切り干し大根の煮物

かぼちゃと長ネギの昧暗汁

黒生こま入り玄米こはん

三色きんぴら        ‐

具だくさん昧増汁 (毘布だし。根菜類 。わかめ・豆

味暗)

かぼちゃときつま芋の茶巾絞り

２

ＴｕＥ

そば寿司 (具はあさつきの湯びき、にんじんの蒸し

煮)

キクイモと金針菜の煮物

小松菜の磯あえ (自こまトッピング)

玉ねぎとわかめの昧噌汁

粒そば入り玄米こはん (あさつき 。刻みかぼちゃ種

トッピング)

ひじき蓮根

風呂吹き大根 (ゆず味噌ソース)

３

ｗＥＤ

蓮の実入り発芽玄米こはん

切り干し大根とわかめ。ゆで金針菜の自ごまあえ

かばちゃ。こぼう。玉ねぎの味噌汁

黒生こま入り玄米こはんの炒飯 (にんにく警油づ

け。長ねぎ。高菜漬・自切りこまトッピング)

梅書の即席中華スープ (ふのり。あさつき 。しよう

が汁)            .
蒸し野菜 (スライスごぼう。大根。かばちゃ)

４

ＴＨｕ

皮つき八卜麦入り発芽玄米こはん

メカブと刻み松の実 。小松菜のあえもの

切り干し大根の味暗汁 (混合だし汁・切り干し大

根 。にんじん 。こぼう。薬昧に刻みあさつき)

粒そば入り玄米こはん (あさつき。刻みヒマワリ種

トッピング)

ねぎ昧噌 (長ねぎ・豆昧噌)、 春菊のお浸し少々

□蓮の実・あずき・蓮根の煮物

５

ＦＲ‐
．

かけそば

玉ねぎの味噌煮 (玉ねぎ・豆味暗・玄米甘酒・千切

り昆布・水・亥」みパセリ)

キクイモの含め煮と小松菜 (蒸し)添え

黒生こま入り玄米こはん

ひじき蓮根少々

粟のシチュー (玉ねぎ・にんじん・こぼう。かぼち

ゃ。キャベツ。もち粟・刻みパセリ)

麻の実と粟入り発芽玄米こはん

すり卸し蓮根の蒸し椀 (ユ リ根・

ん 。春菊 )

三色きんぴら少々

粒そば入り玄米たきこみこはん (干 し舞茸 。こぼ

きくらげ・ぎんな  う・にんじん。油揚げ・粒そば。刻みあさつきト
ッピング)

清し汁 (昆布だし汁・ふのり・春雨。小松菜・白玉

団子)
SAT.

７

ｓｕＮ
。一汁―菜を基本にして、玄米ごはんには黒ごま塩を1食に小さじ1杯、古漬けたくあんの薄切り1切れを添えましょう。
。一口について、50回は噛んでいただきましょう。
。素材の旨みや風味を引き立てる味付けと味覚に慣れましょう。

45●′′αε″οbわ r″ン
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皮つき八卜麦入り発芽玄米こはん

蓮根八ンバーグ (す り卸し蓮根・葛少々・豆腐

少々・小麦粉少々・玉ねぎ・葛醤油ソース)、 温

野菜添え・ヤンノー汁粉

麻の実入り玄米こはん 。蒸しかぼちゃ少量にかぼち

ゃ種トッピング

ノーオイル八宝菜 (黒きくらげ・干し椎茸・昆布は

下味をつけ、煮ておく。自菜・ごぼう。蓮根 :に

んじん。小松菜は蒸しておく。だし汁に葛肝 姜

油 。しょうが汁を混ぜて先に加熱し、蒸し野菜を

あえる)



難聴を改善する民間療法
細川順讃

●メディカルコンサルタント

サ血
プ液

ヽ

1リ

ン

リ

メ

ン
ト
、
一
背
・腹
運
動

パ
液
を
浄
化
す
る

【ヤ
ン
ノ
ー
】　
　
　
　
　
●
一

ヤ
ン
′
―
は
、
小
豆
を
焙
煎
し
て
粉
木

に
し
た
も
の
で
す
。

小
豆
は
、
腎
臓
の
機
能
を
高
め
る
効
果

が
あ
り
ま
す
が
、
強
い
陰
性
成
分
が
共
存

し
て
い
ま
す
。
こ
の
陰
性
成
分
が
作
用
す

る
と
、
腎
臓
を
は
じ
め
泌
尿
器
の
組
織
を

弛
緩
さ
せ
機
能
低
下
を
招
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
薬
用
と
し
て
利
用
す
る
に
は
、
細

心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

小
豆
は
、
低
温
で
ゆ
っ
く
り
焙
煎
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
有
効
成
分
が
活
性
化
し
、

陰
性
成
分
は
分
解
し
て
作
用
が
消
え
ま
す
。

こ
の
形
に
す
る
と
、
泌
尿
器
の
機
能
を
高

っ
協
劫
標
け
囀
漱
れ
¨
討
Ｆ
飲
用
し
て
も

十
分
吸
収
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
強

く
結
合
し
た
分
子
を
引
き
離
し
、
水
分
子

と
結
合
さ
せ
る
こ
と
で
吸
収
率
が
上
が
り

ま
す
。

◎
飲
み
方

①
土
鍋
、
ま
た
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
鍋
に
ヤ
ン

ノ
１
３
～
５
ｇ
、
塩
０

・
５
～
ｌ
ｇ
、
水

５
０
０

ｃｃ
を
入
れ
、
か
き
混
ぜ
る
。

②
中
火
に
か
け
、
温
度
が
上
が
っ
て
き
た

ら
弱
火
に
し
て
、
４
０
～
５
０
分
加
熱
。

１
５
０
～
２
０
０

ｃｃ
の
量
に
者
諾

め
る
。

③
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
ー
杯

（２
～
３
ｇ
）

の
高
を
、
水
３
０
ｃｃ
に
溶
い
て
入
れ
、
５

分
煮
る
。

①
２
～
３
国
に
分
け
て
飲
む

【パ
ナ
ケ
ア
】

パ
ナ
ケ
ア
は
、
紫
イ
ペ
と
プ
ロ
ポ
リ
ス

の
複
合
し
た
も
の
で
す
。

紫
イ
ペ

（タ
ベ
ブ
イ
ア

・
ア
ベ
ラ
ネ
ダ

エ
）
は
、
広
範
囲
な
作
用
を
持
っ
て
い
ま

す
。
炎
症
、
痛
み
、
免
疫
、
代
謝
、
造
血
、

循
環
、
止
血
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
ポ
リ
ス
も
広
く
、
臓
器
全
体
の
機
能

け哺わ、いに取議胸＝詢議州牌帥れ一

嵩属
叫
ず
なま

ル̈
冽けっな利引れ．ｒ相砕脚雌農』

に
優
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
循
環
器
、

消
化
器
、
呼
吸
器
、
肝
臓
、
腎
臓
な
ど
の

機
能
を
高
め
ま
す
。

耳
の
機
能
は
、
リ
ン
パ
循
環
と
、
血
液

循
環
と
腎
臓
機
能
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。　
ロ

ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
総

合
的
に
向
上
さ
せ
ま
す
。

【浄
身
粉
】

ハ
ト
麦
の
有
効
成
分
を
、
最
も
効
率
よ

く
利
用
で
き
る
形
に
し
た
も
の
が
浄
身
粉

で
す
。
体
内
の
老
廃
物
、
毒
素
、
水
分
、
脂
質
、

た
ん
ぱ
く
分
解
産
物
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
不

要
物
質
を
排
除
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ

っ
て
、
リ
ン
パ
液
と
血
液
が
浄

化
さ
れ
、
全
身
の
循
環
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
耳
の
内
部
組
織
の

循
環
も
活
発
化
し
、
滞

っ
て
い
る
老
廃
物

が
排
泄
さ
れ
ま
す
。
蝸
牛
の
内
部
も
、
き

れ
い
な
リ
ン
パ
液
に
満
た
さ
れ
て
、
音
の

伝
導
が
円
滑
に
な
り
ま
す
。

【背
腹
運
動
】

身
体
組
織
の
中
心
を
支
え
て
い
る
脊
柱

オーサワのヤンノー

100g535円 (税込)

パナケア

138g21,o00円 (税込 )

ν
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背‐腹‐1運‐1動

脊柱をリズミカルに左右に振ると、歪んだ脊柱の椎骨が整つて、自律神経が安定し、臓器全体の機能が

高まります。全身の血液とリンパ液の循環が促進され、特に頭部の循IP~が旺盛になります。したがつて脳、

目、鼻、耳、のどなどの機能が活発になります。

|)正座の姿勢のようなポーズをとり、つま先をイラ
ストのように伸ばします (つま先立ちではありま

せん)。

2)尾てい骨を支点にして、脊柱を 1本のしなやかな
竿のようにして、左右に揺振します。体を左右に

傾けることに、下腹に力を入れて押し出すように

します。

※ l秒で 1往復くらいのスピードで、|～ 5分間行います。
※筋肉の力を抜いて、リラツクスして行います。力が入つ

ていると効果が薄れます。

※ひざは、肩幅程度に開いてください。

テーマ    掲載号
1 高血圧    2000年 4月
2 低血圧    2000年 5月
3 冷え性     2000年 6月
4 便秘
5 月巴

'商6 夏ばて
7 生理不順    2000年 10月
8 頭痛 2000年 11月

2001年 1月
2001年 2月
2001年 3月
2001年 4月

テーマ 掲載号

21乗 り物酔い  2001年 12月
22食あたり   2002年 1月
23虚弱体質   2002年 2月
24更年期障害  2002年 3月
25眼精疲労   2002年 4月
26いびき 2002年 5月
27歯周病    2002年 6月
28晴緒不安定  2002年 7月
29虫歯 2002年 8月
30近視 乱視 遠視 老眼 2002年 9月
31かみ合わせ異常 2002年 10月
32食物アレルギー 2002年 11月
33水虫 2002年 12月
34ド ライアイ  2003年 1月
35座骨神経症  2003年 2月

テーマ    掲載号
41糖尿病    2003年 8月
42肝臓病    2003年 9月
43肝臓病    2003年 10月
44ア トピー性皮膚炎 2003年 11月2000年 7月

2000年 8月
2000年 9月

45鼻炎
46がん

2003年 12月

200“■1月

9 不正出血   2000年 12月
10,31牙 F

ll肌荒れ
12花粉症
13不眠症

47不正出血   200狛 三2月
48子宮内膜症  200“ 三3月
49胃腸障害   200“ 三4月
50骨が弱くなつた 200“三5月
51痔 2004年 6月
52低血糖症   200狛 三7月
53過敏性腸症候群 200“三8月
54扁桃腺炎   200準 9月
55肌の トラブル  2004410月
56二 日酔い   200“ F12月
57下痢 2005年 1月
58高脂血症   2005年 2月
59体力低下   2005年 3月

14性欲減退   2001年 5月
15抜け毛 フケ 2001年 6月
16あせも 2001年 7月
17しみ そばかす 2001年 8月
18肩凝り 五十肩 2001年 9月
19い ぼ 魚の目 たこ 2001年 10月
20口臭 体臭  2001年 11月

36夜泣き
37花粉症
38冷え性
39便秘
40あせも

2003年 3月
2003年 4月
2003年 5月
2003年 6月
2003年 7月

ご希望のバックナンバーを頒布いたします。2000年 4月 号～2004年 3月 号……300円 (税・送料込み)、 2004年

4月 号～……630円 (税 送料込み)。 掲載号
‐をご折定のうえ、お電話・FAXで ご注文ください。ご注文の品に

請求書と振込用紙を同封いたします。※在庫に限りがございますので、占|:切れの際はご容赦 lfrlぃ ます。

〒151-0065 東京都渋谷区大山町115 日本CI協会 Tc103-3469‐7631 Fax 03-3469‐ 7635
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は
、
３３
個

の
椎
骨
か
ら
成
り
、
椎
間
板

（軟
骨
）
を
間
に
挟
ん
で
ク
ッ
シ
ョ
ン
と

し
、
靱
帯
と
筋
肉
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て

い
ま
す
。

」ヽう
し
て
、
１
本
の
柱
に
な

っ

て
体
の
主
要
部
を
支
え
て
い
ま
す
。
脊
柱

の
中
に
は
、
脳
幹
か
ら
連
な

っ
て
い
る
大

い
自
律
神
経
の
束
が
通

っ
て
お
り
、　
一
つ

ひ
と
つ
の
椎
骨
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
神
経
が

出
て
、
身
体
各
部
の
器
官
に
く
ま
な
く
分

布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
神
経
を
通
じ
て
、

脳
幹
か
ら
の
信
号
を
全
身
に
送
り
、
身
体

が
正
常
に
機
能
で
き
る
よ
う

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。
脊
柱
が
わ
ず
か
に
狂

っ

た
だ
け
で
も
、
と
た
ん
に
全
身
が
機
能
異

常
を
起
こ
し
ま
す
。

背
腹
運
動
は
、
脊
柱
と
骨
盤
を
整
え
、

血
液

・
リ

ン
パ
循
環
を
増
進
し
、
神
経

系

・
ホ
ル
モ
ン
系
を
改
善
し
、
消
化
器
、

循
環
器
の
機
能
を
高
め
ま
す
。
特
に
、
頭

部
の
循
環
を
促
進
し
て
機
能
を
向
上
さ
せ

ま
す
。
頭
部
に
は
、
脳
を
は
じ
め
、
日
、

鼻
、
耳
、
耳
下
腺
、
扁
桃
、
甲
状
腺
な
ど

重
要
な
器
官
が
揃

っ
て
お
り
、
全
体
が
同

時
に
機
能
高
進
し
ま
す
。

【リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
】

リ
ン
パ
は
、
リ
ン
パ
球
を
は
じ
め
、
ホ

ル
モ
ン
、
脂
質
、
体
各
組
織
か
ら
‐１１
収
し

た
老
廃
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
運

搬
す
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

リ
ン
パ
が
滞
る
と
、
至
る
と
こ
ろ
に
水
分

や
老
廃
物
が
蓄
積
し
て
、
炎
症
や
変
性
な

ど
障
害
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

リ
ン
パ
が
流
れ
る
リ
ン
パ
管
は
、
血
管

と
は
異
な
り
自
動
運
動
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
動
脈
の
伸
縮
運
動
や
筋
肉
の

伸
縮
に
頼
ら
な
け
れ
ば
、
流
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

リ
ン
パ
は
、
身
体
各
部
を
常
に

〓
疋
方

向
に
流
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
リ
ン
パ
循
環

を
外
か
ら
補

っ
て
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ

せ
る
の
が
、
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。

リ
ン
パ
の
流
れ
の
方
向
に
そ

っ
て
、
断
続

的

・
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
連
続
圧
力
を
加
え
て

い
く
と
、
流
れ
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
全

身
の
リ
ン
パ
循
環
が
よ
く
な
る
と
、
耳
の

内
部
の
リ
ン
パ
循
環
も
そ
れ
に
つ
れ
て
ス

ム
ー
ズ
に
流
れ
ま
す
。

【耳
マ
ッ
サ
ー
ジ
】

耳

（耳
介
）
を
前
後
上
下
に
揉
み
ほ
ぐ

す
と
、
耳
の
外
側
と
同
時

に
内
部
も
血

液

・
リ
ン
パ
の
循
環
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
耳
に
は
多
く
の
ツ
ボ

（経
穴
）

が
あ
り
、
こ
れ
を
刺
激
す
る
こ
と
で
内
部

の
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
や
り
方

①
両
耳
を
、
１
分
間
よ
く
揉
み
ほ
ぐ
し
ま

す
。

②
次
に
、
人
差
し
指
を
耳
穴
に
入
れ
、
前

後
に
細
か
く
振
動
さ
せ
ま
す
。
２０
～
３０
秒
。

【冷
湿
布
】

皮
膚
に
、
短
時
間
冷
刺
激
を
加
え
る
と
、

反
作
用
で
血
管
が
拡
張
し
て
血
流
が
数
倍

増
加
し
ま
す
。
同
時
に
、
ツ
ボ

（経
穴
）

を
刺
激
し
て
関
連
器
官
の
機
能
を
高
進
し

ま
す
。
牌
臓
の
反
射
部
位
に
冷
湿
布
を
行
う
と
、

刺
激
が
リ
ン
パ
系
全
体
に
波
及
し
て
、
循

環
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
脂
質
の
代

謝
が
増
進
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
耳

の
内
耳
の
循
環
も
よ
く
な
り
ま
す
。

頸
椎
を
刺
激
す
る
と
、
脊
髄
を
通
し
て

全
身
の
自
律
神
経
に
影
響
を
与
え
、
各
器

官
の
機
能
を
高
め
ま
す
。
そ
の
作
用
は
、

耳
の
組
織
に
も
影
響
を
与
え
て
、
内
耳
の

循
環
を
促
進
し
ま
す
。

◎
や
り
方

①
左
脇
の
下
１
５
～
１８

ｃｍ
の
位
置

（牌
臓

に
最
も
近
い
場
所
）
を
５
～
１０
秒
冷
や
す
。

②
首
の
付
け
根

（頸
椎
６

ｏ
７
番
）
付
近

を
５
～
１０
秒
冷
や
す
。

◎
使
用
す
る
も
の

冷
た
い
お
し
ぼ
り
、、
冷
湿
布
用
パ
ッ
ド
、

ス
ポ
ー
ツ
氷
嚢
な
ど
い
ず
れ
か
の
も
の
。

【し
よ
う
が
湿
布
】

し
ょ
う
が
湿
布
は
、
血
行
を
著
し
く
増

進
し
ま
す
。

し
ょ
う
が
に
含
ま
れ
る
成
分
、
ジ
ン
グ

ロ
ー
ル
、
シ
ョ
ー
ガ
オ
ー
ル
、
ジ
ン
ギ
ベ

ロ
ー
ル
、
シ
ト
ラ
ー
ル
、
リ
ナ
ノ
ー
ル
、

メ
チ
ル
ヘ
プ
テ
ノ
ン
な
ど
は
、
血
管
を
大

き
く
拡
張
し
て
血
流
を
盛
ん
に
し
ま
す
。

そ
の
作
用
は
、
皮
膚
の
表
面
だ
け
で
な
く

内
部
組
織
ま
で
及
ん
で
、
機
能
を
高
め
ま

キ

，

。
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●用意する物

タオル …………5～ 6枚
ガーゼ…………20× 20 cm

鍋・………………lイ固

おろし器 …・… l個

湯のみ…………細長い物

ひねしょうが・̈ 100g
こんにゃく……l～ 2枚
塩・…………………小さじ山盛り2～ 3杯

●手順

① しょうがをすりおろし、布でこす。40～ 5□ cc。

O鍋に湯を沸かし、塩とこんにゃくを入れて加熱する。
◎ しようが汁を湯呑みに入れて熱湯中のこんにゃくの上に置く。湯煎で温める (約

55°Cまで)。
④タオル 1枚を、患部の広さに合わせて折りたたむ。

⑤加熱したこんにゃくをタオル 2～ 3枚で包む。

◎タオルに包んだこんにゃくの上に折りたたんだタオルを置き、その上から、しょ

うが汁を流して浸み込ませる。

②患部にタオルを l枚敷いて、その上からしょうがを含んだ面を下にして当てる。
◎上からタオルまたはバスタオルをかぶせて保温する。

◎熱い場合はタオルの枚数を増やして温度を調節。

●時間は 15分から 30分。皮膚が赤くなればよい (貧血、がんは発赤しないことが
多い)。

※こんにゃくは繰り返し使用できる。
※こんにゃくの代用……使い捨てカイ回、アイスノン、塩

●用意する物

ガーゼまたはさらし本綿 50～ 100 cm

ペーパータオルまたは和紙

紙テープ

おろし器 (陶器がよい)

ボール (中～大)

へらまたはじゃもじ

里いも……患部の広さによって適量。白いもの子いも。

赤いも、親いもは不可。

ひねしょうが・…里いもの 10%～ 20%
Jヽ麦粉または里いも粉……里いもと同量強。※ミネラル粉末

●手 1原

①里いもを洗い、皮を厚くむき (2～ 3mm)表 面の水分を拭き取り、おろし器
ですりおろす。

○ しょうかをすりおろ して混ぜ合わせる (里 いもの 10%)。 ミネラル粉末を

10～ 20%加えると効果大。
◎小麦粉を加えてよく練る。へらにすくい取つてすぐに流れ落ちない程度の硬さに

Jヽ麦粉の量を調節する。

④布へ伸ばす (厚さ 5～ 10 mm)厚 いほど効果が高しヽ
⑤患部へ員占る。

◎上に布およびペーパータォルを当てて、紙テープで止める。場所によっては包帯

などで止める。

●原則としてしょうが湿布を行つた後、里いもパスタを行う。パスタの上から温電

(おんあん)法を行う場合は、しょうが湿布を省いてもよい。重傷者は、しょう
が湿布→里いもパスタ→温奄法と連続して行う。

●のばした里いもの上へ、ガーゼを一枚敷いてから貼ると、後ではがしやすい。こ

の場合効果はやや低い。

●つなぎには小麦粉より里いも粉が最良。

●寝ていて動かない患者の場合は軟らかく練つてもよい。起きて動く患者の場合は

硬めに練る (小麦粉はつなぎのためなので、少ないほうが効果は大)。

●冬期、パスタが冷たい場合は、こたつ、ストーブなどで温めてから貝占る。

●ビニール、油紙など通気性のないものは使用不可。

腎
臓
と
耳
の
後
ろ
に
し
ょ
う
が
湿
布
を

行
う
と
、
中
耳

。
内
耳
ま
で
血
液

。
リ
ン

パ
の
循
環
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

【里
い
も
パ
ス
タ
】

里
い
も
に
合
ま
れ
る
多
種
多
様
の
酵
素
、

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
が
皮
膚
に
触
れ
る
と
、
内

部
組
織
の
老
廃
物
、
毒
素
を
吸
着
し
て
排

出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
、
し
ょ
う

が
湿
布
を
行

っ
た
直
後
、
血
行
が
盛
ん
に

な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
貼
る
と
、
特
に
効

果
が
あ
が
り
ま
す
。

【光
線
治
療
】

光
線
治
療
は
、
カ
ー
ボ
ン
ア
ー
ク
灯
に

よ
る
総
合
光
線
が
特
に
優
れ
た
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。

炭
素
を
ア
ー
ク
放
電
さ
せ
る
と
、
そ
こ

に
は
数
千
度
の
高
温
が
発
生
し
て
炭
素
原

子
は
プ
ラ
ズ

マ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、

炭
素
原
子
の
持

っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

光
に
変
わ

っ
て
放
射
さ
れ
ま
す
。
こ
の
光

は
、
本
炭
が
燃
え
て
出
す
光
と
同
質
の
も

の
で
、
そ
の
強
さ
は
木
炭
の
数
十
倍
で
す
。

波
長
は
、
可
視
線
２０
％
、
赤
外
線
７０
％
、

紫
外
線
０

・
５
％
を
含
ん
で
い
ま
す
。
赤

外
線
は
、
細
胞
を
活
性
化
す
る
波
長
８
～

‐４
μ
を
最
も
多
く
合
ん
で
い
ま
す
。

炭
素
原
子
は
、
超
高
温
で
熱
せ
ら
れ
て

崩
壊
す
る
と
、
内
部
に
包
合
す
る
エ
ネ

ル

ギ
ー
が
光
に
変
わ

っ
て
放
射
さ
れ
ま
す
。

こ
の
光
は
、
皮
膚
に
触
れ
る
と
生
体
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
て
体
内
に
吸
収
さ
れ

ま
す
。
千
不
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
た
細
胞
は
、

代
謝
が
高
進
し
て
機
能
が
高
ま
り
ま
す
。

血
液
細
胞

（赤
血
球
、
自
血
球
、
血
小

板
）
は
、　
千
不
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
て
活
性

化
し
、
全
身
を
巡

っ
て
各
器
官
で
そ
の
機

能
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
千
不
ル
ギ
ー
を

吸
収
し
た
体
内
の
水
分
子
は
、
活
性
が
上

が
り
細
胞
の
代
謝
を
高
め
ま
す
。

総
合
光
線
治
療
機
で
腎
臓
、
首
、
耳
を

治
療
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
耳
の
組
織
全

体
の
循
環
と
代
謝
が
高
ま
り
、
蝸
十
内
が

正
常
に
機
能
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま

す
。
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マクロビオテイック入門食材

●商品情報●

間
月
号
で
は

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
入

門
食
品

（―
週
間
体
験
セ
ッ
ト
）
を
こ
紹
介

し
ま
し
た
。
今
月
は
そ
の
姉
妹
版
、
「
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
入
門
食
材
セ
ッ
ト
」
を
取

り
上
げ
て
み
ま
す
。

同
商
品
は
、
「マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

食
事
を
つ
く
っ
て
み
た
い
が
、
玄
米
、
昧
噌
、

醤
油
、
塩
、
油
な
ど
、
ど
れ
を
選
ん
だ
ら
い

い
か
迷

っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
多
く
の
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
入
門
者
の
声
に
応
え
た
も

の

（オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
商
品
営
業
部
）
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
単
な
る
玄
米
菜

食
法
で
は
な
く
、
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
主
食
や
副
食
の
薔
´
・
、　
量
、
組
み
合
わ
せ
が

決
ま
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
玄
米
と
野
菜
を
食

べ
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

そ
う
い
っ
た
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
入
門
者

が
必
ず
ぶ
つ
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決

し
、
企
画

。
開
発
さ
れ
た
の
が
こ
の
商
品
で

す
。こ
存
知
の
よ
う
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

食
事
法
と
は
、
肉
、
魚
、
乳
製
品
、
砂
糖
を

摂
ら
ず
、
未
精
自
の
全
粒
穀
類
を
主
食
に
、

旬
の
野
菜
や
海
藻
、
豆
な
ど
を
、
個
人
の
体

雪
∵

体
調
に
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
こ
と
。
同
商
品
は
そ
の
実
践
に
必
要
な
主

食
、
基
礎
調
昧
料
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
ま

す
。リ

マ

・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
監
修
の
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
流
調
理
方
法
や
―
週
間

メ
ニ
ュ
ー
＆
レ
シ
ピ
集
付
き
な
の
で
、
あ
と

は

「
一
物
全
体
」
「身
土
不
二
」
の
原
則
に

基
づ
い
た
野
菜
を
用
意
す
る
だ
け
で
初
体
験

で
も
健
康
的
な
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ラ

イ
フ
が
楽
し
め
ま
す
。

品名

徳用・活1生発芽玄米

活性発芽玄米餅

自然海塩 石垣 (やきしお )
茜醤油

有機立科あわせ昧噌

特選胡麻塩

有機紅玉梅干

オーサワのこま油

オーサワなたね油

国内産どんこ

カット出し昆布

焼のり (天日乾燥)

有機熟成三年番茶 (テイーパック)

セット価格 9,550円 (税込 )
※セット商Ihiの人数は各1個

リマ東北沢店
●日本CI協会案内図

所在地 :15 0065東 京都渋谷区大山町 ‖ 5
Te1 03-3465-5021 Fax 03-3465-5022
休 日 :年中無休 (た だし 1月 |～ 2日 は休み )
営業時間 :午前 10時～午後 7時
最寄 り駅 :小田急線東北沢駅下車徒歩 2分

太山交差点 . 。

八百鷹 :1

東北沢

TAE

' 
,l\Ee**RFi!

―下
'じ

沢  ~`

Mac″οb′0′ιク″′ 2005 11● 50



●玄米酢と玄米 入浴斉」

●米ぬかと自

●日本酒とびわ茶の入浴剤

自然化粧品研究家●/Jヽ幡 有 樹 子

● PROttLE/おばた 。ゆきこ
1966年千葉県生まれ。カナダブリティッシュコロンピア大学卒業。1996年 渡米。
現在はニューヨーク在住。渡米当時から深刻な肌荒れに悩まされ、手作り石けんや

自然化粧品に出会う。趣味はお風呂、本屋へ行 くこと、猫の写真を撮ること、がら

くた探し、現在は年に 2度、東京で手作り石けんの講座をしている。著書は『キッ
チンでつくる自然食品』 (プ ロンズ新社)、 『肌に優 しい石けんJ(祥伝社)ほか。

日
本
を
離
れ
て
暮
ら
し
始
め
て
か
ら
１５

年
近
く
な
り
ま
す
が
、
年
を
重
ね
る
ご
と

に
恋
し
く
な
る
の
が
和
食
、
特
に
ど
は
ん

で
す
。
私
は
玄
米
に
小
豆
を
入
れ
た
も
の

が
好
き
で
、
近
所
で
は
な
か
な
か
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
他
州
に
あ

る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
シ
ョ
ッ
プ
か

ら
、
玄
米
や
も
ち
玄
米
、
小
豆
な
ど
を
購

入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ョ
ッ
プ
は
穀
類
、
豆
類
、
乾
物
、

調
味
料
な
ど
い
ろ
い
ろ
取
り
扱

っ
て
い
て
、

注
文
を
す
る
前
に
カ
タ
ロ
グ
を
眺
め
て
い

る
と
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
と
同
時
に
と
で
も

お
腹
が
空
い
て
き
ま
す
。
カ
タ
ロ
グ
の
商

品
を
見
な
が
ら
思
う
の
は
、
日
本
で
は
お

米
が
食
生
活
を
実
に
豊
か
に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
。
米
ぬ
か
、
日
本
酒
、
玄
米
酢
、

玄
米
水
飴
な
ど
な
ど
、
お
米
か
ら
作
ら
れ

て
い
る
食
品
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

今
月
は
そ
こ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
お

米
の
ち
か
ら
を
た

っ
ぷ
り
味
わ
え
る
入
浴

剤
を
３
種
類
作

っ
て
み
ま
し
た
。
冷
え
た

体
を
温
め
る
お
風
呂
、
乾
燥
し
た
肌
を
す

べ
す
べ
に
す
る
お
風
呂
な
ど
、
秋
冬
向
け

の
レ
シ
ピ
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

米
ぬ
か
と
自
然
塩
の
入
浴
剤

米
ぬ
か
と
自
然
塩
は
ど
ち
ら
も
美
肌
に

欠
か
せ
な
い
身
近
な
素
材
で
す
。
玄
米
を

精
製
す
る
と
き
に
と
れ
る
米
ぬ
か
は
、
ビ

タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
が
た
っ

ぷ
り
入
っ
た
胚
芽
油
を
含
ん
で
い
ま
す
。

米
ぬ
か
は
優
し
い
洗
浄
作
用
で
肌
を
す
べ

す
べ
に
し
、
保
湿
作
用
で
し
っ
と
り
潤
い

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

自
然
塩
も
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
体
を
温

め
る
作
用
や
、
代
謝
を
活
発
に
し
老
廃
物

を
取
り
除
く
作
用
が
あ
り
ま
す
。

米
ぬ
か
と
自
然
塩
を
合
わ
せ
た
入
浴
剤

は
、
お
湯
に
ゆ
っ
た
り
つ
か
る
だ
け
で
肌

が
す
べ
す
べ
に
な
っ
て
し
ま
う
、
う
れ
し
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い
レ
シ
ピ
で
す
。

◎
材
料

（
１
回
分
）

米
ぬ
か
…
…
％
カ
ッ
プ

自
然
塩
Ｔ
ｌ
Ｔ
…
・％
カ
ツ
プ

◎
作
り
方

米
ぬ
か
と
自
然
塩
を
混
ぜ
る
。

◎
使
い
方

サ
シ
ェ
や
綿
の
布
袋
な
ど
に
入
れ
、
そ

の
ま
ま
お
風
呂
に
入
れ
る
。
袋
を
も
ん
で

エ
キ
ス
を
出
す
。

◎
保
存
ま
と
め
て
作
り
お
き
を
す
る
場
合
は
、

米
ぬ
か
が
酸
化
し
に
く
い
よ
う
冷
蔵
保
存
。

３
カ
月
を
目
安
に
使
い
切
る
。

※
米
ぬ
か
は
ま
れ
に
サーーＬ
に
合
わ
な
い
場
合

が
あ
る
の
で
、
初
め
て
米
ぬ
か
を
使
う

人
は
、
人
浴
剤
と
使
用
す
る
前
に
米
ぬ

か
を
少
し
肌
に
つ
け
て
み
て
か
ゆ
み
が

お
風
呂
に
お
酢
を
入
れ
る
と
い
う
の
は

日
本
で
は
あ
ま
り
人
気
が
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
に
お
い
が
気
に
な
る

の
が
そ
の
理
由
だ
と
思
い
ま
す
が
、
お
酢

は
お
肌
に
と
て
も
い
い
の
で
す
。

肌
が
粉
を
ふ
い
た
よ
う
に
自
く
な
り
ひ

ど
く
か
さ
つ
い
た
と
き
、
私
は
お
酢
入
り

の
お
風
呂
に
入
り
ま
す
。
湯
が
や
わ
ら
か

く
な
る
た
め
刺
激
と
な
ら
ず
、
湯
上
が
り

は
肌
が
ふ
ん
わ
り
し
て
、
乾
燥
に
よ
る
痒

み
も
や
わ
ら
い
で
い
ま
す
。

水
飴
な
ど
の
糖
類
は
、
水
分
を
集
め
る

ち
か
ら
が
あ
る
の
で
お
風
呂
上
が
り
の
肌

出
な
い
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ

よご

い

。

に
潤
い
が
残
り
、
肌
を
乾
燥
か
ら
守
り
ま

一

，

。

今
回
は
玄
米
に
こ
だ
わ

っ
た
お
酢
や
水

飴
を
使
い
ま
し
た
が
、
他
の
お
酢
や
は
ち

み
つ
な
ど
を
代
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
材
料

（
１
回
分
）

玄
米
酢
Ｔ
２
…
…
％
カ
ッ
プ

玄
米
水
鈴
Ｔ
３
Ｔ
…

％
カ
ツ
プ

◎
作
り
方

玄
米
酢
と
玄
米
水
飴
を
合
わ
せ
、
そ
の

ま
ま
お
風
呂
に
入
れ
る
。

◎
保
存
ま
と
め
て
作
り
お
き
を
す
る
場
合
は
、

麟 常
鰊
・●

XUb.rrt f
自然理証の
入)谷 魯JI

蝙
来めか

」ヽro色ギ塩物ノ ミ■カ4 Ya * utlo

)品ι"ろ
サ).ゃ

乗拿9荀崚だに
入れンπ

鰯爾新髪i;f嶋
に

g″
nち aォ lcィ壼ヽ ttηりましょう。

わめて業ぬかt4主ぅJ場合は′ケし澤λた
etlz*t.6'vpAll. g &rr?' t\ttl /tr,llL*tr).

$rr+tzi
了キス苺出ι

玄
米
酢
と
玄
米
水
餡
の
入
浴
剤
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熱
湯
消
毒
を
し
た
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
れ
、
暗

く
て
涼
し
い
場
所
で
常
温
保
存
。
１
年
を

日
本
酒
と
び
わ
茶
の
入
浴
剤

日
本
酒
は
発
汗
作
用
が
あ
り
、
体
内
の

老
廃
物
を
取
り
除
く
作
用
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
風
呂
に
入
れ
る
と
肌
が

つ
る
ん
と
な
め
ら
か
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
体
の
芯
ま
で
ぽ
か
ぽ
か
と
温
ま
り
、

湯
冷
め
を
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
湿
疹
や
か
ぶ
れ
な
ど
肌
の
ト

ラ
ブ
ル
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

日
安
に
使
い
切
る
。

び
わ
の
葉
を
漬
け
込
み
ま
し
た
。
乾
燥
肌

か
ら
冷
え
症
ま
で
秋
冬
に
多
い
ト
ラ
ブ
ル

を
緩
和
し
て
く
れ
る
人
浴
剤
で
す
。

◎
材
料

（
１
回
分
）

日
本
酒
…
…
２
カ
ッ
プ

び
わ
茶

（乾
燥
し
た
茶
葉
）
…
…
１５
ｇ

◎
作
り
方

①
広
ロ
ガ
ラ
ス
瓶
に
び
わ
茶
の
茶
葉
を
入

れ
、
日
本
酒
を
注
ぐ
。

②
毎
日
瓶
を
１
～
２
回
ほ
ど
振
り
、
２
週

間
つ
け
込
む
。

③
茶
漉
し
で
茶
葉
を
取
り
除
く
。

◎
使
い
方

び
わ
茶
の
エ
キ
ス
が
溶
け
込
ん
だ
日
本

酒
を
そ
の
ま
ま
お
風
呂
に
入
れ
る
。

取
り
除
い
た
茶
葉
も
サ
シ
ェ
な
ど
に
入

れ
て
、
お
風
呂
に
入
れ
る
と
よ
い
。

◎
保
存
ま
と
め
て
作
り
お
き
を
す
る
場
合
は
、

暗
く
て
涼
し
い
場
所
で
常
温
保
存
。
１
年

を
日
安
に
使
い
切
る
。

《本文中 *Fpのついた商品は、オーサワジ

ャパン取扱商品です。巻末友の店でお買い

求めください》

〔米ぬかと自然塩の入浴剤〕
オーサワの自然海塩 石垣 (小 g240/399
円・大 480g/756円 )

〔玄米酢と玄米水飴の入浴剤〕

有機玄米酢 (300祀 /630円 )
オーサワの玄米水鈴 (300g/525円 )

琴il鮮靱

β
業酢

まめて4乍りぁきtする
夕為含は無う易涌表 tた
グリス瓶 に入れ、鬱者てて

素い場蔵グ毎品保ち
し子 tょう

く(

弔

“

トニ働と

びわ茶の
入し行着」

ヽ
IBI～201ス ど`
猛 り、28饉
う後けれむ

(草ケ涎彙した
茶禁)
|夕争

4ltlffi,,t
荼葉t
tYt: \*r7

薇効て作りおこうる場合は3普《ぅ憲し、り協鉾ず

常 残誼黒わ溶る。
一二tBキ に崚 状tTvましめ・

お承装ね
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菫

“

４

漆

鸞

鐵

陣

鰺
‘
誨
膠
質
簗
甍
飩
Ｎ
Ｎ
・治
癒
の
可
能
性
が
あ
る

て治
す
前
山
ク
リ
一ラ
ク
・虎
ノ
門
の
挑
戦

一　
ク蝙
饗
震
師
齢
酵
誌
動
師
師
誡
轟
掛

一　

討鐘
れ
鋭
菫
華
縫
崚婚
評
爾
「確
塁

国
民
医
療
費
は
田
兆
円
を
超
え
、

現
代
医
療
は
機
能
し
て
い
る
の
か

現
代
医
学
が
主
流
と
す
る
診
断
治
療
と

対
症
療
法
が
揺
ら
い
で
き
た
感
が
あ
る
。

む
ろ
ん
、
感
染
症
の
治
療
や
外
科
的
な

手
術
の
向
上
は
目
覚
し
い
。
問
題
な
の
は

が
ん
、
心
臓
病
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

だ
。
が
ん
死
は
３０
万
人
を
超
え
、
高
血
圧

症
は
４
０
０
０
万
人
、
一局
脂
血
症
が
２
０

０
０
万
人
、
糖
尿
病
お
よ
び
そ
の
予
備
軍

１
６
２
０
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
ま
る
で
慢
性
病
大
国
の
よ
う
だ
。

国
民
医
療
費
は
３０
兆
円
を
超
え
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
現
状
は (}w. ,*r

|}. :il

|3m*+,,' .':[

(}w.. ,il

Qw:*r. ..rsil

(3wsra, rw

(@*l',' ,t'u*-

(@lz ;qr

Jxai .r.

|}e' :il

がんに効果な有機グルマニウム溶液
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前
山
和
宏
院
長

● PROFILE
うわべ 。かずま
1954年、岩手県陸前高田市生ま

れ 77年、明治学院大学経済学
部卒業 大手出版枷刻嘲勺イ町
に勤務後 92年 l■l健康産業
流通新聞魔にヌヾ札 編集次長とし

てプロポリス、鮫軟骨、コンドロ

イチン、田七人参、ホスファチジ

ルセリン、プラセンタなどの特集

を手力ヽ する。特に内外の先端医療
IIm織 されているイ嫁割寮法に
詳しい。得意分野は代替医療のほ

か、精神世界、環例司楓 新エネ

ルギー、農業な副蔵れ 。ヽ

慢
性
病
に
対
し
て
、
現
代
医
療
は
機
能
し

て
い
る
の
か
ど
う
か
、
は
な
は
だ
疑
間
だ
。

前
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
虎
ノ
門
の
前
山
和

宏
院
長
が
行
う
療
法
は
、
西
洋
医
学
的
な

発
想
は
止
め
、
極
力
、
医
薬
品
を
廃
し
、

患
者
自
身
の
自
然
治
癒
力
を
高
め
る
こ
と

で
、
健
康
に
導
く
独
創
的
な
代
替
療
法
だ
。

「医
師
の
価
値
は
、
日
の
前
に
い
る
患
者

さ
ん
の
こ
と
を
ど
れ
く
ら
い
真
剣
に
考
え
、

自
分
の
で
き
る
最
大
限
の
こ
と
を
ど
れ
く

ら
い
し
た
か
に
か
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
現
代
医
療
は
、
ろ
く
す

っ
ぱ
患

者
に
治
療
方
法
も
説
明
し
な
い
で
、
安
易

に
薬
を
出
し
す
ぎ
ま
す
。
こ
の
薬
に
し
て

も
効
く
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
む
し
ろ
、

健
康
を
害
す
薬
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。

こ
の
典
型
が
抗
が
ん
剤
で
、
無
理
な
使
い

方
を
す
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
命
に
ト

ド
メ
を
さ
す
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

人
間
に
は
、
自
然
治
癒
力
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
力
を
活
か
す
サ
ポ
ー
ト
を
医

師
が
行
い
、
あ
く
ま
で
主
役
は
患
者
さ
ん

自
身
な
の
で
す
」
と
前
山
院
長
は
、
医
師

と
患
者
の
立
場
を
語
る
。

ま
た
、
治
療
は
患
者
自
身
が
主
体
な
の

で
、
治
療
方
法
を
理
解
、
納
得
し
、
自
分

で
選
択
す
べ
き
で
、
″医
師
に
お
任
せ
し

ま
す
″
態
度
は
改
め
る
べ
き
と
い
う
。

し
た
が

っ
て
、
同
院
長
が
行
う
治
療
法

で
は
、
十
分
に
患
者
の
話
を
聴
き
、
病
気

の
原
因
を
探
り
だ
し
、
そ
れ
を
し
つ
こ
い

ほ
ど
説
明
し
、
次
に
患
者
さ
ん
の

一
人
ひ

と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
治
療
を
行
う
。

【が
ん
を
治
す
十
力
条
】

た
と
え
ば
、
同
院
長
は
、
が
ん
の
治
し

方
で
は

①
が
ん
を
恐
れ
な
い

②
あ
き
ら
め
な
い

③
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す

④
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

⑤
免
疫
を
抑
制
し
な
い

⑥
体
を
冷
や
さ
な
い

⑦
薬
は
最
小
限

③
体
を
し
め
つ
け
な
い

⑨
よ
い
塩
を
と
る

⑩
よ
い
水
を
と
る

の
十
力
条
を
提
案
す
る
。

「が
ん
の
場
合
、
″す
ぐ
死
ん
で
し
ま
う
″

と
い
う
の
は
全
く
の
誤
解
で
、
私
は
末
期

が
ん
の
患
者
さ
ん
を
ず
い
ぶ
ん
診
て
き
ま

し
た
が
、
即
死
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
西

洋
医
学
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
副
作
用
で
苦

し
み
ま
す
が
、
代
替
療
法
で
は
、
苦
し
む

こ
と
は
な
い
の
で
、
が
ん
を
怖
が
ら
な
い

こ
と
が
人
事
で
す
。
次
に

″も
う
ダ
メ

だ
″
と
諦
め
る
こ
と
が
治
療
の
マ
イ
ナ
ス

に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
。

西
洋
医
学
で
は

″余
命
何
力
月
″
と
宣

告
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
逆
に
ス
ト
レ
ス
に

な
り
、
生
き
る
望
み
を
奪
う
だ
け
で
、
１

つ
も
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

１
日
中
が
ん
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、

ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
の
で
、　
い
ま
治
療

し
て
い
る
こ
と
に
集
中
し
、
趣
味
な
ど
に

没
頭
す
れ
ば
、　
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ス
ト
レ
ス
が
最
大

の
敵
で
す
」
と
い
う
。

こ
う
し
た
１０
項
目
に
留
意
し
、
治
療
じ

て
ゆ
け
ば
、
末
期
と
い
え
ど
も
治
癒
が
可

能
と
の
こ
と
だ
。

ヨード斉」とチベットの秘薬
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こ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
、
ヤ
マ
ブ
シ
タ

ケ
や
フ
コ
イ
ダ
ン
、
有
機
グ
ル
マ
ニ
ウ
ム

溶
液

曾

滴̈
）、
特
殊
ミ
ネ
ラ
ル
剤

（飲

用
）、
ヨ
ー
ド
剤
な
ど
の
ほ
か
、
音
楽
療

法
や
イ
メ
ー
ジ
療
法
な
ど
も
組
み
合
わ
せ

ク●
。

乳
が
ん
の
治
療
で
は
ほ
と
ん
ど

失
敗
し
た
こ
と
が
な
い

「昨
年
６
月
オ
ー
プ
ン
以
来
、
も
う
２
０

０
～
３
０
０
例
以
上
、
が
ん
を
消
失
さ
せ

て
い
ま
す
が
、
が
ん
の
代
替
療
法
で
は
、

有
機
グ
ル
マ
ニ
ウ
ム
溶
液
を
週
１
回
の
ペ

ー
ス
で
注
射
し
、
こ
れ
に
特
殊
ミ
ネ
ラ
ル

剤
を
２
日
に
１
本
飲
用
し
て
も
ら
う
の
が

効
果
的
で
す
。

膵
臓
が
ん
と
胆
の
う
が
ん
は
難
し
い
で

す
が
、
乳
が
ん
の
治
療
で
は
、
ほ
と
ん
ど

失
敗
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

放
射
線
や
抗
が
ん
剤
な
ど
の
通
常
療
法

を
受
け
、
体
が
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
た

の
で
は
難
し
い
で
す
が
、
食
欲
が
あ
っ
て
、

元
気
が
あ
る
場
合
、
余
命
３
カ
月
と
い
わ

れ
て
も
、
完
全
治
癒
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。こ

こ
に
は
ほ
と
ん
ど
、

３
～
４
期
の
患
者
さ
ん
か
、

手
術
を
受
け
た
く
な
い
と

い
う
患
者
さ
ん
が
来
院
し

ま
す
が
、
２
年
以
内
に
抗

が
ん
剤
な
ど
の
通
常
療
法

を
行

っ
て
い
な
け
れ
ば
、

消
失
の
可
能
性
は
十
分
あ

り
、
３
カ
月
間
で
の
治
癒

を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と

前
山
院
長
。

特
に
現
在
、
取
り
組
ん

で
い
る
の
は
、
有
機
グ
ル

マ
ニ
ウ
ム
の
吸
入
療
法
と

イ
メ
ー
ジ
療
法
だ
。

「吸
人
療
法
は
、
グ
ル
マ

ニ
ウ
ム
を
ミ
ス
ト
状
に
し
、

肺
に

一
気
に
送
る
の
で
、
苦
手
の
肺
が
ん

の
治
療
に
効
果
を
発
揮
し
そ
う
で
、
肺
の

転
移
が
ん
が
消
失
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
療
法
は
、
自
隠
禅
師
の

″夜

船
閑
話
″
に
出
て
き
ま
す
が
、
頭
に
載
せ

た

″軟
蘇
″
と
う
秘
薬
が
溶
け
出
し
、
全

身
に
流
れ
、
毛
穴
か
ら
毒
素
が
体
外
に
流

れ
出
し
、
健
康
に
な
る
の
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
話
で
す
。
こ
れ
の
応
用
で
す
。
で
す
か

ら
、
が
ん
細
胞
が
自
血
球
に
攻
撃
さ
れ
、

縮
小
す
る
の
を
毎
日
寝
る
前
に
あ
り
あ
り

と
イ
メ
ー
ジ
す
る
療
法
で
す
。

こ
れ
は
て
き
面
に
効
果
が
あ
る
は
ず
で

す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
ス

ポ
ー
ツ
界
で
は
常
識
に
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
を
応
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
」

（前
山
院
長
）。

抗
が
ん
剤
は
自
血
病
や

リ
ン
パ
腫
以
外
で
は
治
ら
な
い

現
在
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
抗
が
ん
剤

で
は
、
「自
血
病
や
リ
ン
パ
腫
を
除
い
て
、

抗
が
ん
剤
で
治
る
が
ん
は
な
く
、
免
疫
力

が
低
下
す
る
だ
け
で
、
臨
床
現
場
で
は
打

つ
手
が
な
い
の
で
仕
方
が
な
く
使
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
代
替

療
法
で
は
、
放
射
線
と
抗
が
ん
剤
を
受
け

て
お
ら
ず
、
元
気
で
食
欲
が
あ
れ
ば
か
な

り
の
確
率
で
治
癒
で
き
て
お
り
２
０
０
～

３
０
０
人
前
後
が
社
会
復
帰
し
て
い
ま

す
」
（前
山
院
長
）
と
い
う
。

同
医
院
の
得
意
分
野
は
、
が
ん
だ
け
で

な
く
、
ア
ト
ピ
ー
や
リ
ウ

マ
チ
、
糖
尿
病

な
ど
に
も
及
ぶ
。

「実
は
、
治
療
の
ベ
ー
ス
に
は
世
界
で
６

５
０
０
万
人
が
飲
ん
で
い
る
と
い
う
ジ

ェ

イ
ソ
ン
・
ウ
イ
ン
タ
ー
ズ

。
テ
イ
ー
を
使

っ
て
い
ま
す
が
、
が
ん
の
消
失
例
か
ら
血

糖

。
血
圧
の
正
常
化
、
ま
た
免
疫
が
高
ま

り
、
冷
え
性
に
も
効
果
的
で
す
。
そ
し
て
、

純
水
に
豆
の
香
を
転
写
し
た
特
殊
ミ
ネ
ラ

ル
剤
を
多
目
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
が
、

リ
ウ

マ
チ
か
ら
脳
梗
塞
の
麻
痺
の
改
善
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
ま
の
で
改
善
例
が
あ
り

ま
す
。
糖
尿
病
で
は
、
バ
ナ
ジ
ウ
ム
水
が

有
効
で
、
市
販
さ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

２
０
０
０
倍
の
バ
ナ
ジ
ウ
ム
が
含
ま
れ
、

１
日
２０

ｃｃ
で
糖
尿
病
が
改
善
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ト
ピ
ー
の
相
談
も
多
い
の
で

す
が
、
食
生
活
か
ら
入
浴
法
ま
で
指
導
し
、

こ
れ
も
グ

ル
マ
ニ
ウ
ム
と
、
韓
国
産
の
直

物
山
来
ス
プ

レ
ー
を
活
用
し
、
痒
み
を
止

め
、
体
質
改
善
に
導
い
て
い
ま
す
」
と
前

山
院
長
。
こ
こ
に
は
、
″治
せ
る
も
の
な

ら
、
ど
ん
な
手
段
も
使
う
″
医
自‐‐ｊ
の
姿
勢

が
あ
り
、
現
代
医
学
で

″治
ら
な
い
″
と

告
知
を
受
け
て
も
大
き
な
可
能
性
が
開
け

て
い
そ
う
だ
。

※
取
材
協
力

¨
前
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
虎
ノ
門

容
０
３
１
６
４
０
３
１
５
８
６
１

前山クリニックで活躍するアイテム
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昭和 20年以降食生活の欧米化によって、 H本人の体質が大幅に変化致 しました。さらに高度経済

成長期の昭和 34年以降、AF2を はじめとして食品添加物の大量使用 tlよ り人類史上″1を 見ない合

成化学物質が食品 とともに体内に蓄積され始めました。また排気ガスや合成,先剤による水質汚染や

大気汚染など環境汚染が深刻化し、そのため疾病の原因も昭和 20年代に1ヒベ複雑に多様化していま

す。平成 14年度版の簡易生命表で死亡原因をみると′しヽ臓疾患や脳血管障害に比べ群を抜いて悪性新

生物 (がんなど)の割合が増加しています。投薬と外科手術に頼らず、食生活の改善で体質の変化

を体験された方々が、 その貴重な体験を広 く伝承し、少 しでも多くの方々に食物の大切さを気Iっ て
いただくためにこのたび体験記の募集を始めます。

どんなささやかな1様談でも構いません。ぜひあなたの貴重な体験記をお寄せください。

言己

食養 と食養補助食品で

改善・治癒・延命された体験記

400字詰め原稿用紙 5枚以上 (2000字以上)データー入稿可
執筆概要 1.具体的症状 と病名

2。 改善努力の内容   食事内容等
3.医師の診断     検査結果等添付歓迎
4.改善対策 とその過程 検査結果等添付歓迎

著者名 (仮名可能・顔写真があればなお可 )

上記に該当する内容であれば、採用、不採用の如何を問わず、

1原稿 1万円の原稿料をお支払い致 します (税込 )。

ただ し、買取 り原稿 とさせていただき著作権は当協会に所属致

します。原稿の返却は致しませんのでコピーをお取 りください。

原稿||
送付先

〒 151-0065 東京都渋谷区大山町 11-5
Tel. 0 3-3 4 6 9-7 6 3 1   Fax. 0 3-3 4

日本 CI協会
69-7635
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⑪O
簡奎I
Q々0ビオ手ィ・・J●
し卜Iι卜料理

色
督
万
由
無
π
　
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
講
師

入マ雷層

・ "蒻・・
・・・・
攣警■■1督

かくもと・やすよ

徳島の山間部で生まれ、お警由も
つくる自給自足のなかで育つ。教

員を経験後、夫の仕事のため全国
を転々とし、現在習志野市在色

望みは、子どもルーム指導員とし

て働いている日々 、若い世代の親
と子どもたちと接するなかで、多
くの人にマクロピオティックを知

ってもらいたし、

να“bi″鳳驚

結党
未泌ボ出Z

″セカミ1美く

戌`長

(,1奎
しヽ子j「 )

宙  芽がよる 米v
敏繊  (葺霞邑)礫茶色)

_‖ ^ -6……◎

は
レ
ト
ル
ト
で
ゆ
つ
た
壌
ｔ
ｌ
．―
‐
　
．―

回
　
　
　
　
　
　
　
一■

ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク

門
食
品
ｏ
　
・●
・　
一

秋
が
深
ま
り
木
々
の
葉
が
少
し
ず

つ

変
化
し
、
冬
支
度
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
田
ん
ぼ
も
稲
刈
り
後
の
株
と

落
穂
を
残
し
、
晩
秋
の
広
が
り
を
み
せ

て
い
ま
す
。
ま
る
で
ミ
レ
ー
の

「落
穂

ひ
ろ
い
」
の
風
景
で
す
ｔ

落
穂
を
手
に

し
ゆ

っ
く
り
な
が
め
る
と
、
な
ん
て
不

思
議
な
植
物
だ
と
愛
お
し
く
な
り
ま
す
。

稲
の
成
長
を
魔
法
の
メ
ガ
ネ
＊
を
か

け
て
み
て
み
ま
し
よ
う
。

籾
が
水
と
出
会
う
と
、
固
い
籾
殻
を

突
き
抜
け
芽
が
出
、
ゆ

っ
く
り
と
時
間

を
か
け
、
前
述
の
絵
の
こ
と
く
成
長
。

色
も
姿
も
陽
性
か
ら
陰
性
＊
へ
と
移

っ

て
い
き
ま
す
。
穂
を
出
し
花
が
咲
き
結

実
す
る
と
、
緑
↓
黄
金
色
、
生
↓
枯
れ

る
姿

へ
。

こ
の
あ

っ
と
い
う
間
の
変
化
は
、
ま

さ
に

「陰
極
ま
れ
ば
陽
に
転
す
」
の
桜

沢
如

一
先
生
の
言
葉
の
と
お
り
。
私
た

ち
の
命
を
つ
か
さ
ど
る
穀
物
。
な
か
で

も
亜
熱
帯
～
温
帯
に
生
育
す
る
お
米
の

不
思
議
さ
。
こ
の
生
育
過
程
が
、
穏
や

か
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
芯
は
強
い
秘
め

た
パ
ワ
ー
を
持

つ
古
代
か
ら
の
日
本
人

気
質
を
育
ん
で
き
た
の
で
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
入
門
食
品
」
Ｄ
を
お
試
し
に
な
ら
れ

ま
し
た
か
？
　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

は
時
間
が
か
か
る
、
め
ん
ど
く
さ
い
と

思
っ
て
い
ら

っ
し
や
る
方
に
は
ピ

ッ
タ

リ
。
―
日
や
２
日
で
お
や
め
に
な
ら
ず
、

ぜ
ひ
―
週
間
続
け
て
使

っ
て
く
だ
さ
い
。

メ
ニ
ュ
ー
の
半
分
以
上
が
穀
物
で
す
の

で
、
前
述
の
お
米
の
生
育
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
不
思
議
さ
が
体
の
変
化
と
し
て
、

４
日
目
く
ら
い
か
ら
出
て
き
ま
す
よ
。

た
と
え
ば
、
朝
、
目
が
覚
め
る
と
す

ぐ
す

っ
き
り
起
き
上
が
れ
る
と
か
、
目

や
に
や
痰
が
あ
ま
り
出
な
く
な

っ
た
と

か

〃大
き
な
便
り
〃
の
臭
い
が
さ
わ
や

か
に
な

っ
た
と
か
、
怒
り

っ
ぼ
く
な
く

な

っ
た
な
ど
、
体
や
気
持
に
変
化
が
み

ら
れ
る
よ
う
で
す
。

で
も
、
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
あ
き
ち

ゃ
っ
た
わ
、
も
の
足
り
な
い
わ
と
お
考

え
の
方
は
、
３

・
４
日
目
の
メ
ニ
ュ
ー

に
ひ
と
手
間
加
え
て
み
ま
し
た
。

●
朝

ご
は
ん

活
性
発
芽
玄
米
粥
、
有
機
紅
玉
梅
干
、

有
機
熟
成
三
年
番
茶

。
ポ
リ

ュ
ー
ム
や
変
化
が
欲
し
い
と
き
、

パ
ン
を

つ
く
ろ
う
／



お
粥

（袋
）
、
小
麦
粉
―
カ
ッ
プ
、
胡

麻
塩
小
さ
じ
―
を
よ
く
混
ぜ
る
。
手
に

水
を
少
し
つ
け
、
５

０ｍ
く
ら
い
の
ポ
ー

ル
型
に
す
る
。
オ
ー
ブ
ン
皿
に
並
べ
２

０
０
℃
で
‐５
～
田
分
焼
く
。

☆
小
豆
粥
や
黒
米
粥
で
つ
く
る
と
甘
み

が
増
し
ま
す
。

☆
レ
ー
ズ
ン
や
く
る
み
を
加
え
る
と
お

や
つ
に
。

●
お
昼
ご
は
ん

活
性
発
芽
玄
米
お
に
ぎ
り

（わ
か

め

。
小
豆
）、
オ
ー
サ
ワ
の
み
そ
汁

（赤
だ
し

。
有
機
立
科
）

・
変
化
①

温
め
た
フ
ラ
イ
バ
ン
ま
た
は
網
ま
た

は
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
お
に
ぎ
り

を
焼
き
醤
油
を
ぬ
る
。

☆
お
皿
の
上
に
醤
油
を
た
ら
し
、
お
に

ぎ
り
を
手
で
も
ち
お
皿
の
上
で
回
す
と
、

刷
毛
を
使
わ
な
く
て
も
き
れ
い
に
醤
油

が
つ
き
ま
す
。

・
変
化
○

お
に
ぎ
り
に
、
少
し
焦
げ
目
が

つ
く

ま
で
し

っ
か
り
焼
き
、
大
き
め
の
器
に

入
れ
、
上
か
ら
お
み
そ
汁
を
か
け
い
た

だ
く
。

●
夕
ご
は
ん

。
雑
穀
入
り
活
性
発
芽
玄
米
こ
は
ん

。
豆
腐
八
ン
バ
ー
グ

（洋
風
）

。
野
菜
の
煮
物

・
味
噌
汁

袋
の
に
お
い
の
気
に
な
る
方

へ

。
八
ン
バ
ー
グ
↓
袋
の
中
身
を
鍋
に
移

し
ケ
チ
ヤ
ッ
プ
ｏ
、
中
濃
ソ
ー
ス
の
、

水
を
各
大
さ
じ
―
入
れ
煮
る
。

・
野
菜
の
煮
物
↓
袋
の
中
身
を
鍋
に
移

し
、
醤
油

・
水
を
各
大
さ
じ
―
、
し
よ

う
が
の
す
り
お
ろ
し
少
し
入
れ
煮
る
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
欲
し
い
と
き

。
八
ン
バ
ー
グ
↓
①
ゆ
で
た
か
ぼ
ち
や
、

に
ん
じ
ん
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
つ
け
合

わ
せ
る
。
②
蓮
根
、
さ
つ
ま
い
も
、
に

ん
に
く
、
に
ん
じ
ん
、
い
ん
げ
ん
な
ど

を
素
揚
げ
し
、
上
に
飾
る
。

・
野
菜
の
煮
物
↓
お
鍋
に
中
身
を
移
し
、

厚
揚
げ
ま
た
は
長
生
堂
の
コ
ー
フ
ー
ま

た
は
畑
の
お
肉
Ｄ
を
加
え
、
水
、
醤
油

ま
た
は
味
噌
、
し
よ
う
が
の
薄
切
り
を

加
え
、
煮
る
。

ゆ

っ
く
り
と
よ
く
か
ん
で
召
し
上
が

っ
て
く
だ
さ
い
。
お
回
の
中
に
お
米
の

甘
さ
が
広
が
り
平
和
な
心
地
に
な
り
ま

す
。☆お

粥
の
パ
ン
が
上
手
に
で
き
な
か
っ
た
方

は
、
リ
マ

・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

ヘ
／

文
字
で
は
書
き
き
れ
な
い
あ

っ
と
驚
く
ポ

イ
ン
ト
が
…
…
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●紹介食品●

l)東北沢店でみつけたすてきなビール。有機
農法ビール……ミレーの落穂ひろいの図柄。

さっばりとしたおいしさ、陽性ぎみの方へ。

価格 :350m1260円

2)マクロビオティック入門食品
21種類の食品、 7日分入つています
セット価格 :13,902円

3)オーサワのトマトケチヤツプ
価格 :300g546円
4)オーサワの中濃ソース
砂糖不使用なのに、とてもおいしい /
価格 :250m1756円

5)穀物で作つた畑の肉 (缶詰タイプです )

※価格は税込み

穀物で作つた畑の肉 :ひき肉タイプ (左  346円 )と ブロックタイプ
(右 378円 )の 2種類がある (税込み)。

躙
善

彎

´
　

な
鶴

ル

甘さとシャープな警妹

輻 ‐‐

有機農法ビール 中濃ソーストマトケチヤツプ

*万惚●冷たい l広がる力などを陰性 (▽ )、 熱
い 。縮まる力などを陽性 (△ )ととらえる考え方

(『魔法のメガネ』桜沢如―著 日本 CI協会刊)
参照。      |    ■|‐

[商品の問合せ]

オーサワジヤバン(株)(Tel_:048-447-8588)

[料理教室の問合せ]        |
リマ・クツキングスクーブレー(Te.:03-3469-7631)
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魃 鶯 鋏 颯1躙.構ン

私‐嚇守 賦繊テ

入門食材で食育とデ トックス料理

今
年
の
６
月
に
食
育
基
本
法
が
成
立
し
、

あ
ち
こ
ち
で

「食
育
」
と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
ま
す
。
あ

る
料

理
研
究
家

は
、

フ
食
″
と

い
う
文
字

は

″人
″
の
下

に

″
良
″
と
書
き
ま
す
。
″食
″
と
は
人
を
良

く
す
る
も
の
で
、
″食
育
″
と
は
人
を
良

く
す
る
も
の
を
育
む
こ
と
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
実
際
の
漢
字
の
意
味
は
異

な
る
よ
う
で
す
が
、
″食
″
が

″人
間
に

と

っ
て
良
い
こ
と
″
と
い
う
と
ら
え
方
は
、

食
事
を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
飽
食
と
い
わ
れ
る
日
本

の
食
生
活
で
は
食
べ
る
物
は
余
る
ほ
ど
あ

り
ま
す
。
食
べ
る
物
を
選
ば
な
け
れ
ば
、

″食
″
は
良
い
方
で
は
な
く
悪
い
方

へ
傾

い
て
し
よ
う
こ
と
も
現
実
で
す
。
そ
こ
で
、

い
ま
流
行
っ
て
い
る
デ
ト
ッ
ク
ス

（解
毒
、

浄
化
）
料
理
で
は
、
体
を
さ
れ
い
に
す
る

食
べ
方
と
し
て
玄
米
を
中
心
に
し
た
食
事

が
紹
介
さ
れ
、
ま
す
ま
す
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
何
も
考
え
ず
、
食
べ
た
い
も
の

を
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
と
出
会
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、

″食
べ
る
こ
と
″
や

″食
べ
物
″
と
向
き

合
う
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
思
い
は
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
る

立
場
に
な
っ
て
、
も
っ
と
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
が
通
う
保
育
園
で
も
、
給

食
に
使
う
野
菜
の
下
ご
し
ら
え
な
ど
の
お

手
伝
い
を
し
た
り
、
ど
の
食
べ
物
が
体
の

中
で
ど
ん
な
も
の
に
変
わ

っ
て
い
く
の
か

を
話
し
合

っ
た
り
な
ど
、
さ
か
ん
に
食
育

が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
家
庭
だ
け

で
な
く
、
社
会
全
体
で
も
食
に
つ
い
て
の

考
え
方
が
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。

そ
も
そ
も
食
育
と
は
①
安
全
か
危
険
か

を
選
ぶ
、
②
箸
の
持
ち
方
を
通
し
て
躾
を

す
る
、
③
食
糧
生
産
問
題
に
つ
い
て
考
え

る
、
と
い
う
３
点
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
子
ど
も
が
料
理
に
興
味
を
持
ち
始

め
る
ピ
ー
ク
は
５
歳
だ
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
食
育
真

っ
盛
り
の
子
ど
も
が
い
る
わ
が

家
に
と
っ
て
、　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
が

自
然
と
食
育
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
人
に
と
っ
て
も
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
は
有
害
ミ
ネ
ラ
ル
を
吸
着
し
、
排
出

し
て
臓
器
そ
の
も
の
へ
の
解
毒
効
果
を
現

す
こ
と
で
、
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
で

き
ま
す
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
は
家
庭

を
明
る
く
、
そ
し
て
幸
せ
に
さ
せ
る
食
事

法
な
の
で
す
。

一壼

矩
ダ
壁

保
育
園
で
食
育
が
な
さ
れ
て
い
る
と
話

し
ま
し
た
が
、
保
育
園
で
は
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
の
こ
と
を
話
し
て
も
通
じ
に
く

い
の
が
現
状
で
す
。

実
際
、
上
の
子
が
３
歳
で
入
園
し
た
と

き
、
「給
食
の
ご
は
ん
が
自

い
」
と

い
っ

て
、
家
で
玄
米
を
食
べ
な
い
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
と
に
か
く
玄
米
さ

え
食
べ
て
い
た
ら
元
気
に
育

つ
と
信
じ
て

い
た
の
で
、
お
に
ぎ
り
に
し
た
り
、
混
ぜ

ご
は
ん
に
し
た
り
し
て
食
べ
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
や
は
り
食
ベ

な
く
な
り
、　
一
日
二
日
で

「
ご
ち
そ
う
さ

ま
」
。
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た
気
持
ち
で

い
ま

し
た
が
、
こ
う
い
う
経
験
を
す
る
方
は
多

い
よ
う
で
す
。
い
つ
か
食
べ
る
よ
う
に
な

る
よ
と
助
言
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
あ

ま
リ
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
に
こ
だ
わ
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

玄
米
中
心
の
食
事
を
強
要
し
て
も
、
３

歳
く
ら
い
の
子
ど
も
で
は
な
か
な
か
我
慢

で
き
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず

い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
食
べ
さ
せ
、
食
べ
る
こ
と
に
興
味

を
持
た
せ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
野
菜

に
と
て
も
興
味
を
抱
き
、
野
菜
の
形
や
味
、

料
理
方
法
な
ど
を
キ
ッ
チ
ン
の
傍
ら
で
よ

く
観
察
し
て
い
ま
し
た
。
た
ま
に
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
、
食
事
の
と
き
に

「
こ
れ
は

自
分
で
切
っ
た
野
菜
だ
か
ら
食
べ
て
み
た

ら
？
」
と
す
す
め
る
と
、
ち
ょ
っ
と
考
え

な
が
ら

一
口
食
べ
、
「
お
い
し
い
」
と

い

っ
て
ど
ん
ど
ん
食
べ
ま
し
た
。
野
菜
を
身

近
に
感
じ
た
こ
と
で
愛
着
が
わ
い
た
の
か
、

ルイαε′οbわ′″
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し
た

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
の
本
当
の
姿
を
見
て
、

知

っ
て
、
食
べ
て
、
野
菜
を
好
き
に
な

っ

た
わ
が
子
で
す
が
、
野
菜
の
天
ぷ
ら
や
か

き
揚
げ
、
炒
め
た
も
の
は
大
好
き
で
も
、

煮
物
は
少
し
苦
手
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
先

日
、　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
人
間
食
材
の

メ
ニ
ュ
ー
＆

レ
シ
ピ
集
を
見
な
が
ら

「根

菜
の
旨
煮
Ｌ
※
１
）
を
作

っ
た
と
と

こ

ろ
、
ど
ぼ
う
や
蓮
根
を
ぺ
ろ
り
と
食
べ
ま

し
た
。
「
お
味
噌
の
味
が
し
み
込
ん
で
と

て
も
お
い
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

入
門
食
材
セ
ッ
ト
の
中
に
入

っ
て
い
る

「立
科
あ
わ
せ
み
そ
Ｌ
※
２
）
は
米
と
麦

の
あ
わ
せ
味
噌
で
、
味
噌
を
使

っ
た
料
理

に
は
何
で
も
合
う
お
い
し
い
お
味
噌
で
す
。

「根
菜
の
旨
煮
」
は
、
リ

マ
・
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
の
初
級

コ
ー
ス
で
も
教
わ
り
、

大
き
め
に
切
ら
れ
た
野
菜
に
野
菜
そ
の
も

の
の
味
に
加
え
て
出
し
汁
と
お
味
噌
の
味

が
し
み
込
ん
で
い
て
と
で
も
お
い
し
く
、

教
室
で
も
み
な
さ
ん
が

「
お
い
し
い
」
と

大
絶
賛
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
で
は
長
時
間
炒
め
、

煮
込
む
の
で
、
根
菜
も
や
わ
ら
か
い
で
す

し
、
野
菜
独
特
の
青
臭
さ
の
よ
う
な
も
の

が
な
く
な
り
、
本
当
に
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
。
お
か
ず
が
お
い
し
い
と
、
玄
米

も
と
で
も
お
い
し
く
感
じ
ま
す
。

よ
く

「玄
米
食
に
変
え
る
と
野
菜
が
お

い
し
く
な
る
」
と
聞
き
ま
す
が
、
わ
が
家

は
そ
の
逆
で
、
野
菜
の
好
き
嫌
い
が
減

っ

て
、
玄
米
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
き
は
ん
嫌
い
だ

っ
た
わ
が
子
も
、　
い
ま
で
は
家
で
も
保
育

園
で
も
ご
は
ん
を
食
べ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
し
た
。

一
お
手
岸
いい
も
マ
ク
ロ
流
一

食
育
で
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
１
つ

で
あ
る

「安
全
か
危
険
か
を
選
ぶ
」
こ
と

は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
料
理
で
も
最
初

に
や
る
こ
と
で
す
。
玄
米
を

一
粒
ず
つ
日

で
見
て
、
食
べ
ら
れ
る
か
食
べ
ら
れ
な
い

か
判
断
し
ま
す
。
Ｅ

物
全
体
」
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
野
菜
も
す
べ
て
皮
ご
と
い
た

だ
く
わ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
は
お
い
し
く

な
い
な
と
思
う
と
こ
ろ
は
畑

へ
還
し
ま
す
。

そ
う
や
っ
て
自
分
の
体
に
取
り
入
れ
る
も

の
を
見
つ
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が

マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
で
あ
り
、
食
育
で
も

同
様
で
す
。
こ
の
ち
ょ
っ
と
手
間
の
か
か

る
作
業
を
、
わ
が
家
で
は
子
ど
も
と

一
緒

に
や
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
と

っ
て
は

お
手
伝
い
で
す
が
、
私
は
子
ど
も

へ
の
食

育
だ
と
思

っ
て
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら

っ

て
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
料
理
は
子
ど
も

が
好
き
な
洋
食
の
レ
シ
ピ
が
少
な
く
、
子

ど
も
の
受
け
が
悪
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す

が
、
子
ど
も
だ
か
ら
と
い
っ
て
お
子
様
ラ

ン
チ
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
の
で
は

な
く
、
大
人
と
同
じ
も
の
を
食
べ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
の
好
き
嫌
い
も
わ
か
り
ま
す

し
、
家
族
で
同
じ
も
の
を
食
べ
て
い
れ
ば

お
互
い
の
健
康
状
態
を
把
握
で
き
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
お
陰
で
、
子
ど

も
た
ち
は
保
育
間
で
い
ろ
ん
な
風
邪
が
流

行

っ
て
も
風
邪
を
ひ
き
に
く
く
な
り
、
排

使
も
毎
日
ち
ゃ
ん
と
あ
り
ま
す
。

私
も
こ
こ
数
年
風
邪
を
ひ
い
て
い
ま
せ

ん
し
、
大
り
に
く
く
な

っ
た
よ
う
で
、
デ

ト
ッ
ク
ス
効
果
が
出
て
い
る
な
と
実
感
じ

て
い
ま
す
。
な
ん
と
な
く
体
だ
け
で
な
く

意
識
の
面
で
も

″解
毒
″
さ
れ
て
い
る
の

か
、
物
事
を
す
ご
く
前
向
き
に
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

″食
″
を
通
し
て
よ
り

明
る
く
よ
い
生
活
が
で
き
れ
ば
と
願

っ
て

い
ま
す
。

※
１
根
菜
の
者
揚
”
（
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
入

門
食
材
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
＆
レ
シ
ピ
集
よ
り
）

※
２
立
科
あ
わ
せ
み
そ

（
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ

ク
入
門
食
材
セ
ッ
ト
よ
り
）

野菜に興味を持つ
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足
の
超
健
康
法

官
一足
法

教
え
ま
す

第
１５
回

行

本

昌

弘

文
化
創
作
出
版
社
長

一肩
こ
り
に
な
る
原
因

私
は
幸
い
に
し
て
、　
い
ま
だ
か
つ
て
い

わ
ゆ
る
層
こ
り

↑
層
こ
り
が
常
駐
し
て
、

常
に
眉
が
張

っ
た
り
、
痛
か
っ
た
り
と
い

う
状
態
）
に
な

っ
た
こ
と
が
な
い
の
ぜ
、

他
の
人
が
、
肩
が
痛

い
―
　
と
嘆
く
そ
の

痛
み
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
重
い
も
の
を
肩
で
担
い
だ

と
き
や
、
運
動
会
の
準
備
で
腕
や
肩
の
筋

肉
痛
が
あ

っ
た
り
な
ど
と
い
う
経
験
は
あ

り
ま
す
が
…
…
。

さ
て
本
題
に
入
り
ま
す
。
一月
こ
り
は
い

ろ
い
ろ
な
原
因
で
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
大
き
く
は
痛
み
の
部
位
に
よ
っ
て

３
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
い
わ
ゆ
る
高
血
圧
の
人
に
多
い
層
こ
り

こ
れ
は
脚
部
の
血
液
循
環
が
老
化
と
と

も
に
悪
く
な

っ
て
、
行
き
場
の
な
い
血
液

（体
■
に
比
例
し
た

一
定
■
の
血
液
）
が

上
半
身
に
ど
ん
ど
ん
送
ら
れ
て
く
る
た
め

に
起
こ
り
ま
す
。
一肩
岬
骨
の
一共
に
び

っ
し

り
溜
ま
っ
た
状
態
の
一肩
こ
り
で
す
。

②
頸
椎
の
歪
み
か
ら
起
こ
る
肩
こ
り

こ
れ
は
交
通
事
故
に
よ
る
ム
チ
打
ち
症

の
人
、
運
動
障
害
な
ど
で
の
頸
椎
捻
挫
な

同頭

眼

一則
　
´

筋

耳

帽
一
僧

同
　
ヽ

頭

眼

一削

ど
で
、
首
か
ら
層
の
筋
肉
に
か
け
て
痛
み

の
あ
る
人
で
す
。

③

い
わ
ゆ
る
四
卜
一局
、
五
十
月

こ
れ
は
肩
こ
り
と
い
う
よ
り
腕
の
付
け

根
が
痛
く
て
、
腕
を
上
げ
た
り
後
ろ
に
同

販円
臓

副

心

肌

門

膀

肛

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
の
人

で
す
。
そ
の
原
因
は
周
関
節
の
軟
骨

（座

布
団
の
役
目
を
す
る
）
の
摩
耗
や
硬
化
に

よ
る
も
の
と
、
腕
や
月
の
使
い
す
ぎ
に
よ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

足の反射区分布図
〈右足裏〉

脳幹 Jヽ脳‐――
~

頸部/

肺 気管支

腹腔神経叢

腎臓

すしヽ臓

耳

イ曽中冒筋

月干ル蔵

胆のう

横行結腸

上行結腸

回盲弁

詢

３

で

は

ど

つゝ
す

れ

ば

い

い
か

い
ず
れ
の
場
合
も
肩
の
反
射
区
は
し

っ

か
り
ほ
ぐ
す
よ
う
に
採
み
ま
す
。
た
い
て

牌臓

横行結腸

下行結腸
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哺
:る
場合t

い
堅
く
な

っ
て
凹
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。
柔

ら
か
く
な
る
ま
で
揉
み
ま
す
。

そ
う
し
て
、
①
の
場
合
は
高
血
圧
の
人

に
多
い
の
で
、
脚
部
全
部
を
揉
み
ほ
ぐ
し

て
、
ま
ず
血
圧
を
下
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
て
、
肩
脚
骨
、
僧
帽
筋
の
反

射
区
を
揉
み
ま
す
。

②
の
場
合
は
、
頸
椎
、
首

・
喉
の
反
射

区
を
よ
く
揉
み
ま
す
。

③
の
場
合
は
、
①
、
②
を
総
合
し
て
揉

む
。
ま
た
、
前
に
腕
が
上
が
ら
な
い
場
合

は
、
腕
の
付
け
根
の
筋
肉

（お
っ
ぱ
い
に

向
か
う
筋
肉
）
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
後
ろ
に

回
ら
な
い
場
合
は
、
外
側
の
腕
の
筋
肉
の

腕
の
付
け
根
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
股
関
節

（股
の
付
け
根
と
お

し
り
の
下
方
）
を
直
接
揉
ん
で
お
き
ま
す
。

こ
れ
を
相
対
応
の
原
理
と
い
い
ま
す
。
た

い
で
い
の
場
合
、
こ
れ
で
腕
の
上
げ
下
ろ

し
は
楽
に
な
り
、
何
回
か
行
う
と
痛
み
が

や
わ
ら
ぎ
、
自
然
と
治
り
ま
す
。

やPROFILE
ゆきもと 。まさひろ

青春出版の名編集長として数々のベストセラー

を世に送った後、1981年、(い 文化創作出版
を設立、代表取締役に就色 16年前k台湾か
ら足揉み健康法の普及に来日した官有謀氏 (官
足法創始者)と の出会いにより、F足の汚れが
万病の原因だったJを出肌 現在 160万部を
超えるミリオンセラーとなり、今日の足揉み健

康ブームの基礎をつくる。官氏の講演会を主催
する傍ら、自ら全国各地で官足法実践指導にあ
たり、その丁寧で椰心な指導にファンも多い。
このたa15年 間実技セミナーで培ったノウ
ハウと、自らの官足法普及の記録『官足法とと

もにJ(日新囀植制)を出版し、好評を博す。

日 時 2005年 11月 15日 (火 )
14時 30分～16時 30分

講 師 行本昌弘氏
文化倉」作出版社長

会 場 日本 CI協会 2階
小田急線東北沢駅下車 2分

参加費 3,5□□円 (税込)
※お申込み 日本 CI協会

丁e103-3469-7631

Fax 03-3469-7635

足舛■貝」

石

足 裏

構藁田“
芳t使って、骨′機の懸t

じザィぃ、きまtよう。(捕 k電う船き

あ|,ろように)

ハ
又

籠 維

12攣 tF'の自イ興リ

J.

露1勉っっけ′曜翫あ

能のっけ線の形厠
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雫
回
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
と
シ

ュ
ミ

ッ
ト
の
頃

キ
ャ
シ
オ
ウ

「
つ
い
い
ま
し
が
た
ま
で

分
別
の
あ

っ
た
男
が
、
す
ぐ
に
馬
鹿
に

な
り
、
や
が
て
け
だ
も
の
に
な
る
―

妙
な
こ
と
だ
！
　
ユ里
を
す
ご
し
た
杯
に

は
呪
い
が
か
か
っ
て
い
る
。
酒
は
悪
魔

だ
よ
！
」

イ
ア
ゴ
ウ

「ま
あ
ま
あ
、
酒
も
、
う
ま

く
使

っ
て
や
り
さ
え
す
れ
ば
、
か
わ
い

い
、　
い
い
も
ん
で
す
ぜ
、
も
う
悪
日
は

お
や
め
な
さ
い
。
」

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

一オ
セ
ロ
ウ
』
よ
り

シ

ュ
ミ

ッ
ト

の
輝

か
し

い
升

目

山
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
た
ろ
う

し
、
家
業
の
せ
い
も
あ

っ
た
ろ
う
。
や
ま

の
ぼ
り
を
始
め
て
数
年
、
高
校
生
に
な

っ

た
頃
、
す
で
に
い
っ
ぱ
し
以
上
の
興
味
を

酒
に
た
い
し
て
も

っ
て
い
た
。

そ
ん
な
頃
、
あ
る
大
新
聞
の
第

一
面
の

片
隅
に
、
五
セ
ン
チ
四
方
に
も
み
た
な
い

小
さ
な
ち
い
さ
な
広
告
を
み
た
。

『超
高
級
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン

，
↓

・
シ
ュ

ミ
ツ
ト
』。
た

つ
た
こ
れ
だ
け
の
文
面
だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
カ
メ
ラ
の

「
ラ

イ
カ
」
の
輸
入
で
し
ら
れ
た
旧
シ
ュ
ミ
ッ

ト
商
会

支

ι

の
こ
れ
が
は
じ
め
て
の

ア
ピ
ー
ル
で
あ

っ
た
。

ウ

ロ
覚
え
で
不
確
か
で
は
あ
る
が
昭
和

四
〇
年

（
一
九
六
五
年
）、
い
ま
か
ら
四

〇
年
の
む
か
し
、
日
本
の
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン

史
に
輝
か
し
き
第

一
ペ
ー
ジ
ロ
を
記
し
た

そ
れ
は
ち
い
さ
な
升
日
だ

っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
の
ち
の
わ
が
国
に
於
け

る
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
の
発
展
と
浸
透
は
、
こ

の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
と
も
に
あ

っ
た
と
い
っ

て
よ
か
ろ
う
。
あ
る
年
代
ま
で
の
わ
が
国

の

「ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
人
」
で
、
お
お
か
れ

す
く
な
か
れ
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
シ

ュ
ミ
ッ
ト
に
関
係
し
な
か
っ
た
も
の
が
い

よ
フ́
か
。

魅

惑
的

な
世

界

に
飛
び
込

む

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
む
ろ

ん
当
時
で
も
お
お
く
の
識
者
も
い
た
し
権

威
も
い
た

文
３
。
し
か
し
ド
イ
ツ
ワ
イ ふ

る
や
ま

・
か
つ
や
す

フ
ー
ド

・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

（食
養
管
理
士
）
協
会
、
実
行

委
員
長
。
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
師
範
科
特
別
講
師
。

第
二
十
九
次
南
極
地
域
観
測
隊
あ
す
か
基
地
越
冬
隊
員
。

ン
に
は
な
に
も
な
か
っ
た
。
ヴ
イ
ヌ
ム
・

イ
ン
コ
グ
ニ
タ

（未
知
な
る
ワ
イ
ン
の
世

界
）
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

だ
れ
も
や
る
も
の
が
い
な
い
か
ら
面
白

い
と
い
う
ヒ
ネ
く
れ
た
性
質
は
、
少
年
の

頃
か
ら
い
ま
に
い
た
る
ま
で
か
わ
ら
ず
身

の
裡
に
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
魅
惑
的
な
世
界
に
、
年
端

も
い
か
ぬ
く
せ
に
見
境
も
な
く
飛
び
込
ん

で
い
っ
た
。
は
じ
め
の
う
ち
は

「親
父
の

使
い
」
と
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

偉
大
な
年

の
貴
腐

ワ
イ

ン

一
九
七

一
年
の
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
法
改
正

前
の
は
な
し
で
あ
る
。

日
本
ソ
ム
リ
エ
ス
ク
ー
ル
校
長
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そ
こ
に
は
旧
米
の
醸
造
法
も
木
樽

，

■

も
健
在
だ

っ
た
し
、
葡
萄
樹
も
盛
期

だ

っ
た
。
「六
九
年
法
」
（七

一
年
に
改
正

に
な

っ
た
上
記
新
法
を
い
う
）
で
は
禁
止

用
語
に
な

っ
て
し
ま

っ
た

「ナ
ト
ゥ
ア
」

（天
然
）
と
か

「ナ
ト
ゥ
ア
ラ
イ
ン
」
（天

然
純
粋
）
又
こ

と
い
う
懐
か
し
い
こ
と

ば
も
死
語
で
は
な
か
っ
た
。

の
ち
の

一
九
七
六
年
秋
、
情
れ
の
ラ
イ

ン
ガ
ウ

支

１

の
葡
萄
畑
に
た

つ
こ
と

が
で
き
た
と
き
、
ま

っ
赤
に
色
づ
い
た
葡

萄
の
葉
の
下
に
は

一
面
の
貴
腐

（
エ
ー
デ

ル
フ
ォ
イ
レ
※
７
）
し
た
ブ
ド
ウ
果
実
が

あ

っ
た
。
七
六
年
は
近
来
に
な
い
貴
腐
ブ

ド
ウ
の
年
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
偉
大
な
年
の
ひ
と
つ
で

も
あ
る
は
ず
だ

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は

「六
九
年
法
」
の
畑
の
統
企
で
消
え
て
し

ま

っ
た
い
く
つ
か
の
懐
か
し
い
畑
、
華
や

か
な

エ
ル
バ

ッ
ヒ
ャ
ー

・
ブ
リ

ュ
ー

ル

文
じ

や
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
ヨ
ハ
ニ
ス
ベ

ル
ガ
ー

・
コ
ッ
ホ
ス
ベ

ル
ク

支

３

ヘ

の
憶

い
と
と
も
に
、
な
く
し
て
し
ま

っ
た

も
の
の
お
お
い
こ
と
を
お
も

い
し
ら
せ
る

年
の
は
じ
ま
り
で
も
あ

っ
た
の
だ

っ
た
。

崖
て
の
な
い
遍
歴
の
旅

こ
れ
ら

一
九
ｉ
Ｏ
年
代

叉
り
、　
一
九

六
〇
年
代
の
素
晴
ら
し
く
魅
力
的
な
ワ
イ

ン
に
よ

っ
て
、
ひ
と
り
の
若
造
が
こ
の
――ｌｉ

界
の
人
口
に
た
ち
、
そ
し
て
研
か
れ
た
。

浴
び
る
よ
う
に
も
呑
ん
だ
。
そ
し
て
い
さ

さ
か
の
羞
恥
を
も

っ
て
、
そ
れ
を
悪
巧
み

と
称
し
た
。

ワ
イ
ン
の
遍
歴
に
は
涯
て
が
な
い
。
以

前
感
激
し
て
、
し
か
し
今
は
も
う
幻
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
味
香
を
求
め
て
涯
て
の
な

い
旅
に
出
る
。
そ
れ
を
異
性
の
遍
歴
に
も

似
る
と
い
っ
た
ひ
と
が
い
る
。
ド
ン

・
ジ

ュ
ア
ン
の
旅
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
い
つ

ま
で
も
、
ど
こ
ま
で

い
っ
て
も
そ
れ
は
見

涯
て
ぬ
夢
で
あ
る

受
じ
。

ワ
イ
ン
を
芸
術
と
呼
ば
わ
る
ひ
と
が
い

る
。
視
覚

・
嗅
党

。
味
党
の
こ
の
作
品
に

は
、
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
再
現
性
が
な

い
。
飲
ん
で
し
ま
え
ば
そ
れ

っ
き
り
。
こ

れ
を
潔
し
と
す
る
か
ど
う
か
は
ひ
と
そ
れ

ぞ
れ
、
世
の
芸
術

一
般
と
異
な
る
所
以
で

あ
ろ
う
。

ワ
イ

ン
を
の
む
日
が
――
．Ｈ
あ
る

め
で
た

い
祝

い
の
時
れ
の
日
に

な
ぜ
か
心
の
か
わ
く
日
に

若

い
気
力
の
ほ
し

い
日
に

よ
き
ワ
イ
ン
を
愛
で
る
日
に

な
に
か
理
山
の
欲
し

い
日
に

リ
ュ
ッ
ケ
ル
ト遠

地
庵
草
舎
に
て

※
１
超
高
級
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
　
昭
和
三
〇
年
代
の
終

わ
り
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
、
そ
の
時
分
の
ド
イ

ツ
の
ワ
イ
ン

（
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
ン
ワ
イ
ン
）
は
、
商

標
ワ
イ
ン

（
マ
ル
ケ
ン
ヴ
ァ
イ
ン
）
の

「
リ
ー
ブ
フ

ラ
ウ
ミ
ル
ヒ
」
な
ど
が
細
々
と
入
手
で
き
る
時
代
で

今
日
で
い
う

「
肩
書
き
付
き
良
質
ワ
イ
ン
」
８

３

つ
）
に
あ
た
る
高
級
ワ
イ
ン
は
、
シ
ュ
ミ
ツ
ト
の
輸

入
を
侯
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

※
２
旧
シ
ュ
ミ
ッ
ト
商
会
　
独
エ
ル
ン
ス
ト

・
ラ
イ

ツ
社

（高
名
な
光
学
機
械
メ
ー
カ
ー
）
の
日
本
総
代

理
店
。
当
時
、
千
代
田
区
西
神
田
に
あ
っ
た
が
、
今

は
な
い
。
そ
の
シ
ュ
ミ
ツ
ト
社
社
長

・
井
上
錘
氏
は

大
変
な
趣
味
人
で
あ
り
、
黎
明
期
の
当
時
、
自
宅
に

ワ
イ
ン
専
用
の
地
下
酒
庫
を
備
え
る
ほ
ど
の
数
奇
者

だ
っ
た
。

Ｘ
３
識
者
も
い
た
し
、
権
威
も
い
た
　
そ
の
当
時
も

今
も

〈
？
）
、
ワ
イ
ン
と
い
え
ば
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
。

昭
和
三
九
年

（忘
れ
も
し
な
い
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

の
年
）
、
待
望
の
本
格
的
な
ワ
イ
ン
の
本
、
ア
レ
ッ

ク

・
ウ
ォ
ー

「
ワ
イ
ン
・
世
界
の
酒
一遍
歴
」
（一Ｚ
‐

つ
ユ
３
２
三
３
）
が
増
野
正
衛
氏
の
訳
で
出
た
。
有

名
な
ア
ン
ド
レ
・
シ
モ
ン
の
本

（た
と
え
ば

「栄
光

の
ワ
イ
ン
・
含
訂

２
８
お
雲
３
８

ｏ
ａ

３
ｏ
雪
８
■

三
Ｄ３

２

翠
８
ｏ９
）
が
出
た
の
は
、
か
な
り
の
ち

の
昭
和
四
六
年
、
古
賀
守
氏
の

『
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
」

が
昭
和
四
八
年
、
ア
レ
ク
シ
ー

・
リ
シ
ー
ヌ
の

一
フ

ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
」
は
昭
和
四
九
年

（ち
な
み
に
、
レ

イ
モ
ン
・
オ
リ
ヴ

エ
の

『
ソ
ー
ス
の
本
一
が
昭
和
４５

年
）
、
セ
イ
ン
ツ
ベ
リ
の
古
典

■
ノ
ー
ツ
・
オ
ン
・

セ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
」
が
翻
訳
出
版
さ
れ
る
の
は
、
つ
い

最
近
の
平
成

一
〇
年
で
あ
る
。
そ
れ
を
か
ん
が
え
る

と
、
当
時
、
い
か
に
ウ
ォ
ー
の
本
に
お
し
え
ら
れ
る

こ
と
の
お
お
か
っ
た
か
が
判
ろ
う
と
い
う
も
の
。
そ

れ
だ
け
に
、
こ
の

「
ワ
イ
ン
賛
」
に
ほ
と
ん
ど
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
の
未
知
に
対
す
る
憧

れ
は
つ
よ
か
っ
た
の
で
あ
る

（し
か
し
、
浅
田
勝
美

氏
の

ヽ
ワ
イ
ン
の
知
識
と
サ
ー
ビ
ス
」
の
昭
和
四
二

年
は
は
や
か
っ
た
な
―
）
。

※
木
樽
４
　
申
す
ま
で
も
な
く
、
現
在
世
界
の
ワ
イ

ン
の
醸
造
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
大
半
ス
テ
ン
レ
ス

製
タ
ン
ク
。
む
ろ
ん
ド
イ
ツ
で
も
例
外
た
り
え
な
い
。

そ
の
た
め
地
下
蔵
で
木
樽
か
ら
蒸
発
す
る
水
分

・
ア

ル
コ
ー
ル
分
に
よ
つ
て
生
育
す
る
黒
灰
色
の

「蔵
力

ビ
」
（ク
ラ
ド
ス
ポ
リ
ウ
ム
・
ケ
ラ
レ
イ
）
の
み
ら

れ
る
ワ
イ
ナ
リ
は
少
な
く
な
っ
た
。
そ
の
繁
茂
は
、

適
湿
適
温
の
酒
庫
環
境
の
良
好
さ
の
示
標
。

※
５
ナ
ト
ゥ
ア

・
ナ
ト
ゥ
ア
ラ
イ
ン
　
糖
分
の
添
加

を
許
さ
ぬ
点
は
現
在
の
０
ヨ
つ
と
同
様
。

※
６
ラ
イ
ン
ガ
ウ
　
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン

一
三
地
域
の
う

ち
、
モ
ー
ゼ
ル

（ザ
ー
ル
と
ル
ー
ヴ
ア
を
含
む
）
と

な
ら
び
、
最
高
の
銘
醸
ワ
イ
ン
産
出
地
域
。
モ
ー
ゼ

ル
ワ
イ
ン
が

「金
髪
の
若
き
乙
女
」
と
呼
ば
れ
る
の

に
対
し
、
ラ
イ
ン
ガ
ウ
の
ワ
イ
ン
の
味
香
は

「ブ
ル

ネ
ッ
ト
の
淑
女
」
に
た
と
え
ら
れ
る
Ｐ

※
７
貴
腐

（
エ
ー
デ
ル
フ
ォ
イ
レ
）

ブ
ド
ウ
果
皮

に
ポ
ト
リ
テ
ィ
ス
・
シ
ネ
レ
ア
と
呼
ば
れ
る
カ
ビ
が

付
着
し
、
果
皮
の
蝋
分
を
融
か
す
。
そ
こ
か
ら
水
分

だ
け
が
蒸
発
し
、
残
っ
た
ブ
ド
ウ
果
実
液
は
乾
葡
萄

状
に
濃
縮
す
る
。

※
８
エ
ル
バ
ッ
ヒ
ャ
！

・
プ
リ
ュ
ー
ル
　
エ
ル
バ
ツ

ハ
村
に
あ
る
銘
醸
蔵
＝
シ
ュ
ロ
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ

ハ
ウ
ゼ
ン
の
醸
し
た
ブ
リ
ュ
ー
ル
畑
の
ワ
イ
ン
．
な

か
で
も
、　
一
九
六
四
年
産
は
絶
品
だ
っ
た
。

※
９
ヨ
ハ
ニ
ス
ベ
ル
ガ
ー

・
コ
ツ
ホ
ス
ベ
ル
ク
　
大

銘
醸
＝
シ
ュ
ロ
ス
・
ヨ
ハ
ニ
ス
ベ
ル
ガ
ー
と
同
村
に

あ
っ
た
小
さ
な
畑
。
レ
マ
ル
ク
の
小
説
で
、
そ
の
存

在
を
し
つ
た
。

※
１〇

一
九
五
０
年
代
　
一
九
五
三
年
と
五
九
年
は
、

二
一
年
と
並
び
、
二
〇
世
紀
の
大
銘
醸
年
。
こ
れ
を

「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ヴ
イ
ン
テ
ー
ジ
」
と
呼
ぶ
。

※
１１
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
…
…
　
・ヽ
れ
を
釈
迦

牟
尼
は
四
苦
八
吉
の

一
つ
に
か
ぞ
え
、
「求
不
得
苦
」

（ぐ
ふ
と
っ
く
）
と
な
ず
け
た
も
う
た
。
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苺弓 2夫

メ」1,F壺 :

つながる いのちマクロビオテイックが

攀
福
を

つ
く
る

久 :

司
道
夫

シ
リ
ー
ズ

『
つ
な
が
る
い
の
ち
』

真
弓
定
夫
著
　
人
間
家
族
編
集
室

Ａ
５
判
　
。ハ
ー
ト
ー
・
２

¨
６６
頁
　
定
価
５

２
５
円
　
同
３

¨
９４
頁
　
定
価
７
７
７
円

「食
」
に
基
づ
く
体

へ
の
考
察
を
、
人
類

起
源
と
地
球
規
模
の
ス
タ
ン
ス
で
判
り
や

す
く
現
役
小
児
科
医
師
が

‐
ｉｌｌ
る
ロ
ン
グ
＆

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

・
シ
リ
ー
ズ
。
『
つ
な
が

る
い
の
ち
』
は

「食
べ
物
と
環
境
か
ら
兄

た
育
児
の
基
本
」
を
、
『同
パ
ー
ト
２
』

で
は

「女
性
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
語
る
ｒ
供

の
健
康
と
暮
ら
し
の
基
本
」
を
、
『同
パ

ー
ト
３
』
で
は

「
明
日
に
伝
え
る
本
来
の

暮
ら
し
と

『食
育
」

を
テ
ー
マ
に
説
く
。

「
い
の
ち
」
の
基
本
を
知
る
た
め
に
自
信

を
持

っ
て
お
勧
め
す
る
、

一
家
に

一
冊
必

携
の
書
。

『
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
が
幸
福

を
つ
く
る
』

久
司
道
夫
著
　
成
甲
責

房

四
六
判

２
５
６
頁

定
価
１
４
７
０
円

食
事
を
変
え
れ
ば
、
す
べ
て
が
変
わ
る
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
は

「人
類
が
幸
福

に
な
る
原
理
」。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク

を
た
ん
な
る
健
康
食
と
し
て
で
は
な
く
、

私
た
ち
人
類
の

「究
極
の
理
想
」
を
実
現

さ
せ
る
大
き
な
考
え
方
と
し
て
解
説
。　
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
の
原
理
を
自
ら
の
生

き
方
に
採
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
心

身
両
面
の
安
定
と
幸
福
を
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
、
悩
み
や
不
安
と
は
無
縁
な
人
生

の
実
現
で
き
る
―
―
久
司
道
夫
の
熱
き
思

想
の

一
端
に
ふ
れ
て
く
だ
さ
い
。

『桜
沢
里
真
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ツ
ク
の
基
本
食
』

松
本
光
司

（
リ
マ
・
ク

ッ
キ
ン
グ

ス
ク

ー
ル
校
長
）
監
修
　

王ヽ
婦
と
生
活
社

Ｂ
５
判

１
２
８
頁

定
価
１
５
７
５
円

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
料
理
の
創
始

者

。
桜
沢
―ｌｌ
真
の
理
論
と

レ
シ
ピ
に
基
づ

き
、
本
当
に
体
に
よ
い
食
物
と
そ
の
食
ベ

方
を
、
具
体
的
に
紹
介
し
た
料
理
書
。
毎

日
の
食
事
を

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
食

事
に
か
え
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
や
、

虚
弱
体
質
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
、
冷
え
性
、

肥
満
、
便
秘
、
肌
荒
れ
な
ど
の
症
状
を
改

善
し
、
本
来
の
健
康
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
基
本
は

「そ
の
土
地
、
そ
の

季
節
に
と
れ
る
も
の
を
、
丸
ご
と
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
い
た
だ
く
こ
と
」。
体
の
こ
と

が
気
に
な
る
人
は
、
ま
ず
、
で
き
る
範
囲

か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
―

魔法のメガネ
桜沢如一著 定価1260円 送料290円

“魔法のメガネ"つて、いつたいなんでしよう? そう、それは 〈陰〉イン
(陽〉ヤンの羅針盤。人生の大海原に漕ぎ出す船乗りの、身と航海の安全を

守り、すばらしい一生を送るための、魔法のコンパス (羅針盤)です。爆1の

形式でやさしく書かれた、大人と子どもへの贈り物です。あなたもぜひ、魔

法のメガネで人生のチヤンネルを変えてください。



一　

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
書
籍

コ
ー
ナ
ー
で
は
、

一　

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
に
関
す
る
書

一　
籍
、
雑
誌
、
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
等
を
多

一　
数
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

一　
ご
購
入

。
お
問
合
せ

一

「

０３
‐
３

４

６

９
１
７

６

３

１
　
　
　
　

一

一
　

賑

０３
‐
３

４

６

９
１
７

６

３

５
　
　
　
　

一

『イ
ヌ
に
手
づ
く
り
ご
は
ん
』

須
崎
恭
彦
著
　
プ

ロ
ン
ズ
新
社

Ａ
５
判
　
８８
頁
　
定
価
１
４
７
０
円

家
族
と

一
緒
に
同
じ
も
の
を
食
べ
る
―

―
そ
れ
が

「手
づ
く
り
食
」
の
基
本
で
す
。

獣
医
学
博
士
で
あ
り
、
自
ら
の
病
院
で

も
イ
ヌ
を
よ
く
見
て
い
る
著
者
は
、
そ
う

言

い
ま
す
。
本
書
で
は
、
「何
を
食
べ
て

も
元
気
な
子
」
は
、
そ
の
ま
ま
元
気
で
い

ら
れ
る
よ
う
に
。
「デ
リ
ケ
ー
ト
な
子
」

に
は
、
体
力
を
つ
け
て
毎
日
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
。
そ
し
て
、
家
族
が
普
段
よ
く
食

べ
て
い
る
食
材
を
使

っ
て
簡
単
に
作
る
、

を
目
標
に
手
づ
く
り
食
の
レ
シ
ピ
を
ま
と

め
ま
し
た
。

よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
作
り
や
す
く
す

る
た
め
に
、
理
論
と
実
際
を
、
図
版
と
写

真
を
用

い
て
丁
寧

に
説
明
。
基
本

の
３

群
＝
穀
類
、
肉
と
魚
、
野
菜
も
、
ど
ん
な

も
の
が
特
に
よ
い
の
か
を
写
真
入
り
で
紹

介
。
ま
た
、
手
づ
く
り
し
た
食
事
も
す
ベ

て
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
。
巻
木
に
は
よ
く

あ
る
質
問
を

「Ｑ
＆
Ａ
」
も
形
式
で
ま
と

め
ま
し
た
。

読
ん
だ
ら
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
、
イ
ヌ

を
愛
す
る
す
べ
て
の
飼
い
主
に
ぜ
ひ
オ
ス

ス
メ
の

一
冊
で
す
―

『ネ
コ
に
手
づ
く
り
ご
は
ん
』

須
崎
恭
彦
著
　
プ

ロ
ン
ズ
新
社

Ａ
５
判

２
４
０
頁

定
価
１
５
７
５
円

本
当
に
ネ

コ
が
健
康
で
あ
る
た
め
に
―
・

本
書
は
獣
医
学
博
士
で
あ
り
、
動
物
病

院
の
院
長
で
も
あ
る
著
者
が
、
ネ

コ
の
自

然
治
癒
力
を
高
め
る
た
め
に
、
特
に

「食

事
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
あ
て
て
書
き
下
ろ

し
た
も
の
で
す
。

「手
づ
く
り
食
」
と
い
う
と
、
面
倒
だ
と

か
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
大
文
夫
な
の
か
と

か
、
心
配
ご
と
が
先
に
思
い
浮
か
ぶ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
本
で
は
、
著

者
が
獣
医
師
と
し
て
往
診
を
し
た
り
、
飼

い
主
の
相
談
を
受
け
た
り
と
い
う
経
験
の

中
か
ら
、
多
く
の
方
が
抱
き
や
す
い
疑
間
、

誤
解
に
つ
い
て
解
説
を
し
て
い
ま
す
。
実

際
に
手
づ
く
り
食
を
実
践
し
て
、
ネ

コ
が

今
ま
で
以
上
に
元
気
に
な

っ
た
、
毛
づ
や

が
よ
く
な

っ
た
、
と
い
う
実
例
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
ラ
ク
に
楽
し
く
、
頑
張
り
す

ぎ
ず
、
そ
し
て
な
に
よ
り
、
う
ま
く
い
く

ま
で
続
け
て
み
ま
し
ょ
う
と
、
著
者
は
語

っ
て
い
ま
す
。

愛
猫
の
健
康
を
本
当
に
考
え
る
の
な
ら
、

こ
の
本
は
必
携
で
す
―

ネコ

永遠の少年
桜沢如―著 定価892円 送料210円

PUの眼―これが何かご存知ですか? これは真の幸福へと至る道を見抜く、
陰と陽の思想に裏打ちされた眼です。貧乏でひもじかつたベンジャミン・

フランクリンが、なぜ大きな運気をつかむことができたのか? PUの眼でた
どつてみたのがこの本です。新しいフランクリン伝にしてマク回ビオティッ

クのすぐれた入門書。
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腸内洗浄用として最適な配含

家庭でできる腸洗浄法として、アルバー К・アイン

シュタイン医科大学外科教授新谷弘実先生が、30

万人もの臨床経験のもとに開発した洗浄器具です。

コーヒー 。エネマ (腸洗浄)は、約 70年前にドク
ター・マツクス・グルソンによってはじめられたゲ

ルソン療法の一つで、腸全体のlElき を正常に戻す自

然な健康法です。

開封前賞味期間 :18カ 月
原材料 :コ ーヒー、オリゴ糖、乳酸菌生成エキス、食塩、海
洋深層水

155 gx30缶

8,820円 輛込) 込税

略
円

Ｘ

ｎ
ｕ

陀

，
８９

家庭用腸内洗浄器具 からだにやさしく
安全で使いやすい

家庭でできる腸洗浄法として、アルバート・アイン

シュタイン医科大学外科教授新谷弘実先生が、30

万人もの臨床経験のもとに開発した洗浄器具です。

コーヒー・エネマ (腸洗浄)は、約 70年前にドク
ター 。マツクス・ゲルソンによつてはじめられたゲ

ルソン療法の一つで、腸全体の働きを正常に戻す自

然な健康法です。

原材料 :シ リコン製

40 H tn;al

有機」AS認定品 お湯を注ぐだけで手軽
三年番茶・しようが入

国内産原料 100%。 l袋 1食分の分包タイプなので

携帯にも便利です。梅醤番茶は醤油、梅干、番茶、

しようがを合わせた陽性の飲み物で、陰性によるさ

まざまな症状を改善するといわれています。食前や

空腹時に飲むとより効果的です。丸大豆使用の天然

醸造醤油、伝統製法梅干、三年番茶を使用していま

す。梅の酸昧と、 しようがのビリッとした辛昧が絶
妙です。湯飲みに 1包をあけ、100 mlのお湯を注

いで、よくかき混ぜてからお飲みください。お腹の

調子が気になる場合は葛を加えてお召し上がりくだ

さい。

幡 茶入り)
98×20袋

1,64口 F](税込)
● ③

商
品
の
お
問
合
せ
は
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
ン
欄
ま
で

〒
３３５
‐
００２‐

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
４
２
４

硼

一
〇
４
８
１
４
４
７
１
８
５
８
８
／
臨

¨
０
４
８
１
４
４
７
１
８
３
１
０

国内産米胚芽 100%使用
ギャバとは、人間の体内に存在するアミノ酸の一種

で、正式名称は「γ―アミノ酪酸」と呼ばれていま

す。ギャバは 80%以 上が脳内にある成分です。 l

包で発芽玄米約 3杯、玄米 7杯分のギヤバに相当し
ます (1包で約 10 mgの玄米ギヤバを含有)。 添加
物不使用。

開封前賞味期間 :2年
原材料 :米胚芽・γ―アミノ酪酸胚芽エキス (国内産)

tssxsoE 4,935 H rn;al
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雑穀や豆など 30種類もの食材配含
自然の甘味、風味を堪能できる

ビタミン、ミネラル豊富な玄米、麦、雑穀などの穀

類、ポリフェノール豊富な豆類、食物繊維豊富な海

藻、茸、根菜、種実などをブレンドしました。おい

しく、かつ多種の栄養素がバランスよく摂取できま

す。有機発芽玄米使用。松の実、クコの実以外は全

て国内産にこだわりました。塩だけの味付けで、油

や砂糖などは不使用です。朝食や非常食、旅行に便

利です。沸騰したお湯に袋こと入れ、3分程温めて

からお召しあがりください。電子レンジの場合は、

別容器に入れ、ラツプをして約 l分が目安です。

開封前賞味期間 :1年
原 材料 :有 機 発 芽 玄米 (国 内

産 )、 黒米・赤米・緑米・はと麦・

丸麦。きび。アマランサス。あわ・

押 し麦。ひえ。えごま。とうもろ

こし・黒豆・小豆。大豆 (国内産)、

松の実・クコの実 (中 国産 )、 胡

麻。昆布・ひじき。わかめ・干 し椎

茸。しめじ・えのき茸。ごぼう。切

干大根・にんじん。蓮根・舞茸 (国

内産)、 塩 (海の精 )

220g294R (税 込)

●１

イソフラボンとポリフェノール豊富
自然な甘昧とほのかな苦昧
国内産無臭大豆 (エルスター品種)をたつぶり配合
したココア飲料です。有機 」AS認 定ココア使用。
メープルシュガー配合でほどよい甘さに仕上げまし

た。手し化斉」や保存料など一切使用しておりません。

配合割合は、大豆粉末 45%:コ コア 275%:メ ー
ブルシュガー 275%。 コクがあり香り高い味わい

です。カップに大さじ2杯 (約 20g)を 入れて、
熱湯を注いでお召し上がりください。または豆手しな

どを加えるとコクが出てよりおいしくいただけま

す。またお菓子の材料としても便利です。

開封前賞味期間 :1年

原材料 :大豆 :無臭大豆エルス

ター品種 (佐賀・愛知産)、 有機
ココア (オ ランダ産)、 メープ
ルシュガー (カ ナダ)

1508

1,000F](税込)商
品
の
お
問
合
せ
は
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
ン
榊
ま
で

〒
３３５
‐
００２‐

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
４
２
４

Ｕ

一
〇
４
８
１
４
４
７
１
８
５
８
８
／
臨

¨
０
４
８
１
４
４
７
１
８
３
１
０

華にがリクリームとの併用でピーリング

ができる 美白、くすみ解消に
「華クリーム」と「華にがり」を併用すると、ピーリン

グができ、汗腺や皮脂腺の通り道に詰まった汚れや、

古い角質を取ることができます。汗腺や皮脂腺の穴

や通り道が詰まつて汚れると、トラブルを起こしや

すくなりますが、これらが取れると皮膚呼吸が活発

になり、新陳代謝が促進され、バリア機能も高まりま

す。ピーリングを行うことで、肌が自くなり、くすみ

も解消されます。また肌もしつとりもちもちします。

原 材 料 (華 に が リ ク リー ム )精 製 水 、常 水 、ス テ ア リ ン酸 、グ リセ リ
ン、マ ル チ トー ル 、ス ク ワ ラ ン、日G、 鉱 泉 塩 、ホ ウ セ ン カ エ キ ス 、水 溶 性

コラーケ ン、ヒアル ロン酸 Na、 セ タノール、ステア リン酸 グ リセル、水

酸化 K、塩化 Mg、 褐 藻 エキス、紅藻エキス、緑 藻 エキス、ホエイ、ア ロエ

エ キ ス、オ タネ ニ ン シ ンエ キ ス、BHN(天
然 防 腐 剤 )、木 酢 液 原 材 料 (華 リ キ ッ
ド):常 水、ホ エ イ、ホ ウセ ンカエ キ ス、グ
リテル リチ ン酸 2K、 オ タネニ ンシ ンエ キ
ス、ア ロエ エ キ ス、褐 藻 エ キ ス、紅 藻 エ キ

華にがリクリーム

40g8,4口DR (税込)
華リキッド

25g4,200円 俄込)

ス、緑 藻 エ キ ス、本 酢 液 、竹 酢 液

医学博士開発 α…アミラーゼ阻害物質
豊富な酒粕粉末

医学博士がダイエット補助を目的として研究開発し

た酒粕健康食品です。日本酒のもろみを搾り、酒を

分離した際にできる副産物「酒粕」から、アルコー

ル分を完全除去し、有効成分を 20分の lに 濃縮加

工した天然の酒粕パウダー。特殊な化学処理、添力日

物は一切不使用です。順天堂大学医学部付属病院・

高橋正樹医師開発。甘昧、風昧があり、おいしい昧

です。l日 2回、l回 l袋を目安に、水などでお飲

みください。料理などに入れてもお召し上がりいた

だけます。

開封前賞味期間 :2年

原材料 :酒粕乾燥微顆粒 (国内
産)

28× 66袋

8,40口 Fl(税込)
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●●0
マクロビオティック食事法との併用で

効果も確認
日本 cl協会

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
に
よ
る
食
事
を

続
け
れ
ば
健
康
を
維
持

・
増
進
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
実
践
が
不
十
分
だ

っ

た
り
、
生
活
習
慣

（過
食
、
過
飲
、
喫

煙
、
睡
眠
不
足
、
運
動
不
足
、
過
度
の
連

動
、
等
）
や
ス
ト
レ
ス
等
に
よ
り
体
調
が

不
順
に
な
り
、
さ
ら
に
は
発
病
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
通
常
の
食
事
で
は

不
足
す
る
栄
養
素
を
補
足

。
調
整
し
、
症

状
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
補
足

・
調
整

。
改
善
に
効
果
が
あ

る
の
が
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
す
。

現
在
、
米
国
や
日
本
を
始
め
と
し
て
、

藝

陛
界
的
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
普
及
し
て
い

ま
す
が
、検
討
す
べ
き
課
題
も
あ
り
ま
す
。

第

一
に
、
人
体
に
有
害
な
化
学
薬
品
や

添
加
物
等
を
使
用
し
て
い
る
例
が
多
い
こ

と
で
す
。

第
二
に
、
経
験
年
数
が
短
い
た
め
、
効

果
効
能
や
副
作
用
等
に
つ
い
て
検
討
を
要

す
る
も
の
も
あ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
現
状
に

対
応
し
て
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
で
は
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
品
三
区
分

（自
然
食

品
、
食
養
補
助
食
品
、
嗜
好
性
食
品
）
以

外
に
、　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
の
品
質
基

準
に
基
づ
い
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
提
案
し

』
一

公

餃膨■
瑯
づ

懸
斃

(i驚
う

ー

難

て
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
サ
プ
リ
メ
ン
ト

は
、　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
の
創
始
者
で

あ
る
桜
沢
如

一
が

「食
物
療
法
用
品
」
等

の
表
現
で
戦
前
よ
り
順
次
開
発

。
発
表

し
、　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
食
事
法
と
併

用
さ
れ
、
そ
の
効
果
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

キツ
。マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
サ
プ
リ
メ
ン
ト

の
品
質
水
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
動
物
性
食
品
、
乳
製
品
等
は
使
用
し
な

い
②
精
製
糖
、
人
工
甘
味
料
は
使
用
し
な
い

③
化
学
的
な
合
成
物
、
抽
出
物
、
保
存
料

等
は
使
用
し
な
い

④
遺
伝
子
操
作
し
た
食
品
は
使
用
し
な
い

⑤
医
師
の
推
薦
を
受
け
て
い
る

な
お
、
オ
ー
サ
ワ
ジ

ャ
パ
ン
で
は
、

「
オ
ー
サ
ワ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
サ

プ
リ
メ
ン
ト
」
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
、
三

〇
症
状
に
対
応
し
た
各
種

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
て
お

り
ま
す
。
症
状
や
体
質
に
あ
わ
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

〒
３３５
‐
服

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
４
２
４

Ｔｅ‐

¨
０
４
８

（４
４
７
）
８
５
８
８

豚
¨
０
４
８

（４
４
７
）
８
３
１
０
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◎
５
年
も

の
日
本
山
人
参
根
１
０
０
％

Ｃ
Ｏ
Ｑ
ｌＯ
含
有

　

飲
み
や
す

い
粒
タ

イ
プ

◎
希
少
で
高
品
質
な
５
年
物

の
山
人
参

根
を
１
０
０
％
使
用
し

て

い
ま
す
。

（通
常
は
３
年
物
が
多
く
出
回

っ
て
い

ま
す
）

◎
日
本
山
人
参
は
、
日
本

の
み
に
生
育

す
る
セ
リ
科

の
ハ
ー
ブ
で
、
ウ
コ
ギ

科

の
高
麗
人
参
と
は
異
な
り
、
数
多

く

の
優
れ
た
効
能
が
学
会
等

で
確
認

さ
れ
て
い
ま
す

◎
有
効
成
分
ク

マ
リ
ン
誘
導
体
を
は
じ

め
、
話
題
の
コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
ｌＯ
、
植

物
性

コ
ラ
ー
ゲ
ン
構
成
成
分
で
あ
る

ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ
ロ
リ
ン
、
ア
ミ
ノ
酸
、

Ｓ
Ｏ
Ｄ
等
を
含
有
し
て
い
ま
す

◎
和
名
は
日
本
山
人
参
、
学
名
は
ア
ン
ジ

ェ
リ
カ

・
シ
コ
キ
ア
ー
ナ

●
特
有
の
ニ
ッ
キ
の
よ
う
な
香
り
と
は
の

か
な
苦
味
が
あ
り
ま
す

●
１
日
１
～
２
包
を
空
腹
時
に
水
ま
た
は

お
湯
等
と

一
緒
に
か
ま
ず
に
お
飲
み

く
だ
さ
い

仙
一晦
狗
晦
．５ｍｇ

45g(6粒×30包 )9,975円

原材料
日本山人参(国内産)

栄養成分表示(100g当 たり)

エネルギー

たんぱく質

月旨質

炭水化物

ナトリウム

コエンザイムQ_lo

黒米玄米の素

琳 が 庶 1 通 に

自米の3倍以_Lの 食物繊維がおなかの調 rを整え、便秘、肥満、大腸

癌の予防につながるばかりではなく、お肌を美しく保ちダイエットにも効

果があるといわれています。

黒米玄米パ ワーでミネラルやビタミンを効率良く吸 収 !

黒米玄米は玄米に比べ、遥かに滋養と強壮効果を有し、食物繊維、

各種ビタミン、栄養素を豊富に含んでいます。『黒陽茶は』この黒米玄

米のパワーを損なわず長期保存に耐えられるよう特殊製法により超微

粉末化。吸収効率を飛躍的に高めました。

洲‐
轟■hノ玄米は`

,91■黒ガ

OTICF00DS

籠

購響≒|1守綴轟  :

■
`HCROBI

|■|||||…
Ⅲ IIIIII・

30袋入り29×30袋
¥2,520(税込 )

ファミリーパック100g
¥3,360(税込)

黒陽茶は、お茶感覚で楽しめる。
古くて新しい健康飲料です!

黒陽茶1袋 (29)またはティースプーン1杯を、お

湯または水に溶いてお召し上がり下さい。緑茶や

ウーロン茶などにまぜても、おいしくいただけます。

71●ノしイαε′οb′ο′
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素材の味を引きたて生かす

自然の塩

赤穂の天 塩

“海の母液"ニ ガリを含んだ粗塩
天日塩 とニガリを海洋深層水で加熱育 l:ll.

自然なこの手に

100g4,200円 (税込

桜沢如一先生の直弟子佐 井々譲が開発
マクロビオティックの倉1設者、桜沢如 ‐の直弟 r佐々井譲は、

試行鉗i呉の末、タンポポエキスの製造法を開発しました.本占||

はFIltt 1/iタ ンポポ根を ^L/J添加物を加えず、そのまま40数時 1出|

煮つめた、1]^く て日 )l(たりのよい極陽141の食古IIです。エキス状

になっていますので、パンに塗っても大変おいしくイイしあがれます.

特に陰性体質の方には体質改善食品としておすすめです.

回 事D日 本 正 食 品研 究 所 佐々 井譲
〒196-0061東京都町田市鶴川3-6-9 TEL&FAX042(736)8587

(販売嬌亀ガーリワリフバリ株ゴ自社
〒3350021埼玉県戸田市新曽424 TEL048-447-8588(代 )

FAX048-447-8310(イ t)

美術 印刷 一般

代表取締役 野 ケ 山 量 尉 矢日

東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111-0053
電 話  東 京 (3862)代 表 1627～ 9番

Mucrohiotique 1005. I Io 72



10100～ 18100
■■ 祝

10'00～ 18100
月(日・祝 17i30ま で)

10:00～ 19:00
月‐1祝

宿
＞帥煙鰹け金

セ
＜

l■u田 治 良 院

絣 ま  ほ|■■る  ば

は な な か ま ど

募警
野
悉
と冒貯‐?‐響

=rュ

ラ名シ■ツz

店
ら

一
・
一
一
一
一
一一

の

ぞ
‐――
―

品食
ぉ

然
あ
自
絢

自然食 品の店エリナ八戸

整 骨 院 巴 堂

秋 田 自然 食 品 セ ンタ■

マ ナ 自 然 食

ム
舎
一
遊

ホ

・

●
壼
プ
家
一レ

の

グ

杜

吉TマルiFlヶィ墾
は r」 ンストツプコヤマ

一則

玄店
学

専
大
の饂
津
一然自
会

の
シ
茶い

口

れき

・

ｂ^

一殖ォ
さ
榊

自 然 食 昴 と み や

や
店

り

書ん

わ一
な
だ
ち

こ
に

■掲載希望の方は別ページの入会申込書(法人会員)で申し込んで下さい。3行以上は l行につき5,250円 増しにな

ります。

●
'マ

ークはオーサワジヤパン(株 )食品取扱店です。

丁

~―

主な商品 催しもの

P O BOXど 263,SEDOllA A2 86330 U S A
TEL[塁 03357日 Я□2]FAX EJ- 9232040700

(〒 34□―□ⅢP)I,り官市な1菫刊 1120
TELIFAX 01 38-3ど ど870

営業受lNl .
予約制 5泊以上

10:llE～ 19:00
日・祝

9:"～ 17100
日・祝

マクロtt自 炊十水晶全身 hed ng+せ せ らき町想 n

高波Jの 1也掃除造園などヘルプ
=1彗

(〒 0630035)小 いマ市西区西・「五条 ビJ目 91E
TEL Dll-665-66P4 http l lwww mahOrOba― ip net

t〒 0640822)小 [,ll・ 市中央区北二条西28丁目
TEL O11-644-18Pl

1〒 803006)1,I∵ 市雨区真駒内南‖ 4丁 日 420
TEL□ 11-588-451l FAX OII-538-4512

|〒 0530332)i与 ′J女 市桜本田J4]目 64
TEL日 144-73-「1878

(〒 041-1122)■ 1田 |‖
`七

lt・¶J大I Jど 332
TEL O138-64-gEll

1〒 0ち9 275)苫小11市字F両 5'332日
TEL■ AX E144-38-311J日

カイロプラクティック ロ●11品

占果食品‖:II酒 全般、エリクサー浄活水器・化‖|

品 llT食  1ll推販売、自然事睦P震
OU全商品、■t震 薬朝どり野菫 スネ嗜母八 ン、近

オーサワ商品 CL/1菩、食養IE言1、 配ii 配送司、や|こ晰』り;11カ『
占柿・Ul時‖

牧「「 ビル |]|
'マ

クッキンク料理数室、野菜朝市

11業 葉玄米 オー リワ商岸 調理帥で l・査 1の店主
CT l少 浴療法・食養‖1静 tあ ります

(〒 J31田84)毒森■八■'■ 十八日両 :
TEL]71■14-3451

(〒 [8000P)秋田県椰手 iヽ巳廻 214
TEL II〔 P-3ど -3381

(〒 010日 95)秋 田県秋田 山王 P丁日 1l Pr
TEL Lll[J-323-2021 FAX「 IR IIB2-□ 879

房 |(〒 口130042)秋 田県秋ピ]ヽ II「 T口 16 PE
夕 TEL'FAX口 88330673

(〒 日/ 872)'同 島県いわき ,泉王露 6 8]
TEL U241〕 ―ti6-l1690 FAX□ Pri:1-L6-J01[

な (〒 EE5 1 UL'I島
「
看島■■間出J43

や TEL 9[4123P,37

砂 I・ ,■、11lF数 室

■―
'フ
ジヤバン¬1品 強住■:

イー●フジヤノミン、アルソア化粧品、ビワ温炎、生

8:30～ 18130
日・祝

3:30-18:00
日 祝

自 1然■|1食  I
ピ ■|||ス

(〒 02□ U日 5)岩 手県盛同IL本田1通  1724
「EL 010 SPP/58U(岩 手医大,1院そけ)

hltp : . v/ww.onestop.co.jp koyama@onestop.co.jp

(〒 lll BU26)福 島県いわき |+占 鍛冶田 日 P
TEL 024 J― |'1-P352 FAXOど 4じ -25-2275

9100～ 19:l10
年中無休

食
=、
,■ l‐ 穀、図三 「:it 食養指導、 lll万 発送

ピi珈蔚 曇島量‖激雷,各属ツ三ズ‖r輝雪¬冒
洋
『
癒

オーリワシ |′ ノヽ ン商品 アルフアイヒ粧品 毎 |]1寺 i
日と|'■ 4室  食養美■ '5■  ■送弓

9:00～ 19100
本・日・土

魚:1,古‖、料理教室、食 lt渦座

オーサリジャノヽン、ビ■lψ食品(玄米おむヴひIIケ
ーキr約 料理教室、FJl■野菜'■

3し ててころ玄米食 (玄米V=11 宿便 と り (コ ー ビ
ーξ■,■ )■ 繁体、お11甲教

=、
健康相談

F兵
「

[11市 古イ1涯、各種 llヽ1(‖ イ1業 、更馬、山 :「

採り、自然 1`‖軍、薪害Jり 、口‖ヽ、 ll tt l_工 )

夢み鉱ちん籠[‖』榔鋪テ
重J・・・ J冊祀

(〒 日8□ □巴 ピ)':'1県 イ
=■
市鳥臭区立

「
,ピど 4

「[L022-21-□ し月tl FAX L22-21-71420

〒 080 00PP)|:1城

'ltl台

市青葉区五 1/ヽ 1卜 451
TEL U22-265/01り  FAX〔 PP-265701

|〒 口900B4E)山「 ,l LLI′ T飯塚
=1[D rll地TEL::留 3-E43-0594 FAX3P3-345-4141

ヒ ー リ ン グ 21
(鍼 灸整骨‐治療院併設)

サ ン マ ー ト咲 田 店

年中無体

服

ｖｅ

克

Ａ‐

と

８ｅ

防

ク
予

一

の

ワ

ん
ト

が

ツ

鴨

ネ

体に[し しヽ自●な健康食F `li,卜 l,■商品ビワの■
温灸 EAV"Jだ 11ヒ トとカンの|」‖に合わせた養生
,=を 紹介しています。

半断食 (6日 間inい ここきます)り
'■

11'1教
=静1正食古〔1、 言耗  無イt'野菜忙I声

さらさらされい茶はlj分に反応し場内バランスを■
える!1体にやさしいおIで す。

食事処 「友 ,,I TEL 022 26号 1[日う|:'T講 習

無号1■  ■イ

“

学月ヒ十二rJ 11■  自然食■
't tJ康

食

ち]、
^[1,■
1`i吊、′せ,■ ●lt,三可

十
=■
11■、補正食品1、 α劇言、食養相談、配達

純正食有||、 И―サワ商品全般 自然酒、無添加ワイン

母手し:り J相談、びわ葉庁まit習 会、地方発送可

911101■20100
1永

務凛属茎点↑

`北

申電荘備守籠IFい
政愛コ

|●

自然酒 無添 l11フ イン 本嗜■■ みつん 地元
=自然食晶 オーサリ均言 (発送可 カタロク送)出カ

こ,ス ローフードいうtlろ

体 にや さ しいパ ンの店 t〒 l]把 じ472)山形県‖1陽 わ宮内 2190
え る ぽ  ぴ |ん TEL 023 845 3304長丼線fi]ヽ駅よりlt歩 0分
OAPAN~藩

~云

 Mi百百
「
〒 1,■ o882)福 自甲1●

'「
■市天沖葛 |||「

会‐||■彗 若 松 支 1部 TEし 日242298116
〒 Jら [□□U5)を二甲■十五 ,市 ―箕六字 11″1字上屈含
,L:I TEL EP42-3P1851

|=髪無添力「ノヽ ン 11然食品全般

10180,lo1 00
年中無体

|■ lt晶 バン 生|:食 1■ 生活キL I栞
= 
イL

9130～20:00
第 1日体

OJ■ IL C書 亀、マク ]ビ オティック、レス トラ
ノイi l埋致室 (第 4日 曜日)、 食養相談

||:00～ 20:30
日・祝

ア100～ 20100
年中無体

9100～ 19:30
年中無体 ‐

■
，
一‐

日
瑚
土

ん
の

ぜ
も

ん
ベ

あ
た

(〒 8660896)福 島県喜多方 J諏訪 1561

(〒 日G3885)福 島県劉
`山

h‖ 成 24 5
TEL 024-930-7555 FAX 024-38[7じ 66

(〒 OFB 8846)堀 島■
=]J■
久i■
'ltど

96-2
「EL 02=ヨ 436‖ P ■電外ま蔦■L宅ヘ

TEL024 2P-4133 FAX□24 22-4861

1〒 363801P)襦 島県部山市咲田 P18

純■
~li‖
、無震薬野菜、バン 飼 1宇衣類、自然′ヒ■

屁 i囀負 食による健康ii ■:万発送塾ヒ達 可。

TEL 024-98P-44〔 J4

73● il′″c′ο夕ο′″″a2005 11

Cコ _― 、食養 lll11 いくも農園



ず
ン
一
デ嬌一発ガ‐

ち
ト
な
り

(〒 9638041)福島県郡山市富田町上ノ内 ll
TEL 024-961-5782 9113●■19:30

オーサワジャパン商品その他数社・生鮮食品 バ
ン・生活雑貨 書籍・休憩スペース有 Э

あ|‐ |い .さ ||ltヽ ||1家  族 (〒 9750062)福島県原町市本陣前 2 34 3YDS本 陣店内TEL 0244-23 520 輻
オーサワジャパン全商品・ シヤボン玉商品
生鮮食品 EM商品他

へＪ

自 然 食 品 店 |わ
―
か ば

(〒 9791521)福息県双葉郡浪江町字町場 183
TEL D240-35-2707 FAX 0240-35-5719

9:00～ 18:00
日・月・祝

バン、豆腐、調味料、菓 子、健康食品、衣料、雑
貨、食養指導、化粧品、書籍、 llI里 会など C

ノ．中・ン暴
り
環

グ
＜

(〒 9200845)石川県金沢市ひようたん町 728金 沢駅より
徒歩 8分  TEL/FAXo76 221 7560 0902 124 0174

常時受付
こ連絡下さい

自然食品 (宅 配有 )、 薬車茶、オカリーナ (自然派楽
器 )、 料 I里教室、食事相談、野外自然塾 ①

塞綸鳥鼈 ふ纂
(〒 92「8062)石川県金沢市新保本 1222
TEL l176-249-4805 FAX 076-249-4188

年中無体24時間
■ωし電話確認)|

アレルギーベジタリアン烹寸応食品 バン 無農薬野
菜果物 米 豆腐 ゆば 雑貨 14理 教室 ①

青   蘊■  堂 悌
田 中 屋 薬 局

(〒 9200847)石川県金沢市堀川日J05
TEL 076-238-3631 FAX 076-22 3229

9100～ 18:00
日・祝

漢万葉 薬車 薬局製剤、そして +α
http:′ www sarara― s com ○

穀 菜食 レ ス ト ラ ン
健 康食 工 房 た か の

(〒 3200044)石川県金沢市三日新町 3 1l PP
TEし ,`FAX 076-253773D

ll:00～ 19:00
営業時間延長可

お食事 イードフル お弁当 浄活水器…
http i rm zu4 y。 9 hp nloseek coip/ 0

寝 異 工房 わ た マ ス 佛
快 食 ■快 1眠 ・ 快 便

(〒 BE3日 38P,石 川県小松 Tl人領中出jl 12松 l‐申I学

北陸線西lll TEL0761 22 5823 FAX0761 22 7345
10:00～ 19:00
第2・ 4自 |||

マクロビオティック食品。Cl書籍。天然健康需布
団他各種寝装品。食と眠 りによる健康法。 ①

一ち

ん

た業野
ぽ

な

つ

気元

の
(〒 9218815)石川県石川Pl野々市町不町 2 P4
TEL/FAX 076-246-021□

10:00～ 18:釦
月

無震薬野菜、お米、バン、豆腐、石けん、化新品、
言鶏、堆貨他料理教室、配達可 ①

ぶ な の 本 国 (〒
9460076)新潟県北魚沼郡守門村大倉 730
TEL/FAX 82579-7-3035 9:00～ 20:00 自然食品、0」 食品Blp売 ①

びとこえ あ
(〒 348044)新 潟県十日円]市水□沢 923
TEL 025お 卜1580

Ю:腑
占 響

純正食品、無農薬有機栽培野菜、天然酵母バン、絹
綿衣類、自然化粧品、生活雑貨、書籍、フェアドレ
ー ド品、オーサワジャバン品多数

①

ン フサ ズ
(〒 9400092)新潟県長岡市昭利 1710
TEL OP58-39-3130 FAX 0258-39-3127

9:00～ 18:00
B

純正食品 無農薬野菜 特別牛乳・生活雑貨・産地
直送品 無料個人宅配専P]店 ・発送有 一①

茉t健 康の店 街畢 (〒 0470021〕 新潟県小千谷市本陶175TEL 0258-83-2750 FAX 0258-83-4859
lll撃
轟繁‐10

自然食品 f17康 食品 シヤボン玉石けん官足法足反
射区療法 整体バランス活性療法 ①

諄露あ底ift 本店 :冨山県冨山市藤木 27 5 TEし 076132口 101新川原町店 :富山市新川原町 4 21 3 TEL076 433 311□ %⑮夫∞自塚焙煎lll琲 豆 (フ ェア ドレー ドオーカニック等約30種 )自然食品。全国宅配可。喫茶有。 ①

群馬マクロビオテ イツク
セ ン タ ー MA tt NA

(〒 3700847)群馬県高崎市和田町 7 3
TEL 0273-22-5484

10100-20:00
月

図書、食品、 14理 教室、陰陽勉強会、食事相談、健
康相談 ①

商 店藤須
(〒 376o□ 53)群 馬県桐生市東久方F26 Pl
「EL 0277-44-5733 ll♀腎♀

:∽
純正食品、図書、自然酒、無添加ワイン、料理教室 ①

自 前 薬 載|」EM■店 (〒 3780051〕 lf馬県沼田市上原
日]180122

TEL 0273-24-3678 111"ぜ0:00 漢方薬、カイロプラクティック併設 （
↓

Ｅ
恵

Ｈ
理

Ｓ
麻

(〒 3792123)群馬県前橋市山王町 22510
TEL/FAX 027 266 5334(山 王病院より西徒歩 l分 )

18:00～ 19:00
日・月

自然食品 無農薬野菜・天然酵母バン 化粧品 配
達  14理教室

（↓

男彎習鷺弩アイ
(〒 87卜 0口 17)群馬県前橋市日吉

「
1157山本八イツ 1階

TEL/FAX 027-219-0ロ ア1 中脚畔
乳卵なしの自然食品 ケーキ 全粒粉バンなど無震
薬野菜、豆腐、書藉他料理数室、健康相談

（
‘

古 代 米
‐
1書FII部
‐
震 国

(〒 3750042)群馬県藤岡市鮎川 337番地
TEL0274 23 8770 FAX 0274 23 8970

3:30～ 17:錮
土・日

」AS認 言1有機栽培の古代米各種、特殊米、玄米
専門生澪販売農家。 1個 から全国発送。

〈
ι

北軽井沢 癒しをいざなう
宿  ・ダ ル シ ャ ン・

(〒 3771411)群馬県吾妻部長野原町応桑 1544088
TEL/FAX 0279-85-2329

北軽夕1沢の自然の中で痢 しの時を過こしにいらっし
ゃいませんか? 穀物栞食 141里。

雰↑摯貯 ‐|し
ンタ
天
(〒 3280口 17)栃木県栃本市錦円 143
TEL/FAX 0282-22 □44

Ю,00～ 19:00‐ 日・視|||■
健康食品、化粧品、衣類、野菜、雑貨、書鷺、カイ
ロプラティック C

2か
'■
■瞥 電

(〒 3213235)栃本県宇都冨 1襴錨山町 6512
TEL028 667 9200 FAX 928 667 0204

10:00t19:.00‐
第 2・ 4土日 (連体)

自然食品全般 (冷食 野菜・米他 )、 健康食品1 繋草
茶、天然酵母バン、自●

I化
粧品、書籍、自然食ベッ

トフー ドとにかく豊富な品揃え 1

○

安 心な た べ も の 屋 さ ん
(〒 3200838)栃木県宇都寓市吉野 214
TE1 028-686-8863 FAX 028-636-369rn

10100～ 19188
日|■■|‐

オーサ ワ商品 野菜 バ ンか ら雑貰 本 まで約
2000品 目。売出年 4コ。通販あり。 0

こ■ケ ー1ま |っ  く■■る (〒 8P 0505)栃木県那須君F南那須町大字上川丼 8514
rEL/FAX 02117-88-0308 ・ 曽■ T

マクロビオティックのパンとおまんじゅう
予約,i文販売 各地発送 ①

轟ξ齢熙螺奮瑳(〒 3293446)栃本県那須88那須町沼野丼 626TEL/FAX 0287-75-21口 l  hitp lノ www 20 0g38 net/｀ ku―
10:00■ 161.00
オく

料 I里教室 植物自然療法・ ソフトカイロ 環境風水
鑑定 オーサワジャバン全商品 自然農法野菜 ①

プ

ベ
ツ
　
一

ヨシ行な
一アフ
　
一
↑一

(〒 32′ 0843)栃 木県佐野市堀米町 147堀米コーポ
TEL 02113 22-3261 |♀ |'T:1'0 自然食品全般 生活雑貨 ①

けマ|ウ ンテン|'|■|ズ (〒 3260日 67)栃本県足利市江川町 22 14
TEL 0284-44-2231

1理蹂灘猿撃
自然食品 お米 酒・その他
お気軽におfltし下さい 1

①

=?L案

みが,10 (〒 3100851)茨城県水戸市千波町 2985ヴイラフィオーレ 101 TEL/FAX029 244 6 2
:に 00‐‐19:00
日・祝

オーサワ商品 バン・豆腐・雑貨 化粧品
ランチ 11:30～ 料理教室第 3、 4火・第 4土 ①

く ら く 房ら
(〒 3114141〕 茨城県水戸市赤塚11 ミオスタワー IF
「EL 029-309-5353 り:亀曽

:∽ 枇杷葉温圧 オーサワジャバン商品 オーガニック
化粧品 健康食品 雑貨 書籍 他 Э

書1撚 ‐食 計 |●イ|ナ ソヽ
(〒 306003)茨 城県古河市東本町 3514
TEL 0280-32-1543 1響督l'p0

マクロビオティック食品、C図 書、オーサワジャ
パン商品、書籍 他

（
↓

舎水出
(〒 3160026)茨城県日立市みかの原町 卜 2
TEL 0294-53-6863

10t00～ 19:00
日

オーサワジャバン商品・料理教室 書籍 バン
フェアドレードの食品と雑貨 輸入雑貨 他

〈
↓

堂陽太
(〒 3430025)埼玉県越谷市大沢 4105
TEL 048-962-3479 ♀ヽl督0100 純正食品、野菜、自然イヒ粧品、書籍 料理教室 C
院
校
体
威

轍
ス

ー

リ
設

ホ
併

(〒 3430025)埼玉県越谷市南越谷 |138
TEL/FAX 048 986 0120(本 部 :048967131Э ll臨Ψ整体治療 (正食、自然療法等 )l■設 :整体師 足裏アロマ施術師養成フリータイム制

（
↓

店

コ

売

場

直

市

の

の

嬢

き

腱

ん

げ
り

(〒 3430807)1奇 玉県越谷市赤山阿 卜963
TEL 048-367-L988B

10100～ 19:00
年中無体

産地直送玄米の専門店 (分づき可 )・ 各種自然食品取
扱 生産者の直売市開催中 HPも 有 ①

姿 勢 堂 脅 格 院
～ 均 整 ～

(〒 3400011)埼玉県草加市栄町 2113201
TEL]48932-6196

9:00～ 19)00‐
水曜午後休み

怪我のリハビリ、病気治療、体型 体質改善
2世 紀の気功系手技療法です。
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大 橋  1自■1蒸||1検 (〒 350‖ 09)埼玉県川越市霞ケ関北 422 7「EL 0492-32-9445
9:00～ 19:00
日

無震薬野菜、食品、図―
‐
、イじ粧品、配達、地方発

送、料理教室
（
↓

"1越

1自■然
‐
|‐

|‐

=1綿
(〒 3500063)埼 玉県り越市幸町 810
TEL 049-224 126/FAX 049 226-4577 1100王 111甲

昭和 45年倉」業 無低農薬野菜 無農薬有機米 天
然酵母バン・生鮮品 手造 リケーキ 雑貨・化粧
品 健康食品 産地直送品 地方発送可

（
↓

お ば あ ち やん の 店
(〒 3538005)i奇 玉県志木市華町 32310
TEL/FAX□ 48-476-4855

1011,1lB:00 自然米 自然食品・天然酵母バン 生活雑貨
′―ガニックコットン衣類・布ナプキン C

獅
詢

研
情
化
康
文
健
ち
ち
育
Ю
子
↑

(〒 3540026)li玉県富士見市鶴瀬西 2236
TEL 0492-513498 =100～

19100
‐
日・祝

正食クッキングスクール埼玉数室、子育て相談室、
奇ち含う会、純正食品、図書、通販 ①

勧 リ   フ  ■|レ (〒 3550328)埼 玉県比企郡J」 1町大塚 130431EL 0493-74-D97 FAX 0493 74-3562
9:“～ 19130
1日

配達地域 :東松山市、嵐山田J、 月」 llll、 滑川町、寄
居 H句 、江南町、都幾り膝J、 玉川村など ①

電蓄ヤ1警拿瞥ン簿 (〒 3440032)埼 玉県春日都市備後東 8477
rEL 048-736-7008 11瞥場1撃

自然食品 健康補助食品 有機野菜 雑貨類 食養
相談 整体冶療院併設 ①

7Jt,■ 1遭 然 食 品 店
(〒 3623037)埼 玉県上尾南上町 2725
「EL l1487 74-8504 )IW.T 純正食品 有機農産物、浄血指導、料理教室 ・○

店
家

専

か

品食

な串」
(〒 3668052)埼 ■県深谷市上柴田J西 42816
「Eし,FAX 048-573-1763

l■
|%警
∞自然食品、健康食品、無農薬野菜 米、バン、化粧
品 ヘナ、雑員、書籍なと ①

サンスマイルショップ
(〒 3580D52)埼 玉県入間郡大井町苗間 卜1527
TEL 049-264-19□ 3 FAX049-2641914

i0100～ lgi 00
年中無体(盆・正月除く)

無震薬お米、野菜豊割 豆腐、バン、ゴH昧料、石け
ん 雄員、イヒ粧品などなど

一今一一

に

店

だ

の

ら

食

”
輔

構
●
の
さ
桜
や

(〒 3300052)埼 玉県さしヽたま市岩槻 区太田 2168東武野
田線岩槻駅下車岩槻公園西伸!信 号角 TEL/FAX 048 749 5995

10:OD～ 19‐ :00
火 ■ |

純正食品、無農桑有機野菜、化粧品雑貨言籍、フェ
アドレード商品、健康食品、配達、宅配

今
↓

オダ|力1自哺詢館樹 店
(〒 3390057)'奇 玉県さいたま市岩槻区本町 2213
TEL/FAX 048-7575463 lM (創業 36年 )りiか らの回復の喜びから生まれた店

食養相談、勉強会、料理講習、オーサワ商品、自然

食品、健康食品全般他 配達発送可
〈
↓

品
店
食

犠
粁
狂
お
０

(〒 3570033)埼 玉県飯能市ハ幡陶 85
TEL 0429-72-2326 FAX 0429 73-6094

'Il肇
鵠1響

お米、オーサワジャバン商品全般、EM商 品。
浄水器、備長炭、百年奈、アロエなど 400種。

（
↓

オ ル  JIン  堂 (〒 350 245)埼 玉県日高市栗tT4 1TEL 0429 85 7541 高麗小バス停前
11:00～ 19,00
火・不定体有

自家種天然酵母バン (石窯薪焼有 )、 自然食品、玄米
定食 カレー、喫茶、仏語会話、米匙

（
↓

，
ｍ
〓
，』
‐ｏ。
恵
ク
里

ッ

由

二

多

リ

本

ク
(〒 387□ 044)埼玉県本庄市見福 31219
lEL 0495-22-0155 FAX 0495-22-0150

10:00～ 18:00
日・水

三面美容 「身体 肌 心Jの提 0日、メイク UP
マリアンボレ化粧品、自然食品、全国発送可 C

働 て ら さ |き|1憲1露1材
(〒 3691202)埼 玉県大里郡寄居町桜沢 11522
TEL 048-581-4968 FAX 048-581フ 220

18:00～ 18100
日・祝

オーサワジャバン全商品 書籍 健康グッズ・サプ
リメント 食養 美容 (リ ンパ)オロ談

臨康
所

健
新

(〒 35911 1)埼 玉県所沢市緑田J472日
TEL 04-2925-2551

10:00γ 19:00
1日‐確定休日

オーサワジャノくン全商品 有機野菜・パン 生鮮商
品 生活雑貨 書籍 lt C

日 本 の 水 田 を 守 る 会
(〒 2600032)千 葉県千葉市中央区登戸 11810
大熊ビル TEL043 238 1408 FAX 043 238 1409

全国の自然耕農家の本部です。

Ⅷ
祝
「
■
響

元気な自然と安全の証明は 'メ ダカの群れ泳ぐ田ん
ぼ"です。自然耕の田んぼだけの現象です。メダカ
の学校運動で全国にfFAげる普及本部。会員制の直産
です。案内資料をさしあげます。

サ ン ラ イ フ (〒 2640口04)千葉市若葉区千城台西 13412
TEL 043-23ア ー8131

9100～ 18:00
1 日曜祭日

自然健康食品、生鮮物冷凍食品化粧品雑貨下着等確
かな健康をお届けして創業 30年のお店 0

堂 |和平南 り11 (〒 2720826)千 葉県市川市真間 3‖ 12
TEL 0473-22-0810

10:llll-19:
1 日 |

食品、無震薬野菜、料理講習、勉強会、配達 ●

軸 の店タンボ|ボ
(〒 2770022)千 葉県ln市 泉町 657
TEL 0471-67-1997

lキ
1勤ξl' 食品、無農薬野菜、食養 美容相談、各 ttl発 送 0

村きお専
(〒 2730005)千 葉県RЁ橋南本町11フ
東武デバ ー ト BI FTEL 0474 25 2211 llillち :fIキ|11'

自然食 Fl、 有機震法野菜 ①
‐
軒 |1然1食 品 の 店

A
(〒 275001)千葉県習志野市大久保 41417
TEL 047-4ア 1 1661 FAX047 471-1661

ll■ lll～1,:00‐
大|1日

オーサワジャノヽ ン ムソー商品檀アレルギー対応食
品 生活年貰 書籍 自然食品 ●

堂あ い り ん

(〒 2860036)千 葉県成田 ll加良部 451
TEL 0476-29-6153 FAX 0476-29-6163

URヒ http:/homepage 3 nrty cOm/ar ndO/

13:00γ 18:00
土

不11戦 &無だき員のお米 無農薬の野菜 天然酵母パ
ン みそ 艦油・石鹸洗剤・他。各種発送&配 達承
ります。′J′ 月玄米

‐i食の勉強会&健康相談 FJ。

●
↓

IK●‐K OI■■||=R3S (〒 2970213)千 葉県長生部長lFl町徳増 806
TEし 0475-35-1236

9:00～ 20:llll
水 ||■

オーガニック食品、アロマテラピー製品 バツチフ
ラワーレメディ、オーブリーオーガニクス、オーカ
ニックコットン 八―ブティー

C

レ アア リグ
(〒 2720111)市 川市妙典 31 12 東西線ll典駅 3分
TEL/FAX 047-306-O123

10:習

=が
|

OU商品&く らしの模様くらしを楽しむ 「済の会J
オリジナルプロポリスTキス&天然サプリメント

（
ι

不 ニ
ー
●■然‐食 品 (〒 lD6 0045)港区麻布十番 2213TEL03 845 8966 郵便振替東京 018943

9:30t19100
日

野菜、海産物、食養相談
´
↓

ベストアメ三ティ(株 )
(〒 1050004〕 港区新橋 118128階
TEL 03-3539-5671

■
祝

一‐

日
鴻
土

おいしい健康をテーマに安心安全な商品を全国のお
客様に提供させて頂きます。

!自
°
然
L● lξ

贔 .

(〒 106004ア)港区南麻布51527田 中広尾ビル 6階
TEL 03-57391814

10:00～ lB:00
土 。日・祝

自然食品 サプリメント 言籍・フラワー
エッセンス他 C

募
然
も雫trキ1甦 (〒 15日 0002)目 黒区目黒本町 4811

TEL 03-3794 848
13:00～ 20:00
1年中無体

オーサワジャバン全商品l・ ムソー 倉J健社  太陽油
脂 生鮮食吊・生活雑貨 他 C

バ ン プ キ ン フヽ||ヴ |ス (〒
  0036)台 東区松が谷 3 06

「EL 03-3841 6316 FAX03 3844-4034 Tヽ青‰閲
自然食品、無農薬野菜とお米、灘穀、′ヒ粧品健康補
助食品、バジャン好評、 十穀こ飯炊く

（
↓

TsubuTsubtl CaFё
(本来食アトリエ・風)

(〒 1128014)文 京区関□ llフ 9 有楽田J線江戸り‖喬駅
4番出□右へ 2分  TEL03 3269 0833 FAX 03 3269 0627 り♂蔦P裏∞

100%植 物性ノンシュガーのお彙子&カ フェ
ランチレストラン 11:30～ 14:00(土 ～15100)

（
こ

自然食品店&玄 米菜食
レストラン 根津の谷

(〒 1130D13)文 京区根津 1114 千代田線根 ,■駅11
出口右lpl徒 歩 l分 TEL03 3823 0030 FAX 0823 0031

iO,llkl～ 21100
日は 17:00～

レストランは 11:30～ 14:30(日 祭休)無震薬
イil・●野菜、無添加食吊全般it貨 化粧品、
手作リケーキ豊富な品揃

（↓

高砂 自然食 品 セ ンタ■
(〒 1250054)葛 飾区高砂 8135
TEL 03-3600-4322 嘲

一
“

一
無農栞野菜、果物、14理講習 勉強会、自己達 ‐́、↓

■

ト

ア

一クエ

イ
ジ‐ガカ続

〒 10卜0062)千 代田区神田駿河台 3313(」 Rお 茶の水徒歩
～7分)TEL03 32 0 4865 FAX□ 352802330

111醤歯爵》響,
うまい野菜、日替天然酵母バン、自然食品全般、生

活‖1貨、言籍多数、シャボン玉石けん等。雑貨の卸
し、玄米弁当有、通販、近隣配達可。

（
↓

市  場
ろ  じ あ1,||こ 1鷲

(〒 1450071〕 大田区用園調布1620
TEL 03 3722-6476/お 客様専用0120404421 ご11F場ピlξ鶴〔

JAS有 機震産物を中心に安全 安心な商品が約
1500アイテム http:′ wwd ecdo,a COm ↓

膨導武■3ン貞シ鶴醸
(〒 10 0062)千 代田区神田駿河台 2119
TEL 03-5281-1363 http l″ www organ candpure com

10:00-17.■ lXl
土・露 :祝

」AS認定有機無農薬魚沼産コシヒカリ・ にか り 各
地海,=深層水  自然塩 全国宅配可

75● ルイαε″οbゴοr777ra 2005 11



ズ
ボ
一”ゴ̈”́】

チ
ナ

タ
(〒 440051)大田区西蒲田′218蒲 田ビユー八イツ IF
TEL/FAX 03-3738-1228

http l′homepage2 n“ ty com/ tanpopo/

10:30～■1001
土～17100,日祝体

オーサワ商品・自然食品全般 有機野業 化 lt品
生活雑貨 セール有・発送可・提携治療院 (体 質改
善 食事相 i炎 要予約)有

①

自 然 震 場 ま ほ ろ ば
(〒 430016)大田区大森北 512
TEL/FAX 03-3768-5275

10:00～ 19‐ :311
日・祝

御一緒に、自然の授理にそつてたくましく生き扱く

技を身につけましょう。自然食品全般。 ①

お にぎ り 処
る    玄ま1鷲う雫

(〒 1430024)大 田区中央 21 2
TEL/FAX 03-57119-4327

8,00～ 13● lXl
l‐ 角■|■

玄米弁当 無添カロおにぎり 23種  自然食糧品
自家製 llt彙 子 エバメール  グルクリーム ①

り ■マ 東 北 沢 店
(〒 1510065)渋 谷区人山田]l15(lF)
TEL 03 3465-5021 FAX t13-3465-5022 星駿類騒懸

日本 C協会食品事業部無添加 純正マクロビオテ
イツク食品約 600品 目。無農薬有機裁培の野菜・果
物 米 雑穀。天然酵母バ ン多種.天 然にかり豆
腐。手づくり冷凍惣菜。圧力鋼 上鋼 浄水器アル
ティマ 肌着 タオル・縄製品。自然素材の生活雑
貨各種。

①

ｄ

ト
コ

ｄ

ァ
(〒 1500001)渋 谷区神宮前 5455
TEL 03-6419 2928 FAX L13-6419-292rJ

よに 00～ 17100
水

,t全マクロビオテイツクによる
100° Oオーガニツク十天然水のベーカリー&デ リ

ナ チ ュラル マ ー ト (〒
1500012)渋 谷区広尾 51B5広尾フラフーホーン、IF
TEL03 8408 2528 http:′ natura martip/

11:00～20:00
1‐ 1  日

‐~機
載培野菫 自然食品、大然酵母バン 玄米弁

当、化粧品、無添力曰ベットフー ド、書籍 ●

海 の 構 株 式 会 社
(〒 600923)新 7言区西新宿 7229
TEL 03 8PP7 5601 FAX 03-3227-5602

,■ID■ 17100
■土 1日・祝

自然海塩 「海の楯」の生序販売と
「海の精.を用い

た醤油、ll贈、梅干、演物などの開発販売。

経堂自然食品ヤンタ|■
(〒 15600b2)世 田谷区経堂237
TEL 03-3428:〕 F155 FAX03-37□ 6-9252

10100～20:00
毎月 l日 /中 1日

自然栽培野菜、くたもの、 llu I古 」、惣菜 JAS有 機
野菜、くだもの、オーサワジヤハ ン ムソー杉食
生鮮食品他

（
↓

場遭康健
(〒 15 0053)渋 谷区代々木 1548
TEL 03 3378-6871

9:00～ 17:00
日・祝

サンコ草、梅醤番、出寿、陽泉オーサワ全商品

毎月第 4日 曜年後 1時より勉強会 Э

ナチュラルフーズシヨップ
プ ラ ウ ン シ ュ ガ ー

(〒 660003)杉並区高円寺南 3606
TEL〔〕8-331b-3 62 http:′ www rakuten co ip/br sugar

10:00～ 18:00
土 。日

(日 祝～ 19:0日 )オ ーサワ商品・ 自然農法米 バン
調昧粁 お菓子 生活雑貨・書籍・他 ①

自然食糧品店 グル ッペ
本    |‐    店

(〒 67005)杉 並区荻窪 5275
TEL□ 3 8338 7427 FAXl13-3398-8651

9130～ 19:30
年末年始・夏勁

無低震薬有機栽1占野菜、果実、純正食品、自然食品

全般、生活雑貨、書熱、水廻り上下水道等ホームサ

ービス等 goyoh閾 廂宅配、面白ハ百屋
①

自 然 資晶|こ雑 貨 の 店
ろ

(〒 0080000)杉 並区上荻 12421 協立ビル lF
TEL 03 3392 5911 荻窪駅北日下千菖梅 l‐ 道沿い

田
●

ヽ
日

オーサワ商品1 野菜 生鮮品 バン lι粧品
野草条 沖縄物産品 雑貨 ペツトフード尋 ①

有限会社‐|■■ミ‐‐ナ
はやおき村・‐西荻店

(〒 1670053)杉 並区西荻■1438 1富 士ガーデン内
TCL〔〕3-5382-3875

10:00～ 20'00
年中無体

‐
|

オーサワジヤバン及びムソー全商品 野菜 生口:食
品はやおき村特選オリジナル商品多数 ○

や
ば
み
ろ
る

ひ

く

の

店

陽
の
太

品
社
食

会

然

限

自

有
(〒 1570078)世 田谷区砧 bど 46
TEL03 B415 1663 FAX03 34 5 485小 田急線祖帥谷大蔵

‐９
祝

一

・

００

日
オーサワ商品 野菜 生鮮食品 生活雑賞 健康相
言炎 http i″ www ta yOunoh roba coip ①

健 康 綜 合 開発 株 式 会 社
(〒 1600022)新 宿区新宿 541新宿 Qフ ラットビル 301
TEし □3-3354-3948 http iノwww kenkOsogo lp

10:00γ 17,00
土・目■祝

マスタークツク土鍋、ガスマット、上びん、理 1甲の

寝具パシーマ 健康食品、全国発送 ○

訊 |■1品 セ ン タ ー
(〒 1800□44)新 宿区∴久り1田151 地下鉄東西線早稲田駅
豆目坂コ TEL E3 3202 9611 11翫駐if'

オーサワ商6]野菜 雑貨等。カタロク誌角。
http l″ www bun白 sho n coip/Waseda/ ①

肇鳥「 出量凸肇
(〒 1690075)新 宿区

‐
l田 馬場 124 4加藤ビル 3F

TEL/FAX 03 3205-0495

」R高田馬場駅徒歩 3分 (加藤眼科のビル) 占扮 ‐
八 り治療、姿勢のゆがみ、健康相談。

|む
者と家族

の女t功・操体法教室J「お灸 温灸講座」く嬌体法を
エスペラントで世界へ >

グ リー ン ポ プ リ櫛
(〒 lB□ 0015)]出 区11糸 卜 11ノ イエヤマザキビル 3階
TEL03 5619 7013

10100～ 18100
大和神茸、アガリクス、霊芝酵素 神鶏、玉金、無
臭ニンニク、自然食品、書籍等

′心 里の安
(〒 1710014)tF二:区池袋2234
TEL]3-3987-OJ52

11:00～ 20:00
‐  日

自然震法野菜 玄米 浄水器 無添加近海魚・特殊
牛孔 本 宅配有 ①

Natural & Peacefu:
わ  ら  わ  ら

(〒 71日日43)=観 区要田J3317有 楽町線千り‖択 3柘
出口より 3分  TEL□3 5986 7401 FAX03 5986ア 402

ll1 00～ ]9100
1火 1月 2回月

自然食品、天然酵母バン、

`[活

雑責、フェアドレー

ド雑貰 衣 :=、 料理教室 1● ●

赤‐と う が |う |●し (〒 1709003)豊 |二 E/詢 込 1288TEL 03-3047-3121
■●00-19:00
■1日 :祝

オーサワジヤバン全商品 無震頁有機野菜 食品
化|1吊  雑貨 本駅から歩いて 0分 ●

自然食糧品店|||■1驀‐
(〒 1760003)t9馬 区栄町 4013
TEL 03-31J48-5701

10:00～ 19:00
日

自然食糧品 C)

富士見台自然資1轟 層
(〒 1760021)練 馬区員丼 31416
TEL 03-3998-6773

9:00～ 19:00
日

自然農法食品、野菜、化粧 61、 図書 （
↓

村然自
(〒 1770051)練 馬区関町北 23312
TEL 03 5927 77Bフ 西武新宿線 「武蔵関Jり (南国歩 3分

0100～ 19:00
日

無 低震薬野菜、自然食品、生活雑貨、化粧品、本
等 月末の金土はセール・お近くは配達無料 ↓

身体と心のウルトラサポー
ター (有)デー■|ポー  ル

(〒 760025)練馬区中4J南 3317P墳
TEL 03-3998-3968 FAX 03-3998-□ 964

10100～ 17130
(要予約 )
水 。日 ■祝 |

自分で浄血できる「手動式プハンJの通販と卸 責
女の再生の為のカウンセリング講座

ワ′Jξ務臭ら麿(〒 360074)江
東区東砂 31626

TEL 03-3844-6401 FAX 03-3644-6483
Юゞ躍肝警

地酒・銘醸ワイン 本格 l■酎 ベルギービール
自然食品 http lノ www nOmm Or"

（
↓

ア  ′レ■|フ■ |夕  ■ (〒 230351)足立区梅圧 614  東武線梅島駅TEL 03-31189-2651

ll:0卜 Bl lJ0
土・日・視■

自然食品 (野菜含む )、 lll康食品、化粧品全国内ピ送 C

や   さ   い   村 (〒 IB1 0013)三 鷹市下連雀 3625坂本
ビル lF

「EL 0422-47-663tJ
10:00～ 19:lll
日曜休81

有機野菜、lЦ農薬米、天然酵母バン、生鮮食品、生

活雑貨、自然化粧品、海の素 他
（↓
・

ほうすいえん自然食 品店
(〒 1820002)調 布市仙川‖句 961
「EL 03-3326-2356

10:00～ 18:00
‐目■|

無震桑のお茶 有機野菜・果物、純正食品 〈●

11勇 13‐勇藤墓最(〒
18700□4)小平市天神‖¬1232C 東京本部

物流センター TEL042 344 1770 FAX042 344 4177 よ鷹儡
・リマ自然化粧品卸販売 いんやん倶奏部の愛情シ
リーズアドピーアレルギー対策卸販売

監↑f‐♂θ撃
(〒 187004)を 平ヽ市美園町 331
「EL 042-341-2908

11TI撃 自然食品・健康食品・有機農法野菜 イじ粗品・アレ
ルギー対応食品菓子・生鮮食品 宅配

（
↓

IF奮イ墓ラ響、ィ(〒 1830023)府 中市宮
田J「 26プ ラザワンビル 2F

TEL 0423 64 8262京 王線府中駅南口正面 2F
9100～21100
第3人

カット良し、デザイン良し、健康も守る美容室弱酸
14パーマ ヘアカラー、ベル ジュバンス

今
↓

ス
店
ル

タ
酌
∝

八
学
前
一欧
詢
ジ南
屋
ナ
酬
用
〓国紀

(〒 1860002)国 立市ri卜 1617ポポロビル地下―階
下リエスカレーター右 lBl
TEL/FAX 042-572-P50日

lB'00～ 19;00
第 3火

二月は 4日より

オーサワ商品 自然健康食品 化 li吊  備長炭・お
茶 調ll 14 アトビー対応 OS工 業シジョウム全商
品  リフレクソロジー 全国宅配

（
↓

ナ チ ュラル フー ズ 蒼 玄
(〒 920954)八王子市小円町 202
TEL 0426-25-OU96 疑獅l:ス

無震薬穀物各種 有機野 _‐  大豆加工品 バン 乾
物 菓子 生活雑貨 半断食指導 腰石 D

イノチの糧屋ハ王子店
(〒 330333)八王子市めじろ台 412
TEL 0426-63-59  FAX 0426-66-4622

京工高尾線めじろ台駅より歩 3分

10占ΨttT130
オーサワシヤバン全商 L」、無農薬朝どり野菜、認証

角機玄米、天然酵母バン 健康食品、衣44品 、パイ
ウォーターなど。

0
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一
社
ル
■
一

響カ

背
リド
株

(〒 2020□23)西東京市新町 5520
TEL 0422-362055 9100～ 19:‐ l10 自然化粧品等の通信販売及び卸販売

ハ  ー■■1自  然1 館 (〒 100140)ハ 丈島ハ丈町大賀堀阿 590TEL 04996-218011 |≒即ず01撃 真空浄血療法、自然食品販売 0
β 。 |●■.(プ ■ |卜 ) (〒 2D5DO11)東京都羽村市五ノ神 42211FTEL 042 555 4440 FAX042 555 4886羽 村駅から走って 30秒 品は理識

農桑や化学肥料に頼らない農産物を中心にお酒や本
も商っています。htp /77wwW b00t organに prod com/ 0

参

食然
人

鶴 (〒 208002)武 蔵村山市三ツ藤 14213
TEL 042-560-4459 hitp:″ www e― nini n ip/

1)li鞣
糠臀

オーサ ワ商品・有機野菜 健康食品 自然派化粧
品・生活雑貫 全国発送 配達 Э

私轟政「弓じ議
(〒 2591325)秦野市荻かfE 8 41
TEL 0463-39-3831 http: //homepage3 nrty cOm/man holu

1'‐

鰹螺薦‐甲
毎月 4コ ースの料I?教室開催  ランチ お弁当
コース料理もすべて予約制でお待ちしています /

（
●

山1崎 鍼・淡 指 圧 続 (〒 2130013)り 崎市高津区末長 2243TEL 044-865-5581
9■ 18-21 i lll
日 `月

鍼灸、指圧、小児鍼、食養相談、勉強会
htp:′ lbn zero adゎ /～ Zaq 77728/

伝彙:鰺
(〒 24卜0824)横浜市旭区南希望か丘 2
TEL 045-363-0346 FAX 045-363-B847

南□よリバス通り信号 2つ目左折 20□ m角 [h鰤雅
オーサワジャバン商品・輸入冷凍食品 食べ方じ出
し方に
'セ

ミナー随時0安 くてきれいで幸せ若返り研
究会● コーヒー腸内洗浄取扱店

Э

■
店
タ一

一
一呻
　
．

食
明

然

●

軒
”

(〒 2320055)横 浜市南区中鳥町 481
TEL 045 712 3839 市営地下鉄弘明寺駅徒歩 3分

10 1 11fl― 19:00
オー サ ワ 商 品 α図 書・食 吊・野 菜・玄米・雑
貨・イヒ粧品・アレルギー対策食品酉己達 全国発送可

〈
●

〓

室
教
教
理

ン輸紳
一
製鰺

(〒 2470004)横 浜市栄区柏陽 15-23岡 田きょう子
」R本郷台駅歩 5分  TEL/FAX 045 894 4799

料理教室 (金  土 )基礎 F4、 切中上級、出 PFttB雨、予
約制食事会 (食箋等こ希望承ります )

す||こ |や■か■広1機

(〒 2440003)横 浜市戸塚区戸塚町 11日 山ロビル lF
」R ttl‐●駅西日徒歩約 5分
TEL 045-881-7636 FAX 045-881-2772
http 1/sukoyakah roba com

:0:00‐191o0

嘉濠昌之慇るま

オーサワジヤバン全商品、野菜、天然酵層バン、食
器 衣類、生活雑貨、図書、通信販売、近隣区内無
料配達、売出しは毎月です。
E ma i sato@sukoyakanroba cOm

Q

臭11=ξ督:管:P禽
(〒 2240037)横浜市都筑区茅ケ 1奇南 31825
TEL 045-942-4001 8:00～ 17100

自然農法野
~i、
米、食品全般、雑貨、書籍他

稲刈ツアー、健康相談会、講演会など ①

グレ■トライフサポート
(〒 2270063)神 奈川県横浜市青葉区榎がlL 20 16
サニーヒルズ lo6
TEL 045-(184-8630 FAX 045-984-8030

鏃陰轟繁
受付は平自です

食事 改善 タイエツト 半断食・料 理教室 7号
食 健康相談 すべて1」人出張有・正しく行えば必
ず効果あ ります www macrOЫ os net 中

繁雷

'薫

灘ヤ専
(〒 2400023〕 横浜市保土ケ谷区岩井町17
TEL 045-337 2223 FAX045-335-3886 ∬島‰『:纏

オーナーは生薬漢万認定薬剤師・保険調剤 健康食
品・ 自然化粧品 精油全国発送可

〈●

マク瞳ピオティック&自 然
食品のお店ナチュランド

(〒 2230062)横 浜市港1ヒ区日吉本ll13 3 8
TEL 045-564-3351 FAX 045-564-8352

10100～20:10
年中無休

玄米菜食 レス トラン (食事、お茶、手作 リデザート
■ )、 自然食品販売、陶芸アトリエ穐 り ③

ア■ |ス Vマ シ|ゴ|'プ (〒 2470006)横 浜市栄区笠間 卜2
TEL/FAX 045-893-3965 ■■00～ 191130

自然食品・自然療法の器具 エコ雑貨 真光元 (し
んこうげん)竜 14ゼ ロのシヤンプー・化粧品

（
↓

陽陰 洞
(〒 249-0806〕 逗子市逗子フ158
TEL l1468-73 7137 FAX0468-71-4383

10100～ 19100
日  ‐ 食品、無農薬野菜、豆腐、化粧品、食養相談、配達 ①

`I A■
,■ A 本|■店 (〒 2280024)座 問市入谷426139TEL 0462-55 9326 FAX0462-57-3664 i為♂董購:選

無農薬有機野菜 伝承自然食団健食雑貨全般
全国宅配有 宅配料言:安  宅配言」引セール有 ①

ろま や
(〒 2500003)]ヽ田原市東町 395
TEL 0465-34-9612

13100～ 17:D0
日・月

純正食品、α図書 ○

一
ル
麦

店
場

臨 (〒 2540807)平 塚市代宮Я1825
TEL/FAX□ 4632 8448 平塚駅南□徒_■ 3分

ll響
宙181"

産直無農薬野菜 果物 生活雑貨  各種イベ ント
有 米づくり 保存食づくり・ヘナ・温灸等 ①

|、 す.,|の 養‐‐薄 (〒 2540013)平 塚市田lj7 30-20TEL/FAX 0463-53-2683
9:30～ 20100
1日

医薬品、健康食品、リスフラン化粧品、足心通
健康指導教室、食品 Э

店
ド

の

一

日“
ロ

食
ス

康
ル

健
べ

(〒 2420021)大 和市中央 b142あ すろ―どバーキングビ
,レ 1□3(大和讐察署2軒隣のビル lF)
相鉄線・小田急江ノ島線大和駅から徒歩 4分
TEL B46-262-00PO FAX 046-262-5968 http:/www h「 h colp

Ю:%“ Of」

断食と食養及び健康補助食品によリベーチェット病
を莞 llb。 生き方を変え S49年創業。 0」 商品多数、
自然食吊、有機野菜、エバメール化粧品、食養健康
相談、通販、毎月 「日曜をFteく 月末の 5日 間J特売

①

●
ア

Ｌ
ン・‰ (〒 2520007)藤 沢市湘南台  91

そうてつローセン角 TEL/FハX0466430330 1ド 1騎肝∞自
然食 |]∴、健康食昴、無添加化 lli品 、竹炭備長炭、
空気消浄機、浄水器 衣料、他雛貨

（
↓

やなか
(〒 248-0014)鎌倉市由比が浜 3947
TEL D467 24-8664 FAX 0467-237264

9:30～ 18:30
■ .

有機野彙・果物、自然派化粧品、無料配達にゴ須賀、
茅ケ崎、藤沢、戸塚) ①

マ|り, ナ カ 薬 局 (〒 4830004)山 葉県富士吉田市下吉田251TEL 0555-22-0230 :聟

=1古

00 漢万薬、健康相談、リスフラン化り1品  食品 〈
↓

ン
房工

パ
どさ

薫
のし

石
ほ

(〒 4020034)山 fIJ県 都留市桂‖J9522
TEL/FA× ∩554-45-2471

10:DO～ 18:00
日・月|

富士山溶オi使用の石窯で焼く天然酵母バン製造
マクロビオテイック食品全国発送可 ①

自 然 |1食 品 有 機 村
(〒 4□□OD65)山 葉県甲府市貢川 1318
TEL 055-222 1872 http:ノ www ll paaorip/u― 隋mura/

10:00～ |■ lllt
l 年中無体 ‐

自然食品全般  オーガニックコットン・ 自然
化粧品 書籍 文具 CD.生 活雑員 奪

品
昧
食
●
沐
●
自

良
拿 材
■ 屋

(〒 40915口 l)山梨県北巨摩 311大 泉村西丼出 32407578
TEL 055 38 0464 」R甲斐大泉駅 60□ m南

10:30～ 13130
1  火■||

無農薬栽培農岸物、自然食品、食材全般
生活雑貨、古籍、宅配あり ①

靭 光■ 彩  工  芸 (〒 407口 104)山梨
L.北 巨摩郡双葉町竜地 3049

TEL 0551 28-4181
■■00～ 1811111
■  日 貴金属装身員

字ラツクチ質‐‐笑
(〒 48800日 P)山 梨県北巨摩部高451町 IJ山北

=J8988TEL 0551-47-4585 http:″ ww、vu―ch ro com 鳥ポ
カイロプラテイツク、オイルテラピー、波動測定、
血液細胞分析、健康食品 八―フ、教室

〈
↓

中 央 1調 剤 薬‐.局
(〒 4010015)山 梨県大月市大月日|イし咲 12643
TEL D554-PP-3325 FAX 0554-20-1125

六月市立中央病院前。調剤薬局、シュタイナー関凛
商品、純正食品、生活雑貨、医薬品、ユ1籍

（こ

河日潮アリレカンシェァル
(〒 4010305)山 梨県南都留郡富士声J口 湖町大石 24382
TEL 0555-76-6662 FAX 3555-76-6682
http l″ www arcen grip/

年中無体
マクロ食の宿泊施設。 1,白 2食 12600円 。松本光
司先生料理教室。半断食スクール。会席 14理 3675
円。アロマテラピーサロン。

①

1:|口書「搬課 1勇し写霞
(〒 4092942)山 梨県西八代郡下部町下部 990中 央通甲府南
C60分 河口湖 ℃60分、東名富士 Ю 90分、」R身 延線下部
温泉駅車 3分 hup ノ

"asucOm TEL0556 36 0‖

:ヽ1黒轟派l
H154新 装。良く効くぬる場温泉、無添加 14理、
循環農法無農薬野菜 (EM[角 用微生物 ]ll肥使用 )、
粗製糖、自然海塩で健康追求 |

（
↓

りロテヤ〓
シ
●
′ヽ

ュぜ
舎
ュ

(〒 3998380)長 野県南安蟹郡穂高町留里
「EL 0263-83-3838 http 1//www dtraman grip/～ shaぬm/

10:80‐‐211i00

案鋏
レス トラン&カ フェ、石窯バン、ピザ、自然食品フ
ェア ドレー ド・エコ雑貨書籍販売、宿泊 ↓

=|コ
シ ョー,プ ワ ン (〒 39600‖ )長野県伊那市未来通り 42851

TEL 0265-76-3886 型纏 ::豊
マクロビオティック食品、シャボン玉石けム′、エコ
住宅、健康塗料、オーガニックコットン ↓

77● Mαε″οbわ′″″′2005 H



》一ご暉一
ア
は

(〒 3800803)長野県長野市三輪 12511
TEL/FAX 026-2591151 躙 T肥 オーサワジャバン バン・米・野菜・イヒ粧品 フラ

ワーエッセンス・森修焼 本 他自然食 ①

」APAN蒼 玄 MBF
長 ■ 野  菜  部

(〒 3810021)長野県長野市屋自 769
TEL/FAX 026-2227345

10:00～ 19,00
‐ 年中無休

半断食 (6日 間通いでできます潮 進料理教室

純正食品、書籍、無農薬野菜他販売 ①

う か■い 鉱|″1病 院
日本動物病院会指定病院

(〒 38卜 0021)長野県小諸市甲 32322
TEL 0267-24-8600

9:30～ 19■ 00
月

オーサワ商品lll扱 い マクロを主体とした自然療
法、手作 リフード、メディカルアロマ ①

食
伎

然

映エ

自と

ト

花

ア
(〒 386□042)長野県上田市 L塩尻 4541
TEL D268-21 4187 FAX0268-214188

ll:00γ 18:00
日・■|‐木

オーサワジヤバン商11、 天然酵母バン、雑貰 花と
マクロピオテイツク|=]=教室 O

りどんの
(〒 386‖ 02)長里γ県上田市 l田 原 8761
TEL口 268-26-9355

9:00ん 17100
日・祝

オーサワジヤバン商品 根を守る核酸有機肥卜ヽ 核
蟄&キ レー ト酸素食古‖ 無震薬野菜 ①

てて く く
(〒 3950051)長 ll県飯田市高羽町 346
TEL 0263-53-5980 FAX 0256-53-59113

ll:00～ 19:00
無休

有機野■ オーカニック マクロ食品、エコロジー
グツズ htp Fwww"kuteku net/

店

ス

おの
ゥ

品

ヽ

食然

‐

｛【

ａ

(〒 38983□ )長野県南安妻郡穂高町角り」37552(イ J)あづみ
野ネ1中 内 am八 ウス TEL□ 263815J6月  FAX0263 8 5061

9:l13-21 :00
年中無体

オーサリ商品、自然食品全般、雑貨、肥料、環境浄
イヒ用品、鉱泉イアンパック8ビーリング a)

自 然 食 品 五 昧 調 和
1〒 43'00631静弓県袋井 1田町271
TEL 0538-44-PI(〕 F

10100■ 19:00
日・盆 1月・CW

無震I野菜 自年食三
健康教室 バイタルチェック 0

場

＞
広

ろひう

草

そや

野
＜

(〒 4370013)静岡県袋丼市新屋 45P
TEL 0538-44-8083 FAX 05〔〕8-441796

10:∞～18:30
無休

無震長野菜、自然食品、生活‖1貨、書籍。野車こと

も診浄所の診察室の語らいから生まれました。 0
フ
イ
一

イ

レう一
然

ス

自
■

(〒 4338 7)浜 松市高丘亜4261
TEL 053-438-B323

10100-18:30‐■角  |
無農 _T・ 野菜、自然食品、オーサワジヤバン商品、1'

埋教室、配達 D

働  エ  リ  ン  舎 (〒 4311200)浜松市舘山寺町 33TEL/FAX 053-4873355
9:00～ 19:00
年中無休

マクロ教室 1分 で痛みをとる器 具 シルク化粧
吊 無添加ペット食品 I買 境蘇生商品

場
園違輩

泉

シ‐‐温”
食
，＝卸

半
桐

(〒 4138002)熱海市伊豆山 ]062
TEL 0557 80 P Dl(代 表) 争亀鵬 早

「
宿便とり」半 lltt lFA大 な施設と 20年の歴史

|〕

旨

導者養成J … 道場開設自立営業の人に
（
↓

ン

一
所

↑
夕

‐養
””嚇

ジ
康
どイ撃』

ア
伊
０

(〒 4130232)静岡県ll東市ハ幡野 737
TEL 0557-54-001l  URヒ :http:77www zu colp/
～セuken E ma lレ uken@レ u coip

予約制
年中無休

ll食  半断食 湯治 (温泉 )・ 食養 (自 然食)東 洋療
法 物理療法 健康講座各種 森林浴 環境に恵ま
れ 3□ 年の歴史資料こ請求下さい

（じ

翠治
「
讐ξデ僅(〒 4130232)静岡県伊東市ハ幡野 1フ 4149TEL 0557-55-2660 http:ノ www y― sato com

予約制|

年中無体

温泉保養・食養 断食の各コースで体質改善できま
す。資t4請 求下さしヽ。

自 然 食 品 店
議 ‐■■グ リー‐■ ン

(〒 4180061)静岡県富士宮市北EIJ 4 13
TEL 0544 22 3741(ニ コニコミナヨイ) littT親ず

'

リマ クッキング富士宮校 (毎月第 1水―初級、第 2
水―中級、第 3水―上級)食 品、野美

（じ

わ  
―
ら  び| の (〒 4240g43)静岡県静岡市港町2713TEL 0543-52-9640

10130～ 19100
日

無農薬野■、無添カロ食 1甲品
今
↓

力 ■ミ ナ |リ   ヤ (〒 4200842)静岡県静岡市銭座
l1681

「EL 054 247 8754 P撃臨撫‐Ψ ij機野茉 食品
（
↓

76気 一 番 館 セイ ケ ン
(〒 4860061)静岡県掛川市緑ケ丘188
TEL 0537 23-2414

10:00～ 19:00
年中無休

自然食品 lll康 食品 洗斉」 化 lFl品・健康器11 家
庭用電 子治療器

（
↓
・

株式会社 サンオ■ネスト
(〒 400874)静 岡県沼津市松長 78口 |

TEL 0559-68-0250 FAX 0559-68-0260
91唱
1場1‐ 10

アイスク リーム 乳裂 |〕 J 卵を全 く使用せす
クリーミーに仕上げた大豆アイスの販売。

自 然 派 生 活  神 和 質 (〒 4100305)静岡県沼津市鳥谷 4528TEL/FAX 055-9673095
10100～ 18:00
日

自然食古11、 無 減農■野菜、豆腐類、自然素材 生
活雑貨  言籍他

●■然 食■■ の 磨
シ ダヨ

(〒 4 0B40静岡県三島市緑町32
TEL 0559-75-0643 FAX 0559-75-3203

8:曽ず:釦 自然食肝1 健康食品 こだわ り震産物 書熟
調I甲器具 料理講習会へのお誘い

（
ι

駐離f4繕話諮
(〒 4250033)静岡県焼津市刀

' 36086TEL 054-624-4246
8130～ 18:30

E41食 同源、あなたが家庭の名医になりましよう。
難病、奇広にとりくむオーラ治療法。

締伊勢吉■|1難幸事業部|

(〒 411091ど)静岡県駿東llF清 水町正同地 305
TEL 055 971 0584 FAX 055 073 2008 "|[瞥

0' 日本 CI協会、健康rI品、食器、シュタイナー関連
商品、介護用品

ハし

豪
荘

温岡
ま

長
だ
一ユ伊

こ
(〒 410221)静 岡県田方部伊豆長岡Π句長岡 605
TEL D55 948 03‖ (1週間前予約 )

24時間入浴可能
天然露天風呂

プロの板前による句の玄米彙食 1音と温泉の宿
1泊 P食付 IE000円  3日 名のセ ミナー会場有

鞠 玄 |■■■‐ ■|■気 (〒 4420857)愛知県雪川市八播町11鋳 247TEL□ 533 86 5870 FAX□ 533891072 '凡
Ю:智 マクロビオテイック商品、野葉、ノくン、生鮮サプリ

メント、化粧品、オーガニックワイン、自然灌 雑
ス
＞店

ラ
橋

プ

農
キ
気

ン
玄蜘

ゲ
く‐

(〒 440083)愛 知県3橋市西岩田 61611
TEし 0532 33 0655 FAX]532 63 0656 http lノ www genk shop co jp

18:00～20100
■1 日 橋店はll灸 治 l●院も併設 )

信鰈 亀警|1鶴
(〒 440089D愛 知県署橋市松葉町365
TEL 0532-54-5876

0響督811
オーサワジャバン全商品・バン・生鮮食品 生活鮒
貞・書籍・免疫力強化食品 他

局
店

薬丸

川
０
一

日
〓

(〒 441315)愛 知県留橋市二川円北裏 112
TEL 0532 4卜 7411

3100～ 20:D8
1■ 1年中無休 |

あなたの血流サラサラですか ?血流無 14測 定
自然食品 自然薬、漢万などで健康サポート 8

コ ジ■マ フ■|■■ズ (〒 457001)愛 知県名古屋市雨区呼鵠元町 9ど′TEL 052-8218746 11瑠1駐 |ギ
自然農法米の販売、玄米βl、 玄米粥、玄米こはん

(大豆、小豆、金時豆、黒豆)の水煮等製造及び販売

寿 ■■ |ナ  ゴ ヤ
(〒 4610004)名古屋市東区葵 3丁目 2311
」R 地下鉄千種駅 5蕎出□前
TEL 05P-935 2366 FAX 052-935-2373 littTttP

マクロビオティック商品、純正食吊、書籍、無 減
農薬野菜 天然諄母バン 生活用昴
セミナーあり hip lノ www l]ocn neわ～jugenny/

●

ヘ ル シ ン グ あ い
(〒 4620844)愛知県名古屋市北区湾水 4 51日 宝
黒リ ビル 2階 TEL052 316 5□ 76
名城線黒川駅より徒歩 5分

10:00～ 18:00
‐ 日・祝 ‐‐

無震薬有機栽培野菜、お米や天然酵母バン、本桶醤

油 etc。 喫茶では無農薬コーヒー、ランチをどうぞ
今
↓

自 ■然  食 ||,■ 1 0 (〒 4670807)愛知県名古屋雨I崩穂区駒場
1月 ち9

TEL 052-842-5010 http l′ wWw s― b olp
91∞■1■lm
日|

リマクッキングスクール名古屋教室
マクロビオティック食材 書籍 籍貨他

（
↓

と

＞一・
ｒ

る

一
一
，
Ｇ

´
●

(〒 47 0886)変剣1県名古屋市瑞穂区瑞穂・llり 245
TEL 052-841-0146 ::B躊腎10

オーサワジヤバン商品 バン・野菜 生鮮食品 生
活雑貨 編製品 イ

`粧

品 書籍 他
（
●

ヤ
店

ノ

瞥
品食

松
襟
・
生

万
(〒 4600011)愛知県名古屋市中区大須 3336
TEL 052-241-0486

10:BO～ 2100
年中無体

無低農薬有機栽培野菜・マクロビオティック商品

天然酵母バン 生鮮食吊・生活雑貨
（
↓

構 番 1富 食 種 販 売 所
(〒 4710026)愛知県豊田市若宮町 38
TEL 0665-33-0687

811「ピl:::
自然食「|ら、イヒ粧品 配達ホームページは
htp:′ www hm 3 ata nelp/^― wakam ya/

（
↓

ヘ ル シ ー メ イ ト
(〒 4440833)愛知県岡崎市柱曙 1丁目 0 :
TE1 0564-52-7000 FAX□ 564-52-7119
名古屋焼山店 名古屋市天自区焼山 TEL052 800 3533

10:00t19:00
月

無震栞野菜、食品、化粧品、自然酒、オーカニツク

ワイン、衣料、雑貨、書籍、全国宅配

ぼ乃里(ム|タツ サトう (〒
4870005)愛知県春日丼市押沢台 7 0 7
TEL 0568 91 0666 FAX 0568-9 4445 』|:i脇聟tttj

高蔵寺ニュータウン内 超エネルギー水・活"取扱
店  11農薬野菜 食品 化 |1品1 森修焼 ↓

チ ル チ ル ミ チ ル
(〒 4750924)愛知県半田市東郷明 301
TEL 0569-221076

91錮～19:D0
日

自然農法野菜、自然食品、天然酵母バン、生活雑

貨、自然 1ヒ粧
「

1、 カフエあり 電話注文承ります
（
↓

ルイαr′ 0み√οr′9″′2005 11● 78



閥 ア ール  |テ ■ ィ (〒 480 154)愛 知部長久手町塚田 1922番 地シェフォーム
エタニ lF TEL/FAX 056 63 9799地下鉄藤クEE駅 =:00～

18■ lI

I自
.月
・録■

鍼灸手技療法、母乳育児相談、フロポリス
健康自然食品、書籍、雑貨 倉

萬書轡 雫の寄(〒 49 0002)愛 知県―宮市崎之島丸先 212時之島公民館の前 TEL 0586 51 9559 褥 l鯉
オーサワジャパン商品など全国より厳選した、安全
安心の、こたわり食品と雑貨 800種。 Q

ア イ ア|イ ド ラ|ツ |‐グ
(〒 49 0838)愛 知県―宮市丹陽陶猿海 10‐腰本 756
TEL/FAX 0586-24-7539 http l′ ‐ w a a drug com

10.:00～ 21 i llll
ll 木  ■■||

食養相談、オーサワジャバン商品、医薬品、健康
自然食品、イヒ粧品、日用雑貨 ①

建 然資1轟 や まくち
(〒 470054り 愛知県愛知部東郷R」和合ケ丘 24 3
TEL 058i 39-0401 FAX 0561-39-0756 ■覧fO響

自然食品 健康食品 健康グッズ他
http:′ www nf― y cOm/ ①

一讐『中
限

生

有

●
(〒 5030886)岐 阜県大垣市大井町 451
TEL□ 584-89-5776

71‐mγ 16:lxl
自祝本体み|

オーサワジャバン全商品・生鮮食品 生活雑貨  言
籍 他 ①

輸 わ |ら  べ 1村 (〒 5050051)岐 阜県美濃加茂市加茂野陶鷹之栄 342TEL 0574-541355
911"■ ;8:00
第 2日

自然食品・無農 ._野菜 生活it貨 書籠、フェア ト
レード品、料I里教室、イベント、通販あり。 ①

=|‐

ぷ「璃製l■lt (〒 5060013)岐 阜県高山市有楽陶 46 S NGビ ル 2FTEし /FAX 0577-351057
∞
日鶏

‐０
水

マクロビオティック食材、オーガニックコットンの
衣類、エコロジー雑貨・書籍 他 ↓

キ
ん

一

や
ユ

ち
店
う
の

あ
り
の
ゎ
酒
だ
一●
，
」

(〒 5060824)岐 早県高山市片野町 5228
TEL 0577-32-5078 FAX 0577 36 1588

9130■20:00
・水

オーサワジャノくン l_b品・有機栽1台野菜
オーガニツク食品・雑貨 天然水 ①

腋|ヒ  |′|■■モ ■ト (〒 9100032)福 丼県福丼南堀ノ宮 lB□ 3市 内バス三郎
丸回地下車 l分 第 2堀 ノ宮下車 3分  TEL 0776 2卜 3811

811電
キ響

体買別食養指導、料 IT教室、試食会、自然食吊、健
康食品 (プロポリス )、 波動測定

（
↓

自1然 食 品 1有 機 米
か  ね  |こ   や

(〒 5150075)三 重県ll阪市新町 830
TEL 0598-21-2602 FAX 0598-2-8799 http 1/www e― kanekoya com

9:30～10100
日●祝

有機米 天然酵母バン 有機野菜 豆腐 J・l昧料な
ど。基本の食生活を大 t71に 考えている

（
↓

目||,=l ul野豫 ‐‐遺・ 場
(〒 6860832)余 良県生駒‖!三郷町信貴山西 21□2
TEL 0745-73-2507 Ffぶ激豪χ不早

断食または半断食 と正食指導
案内書送呈、入場費 1泊 6600再

か ん と |‐ り い (〒 6310002)奈 良県奈良市東登美ケ丘 4 65(東 登■ヶ丘
5丁 ロバス停より徒歩 1分 )

10100～ 19:00
月 |

自然食昴全般、あいかも農法米、無農薬 低麗葉野
菜・果 ll、 自然素材囃[貨、石鹸、八―ブ 0

一ン
舎魏七

べ

け
(〒 5200851)滋 賀県大津市「_D枯助 1414
「EL 077-537-3878 FAX077-537412L9 l∽』響 自然食品、漢方薬、鍼灸、操体法 ①

＞

ス

年

ウ
漏
＾
距
ル
て
ラ
湖
ユ
わ
チ
び
ナ

(〒 5250032)滋 賀県車津市大路 197
:EL/FAX 377 563 0559

9:00～ 19100
日 ■

自然食品 びわ湖・自然食品検索注文可即発込
http://www ocn neip/～ n― ue市 s/こ注文可 O

マク|●ビオティ|,|ク京都 (〒 6]68101)京 都市左京区高野蓼原町 77「EL 075り ‖-4551 0
ズ

マ
一
マ‐‐

，
一
一

ラ

ィ
ユ
ッ
チ
ナ
ナ

エ
(〒 6028034〕 京都市上京区新町―条上ルー条殿円J4832
TEL 075 43「 5□05地下 II鳥 丸線今出川駅下車 3分

10:00～ 19:30
日 ‐■■‐

fu農薬野菜 天然鮮魚・ 自然食品 /1-サ ワジャノ
ン商品IJら生活 Fin連 雑貨まで。市内配達可 ①

ベ リ■■ス 伏1 見 (〒 6128037)京 都市伏見区lL山町鍋島 7
J tt■ll山駅西 50 m TEL075 611 0387 ヽ0'百 2● 1攣 純正食品、洗斉J、 無震薬野更 0

鵬
協
し
活
らな篠

平
頒

(〒 6128312)京 都市伏見区津知lFFi円 J390]
TEL a120-869-860

24時間営業
■年中無休 |

生活商生支援 (悩み相談 無料)240専間受付中 /
オーサワジャバン全商品・衣食住遊再生支援 /

（
↓

ら
舗
むん
店
ぜｔ
戻疇刺

京
プ

(〒 61681P5)京 都市右京区太秦組ろ田J101
太秦駅南イロJホーム内 TEL075 873 3877

10●00～ 191m
l自・祝 ‐

http:″www b nchotan com又 |ま http l′ www rakuten
co p/uzumasa/で注文可 .81発送 !

官

ウエンデ|ィ ー ■マ|マ (〒 6038157)京 都市北区紫野冨東助 卜75
TEL 075-411-446口  http 1/www w― mama com

IB:00～ 19:00
■|1日   ‐■

自然食品、健康食吊～生活用品ま厳選したトータル
な品l~え。通信販売、HPで,i文可。

（
↓

ム ス ピ ガ ー デ ン (〒 540002)大 阪市中央区大手通 227
TEL06 6945 0618 臥X0669106237

自然食品全般 (無晨薬野菜 調昧料 書籍 銅・玄
米弁当など)約 2000アイテム通信販売有り

会協食二
(〒 540002)大阪市中央区大手通 22ア
TEL 06-6941-7506 岬一

料Ill教室、本部講座、研究会、人間講座

家ぎむ の
(〒 5320002)大 阪市淀川区東三国 4175 1階
TEL 06 6395-7806

10100～ :810D
土 =日

純正食品、無農薬 TJ菜、 l・2康 謁習会、千坂式ミネラ
ル健康法

（
↓

鯉轟菖轟 為
=√

(〒 5330033)大 阪市東淀川区東中巳 卜2012-414=
JR,■ iF,こ こで二ニ ユニリーンl・大1キ ドビル4F4`= TE1 06 6326 663: 王目器:群檸:I

取扱古‖自然食品 健康食品 自然派化 lli品 ・浄水
器 圧力鎧 書籍

（
↓

健 康 情 報 総 合 サ イ ト
健 康 で い|こ う |

(〒 5360005)大 阪市城東区中央 1824
TEL O120-64-1441

10100γ 19:00
日曜祭自定休日

httpノ www kenyu kan comに て全国こ注文承 りま
す |

店‐
ル
０
ヒ
駐
一
一

ト
食

鷺
(〒 5500006)大 阪市住之江区浜口西  3 2
TEL/FAX]6-6678-0390 10:00-l,:00 オ

ーサワジャバ ン商 |]全般 有機大、有機野菜等
2000アイテムの品そろえ。配達有。

ブ
部
ラク礫”針舞優影彩シ食

(〒 5600051)雪 中市永楽荘 214
TEL D6-6840-2988 FAX 06-6840-2987 」軸

■
年

無農薬野菜、自然食品、オーサワジャパン商品、ア
レルギー対応食品、自然化粧品 雑貨

〈
ι

健康|ス トア
健友1奮

駒川店

城東店

〒 5460043)大 阪市東住吉区野引 5143 10100ん 13●00大 自然食品 健康食品・健康生活雑貴 備長炭
http l■ www kenyu― kan colp

（
↓〒5360008)大 1坂 わ城東区関目11131 100～20:∞ 日・う

一ャ刀一つ「
ナ
グ

(〒 57311 )大 阪府枚方市柏■朝日 163
TEL 072-355-0114  http l′ ぃ、vw nf gra n com り:顎l∵ : 野菜

から食品全般 関連雑貰まで、高品質なものを
取131えています。

（
ι

会
＞
究
■
研

．

法
博鎌一

腱
石
大
＜

〒 580□ D22)大阪府松原市河合 263
EL0723 32 9293 石板なし キ:理霧護保

00
|,体法指導 します 3

頼書ヽ■李
・
ヨ彎零

(〒 582000g)大 阪府柏腺市大正 3 35
rEL/FAX 0729-72-0467 http 1/www eco o― shOp cOm/ ぽ「鍔丁:%晶

無炭薬米 オルター生鮮食品他全商品 オーサワ全
商品 玄米料理教室・操体 自然農]|

（
ι

有機」AS認証農産物専門店
や さ い の  広 場

(〒 5630024)大 阪府池田市鉢塚 3 55A
rEL 0727-61-0064 http:′ www tesh gOtoya co ip

10100～ 18:30
年始休

ポラン広場の角機農産物を主とし、生活まること安
心なものを所llし と展開。 C

７のル錆卸一
安
ワ

(〒 5840□ 48)大 阪府畠田林市西I1/持円]235
「EL 072■ 34-2600 FAXOア 2 34-2777 :|1撃督P:撃

無農薬野菜、鮮魚など安全なたべもの全般 代替医
療品、代替衣、住グッスなど 4000アイテム

へ
ι

か
屋

す

目
で
八

き

の

ん
き

げ

う

お

ゆ
(〒 5840092)大 阪府寓田林市昭和的り16]3
「EL0721 26 P619 FAXu/ど  263419

10:00～ 19:00
1月   ‐

無ギ薬野菜・果物約 60品  米 天然酵母バン
健康自然食吊全般 15□ 0品 (全国宅配 OK) C

雰IF島鳥、%1硬 (〒 6550038)兵庫県神戸市垂水区星陵台 199
TEL 078-787-38211 0120■ 64-831 FAX 078-787-3844 野首提

:“ 無L~薬、目生野菜・ 自然食品全般・玄米 お菓子
化粧品 生活雑貨・本  配 l■ 有 a

玄 米 処  田 ん ぼ |や (〒 6540038)F弾県神戸市須磨区青葉町 4丁ロ ト15TFL/FAX 0120-6888-2g httplノwww genmaicoip
10:"■ 19:00
毎日曜日

無農桑玄米 10種 以上、雑穀、家庭用精米機、圧 力
鍋、オーサワ商品中心の自然食品 A

店

く

の品

な養
自
レ

と栞
一
摯
，

(〒 6795301)f・庫県佐用Pll佐用両円応寺 165
TEL 0790-82-21フ

|

甲瓢
:叩 オーサワジヤバ ン商 品 抗酸化食品 AOB 化 粧
品 生活雑貨 図苦コーナー 健康セミナー ①

自然食品の1店 向日1葉 (〒 6900064)鳥根県松江 ll天神町 82TEL 0852-26-3110 1 FAX 0852-3卜 4172
9:00■ 19108
日■祝

無農英野菜 天然酵母パン、自然食品、配達有、料
理教室、食養相談、健康セミナー e

店

家

品

ぎ

検

さ

眸

う
一
貨

色
囃露 (〒 6900015〕

=根
県松江71,上乃木9330

TEL/FAX 0852 24 2358(ニ シノウサコヤ)
Ю・

'TI“

無震薬野菜 自然食品全般 ノくン 冷凍食品・書
籍 エコ雉貨他 e

79 o Macrobiotique 2005. | |



貝ず
―
摯1豪

(〒 6950017)島根県江津市和木町 5046
TEL 0855-52-4770

“

|■ 00■1い.
17130～ 20=00

自然食品 不思議タオル 雑貨 他
お食事のできる店定休日 :水曜日 第 3日 曜日

（Ｊ

プ チ ・ メ リ ッ ト
WOrld Harmoい y Tera

(〒 7000824)岡山県岡山市内山下 11016
TEL 086-234-9790 http:/7w、 vw wh tera com

i lXl10:00～ i9
■1 人■ ン

昂

パ

食

母

然

酵

自

然
無農薬野菜・健食・エコit貰 自尿製天
レストラン 整体 ギヤラリー D

自然
‐食 百 科1精|の 本

(〒 7100132)岡山県倉敷市藤戸町天城 2221
TEL 086-428-8227

9100～ 131100
日 ‐

無農薬野菜と自然食吊留冨な品揃え配達有 ↓

実雷 C
(〒 7340007)広屁県広島市南区皆実田]41 2
TEL□ 822552846 平賀佐和子

毎月勢 4土

'」

会、ポ11里 lll習 、PU勉 強会

と し き の う え ん (〒
7330842)広需県広島市西区丼□3丁 目 121B

TEL〔 }〔〕P-277-6622 FAX 082-2703363

10:00■19:00
ヨ・祝ll:ll～ 1810

請演会 料理教室 心の こもつた商品を集めまし
た。商品
『
1明は手話 ごも OK。 ①

店
き
の品

さ
食

●

加

め

添

一

無
，

(〒 7315127)広 E県広島市14伯区五日「わ2925
TEL Ol12 922-5228 FAX 082-月 2P4940
」R五日市駅北口l・I歩 3分

10:00～ 19:00
日|■祝

オーサワジヤパン全商品、野菜、自然食品全般
アレルギー対応食 l,呂 、惣菜等。燿じ達 配送。
天然酵母バン、自然化粧品、生活雑貨

①

出 の 中 の 自 然 食 品 &
喫茶 ゲ ッ トア ロ ン グ

(〒 ア202102)広 島県深安引
`神

辺町東中・
‐5232

TEL 004-967-1835  http l′ www geoc lesip/get_along_Oc
9:00～ :9:00
月

総合自然食品、コツトンの服冷えとリシルク

天然なアクセサリー&原石  トルマリン li ①

櫛 松 本 健1康 医 学 社
(〒 7380453)広 島県佐

`自

即人野町鳩川 8446-2
TEL/FAX 0827-574171

9:00・‐18:00
無休 :予約常」

バンキー治療 (吸玉)黒 酢健Fl法 玄大正食 健康
医悧 商品 自然食品 送迎イJ

lA~l

有 限 会 社 ツ ル シ マ
(〒 7470027)山 口県防府市南ll崎町 54
「EL 0335-22-0347 FAX 0835-22-0316

9100～ 17:00
日・祝・第 1土

鶴自純正自然食品販売元

健康学園、料理教室

ナξュ|ス覇レマ1を, (〒
7450002)山□果周南lh二番町 32

「EL 0834-27 5855 FAX Ol134-24-5856
13100～ 19100
日・祝

オーサワジヤバン全商昂 有機裁培野菜・自然食
品 化粧品 無添カロペットフード

（
ι

フ
ルイ
φ
ラ
バ
レ
ス刀ψ

ユ
ヮチ外

ナ
ネ

(〒 6830351)鳥取県米子市夜見町 303111
TEL 0059-24-3833 FAX t1859 24 3833

9:00～21100
■■来曜日 ■

オーガニックレストラン、自然食品、玄米、マクロ

ビオテック関口吉籍、環境‖貨、調理器具、クツキ
ンク教室、セミナーと話演

今
↓

会
＞
●
恵
陽
ス燿け

取
養食

鳥
＜

(〒 6892303)鳥取県東伯郡東伯陶徳万 12026浦 安駅前
TEL0858 52 2243 FAX 0858 52 3439 丼上裕恵

年中無 f4N
大森先生講演会、リマ・クツキングスクール、食養

相談 t‐ 図言、 リマ マサバ化粧品
（
↓

庵葉蓮
(〒 7918023)愛嬢県松山市朝美 P827
TEL Ol13-924-2128 l儡際|[Ю 予約市J玄米食庵 玄米食料理教室 ll●康相談天然コーボバン・千坂式健康法講吾―

~ 〈
ι

ち ろ り ん 村
(〒 7600073)香川県高松市栗林町 31024
TEL Ol178-378976

100～ 191■ 0
年中無休

無農薬野菜と自然食品、水にがり豆腐等豊富な品揃

え、宅配有 ↓

自然|■ 儡 ら |び|っ と (〒 7600067)香り県高松=松襦
P1179

TEL 087-8P2-1539 HP:http l l www rabbn― f00ds com キ.00甘:|IΨ 玄米食の普及 t―理教室 母乳育児
^3i炎
、有機ギ法

玄米 (3分、5分、7分、3分掲 )発 送可 ↓

マクロピオテ イ ツク 玄
(〒 7800912)高知県高知市八反田| 1268
TEL 088-l125-1035

9:00～20:00
年中無体

此達有 事:籍販売、正食料 I里講座 玄米弁当 （こ

ソ■|■「″
'1ベ

(〒 7709866)徳 il県 徳島市末広 2142
TEL 088-653-64111 P:服奪響

焼菓子、天然酵母バン 自然食品、製菓道具
教室 (穀物彙食料 I里、お菓子、バンイ|り ) ↓

サ ニ ー サ イ ド (〒
3130042)福

「
県福岡市東区舞松原 1817(東福L自 動

車学校そば)TEL 092 681 0888
10:00～ 18130
日・祝

自然食品、無農薬玄米野菜、天然酵母バン、圧 力

鍋、書需 健康相 :失、 ll]回 サービスデー O

白1然1生 活臨■|■ヽ の詩‐
(〒 8 0214)福 岡県福岡市東区和白東 22713
TEL 002-608-9511 FAX 092 608-3512

10:Otil'100 自然食品全般 天然解母バン 有機無震薬野贅 健
康食吊 i=籍・WELEDA化 粧吊 ヘナ 他 e

ン
ン

ラト

チ
スレ

ツ

ク
　
・

ツ
キ
ニガ
ナ朴ト

(〒 8100015)福 岡県福岡市中央区那の川 2930
(西鉄「平尾J駅より徒歩 3分 )TEL092 525 4147

i l109100～ 17
堆穀料 I里のランチ、スウイーツ、弁当、ケータリン

グ パーティ、料理教室、自然食品販売 ①

発ギスイ
ー
|イ
ニ
17

(〒 8100062)福 岡県福岡■:中央区荒戸 341セ ントラル西
公園 2F TEL092 751 3□ 05

∞
土
鸞
湧酔静

９

日
有機野業 無農薬野菜 選ひ抜いた数多くの自然健
康食品・化粧品・月一回美容相談会 他 ①

番椎自然食品 セ ンタ =
(〒 8138044)襦岡県福岡市東区千早 b1319
TEL/FAX 092-671-3534

10: 00‐―18: 30
_日■祝

自然食品 無震薬、有機裁培野菜 化粧品、生活雑
貨、書

'告

、天然好母バン、他 . Al

潟一［
ガ

舎

ニオ

田
(〒 807□ 801)福 岡県Jど九川市ハ幡西区本城 38 06
TFL 098 601-8034

ll:||■ 23:00
火

レストラン、自然酵母バン、ケーキ 天然ワイン、
自然食品、食養相談・ ヒーリンク ①

え こ わ い す 村 |〒 8071131)福岡県北九州市八幡西区馬場山東 ど卜6TEL0 2□ -37-471l  http 1 7/wぃ 、v ecOw se co lp
101‐ Rlll‐
‐19:30

手技療法 波動測定 血流7ul定、自然食品、健康食
品 ビーバンジョアイ

`粧

品など約 2000種 0

光 輸 三 |■ ト ビ|フ (〒 8020004)福 岡県北九州市小倉南区下域野
247

TEL 093-3321335
10● 00～ 18:00
日   |

自然の食品、無農薬、有機栽培野菜や米他
http: //www kO百 n― utop a com/ ①

品
ん権”一

自
ん
の
■
一

，
■詢館

〓
雑

(〒 3020042)福 岡県北九州市小 F‐ 北区足立 2123
TEL 093-3P2-4753 l響百1'IT 自然食品、無農薬米野菜雫物、健康食品、

出来たて

豆腐 天然酵母バン、 トルマリン製品 ①

碗

理

医
支
‐
・

科
丼

璃

石
康
長

愛
院

(〒 8300051)福岡県久留米市南 1丁目27 28 TEL0342 21[5b6
H P http:′ www k sc colp/ih6 bm/E― mal lh 6 0m@kurume ktarn or ip

潮
臨油攀

９
水

入院応需案内書 80円切手 4枚にてIXイ」
FAX 0942-21-5690

産 1直■|や  蔵  鷺 (〒 B380863)福 岡県久留
米市国分町 2961

TEL IJ342-213130
rlm～ 18=lo 食糧品、無農薬無除草斉J無イヒ学肥料野菜

地産地消地域型循環社会を目指して。 ↓

筑紫自
‐
然食 品セ ンタ ー

(〒 8180072)福 岡県筑紫野市二日市中央 488
TEL/FAX OIJ2-924-0238

}0:00～ 181130
1土・日 ,祝

健康講座 料理教室 自然食ニュース 自然食品全
般 雑貨など (配達可 ) C

褒彎電舞1穴弯奮‐?質
(〒 3111201)福 岡県筑紫郡那珂川町片縄 3丁 目 105
TEL□ 92-953-6864

101繋
惑顆ザ
ー無農薬 有機栽培野菜、純正食品、天然酵母バン、
自然化粧品、洗斉J、 書籍、全国宅配可 ●

奄‐響 霞||'1 薔(〒
8191616)福 岡県糸島郡二丈町武 3521フ
TEL092 325 0496 4~寄 駅筑肥線「―貴山J駅 5～ 7分

００

００』は
‐０

０
食養料理教室、陰陽のこと 生き万を考える。
純正食吊 書籍、食養常備食品他販売。 ①

灘か業1局 け01なかむう
(〒 8320824)福岡県

"側

1市立花通 (西鉄″日 1駅より
歩いて 5分)TEL 0044 72 106 き

'藻

ピl″臀 漢方葉 (煎
じ、エキス、末 )、 純正食品 玄米

雑穀類、生活雑貨、食養補助食品、他
（
↓

玄 米 食 お
―
ひ さ ま

(料理教室&レース トラン )
(〒 8400811)佐 賀県佐賀市大財 B1 37
TEL 0052-28-7B83 FAX口 952-287386

9:00～18:30
日■祝

自然食品 無農薬有機野菜 玄米 調昧T4 お菓
子 生活雑貨・書籍 化粧品 料 I里教室・ランチ

〈
↓

カチユラルフア■ムロ田
(〒 3410076)佐 賀県鳥栖■T田町 3016
TEL 0042-33-0238

食品販売、配達
（
↓

薦

ス

の
ウ

品

人

食

・

然

ラ

自

テ
(〒 8528104)長 崎県長崎FFj茂里町 31坂 Lビル IF
TEL 095-841 7236 FAX 095-3417236

10'00～ 13'00
1日

無震薬野責、健康食品、純正食品、アロマテラピー

マッサージ、酵母バン教室、ランチ。
ハ
↓

=撚
∫1亀■城

(〒 8500017)長 崎県長崎市新大工町 68 古賀ビル lF
TEL 09「J-320-4057

Ю.柩

'・

0 オーサワジヤバン全商品 天然酵母バン
雪籍・他食養相談 ι

店
口

早
臥

諫

〓ケ
館

一喘晴
日
本

(〒 8540012)長 崎県諌早市本町 210
TEL 0057-23-6670 http l″ wwW shレ enkan net

10:00γ 19:00
■1日

電気発芽器 「発方美人」、里デ東、天然酵母バン、食

器、リマ CAC化 粧品、健康数室、通販宅配 ①

罐の
・ｉ噸， Ｆ然

菫

井
(〒 8540062)長 崎県諌早市小船越陶 49
TEL 0057-26-9486

91田■20100
日

オーサワ全商品 自然酒 有機ワイン アルカリ焼
酎・フイスラー圧力鍋シラルガンシリーズ e
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ξll熟 ‐露1塩■1箱|み (〒 8595117)長崎県平戸市魚の棚町 31卜 5TEL 0950-22 5149 FAX 0950-22-5529 f5.10 玄米、穀物、調昧料、有機食品、埋設用炭素など環境改善商品も多数あります。
（
じ

電,F撃晋響 (〒 8600854)熊本県熊本市東子飼町 35
子飼店 TEL 096 343 4043 下通店 TEL096 354 9 6 儡♂響:繹

有機野菜生産&販売オリーブ自然化粧品
マクロビオテイック食事会&勉強会宅配有

〈
ム

場
↓
二
年
腐

３距赫
食
業
響岡＜

(〒 86卜 4601)熊本県上益城郡甲佐町岩下 143
TEL 096-L934-0447

■l llllti=:00‐ 日 |

ll正 豆腐、食養研究会、焼豆腐のみそつけ E

男|■|ち |`=夕 のぜ (〒 8620926)熊本県熊本市保EE窪 2丁 目25TEL/FAX 096 385 5978

「
1野瞥響 純正食品、無農薬野菜、天然酵母バン、化粧品、書籍、他。宅配可。l_理教室、テルミー治療。 ①

OTI鷹言絡1彙 1爆 (〒 8620924)熊本県熊本市帯山 523「EL/FAX 096 384 4064(要 予約 )
食養医学と姓名学の相談を受け付けています
食養相談の予約は TEL096 381 871 まで

店

ぐ
の計
ｔ
壌
ぐ
策
●

自

も
(〒 8680062)熊本県人苦市古仏頂町 6564
TEL 0966-24-9505/FAX 0966-24-9500 ■ツ雑|∽ オーサワジャバン全商品

・無震薬野菜 シヤボン玉
石けん アロマ関連商品 生活雑貨

（
ム

¨
¨■

う

ａ絆Ｏ， (〒 8690502)熊本県宇城市松橋町松橋 8601
TEL 0964-33-3751 FAX〔 〕964-331917 |:|:J::lilillサ::l

自然食品、健康補助食品、ジュポン化粧品、浄水器、各
種セラミック、小橋規賽男先生による健康セミナー

（
↓

ド
■
一
ナ
つ
一一
卜

■
ツ
品
〓
食
イ
康
ダ
健

(〒 869‖ 01)熊本県菊池郡菊陽HJ津久ネし27313
TEL/FAX 096-232-6571 』継響藁ピ:几 健康自然食品全般 書籍他。病院食事療法用食品全般。

農農・選り|15・こ雷(〒
869110)千 本県菊池郡菊陽」

'J津
久ネし8635

TEL 096-232-566 http 1/www dr makO net
1:曜
「嶋
100 オーサ ワジヤパン商品 玄米を食べる会 料理教
室・無添力日化粧品・健康講話・デイサー ビス「星の里J C

こ― |=■.|ろ |■広1 場 (〒 8700037)大分市東春日町 1523TEL 0975-37 33 11■場1響
無農薬野菜 低農薬判  自然食吊 食養手当
食品・正食料理教室 (毎週土階)請 演会等 0

翼11冨鵠シ讐
(〒 8700888)人分市三ケ田町 4組
TEL/FAX 097-546-0600 ∈―ma‖ :infOOmukkara net
http l′ぃ、 mukkara net :輌ギ

*と にかく美味しい 「ほだ本干し椎茸J総発売元 *
無農薬野菜・玄米・調昧料 天然酵母パン・お菓子
オーガニックコットン 化粧品・書籍 (貸本有 )
*料 I里教室 *勉強会 *交流会 *全国宅配 OK*

C

議||‐|↑桑12'Flt
(〒 8740919)大分県別府市石垣東 2621
TEL/FAX0977 25 4464 htp lノ ww 61 1閾 nelpl～前kOnkomura/ PI制 1‐撃

マク回キムチの製造販売ん日、無農薬野菜、純正食
品、輸入オーガニック食品

（
↓

店

な

Ｏｍ
．
・

食

す

然自
な

(〒 8750342,大分県臼杵市野津助大字落谷21311
TEL 0074 32 7111

10:llll-18:00
年中無休

無農薬無イヒ学肥料野菜,自然食品全般,バン菓子 .

書籍など,宅配可
（
↓

祭季酢
(〒 8993221)鹿児島県日置市吹上町永吉 143121
TEL 099-299-3312 111‐7‐ 00

無農薬玄米、野菜、0」 品、地場加工品、食養相談、
料理教室、ヨガ、座禅会 ①

燿晶督
得
膨
・

(〒 8900054)鹿児島県鹿児鳥市荒田 2378
シヤトレ 2 101 TEL099 25 8440 ∵ユ]T鳥撃

食養入門教室、料理教室、オーサワジャバン商品、
SBK商 品、純正食品、化粧品、健康美容・美顔 〇

村さや
(〒 8920871)鹿児島県鹿児鳥市吉野町 239日 |

TEL 099-244-3061
10:30～10,30
日 ,視

無農薬野菜、自然食品、料理教室、健康相談、正食
勉強会 ①

雷雛齢深号罐
(〒 8900041)鹿児島県鹿児属雨城西 P B 12(株 )寿車
TEし 099-252-6410 FAX 099-252-6453 甕ヽ ‐.響

「ほとばしる人と自然の生命力Jをモットーに野菜
自然食品、健康食吊等配l■可 ①

鑑 ■‐郵 躊
(〒 8920322)鹿 児島県鹿児島市泉町 25
TEL/瓢X0992275222(グ リーンホテル錦生館よこ) li習雌 .00

オーサ ワジャバン全商品 自然派化粧品 生活雑貨
健康チェック&食事指導 通販・宅配 tA~l

店
着
田
田

西
喘

地 ‐球 畑
い づ|ろ 店

(〒 89100)鹿 児島県鹿児鳥市五ケ別府町 3646
かこしま有機生産組合 TEL 099 282 6867

10100～ 19:00
有機野菜 有機米 生鮮食品・天然酵母バン・無添
加食品 生活雑貰 書籍 衣料・化粧品 ↓

1大 El食 1養 村 |'1上 覧 継 (〒
8952526)鹿児嵐県大コ市富人 169835

TEL 09952-3 2708 FAX 0395L9~8~ど l172
特選三年番茶、テッカミツ .l造 、純 IF食品販売、無
震薬栽培 ⊃

早り,もテ
「

|‐
‐‐10・・疹 (〒

89380□7)鹿児島県鹿屋市北田町 l13211
TEL D994-43-4265 11習辟 ‐

自然食品 野菜 天然酵母バン 惣業 オーガニッ
クスイーツ・化粧品・雑貨 書籍 ①

自 然 食 の 宿 天 然 村
(〒 8914401)鹿児島県熊毛郡屋久町麦生 385(バ ス停高平 )
TEL/FAX 0997 47-2541

年中無休
1予約制

天然村産の玄米 野菜 果実と山の幸 海の幸によ
る自然食料理 1泊 2食 6000円 宮

報鶴
オ奮|ガ,■ |ツ

ー
ク|は うす (〒 9010152)沖縄県那覇市小禄 6301

TEL 0911-858-8376 FAX 098-858-8387 り響T器響
有機野菜、玄米、純正食品、自然派 lL粧品
洗斉」、書籍、食養相談、勉強会

（
↓

紅‐葉 純 1正 食|1品‐應 (〒
9020064)沖縄県那覇市寄寓 174

TEL 0988-54-0296
l':‰
賀響 書籍販売、純正食品、食養相談、 0」 全商品取揃 ①

多
‐ニガ元|イ
ク
う0.T季 (〒 9000922)沖縄県那覇市樋川 1281

TEL/FAX 098-8351389
10:lllll・―19:lk3
日・祝  |

有機野菜・マクロビオティック商品・天然酵母パ
ン・生活雑貨 アーユルヴェーダ商品 書籍 他 3

|●■ザ■■ ズ フ
ー
イ (〒

90卜 056)沖縄県那覇市田原 224
TEL 098-8574919

11‐

l響♂
0‐

響
オーサワジヤバン全商品天然酵母バンまんじゅう
有機野菜 書籍料I里教室

（
↓

舎流清
(〒 9040156)沖縄県読谷村古堅 851
TEL 098-956-409日 10欄課環撃

自然食品、 リマ クッキングスクール、天然酵母パ
ン、マクロビオティック本灰沖縄そば、ランチ C

81●ルイαε′οιノο′″″
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▽
９
月
日
日
～
田
日
の
３
日
間
、
東
京
ビ

ツ
グ
サ
イ
ト
で

「ナ
チ
ュ
ラ
ル
巨
Ｘ
Ｐ
０

２
０
０
５
」
が
開
催
さ
れ
出
展
い
た
し
ま

し
た
。
後
援
し
て
い
る
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
と

し
て
は
、
こ
う
し
た
展
示
会
を
通
し
て
、

よ
リ
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
普
及
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
９
月
ν
日
、
８
月
４
日
に
こ
逝
去
さ
れ

た
大
森
英
桜
先
生
の
お
別
れ
の
会
が
日
本

Ｃ
Ｉ
協
会
２
階
ホ
ー
ル
で
営
ま
れ
ま
し
た
。

故
人
の
在
り
し
日
の
講
演
映
像
が
流
れ
る

な
か
、
―
分
間
の
黙
薦
で
始
ま
り
、
勝
又

会
長
、
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
を
代
表
し
て
梶

原
光
政
氏
、
田
中
愛
子
リ
マ

・
ク
ッ
キ
ン

グ

ス
ク
ー
ル
顧
間
、
村
上
一譲
顕
理
事
、

佐
々
丼
譲
理
事
、
大
森
先
生
に
縁
の
あ
る

方
々
が
次
々
と
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

そ
の
合
間
に
玉
木
宏
樹
氏
が
大
森
先
生
の

死
を
悼
み
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
演
奏
。
そ

の
純
正
律
音
楽
は
鎮
魂
歌
の
よ
う
で
し
た
。

最
後
は
大
森

一
慧
先
生
が
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
１０
月
２
日
、
江
戸
東
京
博
物
館
で
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
医
学
研
究
会
主
催
の
第

‐５
回
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
医
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
。
細
川
順
讃
先
生
は
ア
ト

ピ
ー
患
者
の
例
を
挙
げ
な
が
ら

「夢
を
叶

え
る
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
」
を
披
露
。

山
村
慎

一
郎
先
生
は

「皮
膚
の
状
態
で
体

の
不
調
が
わ
か
る
望
診
法
」
を
優
し
く
解

説
。
故
桜
沢
如

一
か
ら
直
接
影
響
を
受
け

た
と
い
う
森
下
敬

一
先
生
は

「森
下
自
然

医
学
の
基
礎
理
論
」
を
熱
弁
。
食
改
革
を

通
し
て
健
康
運
動
に
力
を
注
ぐ
東
城
百
合

子
先
生
は

「食
べ
物
が
人
生
を
変
え
る
」

と
説
く
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
し
た
。

▽

日取
近
、
Ｌ

Ｏ

Ｈ

∧

Ｓ
＝
口

八

ス

（Ｆ
葛
①

∽
け
て
一①
∽
０
「
工
①
ｍ
再
コ
＞
ｂ
Ｑ

∽
⊂
降

①
ヨ
①
⊆
薫
３

と

い
う
言
葉
が

大
流
行
の
兆
し
を
み
せ
て
い
ま
す
。
米
国

発
の
言
葉
で
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
環
境
に
や

さ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
フ
ァ

ツ
シ
ョ
ン
雑
誌
、
流
通
雑
誌
な
ど
が
盛
ん

に
取
り
上
げ
た
り
、
口
八
ス

・
ビ
ジ
ネ
ス

特
集
を
組
む
ビ
ジ
ネ
ス
雑
誌
も
あ
り
ま
す
。

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
も
か
な
り
生
ま
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

▽
こ
の
秋
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
関
連

の
出
版
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
も

一
般
に
定
着

し
つ
つ
あ
り
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
と
し
て
も

こ
れ
ま
で
の
普
及
活
動
が
実
を
結
ん
で
き

た
と
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

第 15回マクロビオティック医学シンポジウム

(10/2 江戸東京博物館)

ナチュラル匿×PO(9/21～23 東京ビッグサイト)

大森先生お別れの会 (9/27 日本 CI協会 2階ホール)
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2005

童1>12
日本CI協 会のご案内

CI(Lc centre i8■ Orα nt)と は、「無知なる者のセンターJの 意味。

・・・  こざか しい知恵をすて、バカであることに徹底 した ものが
真の幸福を得ることができる、ということです。

●主なセミナー・講習会・イベントのこ案内

5日0   …マクロピオテイックでデ トックス  >詳 細4頁

8日ω    …マクロビオティック ヨガ教室    >詳 細 7頁

11日鶴Ⅲ  …クリスタルボウルの生演奏   >詳 細4頁
12日ω     真弓定夫先生の連続講座 (第 3回 )>詳 細 3頁

13日 (日)1    自然食品店経営セ ミナー     >詳 細右記

14日lFll   …マクロピオティック ヨガ教室  >詳細7頁
15日の    一官足法セミナー         >詳 細 7頁

17日 ltll‐■  森下敬一 連続セミナー 第2回   >詳細5頁
10日ω     山村慎―郎の望診法講座 第 1回 >詳細6頁
2日の     マクロビオテイック ヨガ教室  >詳 細 7頁

23日 l■l l■ ―ビワの棄温灸講習会       >詳 細7頁

基日0 ■号彎7:雰蜀L・ジラ7・tζ7諄 9-■
27日 (日 )・■ 吸い玉浄血療法“プハン"実習講習会 >詳細7頁
お日硼 )  ―マクロビオテイック ヨガ教室  >詳 細 7頁

4日 (日)~|― マクロピオテイックでデトックス  >詳細4頁

11日 (日)  -11賞杢裏量質量童主i41_____――――
.    |… 細川順讃正食相談         >詳 細 6頁

マクロピオティック ヨガ教室

15日

"   

―森下敬一 連続セミナー 第3回   >詳 細5頁
17日0   …山村慎一郎の望診法講座 第 2回 >詳 細 6頁

18日 {日)   吸い玉浄血療法 “プハン"実習講習会 >詳細7頁

―マクロビオテイック ヨガ教室

日本 CI協会創立60周年

自然 食 品 店 経 営 セ ミ ナー

日 時 :平成 17年 11月 13日 (日 )
12:30よ り受付開始

旧 師 :有限会社すこやか広場代表取締役 佐● 菫伸
株式会社ガイア総合研究所 代表取締役 日野 ●菫

会 場 :日本CI協会2階ホール
交通 :小田急線「東北沢J駅北口徒歩2分 参加費 :1万円

主催 :日 本 Ci協 会
協賛 :株式会社カミナリヤ/株式会社日本ビーエイチ研究所
オ…サワシャバン株式会社

プログラム

13:00～ 13:15

13:15～ 14:15

日会の挨拶
…… ……日本 Cl協 会会長 勝又 靖彦

事例に学ぶ 歳ホ商戦 成功の椰快
まだ間に合う燿ホ大売出しの企百
DM対策
……………有限会社すこやか広場

代表取締役 佐藤 茂伸

オ ーサ ワジャバ ン商 品紹介

…………オーサワシャバン営業部

いまから始める花粉症対策
スギ・ヒノキエキス『花粉番」で
新規書を増やすポイント
…………株式会社カミナリヤ

代表取締役 諸星 俊彦

実演 !薬剤 を使 わ な い
自然化粧品ビーリング

…………株式会社 日本 ピーエイチ研究所

所長 今野 正智
休憩

全 国の自然食 晶 店 160店 饉 を
元気 なお店 は こ こが違 う !

今すぐできるお店の活性化法
…… …株式会社 ガイア総合研究所

肪 間

14:15～ 14:20

14:20～ 14:50

14:50～ 15:20

15:20～ 15:35

15:35～ 16:35

代表取締役 日野 雄策

16:35～ 17:25 佐藤氏より日野氏への
公目菫口&両■師への質疑応告

日会の挨拶17:25～ 17:30
… ………日本 C:協 会専務理事 花井 良平

●日本Cl協会案内図

大山交差点‐. .

サークルK●

しなのや0

A百屋
0

一日本 C:協会…
lF…リマ東北沢店
2F 多目的ホール プックスト
3F リマ クツキングスクール
4F 事務局

嗣腱 〒151-0065 東京都渋谷区大山町11-5
電話03-3469-7631/FAX 03-3469-7635
◎小田急線各駅停車「東北沢駅J下車北口より徒歩2分

1[I易舗景量子季りり,ストァ]義編:『氏9:00

2磨:i:塩嘉
クツキングスクール

]」為ふf停1野

日 本 Cl協 会 二蹄 諾 議 鮮 躙 635

×あらかしめ電話でこ予約のうえ下記郵便撮替口座に参加費をこ入金ください。
※キャンセルによる参加■の返金はこ容赦願います。

[00100-3-194125]加 入者名 :日本Ci協会

●

[開館時間]



リマ・クリ着'ングスクール Since 1965詣盟晰務織五脇
`第

1発ダ
ク~ル

2∞鉾

1月 9日 (月 )

各コースのご案内     .― ヽ‐ .

夕 級 野鶉 量皿昴 曇 鉤 越
―/ツタ|‐,電 軍蜀 凛野投猪獅賞

講

全 12回

靡

ヤ 級
クターミγlr卜・コ

~ス

全 12回

跛

蓮楓 ごま堵ン営いもの力鼈 しく

加 を修了した方力致」象となります。日

颯諏 り入れていただくためのコースです。

す。身近な食物を使つた手当法の講義あります。

さら:1秦埒しらばヤタ由
つとしたひと工夫で、悔広

饒

上  選

"L加

・中級を修了し勧 対象となりま蔦 マクロ財 テイック糎 ら4め アイディア脱 劉棚 版 おもて

アFパ■ンス・コ

=ぅ
 
なし料理を、自由な発想で楽しんでしただきま魂

全 12回

鰤

初級 中級 上級の3コースを修了した方い 対象となります。料日鉢 から応用までしつかりと身につt大 手
当法も臨棚心変にできるよう復習し、必要旧芯しいつでも指導者になり得5カを養うコースです。また、多彩なゲス
ト講師をお招きしてフコの技とオリジナリテイあζれるマクロピオティック料理や手づくり教室なども組み込まれて

います。

春期時間割 算明騨鴨 聾鰍 鍬毬籐昭穎為こ縮凱、たしま丸

ブ,7■ッショォル||ヨ ,ス
全 24回

コース ベーシツク コース (初級) インターミデイエイト・コースl●1911 アドノ`―ンスコースU麟助 プロフェッショナリレコース爾
曜 日 ウィークディ ウイークエンド ウィークディ ウイークエンド ウィークデイ ウイークエン ド ウィークティ|ウイークエンド

水 木 土 日 月 土 日 火 土 日 金 1土  1 日
始
間
開
時

:1:00 11:00 12:00 9:00 11:00 12:00 9:00 11:00 12:00 9:00

16:00 13:00 16:00 13:00 16:00 13:00

講義 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1/11

1/18

1/25

2/1

2/8

2/15

2/22

3/1

3/8

3/15

3/22

3/29

1/12

1/19

1/26

2/2

2/9

2/16

2/23

3/2

3/9

3/16

3/23

3/30

1/14

1/14

2/11

2/11

3/11

3/11

1/15

1/15

2/12

2/12

3/12

3/12

1/9

1/16

1/23

1/30

2/6

2/13

2/20

2/27

3/6

3/13

3/20

3/27

1/21

1/21

2/18

2/18

3/18

3/18

1/22

1/22

2/19

2/19

3/19

3/19

1/10

1/17

1/24

1/31

2/7

2/14

2/21

2/28

3/7

3/14

3/21

3/28

1/28

1/28

2/25

2/25

3/25

3/25

1/29

1/29

2/26

2/26

3/26

3/26

1/13 214 i

tlzo '1 214

1t27 i 2t5

zl3 ',, zls
ztlo i 3t4 i

zl17 i, 314 
f

zlzl ", i sls

3/3 i I 3ts

slto 'i 4t I

3lt7 i 411 i

ztz+ i, i ttz
slsr i i +tz

試作会 4830日 (日 )駒場エミナースにて GD
費

　

用

犠 日本CI協会の年会費 ①誌友 6,600円 または正会員②13,000円鮮細は8頁の入会案内をこ覧くださしう
受講 科 42.000円 (12回分 42.000円 (12回分 ) 42.0∞ 円(12回 分 ) 48,000円 ×2f24回分

申淵 10,000円 15,000円 20,000円 301000円

◎受講料と修了証申請料 日本CI協会年会費は、お申し込み時に一括して郵硬嚇僣にてお支払いくださし、
国Э頁「入会案内」をこ覧くださし略◎一度こ入金いただいた受講料は、返金できませんのでこ了承ください。

10010031941251◎ 年会費は、1年間有効です。詳しく

◎匁席された場合は、同じコース内で振替力哺 です。

②



合

軍

環

境

で
病
ん
だ
心
は
身
体
で
訴

え
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
愉
し
く
生
き
る
た
め
の
啓
蒙
講
座
で
す
。

′

11月 12日 (土 )
13:00へ 1́5:30A M

束案医科歯科大学を事業後、同大学病院小児科学教窒を経て、1望甲年より摯夕病院‐1町京市)lt勤務。同精malllDEEを務めた後、
1974●、武蔵野市吉祥寺に■弓jjtlME院を種設し、1自然流子育てを提唱

=講
漬などでも洒離中。主な書機に『自然流青児のすすめ』 r飽

食日本の子どもが危ない』‐「 Fall‐藩のAl■l■ r子どもの病気は食べて治す」「元気なからだは食べものでつくるJほか多数。

お問い合せ。お申し込みは……

リマ・ ク ッキ ン グ ス ク ール 東京都渋谷区大山町H-5 Td03(3469)7631/Fax 03(3469)7635

。あらかじめ電話でご予約のうえ下記郵便振替口座に参加費をご入金ください。

E00100-3-194125]加 入者名 :日本CI協会
。お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ゴご記載ください(受領証は講座当日まで必ず保管してください)。
※入金後の返金には応じかねますのであらかじめご了承ください。

0



暖

なヽ
ツイ

ス

テ

タ

オ
で
ツ

ピ

ト

■

デ

タマ

日本C!協会創立 60周年配念講座

場 所 :リマ・ クッキングスクール
小田急線「東北沢』駅北口徒歩 2分

口師 :癖 大歓

●●

オーサワジャバン0
(株 )リマ コーボレーシヨン

●●m費 :書口とも2,500円
*材料費・レシビ代・ご試食代・罪鋼剛購込み

●持ち鶴 :エフロン・三角巾・筆記用具・お持ち帰り用容器
*椰合により、メニューが変更になる場含がこざいます。
予0こ了承ください。

あなたも体内を澤化し健康で心身のパランスがととのう食事を,日から始めてみませんか?

お味噌や規 などのデトックス動屎り

ットになつた手軽で

tG2tfltlft l,*f. Effill2trtO[flrt€urrt l,*t"

翡翠チャーハン
ピリ辛中華風スープ
ひじき題根
自玉団子の黒胡麻ソース

11月5日 (土)
9:00～ 11:00AM

12月4日 (日 )
9:00～11:00AM

けんちん丼
清まし汁
里芋のゴマ煮
編 の葛ソース

■マクロピオティック入門食材

牧野持侑 (ま きの・ じゆん )
熊本生まれ長崎青ち。
日本Cl協 会勤務後、74年から96年までの20年間、1じカリフォルニアに喜らし、音楽、旅、食ヘ
の興味を深め「ポディー マインド スピリツト」の健康とバランスという一大テーマに目覚め
る。帰日後はクリスタルボウルをメインにした振動性音●楽轟や倍音を含んだ声による心身への

癒しの効能に関する研究や実践を始め、南伊豆 波勝崎の敷地内に振動性音書によるヒーリング
スペース「くりすたり鷹」を目設。ヒーリングやワークシヨップを提供するかたはら、各地でコ

ンサート活動を展開している。
「クリスタルボウル ヒーリング上下巻」露訳 (アルマツト樹 と添付CDの演奏。
最締CD:「倍青浴‐Echo O「 Sにnc●イ牧野持侑J(ピ ンポイント)
・くりすたり籠 http:r/― cry.t.卜 rainbowi3.CO″

0

お問い合せ 。お申し込みは……

日本 CI協 彙  東京都渋谷区大山町H-5 Td.03(3469)7631/Fax 03(3469)7635

。あらかじめ電話でご予約のうえ下記郵便振替口座に参加費をご入金 ください。

E00100-3-194125]加 入酪 :日本Cl協会
。お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を墨ゴご記載ください(受領証は講座当日まで必ず保管してください)。
※入金後の返金には応じかねますのであらかじめご了承ください。



L人奎ぞた基へ|あらかしめ電薇で
瑯饉撮薔●饉 F

'お振り込みの際は

         譜 野 ま雅 讐債デ

日まで必ず保管してくだatll。

含‐鷲1111ロノ71000円(税込み)・
‐3回1拿綺/29ρ O‐0円 (碑込み)

■講師プロフイ■ル■

森下 敬-19″舞、神奈り:1県生まれ。

‐嚢蒻量旗話に進馨督鮮F黒雫薔繁醤撃房線繁省臭冒菫爾ξ電|ナ
たことを契
雫F、

0

著書は80冊以上 ‐近年の「経絡造血現象」への洞察から、吸い玉療法には一家言もっている



か真
康
■
腱

細 Jll 順 調
個人胃U健康相談
11/26(土)112/11(日
「百幕b面顧

1‐0100-12:(Юの間

または

豊le18:‐翌 駆

ひろ

◎会 場
日本Cl協会 2階ホール

◎相麟料

1回 30分 10,000円
正食を実行するうえでのトラブルは
よりよい解決法で……

■個人相談・要予約

■相談料 10,000円 (30分 )

*誌友・正会員の方が対象です。

■講師プロフィール/日本Cl協会顧問。群馬マ

クロピオテイックセンターMAttNA主宰。

著書に『生活革命』『元気の革命』ほか。

■ご相談は誌友 正会員の方が対象です。
未入会の方は入会手続きをお願い致します。
■ご相談は電話予約が必要です。日時を指定さ
せていただきます。
■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆様が
正食を実行されていくためのア ドバイスです
ので、ご了承ください。
■相談後、個人別の食事指導箋をお渡しします。
■相談料は相談日の3日 前までに当協会にご入
金ください。
■ご入金後の返金は容赦願います。
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日本C 2 ホール開催 大好評 ::健康セミナーのこ案内

褻
「咆渕hfl
足もみ健康法が静かなプームになつています。そのブームの発端

が1986年 文化創作出版から発売された『足の汚れが万病の原因

だつた』(官有謀著 定価905円十税送料310円 協会取扱)にあるこ

とを知る方は少ないようです。

その原点ともいうべき官足法を15年にわたり、実技指導してい

る文化創作出版の行本社長が講師を務める大満足のセミナーです。

●講 師
●日 時

●参加費

行本昌弘 文化創作出版社長
2005年 11月 15日 (火 )
14:30～ 16:30
31500円 (税込 )

―プログラムー
14:30～ 15:30 足と人体全体の健康地図

足の健康自己診断

15:30～ 16:30 グリグリ棒を使つた症状別実技指導
質疑応答

※足もみ専用のグリグリ棒は当日販売致します。1本 630円 税込み。

※足の反射区地図 その他資料付き。

警菱  摯1議鍵:
マクロピオティック ヨガ教菫とは……
昨今リラクゼーション、エクササイズとして様々なヨガが人気を集めていますが、マクロピオ

テイツク ヨガは、マクロピオティック、また自然の原理、原則を取り入れつつ 現代生活に
合わせた新しいヨガ教室です。
お子様連れのお母様や、近頃体を動かすことから遠ざかつているヨガ初心者の方々まで  様
々な方にこ参加いただいております。思い通りに体を動かす楽しさ、コツを覚え、くつろぎの
ひと時を参加される皆様でこ共有 ください.

…11月 のテーマ :良い睡眠…
講嚢  修正法 実技  立ちポーズ 呼吸法/食事  胸式呼吸C i)´

8日 (火 ) 10:00～ 2:00
14日  (月 ) 14:30～ 6:30
22日 (グリ 10:00～ 2:00

28日 (月 ) 14:30～ 6:30
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口欝プロフィール :森山幹■ (も りやま み8よ し)
東京都国立市出身。リマ クツキングスクール師範科修了。大森英桜正食医学講座修
了。籠村ヨガ&呼吸法研究所指導者養成講座修了。国際総合生活ヨカ研修会議師。
読売 日本テレビ文化センター講師。くつろぎ工房主宰。

ビワの葉療法は長い歴史に培われた日本の代表的な自然療法

のひとつです。

幾多の難病を完全治癒に導いてこられた、伊藤祥子先生によ

るこの講習会は、難病だけでなく日常の困つたときにも役に

立つ、分かりやすく充実 した内容です。

―鷹0加されると、二度日、三度目……のリピーターとなる
方がたくさんいらつしゃいます。初心者の方も大歓迎です。

ぜひこ参加下さい !!

●講 師 伊藤祥子 東北ビワ健康センター
●日 時 2005年 11月 23日 (水 )

14:30～ 16i30
●参加費 4,000円

(ビ ワの葉、もぐさ棒など材料費
を含む)

●持ち物 35cmぐ らいのガーゼまたはさらし
●定 員 30名 (定員を超える場合はお断

りすることもあります)
*お断り:講義中の録音、撮影等はこ遠慮下さい。

ビワの葉温灸ワンポイン ト:咳がでたら、横行結腸 (へその上の横

帯状の範囲)に温灸をすると楽になります。

真の麟は、浄血から!

プハン瞑い
=需
1習‐■

ブハンて何? とういう効果があるの??
興味はあるけどちょつと怖い  なとなと… …  ……
いろいろな疑間に答える丁寧な説明と、上手にブハンが使え
るようになるためのコツをブハンの販売元、デポルの望月佐
知子さん直々のこ指導で実際に体験できる講習会です。
もちろんプハンをお持ちでない方もこ参加いただけます。
その日からブハンを楽 しめるようになり、体調チエックにも
役立ちます |みなさまのこ参加お待ちしています。

●講 師 望月佐知子 (有)デポル代表
●日 日寺 2005年 11月 27日 (日 )・ 12月 18日 (日 )

13:∞～16:∞     ・

:簿智霧鰐
翻  '一 ヽ

● 定  員  20名 碇 員を超える場合はお断りすることもあります。)

◎服装は前あきのシャツやカーデイガンが便利です。

看?暴 :[晃 titる
1lIII

2500年 の伝統をもつ

お家でできる健康法

ブハンで自然治癒力upll

マクロのお食事の効果を後押し!|

ひとりで、みんなで楽しめる!!

お問い合せ 。お申し込みは……

日 本 Ci協 菫  東京都渋谷区大Jtt H-5 Te103(3469)7631/Fax 03(3469)7635

・あらかじめ電話でご予約のうえ下記郵便振替口座に参力Π費をご入金ください。
E00100-3-194125]カ ロ入者名 :日本Ci協会
。お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必Jご記載ください(受領証は講座当日まで必ず保管してください)。
※入金後の返金には応じかねますのであらかじめご了承ください。  ~~~

0
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入日本CI協菫 菫●こ案内
INTERNA丁 10NAL M

:・
‖マクロビオティック

OB10丁 IC CENTER

日本 Ctム脇絵 とは……

マクロビオティックを提唱した桜沢如二によつて1945年 に設立された
最 も歴史のあるマ クロビオテ ィ ック普及団体で す。

ギリシャ語のMacro(大きい。長い)BiO(生命)Tique(術 ・学)の三つを組み合わせて作つた言葉です。
直訳すると「長く生きるための方法」ですが、そのひとつひとつの言葉の中に、人や環境に対する深い思いが込められています。

frr a ar ra r a r | | r a a a a.r i i r i ar r a r rr r a I r r:r r r I r tr a r I r I r t a I r a I r | | rr r a r r:l r. | | rtl l a l

会員共通特典
毎月『月刊マクロピオティックJがお宅に届きます。
マクロビオティックの理備に基づく健康や美密に関する記事のほか、当協会主催の料理教室、その他各種セミナーの麟新情

報が提供されます。その他特典は下記をご覧下さい。

会員種別

正 会 員

誌友会員

法人会員

年 会1費

13,000円

6,600円

30,900円

1       特 典 ||‐ ‐ .‐ ‐

月刊誌を毎月1部送呈。各種行事割引あり。料理教室、各種セミナー受講可。食翻
1 談。トータルケアシステム受診可。カセットテープ引換券 (8000円分)、 書籍購入
券 (2000円分 :協会取扱い書籍・ビデオ・カセットテープに利用可)准早。

月刊誌を毎月1部送呈。料理教室、各種セミナー受講可。食養相談・ トータルケアシ
ステム受診可。

月刊誌を毎月5部送呈、巻末に広告掲載。協会出版物等の卸取引可。関連書籍に情報
掲載。各種行事割引あり。料理教室、各種セミナー受講可。食養相談 。トータルケ
アシステム受診可。

押 ご入会方法 :…………………………………………‥……………・………… =
≡ 入会案内をご希望の方は、お電話をしていただくか、下記の入会案内希望用紙に必要事項をご記入の上、日本Cl協会まで =
Faxも しくは郵送をお願いいたします。
詳しいこ案内を送付させていただきます。こ入会は郵便振込みによるこ入金が確認された時点で受付完了となります。

入会案内がこ不要な場合は、下記の回座まで直接お振込をお願いいたします。

難鎮輸用電窟冒蔓整裏は鼈

庄麹 ・ 嘩 卿 こ薔幕黎麗¥藝覇蛯
…

乱 いた瞬 す

'手

元に届くまで大切に保管してくださぃ ● ・  ■  | ‐|  |‐

◎お申し込み。お問い合わせは……

日本 CI協 会
〒151‐ 0065東京都渋谷区大山町1 1‐5  フリーダイtリレ0120‐ 306‐ 193/FAX0120‐ 306‐293

―――――一― ◎入会案内申込書◎ ………――――…

■FAXは0120‐ 306‐293まで 年    月   日

氏

　

名

フリカナ ■
　
彙

住

　

所

〒 ( )

電鮨・ FAX こ希望の案内 (○印を付けてください)11 行事案内 2 料理教室  3.書籍カタログ

●アンケートにこ協力下さい
1.現在マクロピオテイックを実践している (はい 。いいえ)

2.マ クロビオテイックを知つたきつかけは?(
3.―番興味のある特典および行事は?(

)

)

0
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コジマフーズ株式会社
http//www kollmaf00dS coip/
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‖鱚蒻‖Ⅲ
9784889210828

ISBN4-88921-082-2

C0047 ¥600E

血液をきれいにし

万病を防ぐ

松葉は、中国の薬物書『本草網目』においても「松は腫れ物

やおできを治し、五臓の働きを整え、長く服用すると身が軽く

なって年を取らずに長生きできる。」「高血圧や動脈硬化、

脳卒中の後遺症による手足の麻痺、心臓や老化にも著効が

ある。」と記される効能高い植物で鳥近年は松葉に含まれる

下記の成分が注目を浴びています。

偏つた食生活

冷  え  症
、

、レ
Aィ

ストレス過多

喫 煙 者<ほ >運 動不足

血圧異常ル▼
ヘロこ
'臨

薄 毛・抜 毛

サi(テルペン類 摯碁1言『£勇三二9層」ピ暦語蒼菖ξコ[

クエルセチン育よ轟晶罫奮邸誅寧覇舞翼層鱚
イ

　
ヽ

碑

→|( S
D 活性酸素を取り除く抗酸化作用がある。

松 葉 エ キ ス

小売綱田格  20,000円 (税込)

内 容 量  60g 赤松葉を煮出し、20時間かけて煮詰めた100%濃縮エキス


